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岡山県教育委員会は，昭和 48年 II月，中国縦貫自動車道建設事業にともなう発掘調在のう

ち，第一分冊として押入西，下市瀕等 7遺跡を収録した埋蔵文化財発掘調在報告書を既に発表い

たしました。

このたび第 2 分冊として，宮尾• 久米廃寺等 5遺跡の報告書を発行する運びとなりました。

新しい遺跡の発掘調査に従事しながらの執筆であるため，内容的にも意に満たぬ点が多多あり

ますことは，十分承知いたしております。

本分冊に収録しました久米廃寺の埋蔵文化財の保護対策については最初土盛りであった設計を

高架橋に変更して，遺跡の保存ができましたことは関係各方面の深いご理解とご協力のたまもの

と深く感謝いたしております。なお調査にあたって，日本道路公団津山工事事務所並びに中国縦

貫自動車道埋蔵文化財保護対策委員会をはじめとして，地元教育委員会，岡山県遺跡保護調査団，

地元作業員の方々，その他関係各位のあたたかいご協力とご指導に対し，厚くお礼申しあげます。

昭和 49年3月

岡山県教育委員会

教育次長（文化課長事務取扱）

岡 田 政 敏
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1. 本調査報告書は，日本道路公団の委託により，岡山県教育委員会が実施した。中国縦貫高速自動

車道建設用地にかかる埋蔵文化財の緊急発掘調査の概要である。

2. 調査は，第一次整備区間内の 25地点で，昭和 44年 3月久米郡久米町久米廃寺に着手して以来，

昭和 4 8年 6月 3 0日英田郡作東町高本遺跡の調在終了まで， じつに 4年 3ヶ月を要した。この問

整備期問は皆無であって膨大な資料は整理ができていないため，報告書は 5分冊に分けて遂次flJ行

してゆくことになった。本調脊報告書はその第二分冊である。なお第二次整備区間は現在発掘調査

が進行中である。

3 中国縦貫追埋蔵文化財保護対策委員会の設置については，昭和 42年 5月，岡山県考古学研究者

の会から申し入れに基づいて，対策委員に下記の諸氏を委託した。

勝央中学校教諭 浅野克己 （昭和 47年 11月～ ） 

津山市教育委員会主事 今井 亮 （昭和 44年 4月～昭和 46年 5月）

旭第三小学校教諭 神原英朗 （昭和 44年 4月～昭和 44年 9月）

岡山大学教授 近藤義郎 （昭和 47年 1 1月～ ） 

津山みのり学園 植月壮介 （昭和 44年 4月～ ） 

院庄小学校教諭 士居 徹 （昭和4 4年 4月～ ） 

津山高等学校教論 宗森英之 （昭和 47年 11月～ ） 

美作考古学研究会会長 渡辺健治 （昭和 44年 4月～ ） 

4. 調査は，岡山県教育委員会文化課（昭和 44年度は社会教育課）が，埋蔵文化財保護対策委員会

の助言をうけて実施した。

以下，年次ごとに構成員と，調在遺跡名をあげる。なお，担当調査員は津山教育事務所兼務であ

るため，諸般にわたり，津山教育事務所の多大のご支援ご協力を得た。

昭和44年度

社会教育課長

主 幹

課長補佐

” 
管理係長

文化係長

文化財保護主事

指導主事

主 事

富張 昇

神野 力

花房芳忠

谷ロ 伶

光嶋尚之

桐野嘉雄

森 忠彦

神原英朗

河本 清

葛原克人

泉本知秀

高橋 護

枝川 陽

栗野克己
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調在遺跡名

久米廃寺（第一次）

西原遺跡

美作国府（第一次）

I 
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津山教育事務所

所 長 福島祐
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庶務課長 西口秀俊

庶務係長 小西一成

主 事 山本 剛

昭和45年度

教育次長

文化課長 三村克

主 幹 萩原 郎 西原遺跡

” 
神野 力 久米廃寺跡（第二次）

文化財係長 森 忠彦 二宮大東遺跡（第一次）

文化財保護主事 高橋 護 押入飯綱神社古墳

主 事 河本 清 中力 昭 押入西遺跡（第一次）

橋本惣司 伊藤 晃 穴塚古墳

泉本知秀 栗野克己 天神原遺跡（第一次）

柳瀬昭彦 野介代遺跡

美作国府跡（第二次） ＇ 
津山教育事務所

所 長 福島祐一 .. 
次 長 平井克己

庶務係長 本郷恵津夫

主 事 山本 剛

昭和46年度

文化課長 神野 力

参 事 萩原 郎

文化主幹 光嶋尚之

文化財係長 森 忠彦

文化財保護主在 高橋 護 領家遺跡

主 任 大山行正 二宮大東遺跡

文化財保護主事 河本 清 美作国府

主 事 橋本惣司 伊藤 晃 天神原遺跡

” 栗野克己 泉本知秀 沼 古 墳

柳瀬昭彦 下沢公明 押入西遺跡
書

” 
” 

山磨康平 井上 弘 宮尾遺跡（第一次）

” 
岡田 博 池畑耕一 赤野遺跡（第一次） l 
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｀ 津山教育事務所

I 所 長 福島祐

次 長 平井克己

係 長 田中篤周

主 事 春名 勝 難波友広

昭和47年度

教育次長

文化課長 犬原利貞

参 事 萩原 郎

文化財主幹 富岡敬之 赤野遺跡

文化主幹 原田道明 下市穎跡

文化財二係長 岡本明郎 宮尾遺跡

主 任 大山行正 梶原遺跡

文化財保護主事 河本 清 乎 遺 跡

” 
橋本惣司 小中遺跡

主 事 田仲満雄 栗野克己 小中古墳群
f 

泉本知秀 井上 弘 J:. 相遺跡

松本和男 山磨康乎 北山古墳群

ヽ
岡田 博 高畑知功 狼谷遺跡

一宮治夫 高本遺跡

岡山県開発公社

技師補 太田 整 戸川孝―

大賀秋秀 林 徹也

小林泰利 小倉辰之

森安広之 寺坂伸生

津山教育事務所

所 長 福島祐

次 長 赤木 茂

庶務係長 田中篤周

主 事 春名 勝 難波友広

昭和48年度

教育次長， 
文化課長 岡田政敏

参 事 富岡敬之

-1 
課長補佐 水川冨貴男
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文化財主幹

文化係長

主 任

文化財二係長

主 任

文化財保護土事

主 事

津山教育事務所

所

次
長

長

庶務係長

主 事

宮
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各遺跡調査地周辺の地元の方々，

健

明

彦
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正

司
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岡

高

浅

田

畑

倉
知

秀

博

功

昭

小中遺跡

高本遺跡

下市瀬遺跡

宮の前遺跡

且原遺跡

須内遺跡

平遺跡

谷尻遺跡（第一次）

桃山遺跡（第一次）

植木遺跡
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また，津山市，作東町，美作町，勝央町，久米町，落合町の各

教育委員会には，有形無形の協力を得た。

久米廃寺，美作国府，宮尾遺跡については文化庁，田中薮，奈良国立文化財研究所，沢村仁，町

田章，横田拓美，佐藤興治，下市瀕遺跡の銅鐸については，三木文雄，二•三，の遺跡か
ら出土し

た緞冶炉，鉱滓については広島大学助教授潮見浩，住田正男，芹沢正雄から有益なご教示と，助言

宮尾遺跡の種子分析は，岡山大学農学部教授笠原安夫，木材鑑定は岡山大学農学部教授

岡山県教育センター上野等氏をわずらわした。記して感謝の意を表し

を得た。

畔柳鎖， 石器の材質鑑定は，

たし氾
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本潟に用いたレベル数値は，海抜高である。

1 
本書に用いた地形図は，国土地理院承認済である。 ーーの地形図は，

1 0 0 0 

をトレースしたものである。ExprEss Plan 

日本道路公団の
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本報告書で用いる時代区分は一般的な政治区分に準拠し，

併用する。

それに補うために文化史区分と世紀を

｀`
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1) 報告書作成にいたる概要

昭和 41年に中国縦貫自動車道路（以下中国道とする）建設推進本部が岡山県に設置される。昭和

4 0年から開発関係の官庁，公団と文化庁（当時の文化財保護委員会）との問で，文化財の取り扱い

に関する「覚書」が交換され，事前協議が制度化された。岡山県教育庁文化課（当時の社会教育課）

は，昭和 40年来の道路公団と文化庁の「覚書」にもとずき，昭和44年 2月 1日より，久米町宮尾

「久米廃寺」の緊急発掘を開始した。そして「中国道」に伴う埋蔵文化財の発掘調査は，昭和 49年

3月で 5ケ年と 1ケ月を迎えた。

その間，第 1次整備区間（作東町より落合インターチ T ンジに至る 52. 3 Km)内に存在した 25遺

跡（付表 2)の発掘調査を終了し，第 2次整備区問（落合イソターチェソジより西に延び広島県境に

至る 62. 4 Km)内に存在する遺跡の発掘調査と並行し，田邑収蔵庫において第 1次整備区間内の 25 

遺跡の整理，報告書作成（付図 1)を行っている。第 1分冊 (1 1遺跡）を昭和 48年 8月 31日，

第 2分冊 (4遺跡）を 12月 31日，第 3分冊 (6遺跡）を昭和 49年 2月 28日/切りと予定し，

発掘調在と報告書作成を 3ヶ月交代で行う某本方針を立て昭和 48年 7月 1日より開始した。そして

第 1分冊が予定をオーバーして印刷にかかったため，期問の関係等から第 1分冊製本状態を検討でき

ないままに，第 2分冊の整理報告書作成を開始し現在に至っている。

2) 整理の状態（付図 1, 2) 

発掘調査に伴う出士遺物は，調在を実施した関係市町の教育施設等に保管を願ったり，発掘現場の

倉庫等に保管していた。又写真図面等の記録保存資料は各担当者が，新しい現場に持ちこみ保管す

るという状態であった。そのような折，昭和 47年発掘調杏事務所の遺物盗難事件があいついで発生

し，県議会でも遺物の管理について問題になった。そして，出士遺物の莫大な巌に伴う写真，図面等

の集中管理の望ましいこと等を含めて，調査開始後 4年目にあたる昭和 47年 12月に収蔵庫が建設

された。旧田邑小学校内 (75 0吋）の敷地を市より借用し， とりあえずプレハプ 2棟 (400.98が）

を建て，遺物，写真，図面等の搬入がおこなわれ現在も 2, 3の遺跡は搬入中である。そして，一棟

に遺物を保管し，他 1棟内を 2部屋にしきり整理，報告書作成場所と遺物写真等の保管とに割りあて

ている。

整理作業は，調在員 4-5名，作業員 3-7名にて進められた。しかし，昭和 44年 2月～昭和

4 9年 3月までの問に 20名の調牡員が発掘調社を担当してきたが，転勤，移動等により作成段階で

は I0名となり，その半分 5名が発掘調在を担当し，残り 5名があたるという状態であった。

3) 第 1次整備区間の報告書作成と第 2次幣備区間の発掘調査の現状

付図 1ー第 1分冊及び第 2分冊作成に関する調査員の実動

付図 2ー昭和 44年 2月より昭和 48年 6月 30日までの発掘調在のおおよその具体性と報告書作

成の関係比較

これらの付図より， 5年間発掘調査に終始し，整理・報告を行えなかった現実と，さらにその傾向

をそのまま延長してしまった第 2次賂備区間の発掘調脊，報告書作成より生じた問題点

(5) 
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① 5年間の未整理と，その問の調在担当者の異動等による，残る担当者への負担 (1人 1遺跡

の報告書作成）と担当遺構の具体性の欠損 ＼ 

② 1遺跡 3名の担当者体制から 1遺跡 1名の担当者が発掘調査を行う体制

R 第 2次幣備区間の発掘調査を担当しながら第 1次整備区問の整理報告書作成を現場で同時に

行う

④ 遺跡の規模と報告書作成の期間，人員等のバラソスの不均衡（報告書作成の具体性の欠如）

※ 報告書作成にたずさわった人（第 1, 2分冊）

今井比登美，草苅寛子，杉原芙左子，橋本雅子，日笠 栄，

日笠月 子 ， 日 笠 愛 美 ， 水 島千春，水島規子

4) おわりに

報告讃は本来どのような報告書を作るかという作成者の意識を原点として計画されるべきものであ

ると考える。しかし，現実は従来の習慣・予算の不足・期限の制約・人手不足等の経済的要因が報告

書作成を規制する大きな役割を占めている。このような状況の中で，われわれは「考古学は遺跡・遺

物を研究し，これによって過去の人類の文化内容や生活様式• その背景とする社会構造等を究明する

学問である」という本来の目的との問にある大きなへだたりを感じている。今後，この現状を打破す

るあらゆる努力を払わなければならない。

第 1, 2分冊作成関係一覧表（作図 1)

I I 
， 

I 
月

I 調査員
7 8 ， I 0 I I I 2 1 2 3 

←--—桃下市山瀬遺遺跡跡（（発報告掘書）） 
植木遺跡（発掘）田仲

文 赤野遺跡（報告書） -cc: 須の内遺瓢跡（発 掘）
橋本 に 押入西遺跡（報告書） て 宮尾遺跡， 飯克綱墳

,c 第 1分冊のまとめ
（報告神書

に 備中平遺跡（発掘）
栗野

久米廃寺 （報告書）_

に 上相遺跡（報告書）
松本

圃場整備緊急発掘~ 北山古墳遺群跡（報告書）） -
こ 須の内 （発掘

I< 押入西遺跡（報告書）
井上

圃場整備緊急発掘0→•< 
備中平遺跡（（ 発掘）ー

～ず 宮尾遺跡報告書）~
-- --

< 赤野遺跡（報告書）
-、 旦原遺跡（発掘） > 山磨

..,_ "宮尾遺跡（報告書）—..,,.

< 赤野遺跡（報告書）

！岡田 ----—備中平遺跡（発掘） コ 宮尾南遺遺 跡
<―8 跡（報告書）一~

宮の前遺跡（発掘掘） —-一
—-『呂 ... J: 相遺跡（報告書） 一

＇ 

---------- --------------------------------- --------- ----------------------------―一＿―-北山古墳群（報告書）ー—--;>

二原遺跡（発掘）
高切 <c 谷尻遺跡（発掘） :> 

←小中遺跡古墳群（報告畠）-

浅倉 宮の前遺跡（発掘）

「--~ドニニ第 1分冊作成期問

A• 

I 2.8•C 第 2分冊作成期間 -:, 
I 

（昭和 49. 3. I 3) 

’̀ 
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第
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中国縦貫自励車道路建設に伴う埋蔵文化財発掘調査，報告書作成一覧表（付函 2)

発 掘 調 査

契約 月 契約
路線長II Ii 遺 物遺 跡 名 遺構数 (40X70) 調査員

調査期間 数 面積 延 X15cm

,,,t 

,,:1 
箱

下市瀬遺跡
47. 8 20 ， 4,000 19 140 岡本• 河東本
48. 5.31 田仲•新

41 1.20 I 
河本・橋本

赤野遺跡
47. 2 19 

3 960 70 6 10 柳顧•岡田
47 4 I 

山磨
47 6.21 

野介 代 遺跡
46 2 26 河本・橋本
46. 3 31 

1 270 約 100 4 2 
柳瀬・下沢

47 7.18 
梶原遺跡

4 7. 8 11 
2 100 140 I 5 田中• 井上

志戸部調査区
4612 1 

1 464 

゜ ゜
井上•伊藤

46.12.10 

47 7. 1 松本・ニ宮J:: 相遺跡 2 500 70 5 5 
47 8.31 泉本

45. 9. 5 
河本・橋本

押入西遺跡
45.11.30 

8 1,470 約 100 15 50 柳穎・下沢
4 7. 1. 7 

井上
47. 3.31 

--

44 2. 1 
1,800 I 枝河本・葛原

45. 1.31 
久米廃寺

45. 4 1 
24 5,232 約 150 15 c-コ屈の，うち） ） 11・ 栗野

46 3.31 
700 泉本・山磨

46. 9 20 

宮尾遺跡
46 12.11 

12 7,922 300 30 71 橋山磨本• 岡田
47 4. 1 • 井上
48. 1.31 

北山 古 墳群
47 4. 1 

4 800 80 6 30 
松本・ニ宮

47 11.30 泉本

押 入 飯綱 45 4 I 
2 693 3 1 橋本•柳瀬

神社古墳群 45 9.10 

日 南遺跡
47.11.1 

1 230 30 2 I 
橋本・山磨

47 I 1.30 岡田

神原• 河本
44,10 枝/II・ 柳橋瀬本

西原遺跡 6 1,530 23 120 栗中野力•· 伊藤45. 3 31 
新東•松本

45 3. 5 
高橋•河本
橋本・伊藤

美 作 国府
45 3 31 

14 8,167 約 300 22 350 泉本• 井上
46. 3. 9 

柳池畑瀬•岡田47. 3.31 

45 11.24 
河本・橋本

天神原遺跡
47 6.10 

20 4,908 約 250 47 93 柳瀬・下沢
新東

二宮大東古墳
46. 2. 4 

1 600 約 150 13 60 栗山野磨 ・泉本
46 2 20 

狼谷遺 跡
47 4 I 

6 2,500 500 51 27 
松本・ニ宮

48. 3 31 泉本

穴塚古墳 45 7.27 1 ， 2 
45 9.25 

157 I 2 中カ・伊藤

沼古墳群
46 12. 1 1 
46.12. 9 

464 4 1 伊藤• 井上

47. 4 1 i I 210 
乎 遺 跡

48 3.31 
10 3,000 260 25 c--瓦-のうち） 田仲•井上

72 

下 河 内 遺跡
47 1.20 

I 120 
47. 2. 7 ゜

2 河柳本瀬 ・橋本

小 中 遺跡 47 4. 1 12 4,500 280 
（ このうち ） 
近 103 140 栗野•高畑

217 
I 

小中 古 墳群 48 6.30 3 1,300 80 27 20 栗野•高畑

47. 4. 1 
180 井上•松本

高 本 遺跡 8 4,000 300 35 
（ 金このくそうち54 ） 

泉本・ 岡田
48. 6.30 

山磨

領家遺跡
46. 4. 1 

12 2,90 約 150 65 250 栗野・山磨
47. 3.31 

2 5 遺跡 165 58,223 626 3,628 8 9 

0 なおこの資料は昭和 49年 3月現在なので，その後に追加補正されます。

0 第 3分冊以降の報告書作成者名は予定である。

整 理 ． 報 告 書

報告書 収蔵庫 報告書
に て 備 考

作成期間 整理 作成者

伺 0第 2次整備区間の発掘調査と並行して現場で作
48. 6.28 2 田仲•新東 成（田仲）
48 II 3 O昭和鹿 48年 6月 30日鹿児新島県庁文化課へ転勤

： し 児島より原稿郵送（ 東）

48. 7. I 
0昭和 48年 7月 1日岡山県津山市教育委員会へ

48 10.31 I ! 

橋本・山磨 出向した年（河本）3 
岡田 0昭和 47 4月 1日兼務事をとかれ山陽新幹線発

I 

掘調査報告書作成に従 （柳瀬）

48 

＇ 3 I 

河本・橋本
0昭和 47年 4月1日兼務をとかれ本庁勤務

柳瀬
（下沢）

48 
0本庁より出張し整理作成（柳瀬）

0第 2次整備）区間の発掘調査と並行して現場で作
48 7 I 1 
48 9.30 3 

田仲•井上 成（田仲
0田邑収蔵庫にて作成（井上）

48 7. I I 
井上 O押人西遺跡と同時作成（井上）

4811. 30 

0田邑収蔵庫備にて作成（松本）

48. 7. I 3-1 
0第 2次整 区間の発掘調査と並行して現湯で作

松本・ニ宮 成（二宮）
48 10.15 2 

0昭和 47年 8月4B大阪府文化財保護課へ転勤
（泉本）

0 田邑収蔵庫にて作成（橋本•井上）
48. 7 1 

3 橋井上本• 柳瀬
4811.22 

- ' --— 

4810, I 
0昭和 48年 6月 30日県立博物館へ転勤査（葛原）
0昭和 45年 4月 1日本庁山陽団地発掘調

6 栗野 （枝川）
49 3 0宮尾遺跡報告書作成中（山磨）

0収蔵庫にて作成（栗野）

0第2次整備区問の発掘調査と並行して現場で作
48. 2 16 

5 
橋本・山磨 成中（井上•橋本）

49 3 31 岡田• 井上 0田邑収蔵庫にて作成中（岡田・山磨）

0 2ヶ月収蔵庫にて整理，途中甫湯整備の緊急発
48 9 6 3-I 松本・ニ宮

掘調査に 2週間（松本）
49 3.31 2 0第 2次整備区間の発掘調査と並行して作成中

（松本・ニ宮）

49. I I 1 
橋本

0第 2次整備区間の発掘調脊と並行して作成
49. 3 31 3 （橋本）

49. I 4 1 
岡田

o田邑収蔵庫にて作成（岡田）
49 3 31 6 

48. 
I 

噌・栗

48 10.31 
7.5 

0出土遺物注記（作業員）
48 414 井上• 岡田

I 
48.1227 

48. 2.14 
0出土遺物水洗い注記（作業員）

48 12.18 
2 橋本

48. 7 13 
1 

栗野・山磨
o写真整理（栗野）

30 

48 419 I 
松本・ニ宮

o出士遺物注記（作業員）
48 6.18 3 

゜
0第 1分冊出版予定がのび第 3分冊ヘ

井上
0第 1分冊出版予定がのび第 3分冊ヘ

48 215 
49 1.14 

I 田仲•井上 0出土遺物水洗い注記（作業員）

橋本 0第 1分冊出版予定がのび第 4分冊ヘ

0田邑収蔵庫にて久米廃寺報告書作成中（栗野）
48 7. 4 高畑

I 4 

49. 3.31 
I I 高畑

0田邑収蔵庫庫にて作成中（高畑書） 
0田邑収蔵 にて久米廃寺報告作成中（栗野）

48. 7.11 1 
［井上•松本 0水洗いと注記を行う（作業員）
岡田•山磨

48. 7.18 4 

48.10 29 上 栗野・山磨
30 

a写真焼増し（栗野）

（昭和 49年 3月 13日）
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1号墳第2主体出土の勾玉，管玉実測図 実測• 製図•••松本••• …………••…………·3 3 

第2主体出土塞，不明鉄器実測図 実測• 製図•••松本・•••…•…………....... …• ・・・・い.. 3 3 

1号墳出土鉄鏃実測図 実測• 製図...松本....................................................... 3 5 

1号墳第 2主体出土鉄器実測図 実測• 製図•••松本・・・・・..……...... ……・・・・・・・・・・……・ 3 6 

1号墳第 2主体及び攪乱層出土7J子 実測• 製図•••松本·…•••………………………·3 7 

1号墳第 2主体出土須恵器実測図 実測• 製図•••松本…••……·……・ ・・・••••••…........ 3 8 

1号墳第 2主体出土須恵器実測図 実測• 製図…松本…・・・・・・・・・・・・......….. ……•• ….. 3 9 

1号墳第 2主体出士提瓶実測図 実測• 製図•••松本…......……..................... …... 4 0 

1号墳埴輪マーク拓本 拓本・・•松本・・............................................................. 4 2 

1号墳埴輪マーク拓本 拓本・・•松本・・............................................................. 4 3 

1号墳円筒埴輪列乎面図（出土状態） 実測•••寺坂 製図…松本..…………………・4  3 

1 号墳出土動物土製品，人物埴輪，不明形象埴輪実測• 製図•••松本…•••••……… ·4 4 
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1号墳埴輪実測図 実測• 製図...松本・・・......................................................... 4 9 

1号墳埴輪実測図 実測• 製図...松本・・.......................................................... 50 

1号墳埴輪実測図 実測• 製図・..松本・・・......................................................... 51 

1号墳埴輪実測図 実測• 製図...松本・・.......................................................... 5 2 
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第44図 2号墳出土轡実測図 実測• 製図・・•松本・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・ 68

第 45図 2号墳墳丘下住居址実測図 実測•••太田・寺坂・ニ宮 製図•••二宮・・・・・・・・・・・・・・…… ·6 9 

第 4 6図 2号墳盛土内出土遺物実測図 実測・殷図•••二宮……...……….................. …...... 7 0 

第 47図 3号墳墳丘実測図 実測•••太田・戸川・ニ宮 製図...二宮…………………............7 1 

第48図 3号墳内部主体実測図 実測•••泉本・ニ宮 艘図・・・＝宮・・・・….....….................. … 72 

第49図 3号墳断面図 実測...松本・ニ宮 製図...二宮・・・・・・・・・・・・・・・................................. 7 3 

第50図 3号墳出土遺物（須恵器，土師器，鉄製品）実測図 実測・ 製図•••二宮•••…......... 7 3 

第 51図 3号墳盛土内出土遺物（弥生）実測図 実測・ 襲図•••松本・・・•••……………………... 7 6 
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第 53図 4号墳内部主体実測図 実測•••太田・戸川・ニ宮 製図•••松本・・・・・・………………… 78

• 
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1号墳第 1主体出土遺物，第 2主体出土遺物写真 撮影•••松本
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 1. 調 資 経 過

、ム

北山古墳群の発掘調性は，中国縦貫自動車道路に伴なう埋蔵文化財発掘調査で昭和 47年 4月 10 

日から， 6月29日までと同年 11月30日までの期問にわたって実施したものである。途中で一時

中止の期問も含まれている。

なお，本古墳群は当初より全国遺跡分布地図に記されている周知の遺跡であるにもかかわらず，何

の保存対策もなされないまま縦貫道路によって消される事となったのである。

発掘調査は，まず 3号墳から着手したが，東のインクーチェンジ（以下 ICと記す）の工事と併行

して行なわれる事となった。

調査中に新たに 1基の古墳が確認され（工事用道路）他の遺跡との関係もあり，時間的に大きな負

担を余儀なくされたのであったが，工事の関係上 3号墳の調査途中で上相遺跡の発掘調査を行なう事

となり，北山古墳郡の調杏は一時中止せざるをえなかったのである。なお 7月中旬で，調査員が他県

に転出する。昭和 47年 8月 16日より再開され，上相遺跡の調査と併行して 2号墳の表土排除作業

を行なうという進行状況であった。 8月 2 9日からは 3号墳墳丘解体，並びに 4号墳表士排除も合わ

せて行ない，現地表面下わずかで主体部の確認がされ，掘り上げ，写真，実測と進み，短期問で墳丘

解体，断面写真，実測，それに併行して 1号墳表土排除，並びに 2号墳盗掘坑，全体清掃後写真，主

体部確認で掘り下げ，掘り方が検出された時点で断面の写真，実測の後ち，取り除き，掘り方掘り下

げ，主体部写真実測，遺物取り上げ， なお 1号墳周浬確認も行なった。以下土層断面観察のため墳丘

掘り下げ，地山面で住居址が確認された。写真，実測の完了，住居址も終了し，残った調査範囲は 1

号墳 l基で墳頂は稲荷社築造とキツネの穴によって攪乱されていたのと，多数の木根で苦労したもの

のハニワ基底部が検出確認されえた。（なおハニワ列検出中工事用道路の着工となり， 2, 3, 4号墳

は空なしく消え去ってしまったのである。）

主体部検出に移り，攪乱のため掘り方の検出はされえなかったが，直刀，直刃片，ガラス玉の確認

がされ，全体を清掃し，全体，部分写真撮影，主体部実測，遺物取り上げ，さらに掘り下げ，新たに

主体部が検出され，士層断面写真，実測，主体掘り上げ，写真実測，遺物取り上げ，さらに掘り下げ

にかかり，旧地表面（黒色有機土層面）で弥生時代の壺棺と考えられる土器片がかなりまとまった形

で出士した。以下の層においては何らの遺構，遺物は検出されなかった。

なお， 1号墳発掘調査中 (10月 17日）工事用道路着工ブルドーザー進入し， 2, 3, 4号墳は

無残にも跡形もなく消えさってしまったのである。

以上 1号墳から 4号墳までの個々にではあるが表層排除の後ち写真，地形測量も行なっている。な

お，調在は 1号， 2号， 4号墳を松本，二宮で， 3号墳を泉本（前職員），松本，二宮が担当し，地

形測量等は岡山県開発公社職員（太田，・戸川，小林，寺坂）の助力を得て合同で行なった。

（文，二宮治夫）
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2. 日誌抄
第 1表分布図対照表

番号 遺跡名 番号 遺跡名

1 金屎古墳群 1 9 狼谷遺跡
2 鮎池南古墳群 20 散 布 地
2a 上相中塚 20a 楢原大塚
2b 上相東塚 2 1 楢原上古墳群
3 古 墳 22 古 墳 群
4 北山古墳遺 群 23 上向山古墳
5 鎌倉山 跡 24 別所古墳
6 古 墳 25 平福狐塚古墳
7 散 布 地 26 緑青塚古墳
8 散 布 地 27 中山古墳群， 古 墳 28 散 布 地

1 0 散 布 地 29 古 墳
1 1 宮谷古墳群 30 古 墳
1 2 古 墳 群 3 1 神宿古墳群
1 3 寺山古墳 32 経塚古墳群
1 4 寺山東北古墳群 32a 上経塚古墳
1 5 古 墳 33 楢原廃寺跡
1 6 坂本塚古墳群 34 金焼山古墳群
1 7 古 墳 34a 金焼山古墳
1 8 古 墳 35 散 布 地

本古墳群の発掘調査は，昭和 47年4月10日

から同年 11月30日までの期間内において行な

われたものである。

4月10日-4月13日 仮設小屋建設，雑木の伐採

作業を行なった。

4月14日-5月14日 狼谷遺跡の第 1次発掘調査

を行なった。

5月15日-5月28日 雑木の伐採作業，グリット喝t

定，全・遠景写真撮影，地

形測量を行なう。

5月29日-6月11日 地形測量， 2, 3号墳表士

排除， 3号墳周溝の一部分

の掘り下げを行なう。

6月12日-6月25日 3号墳表土排除， トレンチ設定発掘， 3号墳内部主体の確認及び掘り下げ，実

測，周溝確認掘り下げ

6月26日-6月29日 周溝掘り下げ，主体部掘り下げ写真撮影

6月30日-1月16日 梅雨時期のため作業は一時中止

7月17日 北山古墳の製図，作業工程表の作成

7月188-8月15日 上相遺跡発掘調査につき作業中止

8月16日-8月29日 2号墳表土排除， 3号墳清掃及び全景写真並びに墳丘解体作業を行なう。 4号

墳表土排除。

8月30日-9月12日 4号墳表士排除， 3号墳墳丘解体，断面観察及び写真撮影並びに断面実測， 4 

号墳主体部確認し，掘り上げ，写真，実測完了

9月13日-9月26日 4号墳墳丘解体断面観察及び写真撮影並びに実測， 2号墳周浬掘り下げ，盗掘

坑清掃，全体写真撮影，地形測量，ハニワ片の取り上げ，主体部確認の為掘り

下げをし，土層断面の写真，実測の実施， 1号墳表士排除を行なう。

9月27日- 2号墳主体部掘り方確認掘り下げ，埋葬遺物検出，写真撮影及び実測，遺物取

10月10日 り上げ再び掘り方を掘り下げ，写真撮影を行ない，墳丘解体作業に移り，断面

写真及び実測を行なう。地山面より住居址が発見された。 1号墳周浬検出，墳

頂の攪乱土層の排除を行なう。

1 0月11日- 2号墳墳丘断面の写真，実測並びに住居址の写真，実測を行なう。 1号墳墳頂

1 0月24日 攪乱士排除及び散在ハニワ片の取り上げ，確認されたハニワ列の検出作業並び

に周浬掘り上げを行なう。

,
4
 

貞`
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.,, 

10月25日～ ハニワ例の検出並びに墳丘全体の清掃及び写真，地形測量を行ない，そののち

1 1月7日 主体部検出作業を行なう。

1 1月8圧~ 主体部検出作業，確認し清掃，写真撮影並びに実測及び遺物の取り上げ，さら

1 1月21日 に掘り下げを行ない， 2 0日第 2主体が検出された。なお東西南北士層断面の

写真，実測がなされ，なおも一区画の部分の解体作業を行なった。
4 

1 1月22日～ 第 2主体全景及び接近写真並びに実測，遺物取り上げ，掘り方の写真撮影，墳

丘解体作業並びに土層断面写真，実測， さらに墳丘外の石積の実測，なお盛土

内より弥生時代の壺棺片と思われるものがかなりまとまって出土した。

昭和48年3月17日 現地（美作町農協セソター）において展示説明会を行ない，多数の見学者があ

-3月18日 った。 （文，二宮治夫）

3. 北山古墳群の立地と環境

北山古墳群は岡山県の北東部に位置する英田郡美作町大字北山に所在する。吉井川の 1上流，梶並

川によって形成された沖積平野の豊国原を東に望む南西から北東に延びる標高 1o 7 mから 11 2 m 

の低丘陵上に北山古墳群が営造されている。当初円墳 2 基で北山古墳群と呼称されていたが~1)中国縦

貫自動車道建設に伴なう分布調査と緊急発掘調査の結果，新たに 2基が追加確認された。第 3図に見る

ごとく，古墳群は丘陵端部から末端傾斜面にかけて円墳 4基で営造されていることが明らかとなった。

この地域には弥生時代中期になって始めて人々が生活を開始した所である。梶並川を境として東で

(2) (8) 
は狼谷遺跡 西では北山古墳群の周辺や明見地域 に生活の痕跡をみることができる。古墳の分布は

(4) (5) (6) 東には前半期古墳と後期古墳群が西より多く集中している。寺山古墳，上経塚古墳，金焼山古墳 ， 

緑青塚古墳(7)など 4世紀-s世紀末にかけての前方後方墳，前方後円墳が楢原の平野を望む丘陵上に

(8) 
位置している。また楢原には白鳳時代から平安時代末にかけての瓦を出土する寺院址 も確認されて

いる。

以上が豊国原を中心とする考古学的環境である。いずれにせよ古代の楢原郷は英田郡における重要

な位置をなすものであったと予想される地域である。

（文松本和男）

9
亀
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〔註〕

(1) a 「全国遺跡地図（岡山県）」 文化財保護委員会

b 「美作町史編纂中間報告」 今井発著

美作町史編纂委員会 昭和 39年

(2) 註(1)に同じ

(3) 
” 

(4) 
” 

(5) 
” 

(6) 
” 

(7) 
” 

(8) 
” 

昭和 42年 ＼ ヽ． 
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4. 1 号墳（第 4図．第 58図(2)~第65図(1))

1号墳は北山古墳群内では最も南に位置

し，一番高い所にある最大の円墳である。

この古墳は江戸時代に稲荷社を建築する際

に墳頂部の再造成が行なわれたために平担

となっていた。そしてキツネ，クヌキの巣

があったため無数の穴が盛土内を走り，墳

丘はかなり攪乱をうけ，部分的に内部主体

を破壊していたが 2基の木棺直葬墓を検出

した。そして 1号墳では次のような計測値

を得た。

古墳直径 I墳 1i:高 凋 箇 幅 I周渥深

SN・・・ I9.2 m 1. 5 m~ 

（旧地表
WE・・・ I8.3m 面から）

2- 130-
3m 40cm 

頃頂部削平のため，表土層，攪乱層には多

数の埴輪，須恵器破片，近世の遺物が多数

出土した。墳丘断面図（第 5図）にみる如

く表土から 70-IZOCIIIの深さまで攪乱

を受けており，第 1主体，第 2主体はかろ

うじて攪乱を最少限免れた個所であった。

（
 

第6図 1号墳墳頂部出土備前焼実測図
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等7図 l号墳墳頂部出土

(a) 備前焼（第 6図）（第 S9図(2), 6 0図(1))

この備前焼は頃頂部の表土下 3cmの所で底部のみ第 59図(2)のような状態で出土した。底部以外の

破片は墳丘，墳頂，周浬内に散乱した状態で出土したものである。口縁径は 43 cm, 器高は推定 68 

cmである。口縁はほぼ直立し，口縁端部を約 2cm折りまげ玉縁をつくっている。底部は直径 33 cmぁ

り， どっしりとした安定感をもつ大甕である。外面は 7本の刷毛で上から下にむけて撫ている。内面

はヘラにて横撫の仕上げがされている。室町時代のものと考えられる。

(b) 寛永通宝（第 7図）

表土層，攪乱層より 15枚出土し応恐らくお稲荷様に関係する遺物と考えられる。

(c) 墳頂部出土の灯明皿（第 8図）

灯明皿は盛土攪乱層，頃頂部より出土した。これらの大部分は使用しており， 口縁の内外面にスス
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が附着していた。 (1)---{~)は赤褐色を呈．し，非常

に焼成の良好なものである。 (6)~⑬は灰白色な

いし黄褐色を星し焼成はやわらかい。底部は糸

切りによる戎形技法がみられる。時代はいづれ

も備前焼などと同じ時期のものであろう。

(d) 1号墳出土の弥生式土器（第9図）

墳丘盛土． 周埠内より少量の弥生式土器片が

出士した。このことは 1号噴を造成する際に周

囲の弥生時代の遺溝を破壊して古墳を造成した

ことを意味し， 2号頃下で住居址が検出された

ことからも想像できる。出土した弥生式士器片

は少量であり図示できるものは全て実測した。

(I)は甕の口緑部で(2)-Uilは底郎である。これら

の士器は形態からみて弥生時代中期に編年され

るものである。

(e) 1号墳下出土の甕棺（第10図）
(78図(1))

1号噴の墳丘解体作業中，旧地表士層（黒色

有機土）より甕棺を検出した。これらの土器は

破片となって教乱しており，注意深く遺構の検

出を試みたが何ら遺構は検出することができな

かった。甕棺の蓋と身はいずれも甕を使用して

いる。蓋は口縁径 28. 5 c:m, 高さ 26. 5 cmを測

る。左右に把手をもっ。把手は器面に直径約 2

mの孔をあけ，把手を差し込みその上に粘士を

はりつけている。口縁部には一条の浅い沈

線がみられる。色調は赤褐色である。外面

は化粧土が剥離しているが，ヘラで仕上げ

ている。内面はヘラにて横撫の仕上げを行

なっている。一方身の方は口縁径は I8 c:m, 

高さ 37. 5 cmを測る。口縁部には沈線が 3

本施文され，頭部にはヘラによる刺突文の

施文が行なわれている。胴部のハリは左右

2 
少し異なるが'-;--ほど上に最大径がある。

J 

仕上げは胴部から底部にかけてハケによる

ー二~一
ご一
更
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1号墳墳頂部出土 灯明皿
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第 9図
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1号墳盛土内出土 弥生式土器
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縦撫が行なわれ，

よる横撫の仕上げを行なっていた。

この甕棺は弥生時代後期のもので

内面にはヘラに

ある。

(f) 大甕（第 13図）

墳丘，周浬内に散乱し

ていたものを推定復元したもので

頃頂部，

ある。口縁径 42 cm, 推定器高は

1 o o cmある。頸部は 3段に区切

られ， 2段に 3つの波状文が施文

されている。胴部外面にはハケ状

工具による施文がなされ，内面に

は青海波が所々指で消されている

が認められる。

この大甕は墳頂部ないし墳丘に置

いていたものと考えられる。
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第10図 1号墳下出土 カメ棺

第 1主体（第 I4図，第 59図(2), 第 60図(I))

E-1 5°-Sの方位で検出された。表土層，攪乱層を除去するとすぐに直刀， ガラス玉を検出し

た。棺底まで攪乱をうけていたため掘り方は判然とせず， かろうじて東側部分で幅 8O -9  O cm, 長

さ1O O cmまで確認できた。木棺痕跡は確認できなかったが，直刀，ガラス玉などが棺内遺物と考え

（長さは不明）の木棺直葬墓と推定される。

(I) 

られることから，幅 40-5 0⑳,  

遺物は棺内に直刀 2口，

(a) 

ガラス玉 20個があり，棺外には短頸壺 2個，提瓶 1個，杯身 3個があった。

直刀（第 I5図(8), 第 I6図(I), 第 60図(2), 第 80図四， 8 I図(I))

(8)は棺内と推定できる所より出土した。刀の争近くは欠損している。残存長は 29. 2 cmである。

刀幅は 2.6 cm, 背厚は o.6 cmある。なお刀身には木質が附着していた。 (I)は棺底のガラス玉近より出

-21-



二二二口

• 

12 

゜
1 Dem 

第11図 1号墳表採，攪乱層周涅内出土須恵器実測図

-22-



・;c'-・ ● ヽー

14 A 

15 

ヽ

,’
 ,. `

 

ヽ

ヽ

ヽ

,
 

.

.
 』

ヽ

I
 

ヽ

、
□
、
‘

`
‘
 

ヽ

、`、̀

゜
10cm 

第12図 1号墳表採，攪乱層，周湿内出土須恵器実測図

•• 

-23-



第
2
表

1
号

墳
表

採
，

攪
乱

，
周

浬
内

出
土

土
器

（
単
位

c
m
)
 

図
版

番
号

種
類

形
態

器
高

ロ
縁
径

胴
幅

胎
工

焼
成

色
調

備
考

.. 
＇ 

第
l

1
図

I
 
須

恵
器

空~
 

蓋
3.
7 

8.
6 

精
（
晶
、
＜
米
も
古

普
通

灰
色

周
浬

内
よ

り
出

土

2
 

(
4
.
0
)
 

9,
9 

”
 

黒
灰

色
表

採
，

器
高

は
推

定
”
 

”
 

”
 

⑱
，
長
英
石
ふ
く
む
）

”
 

I
 

；
 

”
 

周
痘

内
よ

り
出

土
”
 

3
 

”
 

II
 

4.
0 

1
 1.
8 

債
麗

翠
醐

＜
む

）
”
 淡

灰
緑

色

”
 

4
 

”
 

”
 

3.
 7

 
1

 0.
3 

”
 

黄
灰

色
周

津
土

層
よ

り
出

土
（
砂
ふ
く
む
）

”
 

”
 

5
 

II
 

杯
身

4.
4 

1
 0.
8 

”
 

淡
灰

色
周

浬
内

よ
り

出
土

⑱
，
長
英
石
ふ
く
む
）

//
 

”
 

6
 

”
 

II
 

4
7
 

I
 3,
0 

不
良

な
粘

士
使

用
”
 茶

黒
色

内
面

に
朱

が
附

着
し

て
い

る
。

墳
頂

部
表

採

//
 

7
 

II
 

野
品
繹

9.
6 

I
 0.
7 

精
艘

粘
土

良
濃

緑
色

焼
成

前
に

把
手

が
梃
j離

し
て

い
る

。
墳

丘
，

周
邸

内
よ

り
出

土
。

外
面

に
柚

が
か

か
っ

て
い

る
。

”
 

8
 

”
 

無
蓋

高
杯

1
 3.
0 

9.
6 

”
 

普
通

灰
茶

色
四

角
透

孔
が

3
つ

あ
る

。
墳

丘
攪

乱
層

よ
り

出
土

。

1
 

25
-

”
 
，
 ”

 
”
 

9
0
 

I
 O
 I
 

”
 

良
灰

色
四

角
透

孔
が

3
つ

あ
る

。
墳

丘
に

て
表

採
。

I
 

円
筒

ハ
ニ

ワ
と

同

”
 

I
 O

 
I土

師
器

手
捏

土
器

5.
3 

4.
4 

5.
4 

じ
胎

土
普

通
赤

褐
色

周
涅

内
よ

り
出

土
。

”
 

I
 I

 
須

恵
器

壺
不

明
2

 2.
0 

不
明

精
製

粘
土

良
緑

灰
色

頸
部

は
3
段
に
区
切
ら
土
れ
，
。

波
状

文
が

描
か

れ
て

い
る

。
表

土
層

攪
乱

層
よ

り
出

”
 

1
 2

 
”
 

驀
飾

付
壺

習
”
 

不
明

II
 

”
 灰

緑
色

円
形
，
三
角
透
孔
の
痕
跡
あ
り
。
墳
頂
，
攪
乱
層
よ
り
出
七
。

”
 

I
 3

 
II
 

甕
”
 

2
 4.
8 

”
 

”
 暗

緑
色

内
面

に
青

海
波

あ
り

。
墳

丘
よ

り
出

土
。

第
I

2
図

l
4
 

”
 

霧
飾

付
i

”
 

1
 9.
4 

1
 9.
1 

”
 

”
 灰

緑
色

肩
部

に
小

壺
が

2
個

と
動

物
が

2
ひ

き
と

り
つ

け
て

あ
る

。
墳

頂
，

墳
丘

，
周

浬
内

よ
り

出
士

。

”
 

1
 5

 
”
 

僅
館

付
壺

塁
//
 

不
明

不
明

”
 

”
 灰

色
呼
？
厄
蘭
三
塁
眉
悲
腐
i慇
ti
!ナ

ら
れ
て
い
る
。

，
 

I
 

空a
b
-

”
 

周
涅

内
よ

り
出

土
。

I
 

”
 

I
 6

 
II
 

”
 

8.
8 

”
 ⑱

，
長
英
石
ふ
く
む
）

普
通

灰
黄

色

”
 

1
 7

 
”
 

”
 

8.
0 

6.
4 

1
 2.
0 

”
 

”
 灰

色
墳

頂
，

攪
乱

層
よ

り
出

土
。

”
 

！
 

//
 

1
 8

 
‘’ 

”
 

9.
4 

8.
3 

l
 3.
0 

（
砂
ふ
く
む
）

”
 灰

黒
色

墳
頂

，
表

土
層

よ
り

出
土

。

第
I

3
図

”
 

甕
(
8
3
 o)
 

3
 1.
8 

不
明

清
製

粘
土

良
”
 

頭
部

は
3
段
に
区
切
ら
れ
，

2
段

に
波

状
文

が
描

れ
て

I
 

I
 

I
 

い
る

。
内

面
の

青
海

波
は

所
々

指
で

消
し

て
い

る
。



第13図 l号墳出土大甕

(2) 第 2主体（第 17図，第 6 1 図(2)~第 64図）

土した直刀である。完形で

全長 89. 6 cm, 刀身長

7 4. 8 cm, 刀幅 3.7 cm, 背

厚0.8虚を測る。茎部には

目釘穴が 1個だけみとめら

れた。なお刀身には木質が

附着している。

(b) 玉類（第 5表）

第 1主体から出士した玉

類はガラス製小玉 20涸の

みである。すべて一括して

棺の東側部分で出士してい

るため，これらは相連らね

て副葬されていたものと思

われる。小玉は大部分が半

透明で濃いプルー 13個，

明るいプルー 5個，藩いプ

ルー 2個の色調に分類され

る。なお形は一定ではなく， 曇

長さ 8.3叩r,径 8.2四の玉

が最大で，長さ 4m:n,_, 径

7. 2四の玉が最少である。

第 2主体は木棺直葬墓でN-64°-Eの方位で検出された。掘り方上面は攪乱のため不明であった

が，幅 13 O~1 4 O cm, 長さ 32 0 C/11を確認した。木棺痕跡は幅が東側で6o cm, 西側で 75 cmを

測り，長さは 21 0 cmであった。

出土遺物は棺の内外に副葬されており，特に頭位置と推定される所に短頸壺が蓋とセットで置かれ，

この壺内より勾玉 6個，ガラス玉 64涸，管玉 20個が一括して入れていた事実である。そして脚部

には杯のセット，鉄鎌が副葬されていた。なお棺内遺物には直7Jーロ，鉄鏃 37本，刀子 6個，鉄鎌

1個，鉄鋸，勾玉，管玉，ガラス玉 67個，杯（蓋，身） 3セット，杯蓋 2偕，躯 1個があった。棺

外には杯蓋 2個，杯（蓋，身） 1セット，無蓋高杯 1個，長頸壺 2個，励は個，提瓶 2個があった。

この第 2主体と第 1主体との前後関係は攪乱が著るしいためセク、ンョソでは確認できなかったが，

棺底レベル高が第 1主体と比較して約 30 cmも低いことから第 1主体より先に埋葬されたものと考え

られる。
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第14図 1号墳第 1主体平面図

(a) 直刀（第 I6図(2), 第80図⑬）

棺内より出土した。茎部が欠損しているが，残存部で 87. 2 c:m, 刀身長は 75. 8 cm, 刀幅は 3.6 cm, 

背厚は 0.7⑳を測る。切先部はやや上がっている。茎部には木質が残っているため目釘孔が確認でき

なかった。なお刀身には木質が附着している。

(b) 天類（第 l8図，第 4表，第 5表）

第 2主体から勾玉 7個，管玉 22個，ガラス玉 69個出土した。

(1) 勾玉

(1)~(6)は頭部位置に副葬された短頸壺（第 2 4 図⑱）に管玉 ((1)~{21)) とガラス玉 6 4個が一括し

て入れられていた。勾玉は(1)~(3)が碧玉製， (4)はメノウ， (5)は白色のガラス（水晶?), (6)はプルー

のガラス製である。 (7)はメノウ製で埋葬当時に首にかけていたものと考えられる位置に出士した。

なお， この勾天は尾部が折れたものを磨いで使用している。

（口） 管玉（第 I8図，第 4表）

第 2主体より出土した管玉は 22 個ある。それらの全ては碧玉製である。なお(1)~(21)は短頸壺内に

一括して入れられていたものであり，四は棺内より出土したものである。
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第 4表

1号墳第 2主体出土勾玉、管王、実測図

1号墳，第 2主体出土碧天襲管玉計測値表

＇ 
（単位 四）

番号 長さ 幅 孔径 備 考 番号 長 さ 幅 孔径 備 考

1 2 I 8 7 5 2 1 片潮j穿孔 I 2 2 3 0 4 6 2 2 両奇j穿孔

2 2 0 5 8 7 2 8 
” 

I 3 l 8 5 5 0 I 5 
” 

3 I 9 8 7 3 3 l 
” 

1 4 l 6 5 4 6 I 7 
” 

4 I 7 8 7 2 2 4 
” 

I 5 I 7 0 4 5 I 8 
” 

5 2 0 8 7 0 2 3 
” 

I 6 I 6 5 4 8 I 8 
” 

6 I 8 0 7 2 I 9 
” 

I 7 l 5 I 4 6 2 0 片~1穿孔

7 l 9 7 7 8 2 8 
” 

I 8 I 6 2 4 2 8 0 
” 

8 2 0 5 7 5 2 0 
” 

I 9 I 3 0 4 I I 2 
” ， 2 I 0 8 0 2 2 

” 
2 0 I 4 5 4 2 1 3 両芍l穿孔

I 0 I 9 4 7 2 2 8 
” 

2 1 6 5 8 I 9 0 片硼l穿孔

1 1 2 4 0 4 0 2 I 
” 

2 2 I 9 8 7 8 2 0 II 
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り ガラス玉（第 5表）

総数 69個出土した。うち 64個は勾

玉，管玉と一緒に短頸壺に入れられてい

た。残り 5個は棺内にて出土した。色調

は濃いプルーが 58個，薄いプルーが

1 0個，明るいプルーが 1個あった。形

は一定でなく，最少で長さ 1.8四，直径

が 4.I四であり，最大のものは長さ 8.1 

四，直径が IOgであった。

(c) 黎と不明鉄器（第 I9図）（第

8 0図 1o, 1 1) 

(1)は長さ 30 cmを測る。先端部は丸の

み形である。後端部はハソマーを受ける

部分らし<'平らになっている。黎もし

くは「ノミ」と考えられる。 (2)は(1)と一

緒に出土した。当初躯の一部分と思われ

たが接合する個所がないため，この鉄器

だけで単独に使われたらしい。用途は不

明である。

゜
5 cm 

第22図 1号墳第 2主体及び撹乱層出土刀子

(d) 鉄鏃（第 20図，第 21図(I)-四， 8 1図(5), (6), 8 2図）

1号墳より出土した鉄鏃は大別すると 6種類ある。第 2主体内より出土した鉄鏃は頭位置と推定さ

れる所に一束にした状態で出土した。なお第 2主体内より出土した鉄鏃は 5種類に大別された。

I 類…••••••広鋒両丸造棘箆被腸挟柳葉式

第 20図(3), (4), (6)-(9), ⑮～⑳， (25) 

lI類・・・・・・・・・広鋒片丸造棘箆被腸挟柳葉式

第 20図(5), (10), 四-(14), (20, 四，⑳

皿頬...……両丸造箆被柳葉式 第 2I図四

N類・・・・・・・・鏑造腸挟柳葉式 第 2 I図閾

V類………鏑造柳葉式

第20図(I), (2) 第2 1 図(9)-(1~

なお， 8区攪乱層より第 20図126)が出土したが， これを W類とした。箆被乎造腸挟柳葉式である。
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第24図 1号墳第 2主体出土須恵器実測図
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10cm 17 

第25図 l号墳第 2主体出土提瓶実測図

(e) 鉄鎌（第 21図⑳， 8 1図(2))

鎌は棺内の脚部位置より出土した。長さは 16 cm, 幅 0.4 cmの薄いつくりである。先端を内湾させ，

基部をほぼ直角に折り曲げた曲刃鎌である。

(f) 鉄鋸（第 21図⑳， 81図(3))

鋸は棺内の頭部位置に躯，刀子などと一緒に織物に包まれた状態で出土した。身の一方に茎をもち，

柄をつけて引くものである。現存長は 17.5cm, 鋸歯は約 9cm, 幅は約 2.8 cmを測る。断面は二等辺

芝角形をしている。なお裏側には織物痕がみとめられた。茎部には目釘孔を確認できなかった。

(g) 刀子（第 21図因，第 22図， 8 1図(4))

第2主体内より第 21図函と第 2 2 図(1)~(5)が出土した。うち 5 本はほぽ完形である。第 2 1図凶

は茎部末端が欠損しているが，全長は 20.5虚と推定される。刀身長は 15虚，刀幅は o.3⑳ある。

茎部には木質が残り，刀身にも木質が附着している。第 22図(1)は全長 8.3 cm, 刀身長は 5.3 cm, 刀

幅は関の部分で 1.5 cmを測る。茎部，刀身には木質が残っている。 (2)は全長 8cm, 刀身長は 5.5 cm, 

刀幅は関の部分で 1.4 cmを測る。茎部，刀身には木質が残っている。 (3)は全長 12 cm, 刀身長は 7.4 

⑳，刀幅は関の部分で 1.5虚を測る。茎部には木質が残っている。 (4)は全長 12 cm, 刀身長は 7.8 cm, 

刀幅は関の部分で 2.2cmを測る。茎部には木質が残っている。 (5)は残存部が 9.2 cmある。切先と茎部

を欠損している。なお刀身には木質が残っている。 (6), (7)は 1号墳の墳頂部攪乱層にて出土したもの

であり，木質の残る茎部である。 (7)の茎部と関の間には桜皮を巻いた痕跡がみられる。
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第 6表 1号墳第 2主体出士須恵器 （単位 cm) 

図版番号 種類 形態 器高 ロ縁径 胴幅 胎 ± 焼成 色調 備 考

第23図 1'須恵器 杯蓋 4 7 I 3 0 精（ 製粘土
石英ふくむ）

良 灰色 内面に同心円文あり

” 
2 

” ” 
5.21126 ” 

不良 灰白色 ” I 
c一』

4 8 I l 3. 9 
i 

普通 灰黒色
” 

3 
” ” 

，， 
” 

i 

” 
4 

” 
，， 3 3 I 3. 0 （砂ふ，く雲む母）， 石英 ，， 

” ” 
. 

” 
5 

” ” 
4 9 I 2 6 精製粘土 良

” ” 
---・・ ―-・・・ 一

” 
5 

” 
杯身 5 I I 1. 1 

” ” ” ” ， 

” 
6 

” 
杯蓋 4. 8 I 2 7 ” ” ” ” （石英ふくむ）

！ 

” 
6 

” 杯身 I 4. 9 1 I. 0 " ” ” ” ！ 

” 
7 I // ，杯蓋 5 0 1 2 8 

! ” ，， 灰色

＇ 

（石英，雲母ふくむ）
' 

” 
7 

” iI 杯身 5. I I 1 0 
” ” 

，， 

” 
8 

” 
杯蓋 4 9 ! I I 2. 6 精襲粘土 ，， 

“ 
内面にI司心円文あり

--

“ 
8 

” 
杯身 4. 5 I I. 0 ，， 

” ” ” 
,. 

” 
， 

” 
杯蓋 4 5 I 2. 4 ” （石英ふくむ） ” 

灰青色 内着面に同心円文あり。また朱が
附 している。

“ 
， 

” 
杯身 4 9 I I. 0 

” ” ” 
内面に朱が附着している。

I 

i第24図 I0 
” 

通 I 0. 4 9. 6 7. 2 

I 

，， 
” 

灰緑色 頸自然部に 7本の波状文， 内外面に
紬がかかっている。

--

I I'II 

” 
(144) I 4 0 ” I 0. 6 （雲母ふくむ） // 灰青色 所ロ縁々と頸で部消に波状文が描かれ，

指 している。

I --
頸部は 3段波に状区文切ら描れ，か上から

I 2 ，， 壺 !240II il5.3 I 18.3 ” ” 灰色 i2段までに が れてい
る。

1 3 
” 

提瓶 1 5 3 I 6 0 1 3 3 
” 普通 灰黒色全面にかき目がみられる。

I 
.. 

I 4 
” 

無高 蓋杯 I 3 8 1 0. 5 ” 良
” 

四角透孔が 3つある。
（雲母ふくむ）

l 5 
” 

I 空- 1 8 9 I 2 I I 4 8 ，， 
” 

灰色 1 3本の波状文あり

I 6 ，， 壺蓋 3 5 I 0. 5 
” ” 灰青色 内面に同心円文あり

1 6 
” 空- 8. 4 8 3 I 4 4 

” ” " I 

2 5 2 ，11il>. 長英，，石ふくむ）
作成時端部に壊れたた整め形か， ヘラで

：第 2 5 図
” 

提瓶 2 7. 4 9 2 普通 緑灰色 口縁 を切って した後焼
成している。

※ （ ）内は推定計測値である。
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第27図 1号墳埴輪マーク拓本

．
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第28図 1号墳円筒埴輪列平面図

(h) 埴輪（第 2 6 図~3 6図， 8 3図， 8 4図）

埴輪の大部分は円筒埴輪であり，僅かに人物埴輪，動物埴輪片（？）が含まれていた。出土埴輪の大部

分が墳J頁部，墳丘，周涅内に破片の状態で落ち込んでおりその保存状態は極めて悪る＜，原位置に基

底部をもつ埴輪列は墳丘北西部中段盛土にやや深く埋められた状態（約 5~8 虚）で 15~45cmの

間隔で 8個検出されたにすぎなかった。（第 4図，第 28図，第 6I図(I))

埴輪の完形品はなくその全体を知ることができなかったが， ある程度の分類は可能であった。

(i) 不明形象埴輪（第 2 9 図(4)~(9), 8 4 図(6)~(9/, ⑬, M, M) 

人物ハニワ片の一部分と思われる。 (4), (6)はボクンのように思われる。 (7), (8)は竹管文を施文して

いる。
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第29図 1号墳出土動物土製品、人物埴輪実測図
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第30図 I号墳人物埴輪、動物埴輪（？）実測図

(j) 人物埴輪（第 29図， 3 I図， 8 4 図(4)---~り）

人物埴輪には男性と女性の両方の破片が出土している。女性人物像は（第 29図， 3 I図， 84図

⑭, (lij-/21))墳丘，周浬内に散乱していたものを復元したものである。その結果，上半身のみ復元で

きたが下半身は不明である。

頭頂部は欠けているが，乎らな島田謡がおちたものと考えられる。目は切れ長である。耳は孔のあい

た円板を貼りつけているo 鼻や口は欠けているため，その全体像は不明であるが極めて無表情な顔を

した女性と思われる。顔面には赤色の塗料はみとめられなかった。第 29図⑬～⑬は恐らく島田謡の

上の丈長の破片と考えられ，第 3I図と同一埴輪と考えられる。なお， この人物埴輪は精製粘土を使

用しており円箇埴輪のものとは異なっている。色調は赤褐色ないし灰褐色を呈し須恵質である。
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(j -1) 手（第 29図皿第 84図⑲）

精襲粘士を使用した灰茶色の須恵質人物埴輪片である。指先は全て欠損しているが，何かを両手で

はさんでいる印象を与える埴輪である。なおこの手は第 3I図の手の可能性がある。
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． 
(j -2) 男性埴輪片 （第 30 図(7)~(11), 第84図(4), (5), (10), (11)) 

腕の部分と思われるものが 4点出土している。 (7, 9~11) 。特に (11)は皮ヒモを模した粘土帯

が椀に巻かれている。直径は 5cmである。 (8)は右肩の部分である。腕は欠損している。これらの胎土

は女性人物埴輪と異なり，円箇埴輪と同じ胎士で赤褐色を呈し，焼成はあまり良くないものである。

(j -3) 脚部 （第 30 図(1)~(6), 第 84 図12'2)~匈）

小破片を含めると総計 29片出土した。これらは周痙や墳丘より出土したものである。人物埴輪の

脚部か動物埴輪（馬その他の動物）のいづれかと考えられる。断面は円柱状をなす。動物埴輪片が出

土していないことから人物埴輪の脚部とも考えられる。

(k) 円筒埴輪（第 26図， 2 7図， 3 2 図~3 6図， 8 3 図 I~s)

ロ縁部がほぼ直立するものと外反するものの 2種類に大別される。口緑部が直立するものは径が小

さく 24 cm前後のものが多い。口縁部の外反するものは直立するものに比べて径が大きく，開き気味

に直立する壺形のものと（第 32図(14)' ⑰，⑳，⑳，第 33図(3), (4), (8)) , 朝頓形に大きく開くも

の（第 33図(2), (5)~(7)) の 2 つの形態に細分できる。

外面の仕上げは， (I)指による撫仕上げ， (2)ハケ撫のもの， (3)ハケ撫した後，指で消しているものの 3

種類がある。 (2)のハケ撫には(a)指による無仕上げの後にハケで縦撫したもの'(b)ハケの横撫後に縦撫

したもの（第 33図(7))の 2種類がある。内面の仕上げは指による撫仕上げのものと， ハケによる横

あるいは斜めの撫仕上げの 2種類がある。（第 32図四，幽，⑳, 第 33図(I), (7))'胴部から基底

部における内面は指ナデと指ケズリによるものと上部から基底部にむけてかき上げているものやかき

ヽ 下げているものが大部分である。

器面全体の仕上げについては完形のものがないため不明な点が多いが， ハケ撫のものと，指撫仕上げ

の 2種類がある。ハケ撫の大蔀分は縦あるいは右傾するハケ撫が行なわれているが，横撫のものも I

点みられる。（第 35図(2))

突帯はM字型と梯形の断面を示すものが大部分で第 36図(6)のように突帯をつけた後，親指と人差

指でつまんでいるものもある。

円形透しは 2個を 1対として上段の透しと下段の透しが直角になるように配しており， この透しはヘ

ラ状のエ具で切り込まれている。

基底部外径は I7 cm~2 I cmの間にあり，最も多いものは I8虚と 2o cmであった。基底部外面は(I)

ハケ撫のもの， (2)ヘラでカットした後ハケ撫したもの， (3)ハケ撫後指で消しているもの， (4)ハケ撫後

ヘラでカットしているもの， (5)不規則な沈線文を施文しているもの， (6)指撫だけのものに細分できる。

また口縁部や胴部にヘラによるマークが描かれていた。（第 26図， 2 7図）

以上記述した如く円箇埴輪には数種類の成形技法がみとめられた。

出土埴輪口縁は総数 35個体，基底部は 53個体を確認した。このことから， 1号墳は墳丘中段の

み円筒埴輪をめぐらしていたものと考えられる。

(I) 不明埴輪（第 33図(11≫, 8 3図(6))

ひれつき円筒埴輪の可能性はあるが不明である。一応底部とした部分には不規則ながら二列に竹管

の刺突文がみられる。ひれ状の部分はほとんど終わっているようであり，器形の推察については今後

-47-



の資料増加を待ちたい。なおこの資料がひれつき円筒埴輪ならば上下が逆になると思われる。

日泥像（装飾付子持壺） （第 29図(!), (2), 8 4図(2), (3)) 

(I)は第 12図 I4 aの装飾付子持壺の肩部にとりつけていた動物と考えられる。 (2)も同様のものと

考えられるがどのような形であるか不明である。

(n) 動物土襲品 （第 29図(3), 8 4図(1))

色調は灰青色を呈し，下半身が不明である。恐らくオットセイと考えられる。動物埴輪とも考えら

れる。

（文松本和男）
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第32図 1号墳埴輪実測図
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第33図 1号墳埴輪実測図
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第37図 2号墳墳丘実測図
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1. 暗褐色十．

2. 灰黒色有機十．

3. 赤褐色上

4. 灰黒色有機士

5. 黒色有機土

6. 
｝赤褐色上

7. 

8. 
9. f柱根？

10. 赤褐礫混入（地山盛上）

11. 赤褐色土(tや黄色か

12. 赤褐色土（瞥r]J青末占古）

13. 暗黄色土

14. 暗黄色上

15. 暗赤褐色上（虚虚慶門ぢ

16. 黒色有機上

17. 暗茶色十-

1. 表 土 層

2. 暗褐色士

3. 黒有機上

4. 赤黒色上

5. 赤褐色土地山盛山

6. 黒色ブロック

7. 暗赤褐色（汚れている）

8. 赤褐色十．

9. 赤茶褐色上

18. 黒色有機土（バンド） 35. 赤褐色礫混入地山盛七

19. 暗赤褐色士（翌吝匹象閉古）36. 暗赤褐色土（度や繋＋包）

20. 黒色有機上 37. 赤褐色土（地山盛士）

21. 黄褐色士 38. 褐色土

22. 黄色士 39. 赤褐色士

23. 黒色ブロック 40. 淡赤褐色土

24. 赤褐色士（地山土） 41. 黒色土・褐色士互層

25. 暗赤褐色土（粘士まじり） 42. 黒有機上

26. 暗黄褐色士 43. 赤 褐 色

27. 赤褐色十．（粘上まじり）

28. t 1本部

29. 表上層

30. 赤褐色礫混入土（地山盛土）
やや黒色土31. 暗赤褐色土（クタい）

32. 赤褐色上

33. 黒色ブロク

34. 暗赤褐色上粒子が細い
汚れた地山士

19. 赤 褐 色

20. 茶褐色上

21. 暗赤褐色土

22. 暗灰褐色

23. 暗 灰 色

24. 黒色有機

あ．暗赤褐色

44. 黄褐色粘十まじり

45. 黄褐色士

46. 炭化層

47. 黒色有機土層

37. 赤 褐 色

38. 黒色有機

39. 灰黒色土

40. 黒色有機

41. 赤褐色土

42. 黒色有機土

44. 灰黒色，褐色士互層

26. 黒色有機J.:,褐色士互層 45. 賠黄褐色土

27. 賠灰色士 46. 淡黄褐色上

10. 赤褐色土（黒色七を含む） 28. 褐 色 J..: 47. 黒色有機土，黄褐色土互層

11. 石 29. 黒色有機土，褐色十互互層 48. 淡黄褐色土

12. 暗灰色土 30. 褐 色 士 49. 黒色有機上ブロック

13. 暗赤褐色土 31. 黒色有機，褐色上の互層 50. 赤褐色上

14. 黒色有機土 32. 黒色有機土 51. 黒色有機土，黄色土の互層

15. 黄褐色上 33. 褐 色 士 52. 黄褐色土

16. 褐 色 i: 34. 黒有機上 53. 黒色有機上

17. 主 体 部 35. 赤 褐 色

18. 表 土 36. 暗灰色土
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5. 2 号墳（第 37 図，第65 図(2)~第73図）

｀
 

本古墳の封土の流失はわずかのようで，外形はかなり明確にとらえることができ，さらに，二次堆

積の被覆土はあったが，発掘調査前の地形測量の段階で，円墳で，しかも，周糧の存在することも認

められた。（第 37図， 6 6図(1))

調在の結果，次のような数値を得た o

NNE-SSW I 2.8 m 

周浬巾 NNE  1. 1 0 m SSW  0. 8 5 m 

周浬深さ NNE  0. 3 0 m SSW  0. 4 0 m 

WNW-ESE 1 2. 9 5 m 

周迫巾 WNW  1. 2 5 m ESE  1. 6 0 m 

周浬深さ WNW  0. 3 0 m ESE  3 5 cm 

墳丘盛士（旧地表面より）約 1.3 O m 

周湿内には埴輪片（朝顔形円筒埴輪片も含む）が散在しており，墳丘の中段の位置あたりには，埴

輪が並べられていたのであろうが，発掘調査の時点では現位置に基底部の存在するものは 1個も遺存

していなかったのである。また，周涅内の埴輪片の数からみても，墳丘全体にめぐらしていたものと

は思われない。

なお，本古墳は，近年心ない人の手によって 2回にもわたって盗掘されたが，幸いにも主体部の一

呵が破壊を受けていたたけでとどまっていたo

本古墳の内部主体は木棺直葬である。墳1iのほぽ中央部に，現墳頂部より約 1.1 6 m下で，掘り方

が確認され， N-68°50'-Wに長軸をおいて構築されていた。木棺の探さは，現存墳頂より棺底ま

で約 1.7 4 mあった。（第 38図， 6 7図）

主体部は西北西に向いてやや広い底部が舟型を呈した掘りガで，舟先より％までが 3段，それより

後は 2段で地山面をも掘り下げられていた。棺底には少量の礫の存在があったが，意識杓に置いたも

のとは思われず，地山面にあったものの残りと考えられる。主体部の木棺痕跡は部分的であるが確認

され，棺の東西の小口粘士（東側は定位置，西側もほぽ定位置と考えられる）と側面にも粘士がわず

かに確認された。掘り方，木棺痕跡の数値は次に示す。

調在の際，西側の小口粘士はわずかにくずれて発見されたがこれは木棺の崩壊時に動いたものと考

えられる。掘り方の長さ約 4.5 8 m, 巾約 1.68m,深さは断面図の交点の付近で約 0.5 mで西方に

向って低くなっている。木棺痕跡長は約 2.2 2 m, 巾約 0.5 4 mとなっている。なお，これらの数値

はいずれも断面図の位置で計測したものである。（第 39図 2号墳主体部実測図）木棺はN-61°

so'-Wのガ向を向いていた。出士遺物（第 40,41,42,44図），鏡等（練り玉（第 7表は除

く）から見ても西北方向に，頭部が向いていたものと推測される 3 さらに盛士中には第 46図のよう

な弥生式士器片，また地山面においては第 45図のような円形住居址の確認もなされたわけである。

本古墳の築造は屋根のゆるやかな斜面を利用し盛士により高い墳丘を策いたものである。内部主体

も地山面を掘り込んで構策されている（第 38図）から造成過程を想定してみると，一度中ほど位い
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鼻

まで盛士を行ない平らな面を作り，次にそのほぼ中央部に前記した方位でもって士城を掘り上がった

±墳内に木棺を安置し，それから木棺の小口，並びに周囲を粘士で被い，遺物を埋葬し，周糧掘り上

げの士と付近から掘り取った士を用いて墳丘を盛り上び整形をする。

最後に主体部を取り囲むように，墳丘中段の位置あたりに埴輪列を並べ古墳の構策が完了したので

ある。なお，この古墳に伴う他の遺構の確認はできなかったo

(a) 遺物（第 40図， 41図， 85図， 87図(1))

本古墳の副葬遺物は，盗掘の際に攪乱破壊されていなかったため，すべての原位置を保っていたも

のである。須恵器は全く完形品であり，練り玉と共に個数並びに数値を示してある（表 7)。

小口粘士下より出土の鏡（第 69図の(I),(2))は径 6.1 6糎の佑襲三角縁変形獣文鏡で紐には紐が

残存している。なお内区の一部分が破損しているが，かなり良く遺存していた緑の内側に鋸歯文帯が

二重にまわっている。紐は径 1.3 6糎を測り，縁は 0.2 2糎，内区は約 0.0 5糎，紐下の中心部には

穴があいている。さらに，緑の一部には朱が付いている ，主体，並びに近辺にはそのようなものは

見あたらなかった o

鏃（第 42図，第 87図(4), 8 8図）

鉄鏃は以下のように分類が可能であったo

鉄

類

類

類

類

類

2

3

4

5

 
4

9

 

l

l

 

'

,

 

3

8

 

1

1

 

'

,

 

2

7

 

5
 

ー

1

，
 

'

,

 

1

6

 

4
 ,

1

1

 

9

9

 

3

7

9

 

0

5

 

9

9

9

 

2

6

8

1

1

 

類

類
6

7

 

20,21,22,23,24, 25, 26,27, 30,33 

2 8, 2 9 

不明 30,32,34 
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第 7表 2号墳出土玉類遺物計測値表

直径 高さ 穴径 備 考 直径 高さ 穴径 備考 直径 高さ 穴径 備 考

1 0.76 0.73 0.17 黒灰色 50 0.70 0.69 0.18 灰黒色 99 0.79 0.62 0.20 黒灰色

2 0.87 0.63 0.15 
” 

51 0.89 0.61 0.17 黒灰色 100 0.79 0.67 0.20 
” 

3 0.88 0.64 0.15 
” 

5 2 0.79 0.74 0.17 
” 

101 0.74 0.70 0.15 II 

4 0.78 0.65 0.18 
” 

5 3 0.82 0.79 0.18 
” 

102 0.83 0.71 0.20 
” 

5 0.88 0.65 0.15 灰黒色 54 0.81 0.70 0.20 灰黒色 103 0.81 0.71 0.20 灰黒色

6 
I 

0.20 困馳•内面t灰色） 55 0.83 0.70 0.16 黒灰色 104 0.81 0.66 0.18 II 

7 0.78 0.70 0.17 黒灰色 5 6 0.69 0.67 0.17 灰黒色 105 0.80 0.63 0.21 
” 

8 0.88 0.85 0.16 灰黒色 5 7 0.74 0.63 0.16 
” 

106 0.80 0.61 0.19 
” 

9 0.76 0.70 0.17 ，， 58 0.77 0.65 0.16 
” 

107 0.82 0. 76 0.18 II 

I 0 0.83 0.66 0.18 
” 

59 0.86 0.68 0.20 
” 

108 0.77 0.74 0.19 
” 

1 1 0.76 0.61 0.17 
” 

60 0.83 0.74 0.13 II 109 0.81 0.72 0.16 黒灰色

1 2 0.79 0.61 0.14 II 6 1 0.80 0.63 0.19 
” 

110 0.80 0.61 0.18 灰黒色

1 3 0.76 0.62 0.14 黒灰色 62 0.77 0.64 0.16 黒灰色 111 0.80 0.71 0.18 
” 

1 4 0.85 0 68 0.17 
” 

63 0.82 0.68 0.14 // 112 0.80 0.60 0.14 黒灰色

1 5 0.83 0.55 0.17 
” 

64 0.83 0.72 0.14 
” 

ll3 0. 78 0.69 0.14 ” 
1 6 0.78 0.68 0.16 灰黒色 65 0.73 0.60 0.20 灰黒色 114 0.15 疇・内面t灰色）

1 7 0.76 0 68 0.20 
” 

66 0.80 0.73 0.20 
” 

115 0.81 0.70 0.18 灰黒色

1 8 0.83 0.63 0.16 黒灰色 67 0.75 0.68 0.14 
” 

116 0.81 0.67 0.14 
” 

1 9 0.78 0.73 0.16 II 68 0.75 0.62 0.22 
” 

117 0.83 0.75 0.17 
” 

20 0.87 0.69 0.15 // 69 0 78 0.61 0.13 
” 

118 0.88 0.70 0.15 
” 

2 1 0.77 0.58 〇.15 // 70 0.84 0.71 0.16 黒灰色 119 0.88 0.64 0.14 
” 

22 0.82 0.66 0.15 
” 

7 l 0.84 0.73 0.19 灰黒色 120 0.81 0.67 0.16 黒灰色

23 0.75 0.69 0.15 
” 

72 0.80 0.66 0.12 II 121 0.81 0.52 0.23 灰黒色

24 0.82 0.60 0.14 
” 

73 0.76 0.62 0.14 黒灰色 '122 0.84 0.69 0.18 
” 

25 0.77 0.64 0.17 灰黒色 74 0.81 0.66 0.18 
” 

123 0.79 0.70 0.18 II 

26 0.82 0.67 0.17 黒灰色 75 0.67 0.60 0.14 II 124 0.24 灰・暉佗

2 7 0.78 0.61 0.18 
” 

76 0.77 0.57 0.16 II 125 0.80 0.58 0.23 黒灰色

28 0.80 0 63 0.18 
” 

77 0.78 0.71 0.16 灰黒色 126 0.85 0.71 0.18 II 

2 9 0.86 0.71 0.16 ，， 78 0.77 0.62 0.17 黒灰色 127 0.79 0.72 0.16 ，， 

30 0.82 0.65 0.15 
” 

79 0.84 0.66 0.13 II 128 0.80 0.70 0.18 
” 

31 0.82 0.76 0.18 
” 

80 0.77 0.70 0.20 灰黒色 129 0.83 0.62 0.15 
” 

3 2 0.85 0.57 0.15 ，， 8 l 0.73 0.65 0.15 
” 

130 0.80 0. 70 0.13 
” 

3 3 0.82 0.66 0.15 
” 

82 〇.73 0.63 0.20 黒灰色 131 0.77 0.61 0.14 
” 

34 0. 79 I 0. 76 0.19 ，， 83 0 84 0.73 0.16 灰黒色 132 0. 75 0.65 0.18 灰黒色

35 0. 71 0.61 0.23 ，， 84 0.91 0.69 0.19 黒灰色 133 0.82 0.60 0.15 黒灰色

36 0.81 0.62 0.22 
” 

85 0.89 0.71 0.18 灰黒色 134 0.82 0.64 0.18 
” 

37 0.75 0.63 0.21 灰黒色 86 0.83 0.67 0.18 黒灰色 135 0.80 0.59 0.17 
” 

38 0.80 0.70 0.18 黒灰色 87 0.82 0.88 0.16 
＂ 

136 0. 75 0.57 0.17 
” 

39 0.83 0.73 0.18 
” 

88 0.86 0.78 0.21 
” 

137 0.89 0.51 0.20 灰黒色

40 0.82 0.54 0.15 
” 

89 0.80 0.76 0.16 灰黒色 138 0.83 0.70 0.19 ” 
4 I 0.75 0.68 0.20 II 90 0.81 0.74 0.21 // 139 0.80 0.63 0.19 

” 
42 0.82 0.61 0.12 ，， 9 I 0.76 0.71 0.18 

” 
140 0.86 0.72 0.20 黒灰色

43 0.83 0.71 0.17 ,, 92 0.81 0.60 0 16 黒灰色 141 0.74 0.71 0.20 灰色

44 0.82 0.69 0 17 
” 

93 0 78 0.56 0.17 
” 

142 0.83 0.75 0.25 黒灰色

45 0.81 0.66 0.17 
” 

94 0.89 0.76 0.16 
” 

143 0.78 0.66 0.17 ” 
46 0.80 0.71 0.18 灰黒色 95 0.82 0.76 0.16 II 144 0.81 0. 71 0.15 灰黒色

47 0.80 0.65 0.17 黒灰色 96 0.76 0.69 0.20 灰黒色

48 0.79 0.68 0.17 
” 

97 0.79 0.60 0.17 
” 

その他に 7片の破片も出ている。

49 0.79 0.67 0.18 灰黒色 98 0.81 0.71 0.14 黒灰色

.. 

• 
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第 8表 2号墳出土遺物計測値表
（単位 cm) 

図版
種 類 形 態 器 高

ロ緑
胴 幅 胎士 焼 成 色 調 備 考

番号 外径

40-1 須恵器 杯蓋 4. 14.2 5 良 良 黒灰色~ 
一部自然釉あり灰色

）セット
2 

” 杯身 4.3 1 1.9 
” “ 灰色 底部には自然釉（全体）

3 
” 杯蓋 425 1 3.2 

” ” 
黒灰色
灰黒色柑

4 
” ” 4.4 1 3.6 II 

” 灰色

5 
” ” 4.2 1 3.4 5 II 

” 
灰色
黒灰色

6 
” 杯身 4.7 1 2.3 II II 黒灰色

7 
” ” 

4.1 5 I 3.1 5 II II 灰色 部分的に自然釉あり （約半分）

8 
“ ” 

4 5 10.95 
” ” ” ” 

，， 
（濃緑色の自然釉）

， 
” ” 

5.7 1 2.3 5 
” 

// 

” 
10 

” 高杯 1 4.1 5 10.85 脚外(8径.4下) II 

” ” 黒灰色

11 
” 短頸壺 6.8 6.5 9.2 

” ” 黒灰色

12 II 腺 1 4. 3 1 1.4 1 0.6 
” 

// 
黒色
灰黒色

13 II 

” 
I 4 5 1 3.4 1 0.3 

” ” 灰黒色
ロ縁内部に胎土内の成分がとけて
いる

亀

14 II 広口壺 2 2.4 1 5.9 2 1.4 5 
” ” 灰茶褐色 格外子．全目体に多キ，後ちクシ下部は

41-15 II 提瓶 2 5.2 8.5 9 2 1.4 II 

” 
黒灰色
青灰色

16 II 

” 
2085 7.7 1 7.4 

” ” 
灰色
黒灰色

43-17 士師器 埴輪
茎外径

” ” 
灰黒褐色 朝顔型円筒埴輪片1 8.1 5 

18 
” ” 

甚底部径

” ” 赤黄褐色 円箇埴輪片1 5.6 

19 ” II 

” I 6.8 ” ” ” ” 
20 fl 

” ” ” ” 
埴輪片の文様

21 II 

” ” 
II 

” ” 
>中心は黒灰色

22 
” ” ” ” ” ” 

23 
” ” ” ” ” ” 

24 
” ” ” ” ” ” 

46-25 弥 生
壺 2 2.1 粗 粗 黄褐色

弥生式土器 中期前葉
（頸より上） 破片

26 宝-
II (1-) 外灰褐色 ” ” （胴部分） ” 内黒灰色 ” 

27 蓋 3.9 7.6 良 良 暗赤褐色 ” II 
一部が破損している

28 高杯
現存

やや粗 や遠 赤黄褐色 ” ，， 
7 高杯脚部のみ

1-16の胎士内には少量の細砂，小石が含まれている。
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第44図 2号墳出土遺物（轡）実測図 至 犀

以上分類した鉄鏃はすべて有茎式のものである。 I-3類は乎根式で， 3と6には茎が見られ， 8

と9は逆刺を有しその他のものには見られなかった。さらに断面形のJ:からみても， 2, 3, 6は平造，

4, 5, 7, 9は両丸造， 8は片丸造のものである。 4-7類とその他は尖根式で IO,11, 18, 19, 22, 

23,26,31,32,34は茎を有している。 10,11, 12, 13, 14, 15, 16, 17, 18, 19には逆刺があ

る。断面形は 10,16, 17, 19,20, 22,23,29, 31 が片丸， 13, 1 8, 2 4, 2 7, 2 8, 3 2, 3 3 が両丸，

11,12,14,21,25が竺角形を呈し， 1 5は身に箆被を付けているように思われる。その他 26は

不明。

刀子 35-3 7で， 35はかなり破損を受けており現存長 10.6糎，茎 4.9糎，刃巾 1.7糎， 37の存長

1 2.9糎，茎 5.3糎，刃巾 1.6糎， 36, 3 7は先端がわ灼斗こ破損している。次に 38-40は辻金具でど

れも部分がかけている。 41-4 4も辻金具と同じ馬具の一部分である。 （文二宮治夫）

轡（第 44図）（第 87図(3))

轡は棺外より出士したo衝は棒状の鉄環を 2つつないだもので長さ 17 cmある。鎖は 6個で構成さ

れる兵庫鎖であり，鏡板付ではない。なお，引手金具は右が 14.6cm, 左が 14.1 cmと長さが異なって

いる。なお引手には引手壺がある。 （文松本和男）
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(b) 2号墳々丘下住居址

（第 45図，第 73図(1)(2)) 

この住居址は墳丘下（墳丘の西方下の地

山面）より確認され，小形の円形堅穴式住

居址である。古墳構策の際北西側半分が削

られて消えさっていた。（第 4 5図）現存

状況はきわめて悪く，周溝，柱穴，炉址，

穴状遺構，その他の柱穴等が遣存したのみ

であった。（炉址は住居址築造以前に柱穴

として使用されていた0)住居址は径 4.3 

m, 柱間 Ct ,..__,c 2 1. 7 m , C 2~C 3 2.1 m , 

C3-C42.0m,, C4-C1, 1. 9 m, なお埋士

中からの伴出遺物は 1個の破片も検出され

なかった。

古墳構策盛土内出士の弥生式士器片（第

4 6図）に伴う時代のものと推定されうる。

（文二宮治夫）

I 0cm 
鳳

第46図 2号墳盛土内出土（弥生）

6. 3 号墳（第47 図，第 74 図 ~76 図）

この古墳の封士の流失が著しく，外形を明確におさえることはできなかった。地形の低い中央部か

ら北東側は士取によって削られ，一段下がっていた。発掘調査前の地形測量においては，約 8.3米 X

8. 3米の円形を示しており，高さは約 30糎前後の円墳と推定された（第 47図 3号墳丘実測図）。

調脊の結果，断面図（第 49図 3号墳断面図）に示されているように周溝が確認されたo

数値は以下に示す通りである。

NW-ES 8. 2 6 m 

周溝の巾 NW 1. 1 6 m ES 1. 1 6 m 

周溝の探さ NW 0. 2 4 m ES 0. 6 0 m 

NE-SW 8. 3 4 m 

周猜の巾 NE 0. 8 6 m SW 1. 2 0 m 

周滸の探さ N E 0. 3 0 m SW 0. 4 5 m 

墳丘盛士（旧地表面より） 約 0.3 2 m (中央付近）
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1. 表 七 層 16. 黄褐色土

2. 黄褐色十＾ 17. 黄灰色上

3. 黒色有機上 18. 赤色粘土

4. 淡黒色有機士 19. 茶褐色上

5. 黒色有機土 20. 黄灰色上

6. 淡黒褐色有機土 21. 淡黄色土

7. 黄褐色淡黒色有機土互層 22. 黄黒色土

8. 黄黒色士 23. 黄褐色土

9. 黄褐色十． 24. 黄赤褐色上

10. 黄灰色十． 25. 黒色土ブロック

11. 赤色粘十． 26. 黒色上プロック

12. 暗黄色十． 27. 黄褐色士，淡黒色有機土互層

13. 黄褐色上 28. 淡黒色有椴土

14. 黒色有機士（旧地表面） 29. 黒色有機土

15. 黄黒色土 30. 赤褐色上

1. 表 士 層 19. 黄色土（枯土）

2. 黄褐色上 20. 赤褐色上
ヽ

3. 黄褐色士，淡黒色有機士互層 21. 赤黄褐色土

4. 黒色有機土 22. 黄褐色土

5. 淡黒色有機土 23. 赤褐色土

6. 黄褐色上，淡黒色有機土互層 24.淡黒色上

7. 黄褐色土 25. 黄褐色土

8. 黒色上ブロック 26. 黄 色 土

9. 黄 色 土 匂．黄黒色土

10. 明黄色上 28. 黒 色 土

11. 黒褐色土 29. 黄褐色上

12. 黄黒色土 ~-赤褐色土

13. 黒色士ブロック 31. 赤褐色土

14. 赤褐色土 32. = 3 

15. 黄褐色土 33. =4 

16. 黒色土プロック 34. = 5 

17. 黒色土プロソク 35. = 6 

18. 黒色有機土
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第49図 3号墳断面図
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第50図 3号墳出土遺物
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本古墳の内部主体は木棺直葬である。墳丘のほぼ中央部に，尾根に沿ってN3 7°50 I wに長軸を

おいて構策されており，一度掘り下げた後ちに埋めもどし，そしてその上に木棺を置いて埋葬された

ものであった o 木棺の深さは，場所によって多少は異なるが，平均して現存墳頂より床面まで約 36 

糎で，埋めもどす前の深さは約 48糎を測る。（第 49図）

主体部は掘り方の長さ 2.89米，巾 1.04米，木棺長は 2.0 4米，巾 0.6 3米でいずれもほぼ中央

部において計測をしたものであり，いずれも北西の方向が広くなっていたo

なお，出士遺物は第 4 8図のように散在した形で遺存していることからみても北西方向に頭部があ

ったものと推定される。これらの遺物は，木棺埋葬後投入されたもののように見うけられる。さらに，

盛土，周構流入土内においても第 5I図の弥生式土器片，石器片の出土もある。

本古墳の築造は盛士によって高くしたものではなくて尾根のゆるやかな斜面を利用して周溝の掘り

上げた土，それより内側の削り取った土の盛り上げによって墳丘を造り，次に土壊を掘り込み，土墳

内に木棺を安置して，さらにその上を掘り上げた土で覆い込むと共に墳丘全体を整形して本古墳が完

成したものであろう。なお，この古墳に伴う他の遺構の確認はできなかった。

(a) 遺物（第 50図， 5 I図， 89図(1)-----(5))

本古墳の副葬遺物は，第 50図に示されているものである。この遺物は木棺が安置されたのち，棺

上に置かれたものであろうが，散在した状態での出士（第 75図(1))という形は何か不自然と思われ

るが，このような出士状態は今後さらに検討する必要があろう。その中でも土師器壺，刀子 (2本），

杯蓋は完形のままで出士している。その内，棺の中央より東側で刀子 (I本），杯蓋が出士している

が，これらは前記のものとは別に棺上でこわされずに置かれていたものではないかと考えられる。し

かし，杯蓋のみの副葬というのではなくて，身と一緒に埋められたものであろうが，封士流失の際に

紛失したものと考えられるが近辺にはそれらしき遺物は見当らなかった。さらに盛士内よりの出土遺

物（第 5I図）は本古墳々丘構築の際に混入したものであろうが，それらしき遺構等は検出，確認さ

れなかった。なお本古墳の出士遺物は一括して表 9のように表わしてある。

（文二宮治夫）
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0 5 cm ― 第51図 3号墳盛土内出土遺物実測図

第 9表 3号墳出土遺物（石製品．鉄製品を含む）
（単位 cm) 

図版
種 類 形 態 器高 ロ緑外径 胴幅 胎士 焼成色調 備 考

番号

50-1 須 恵 器 台付有蓋壺 2 2.4 9.4 1 7.7 良 良 I I灰色
蓋無し
外面に自然釉の部分がある（一部）

2 
” 杯蓋 3.3 5 1 2 4 やや粗 やや粗I灰色 内面にベンガラの付着が見られる

細砂多し

3 士 師 器 小型丸底壺 l 0.3 1 0.3 1 0 8 良 I 良 ！黄褐色 完形品

4 鉄製品 刀子 現存長 刃長 区 刃巾 I I 

I i 
先がわずかにかけている

1 7.2 l 1.9 5.3 22 

5 
” ” 

I 2.9 8.1 48 1.5 
” 

51-6 石製品
打襲 石材，サヌカイト
石包丁 破片，周溝流入土内より出土

7 弥生式士器 琶- 胴部の一部分のみ

． 
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106. 40m 

第52図 4号墳墳丘実測図

7. 4号墳（第52図，第77図）

この古墳は 3号墳の東隣りにある。最初から発見されていない古墳で， 3号墳の発掘で周浬を確認

中に発見された古墳である。封士はほとんど流失しており，表土層を除去するとすぐに主体部を確認

した。主体の上部はほとんどなくなっており，保存のわるい円墳であった。

(a) 内部主体について（第 53図） (7 7図(2))

表士下約 IO cmで木棺直葬の主体部を検出した。主体部はN-3  I.5°-Eの万位にあり，ほぽ古墳
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中央部にあった。主体部掘り方は幅 8 0 cm, 長さ

2 6 0 cmであった。木棺痕跡は短軸で 47~55cm,

長軸で I6 5 cmあり，棺底は北に向ってかすかに

傾斜していた。断面図にみるごとく，主体部掘り

万は 1度地山土まで掘られ，その上に IO cmほど

士を置き木棺を納めたものと思われる。 4号墳に

はハニワを伴わず棺内，外にも遺物が全く存在し

なかったため，正確な時期を推定することができ

ない。

古墳直径 墳丘高 周涅幅 周浬深

S—N-8.6m 

W-E-8.5m 
8 0cm I 5 0~1 0 0cm I l 5~3 0cm 

（東側が侠い）

(b) 

出土した石器は石槍，

4号墳下出土の石器（第55図， 89図(6))

ドリル，石鏃，不定形石

図
涸
函
懲
曲
<

図
V
9
罷

器，石包丁破片である。これらはいずれも炉と思

われる炭のつまったピット内より出士した。 (1)は

両端が欠損しており全長は不明である。周辺には，

ていねいな仕上げが行なわれ，・中央部には擦痕が

みとめられる。石質はサヌカイト，重量は14.5 (j 

であった。 (2),(3)はサヌカイトの無茎石鏃である。

重量は(2)が 2.2 (} , (3)は 1.2 (jの剥片鏃であったo

(4), (5)は断面が菱形に近いドリルである。重量は

(4)が 2.2 9, (5)は 2(jであった。 (6)は不定形石器

で重量は 6.8 (jであった。 (7)は石包丁の破片で董

量は 4.9 (jあった。

|
 

u

l

o
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4号墳下出土の石器
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10. 

第56図 4号墳下出土の弥生式土器

4号墳下出±の弥生式士器（第 56図）

古墳下より甕，壺の口縁部と底部が出士したo 甕の口縁部は L字形を呈し，器面にはハケ撫が行わ

れている。内面にはハヶもしくはヘラにて仕上げられ，時期は弥生時代中期の所産のものである。

（文…松本和男）

(c) 
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8. まとめにかえて

北山古墳群は小形の円墳 4甚で構成されている。本古墳群は以前より楢原寺山古墳，士経塚古墳，

金焼山古墳，緑青塚古墳に続く後期群集墳の中でも比較的古式に編年される古墳群と認識されていたo

•註(1)
このたひ， 中国縦貫道建設によって北山古墳群が完全に破壊されることとなり，岡山県教育委

員会は緊急発掘調査を実施した。その結果，本古墳群において数々の事実を知り得た。

発掘調査の結果， 1号墳， 2号墳から埴輪を出士したo埴輪は原位置を保つものが少なく，かろう

じて 1号墳の北西部中段で整然と配置されていた 8個を確認したにすぎない。

1号墳においては円筒埴輪だけでなく人物埴輪も見出されているが， 2号墳においては人物埴輪や

形象埴輪は全く認められなかった。一方， 3号墳， 4号墳においては表士層，墳丘，周渥内より 1片

の埴輪すら出士しなかったことから，初めから埴輪が置かれていなかったものと考えられる。このこ

とから，北山古墳群は埴輪をもつ 2基の古墳と全く埴輪をもたない 2基の古墳とされていたと云ぇょ

う。

被葬者を埋葬する内部主体はいずれも組み合せの木棺直葬の形態をとっている。 1号墳の第 1主体，

第 2主体は盛士の攪乱が著るしく，掘り方J:面を確認することが出来なかったが， 2号墳においては

特異な舟形土壊を呈し，小口部と木棺の周囲に粘士を巻いていることが確認され，他の古墳に比べて

最もていねいな埋葬形態をとっている。

北山古墳群の内部主体は同じ形態をとりながら，各古墳によって副葬品の内容も大きく異なってい

9 ることである。（副葬品の詳細については第 4, 5, 6, 7章に記述している。）

1号墳， 2号墳は墳丘の大きさに差が認められないが，内部主体の数，埴輪の出士旦，種類，園葬

品に差異がみられた。 1号墳第 2主体では勾玉，管玉，ガラス玉など装飾品が多量に副葬されており，

また鉄鎌，鉄鋸，躯など農工具が副葬されていたことである。 2号墳では勾玉，管玉の出士はみられ

ないが，ガラス玉にかわる練り玉（士玉），佑製鏡を出士したo また 1号墳には全くみられなかった

馬具（轡，辻金具）など戦闘用具が出土したことである。すなわち，本古墳群においては 1号墳， 3

号墳， 4号墳などのように馬具をもたないものと， 2号墳のように馬具を持つものに分けることがで

きる。馬具を持つ 2号墳は棺内に 3束の鉄鏃と本古墳群中で最大の直刀を副葬しており，被葬者の性

格の一端をうかがわせていると云ぇょう。

最後に本古墳群の築造年代であるが，副葬品に近似がみられることから全体的に後期古墳群に編年

される。

1号墳第 2主体出士の杯身は口縁径が平均 11.0cm,杯蓋が 12.9 5cmである。 2号墳の杯身は口縁径

が平均 12.1 3cm, 杯蓋が 13.6 2cmある。このように 1号墳第 2主体の須恵器は 2号墳に比べて小形で

あり，内面に同心円文を残していることが特徴的であり，形態的にも本古墳群の中では時代のJ:るも

のであり，第 2主体は 6世紀初頭～前葉にかけての時期に埋葬された可能性がある。

2号墳， 3号墳は 1号墳より若干降る可能性をもち 6世紀前葉～中葉にかけて築造されたものであ

ろう。いずれにしても 1号墳は他の古墳に比べて若干古い様相をもっているようである。

4号墳は出士遺物が無いため，築造年代を知ることができないが，他の古墳と同様に後期古墳に編
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年されるものと思われる。 （文•••松本和男）

.. 
註

(1) 「美作町史編纂中間報告」

美作町史編纂委員会

今井莞著

昭和 39年
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図版 1

(1) 北山古墳群全景写 真 （賣より疇む）

(21 北 山 古墳訂全景写真 （北より望む）



図 版 2

(I) 

，
 

(2) I号墳全景 （南匹より）



図版 3

(1) I号墳衰土餘 去 後の全景 写 真 {1'1匹より ）

(2) I号墳第 1主体 （剛より）



回版4

(1) 第 I主体 （賣から） ヽ

(2) 第 1主体出土の直刀 （北から）



図版 5

(I) 円簡鳩輔列出土状疇 （四から）

(2) I号 墳 第 2主体 （北から）



図版6

(I) 第 2主体全景 (Illから）

(2) 寛 2主体の遺物出土状態 ほ ．ヵ干， 公．鰊攣，矯頸畳）



図版 7

(I) 第 2主 体 の遺物出土状鯨

鴫

” 

(2) 第 2主体の遺掬出士状疇



図版8

(1) 第 2主体遺物出土状疇

(2) 直刀の出土状慮 （寛 2主体内）



図版 9

.i
,ク．．．
 ．．
 

(1) I号墳麟面図 （北西より ）

(2) 2号 墳 全景 （剛より ）



図版10

ヽ"'. 

-(1) 2号墳喪土綜去復の全景 （剛が） ）

"'-' 

{2) 内部主体断i!iill'!I {北より）



図版11

(1) 2号墳 内 郎主体 （西 から）

(2) 2号墳 内 部主体 （嗣から）



図片反12

(1) 内部主体の遭絢出土状況

(2) 内饂主体の遺物出土状況



図版13



図 版14



図版15

Cl)遍物の出土状疇（小口郎） （北から）

12) 遺物の出土状態（小口部） （賣から）



図 片反16

(I) 遺物の出土状憾 （小口部） （西から）
ヽ

21 2号t●断面図 （北東から）



図版17

(1) 2 ~11111!i i畜及び住磨址 （剛から）

121 2号墳下の弥生時代住居址 （虜賽から）



図版 18

-
(IJ 3号墳全景 （冑か ら）

｀
 



図版19

(1) 遺物出土状態 （北東 から）

121 内部主体全景 （東から）



図版20

(I) 3号l11の全景写真 （膚匹” ら）

121 3号墳断面図 （北寛，，， ら）



図版21

(0 • 号墳全景 （繭i!!iから）

¥2) 4号墳内郎主体検出状鰈 （高からl



図版22
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A 天神原遺跡

1. 井口車塚

5. 正仙塚

第 1図遺跡の周辺

B 押入飯綱神社古墳群 C 押入西遺跡 D 野介代遺跡

2. 夜半廃寺 3. 能満寺古墳群 4. 地山遺跡

6. 兼田丸山古墳 7. 六ツ塚古墳群 8. 玉琳大塚

1. 古墳群の立地と状況

加茂川が吉井川に合流すろ付近に高野の低池が広がつている。この低地をなだらかな第三紀丘陵が

めぐつている。その西に位置する押入丘陵は樹枝状に開析され，谷頭は丘陵深く入り込んでいろ。本

古墳群は南にのびろ細長い丘陵に位置すろ小古墳群であろ。 4基の古墳で構成されており， 1 I 2号

墳は神社裏に， 3, 4号墳は丘陵の末端に東西に並んで存在すろ。

1号墳は直径約 12 m, 高さ 1mの円墳， 2号墳は破壊されており規模不明， 3号墳は直径 12 m, 

高さ 1.5 mの円墳（表土除去して方墳であろことが明らかになった）で墳頂に組み合せ石棺が露出し

ていろ。 4号墳は直径約 9m, 高さ o.7 mの円墳であろ。

本古墳群の北には前万後円墳の正仙塚，南には能満寺古墳群があり，押入丘陵の末端には玉琳大塚

をはじめ，古墳群が存在すろ。西の丘陵上には押入西遺跡（既刊第一分冊）があろ。
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調在の経過

~ 

讐

本調査は昭和 45年 6月 6日から 9月 8日まで実施した。柳瀬昭彦，橋本惣司が担当し，鈴木重信

氏，秋山芳輝氏の協力を得た。図面整理は橋本が行なつた。

0 日誌抄

6月 6日 器材搬入

1 
8日 3 号墳墳丘の清掃• シスト露出• 地形実測 S=ず0, 2 5C71コンター

9日 4号墳の清掃， 3号墳の地形測量（昨日のつづき）完了

1 0日 3号 .4号墳写真撮影，押入西 2号墳清掃

1 2日 4号填地形測量，押入西 2号墳清掃

1 3日 4号墳地形測量完了，押入西 2号墳清掃

1 5日..._2 2日（月） 梅雨で作業休み

2 3日 押入西 1 号墳清掃，神社3• 4号トレンチ設定. 3号一 Nl5°E, 4号N 2 lf'E, 久

米寺への器材点検

2 4日 押入西， 1号の清掃. 1号の地形測量完了

2 5日 対策委員会の資料作成

2 6日 押入西 2号墳清掃，押入西 2号墳写真撮影，池形測量

2 7日 地形測量，午後対策委貝会

2 9日 3 号墳， 1 区・ 2 区・ 3 区葺石検出• 南北 10. 8加 東 西 8.8mの方墳考えられろ。

葺石は墳丘の下端部に巾約 1.2 mの帯状にめぐつていろ。

北片には上巾 1.3 m下巾 0.5がの逆台形の周温をみとめた。

7月 2日 葺石の検出. 1区の北西部にトレンチを拡張， 1区の西側は平たんな地山を検出

3日 葺石の検出， 1区の拡張，葺石の清掃 (1,2,3, 4区）， 3区.4区のがケ面

の清掃

6日 葺石の清掃，写真撮影• 東側のガケ清掃， 4号の墳丘清掃

7日 3号' 1区の西拡張，写真撮影＇東ガケ断面撮影， 4号清掃， 3号主体部掘り方確

認

9日..._1 0日 3 号墳• 葺石清掃

3号墳，葺石清掃

1 4日 3号墳，写真撮影， 3号墳葺右平面図割り付け，実測， 4号墳清掃，北側より光順

通宝（完形）土師器，須恵器（糸切り）の破片出土

1 6日 対策委員会. 3号葺石実測， 4号清掃

1 8日 3 号墳• 葺石実測， 3区完了， 4号墳清掃，北に散布すろ土師，須恵器片（糸切り

底）は盛土と思われろ墳丘上に見られる。

7月 20日 3号墳，葺石実測（浮いた石の除去， 3号墳，南墳端部の拡張， 4号墳， lVトレン
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チ， IVー 1, 1-2トレンチ， 1-1, 1-2トレンチを入れろ。

7月21日 1区.4区の転石を除去し，築造時の葺石面を清掃，墳丘の南側の地山面の検出，

主体部内（石棺）の清掃，写真撮影， 1段目の根石（立石）が検出された墳丘外の

地山直上から土師器の壷が出土した。これは送葬儀礼に関係すろ遺構かもしれない。

第一主体の石棺内にあった板石は，西側の側石の 1つであろことがわかつた。床面

は判然としない。

2 2日 主体部写真撮影， 3号墳，南側墳端部遺構検出（配石）遺構とすろ。

2 3日 西側遺構，平面図，断面図実測，写真撮影，西側墳端部，地山追求

2 4日 3号墳，西側下段根石検出，主体部平面と縦断面図実測，配石遺構の平面図縦横断

面実測｀遺物（坦，壷，鉄器）とり上げ

2 5日 転石を除去して， 1じ，西，南辺の下段を検出，主体部，妻石裏の粘土写真撮影，北

の断面実測，葺石の北西部に主体検出• 北辺の下段根石に平行に東西 1.5 m, 南北

o. 3 mを計り，河原石を使つていろ。第二主体とする。

2 7日 3号墳葺石清掃，主体部側面図実椰西側葺石断面図

2 8日 3号墳第 2主体部発掘， 3号墳葺石の状態で写真撮影， 4号墳周温発掘， 3号墳

葺石実測割付け

2 9日 3号墳ー第 2主体部平面図実測，葺石，平面図，南側，西側，平面図実測， 4号墳

ー主体部検出作業 (I区， ＂区の墳頂部周~）

3 0日 3号墳ー第 2主体部縦横断面実浪加葺石側面図実測（西側一部）， 4号墳一周渥検

出，全体写真撮影， 3号墳ー主体部の追求， 4区の上層から刀子 1出土， 1区， 4 

区から須恵器片出土， これらの平面実測

8月 1日 3号墳， 2区のトレンチの掘り下ふ配石遺構の掘り下げ→刀子出土， 1区西の葺

石側面実測写真撮影• 第一主体の掘り方の粘土，第二主体の掘り方， 3区トレン

チの盛土

3日 3 号墳，主体石棺ぬき取り後の写真撮影一区トレンチ• 第 2主体ぬき取りと掘り方

検出と写真撮影，配石遺構の掘り下げ

4日連絡会議

5日 3号墳第 2主体の写真撮影平面実測， 1区トレンチの清掃，配石遺構の地山面追

求，西側に拡大，黒色士層は南西に傾斜していろが，旧地表面とも考えられな地

山面から木炭片が出ておろこと， 3区トレンチでは黒色土層と地山とが相接してお

h —区トレンチの場合（黒色土は地山より 3 om-5 om上位にあろ）と異ろこと

などから地山面を削平していろと考えられろ。

8日 3号第二主体断面図一区葺石の平面図，二区南拡大トレジチ掘h下げ4号主体追求

1 0日 3号墳. 1区葺石側面図' 4区トレン充南側拡大トレンチ（配石遺構の下に万形

隅丸のビット検出（第 3紀層を掘 h込んでいろ）， 4号墳，主体追求すれども不明

~ 

書f

,̀ 
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． 
8月11日

1 2日
~ 

1 7日

1 8日

1 9日

2 0日

" 

黒色土層より河原石検出

3号墳 1区葺石側面，実測 1区トレンチ掘り下げ床面まで（隅丸方形ピット）

3号墳， 1区葺石側面図， I区トレンチ，＇区トレンチ

連絡会議

4号墳，主体部検出作業， 3号墳， 1区マウンド解体， 1区マウンド解体， IV区葺

石平面実測図

3号墳, 1区・ 2区・ 3区・ 4区の壁面清掃. 2区トレンチ内石組検出， 4区0-

NE 面断面実楓I~ 4号墳南北断面 1部（上層のみ）実測

3号，配石遺構断面図実測，北側第 2主体部写真撮影，『区墳丘掘り下げ．＂区葺

伝側面図実測完了

2 1日 雨のため休み

2 2日 3号墳， 2区平面図割 h付け葺石上段平面図作成

2 4日 3号, 0-N, 0-S, 0-E断面図写真， IV区石写真撮影， 0-N断面図作成，

4号，掘り下げ

2 5日 3号填 0-Nセクション（完了）， 0-Wセク法3::,,,0-Sセクショ:.,,,土層記入

2 6日 3号墳， ow断面図完了， 2区，上段葺石側面図完了，下段葺石平面図トレンチ掘

り下げ， 4号墳， I -IV区掘り下げ（遺物なし），平面プラン測量

2 7日 3号墳， 2区葺石 1段平面実測，ビット 1の平面，断面実測完了， 4号墳， 1 -4 

区墳丘掘り下げ，黒色土層は南Iこ傾斜し徐々に厚土をます

2 8日 3号墳， 2区南側葺石側面図完了， 2区西側葺石平面図完了， 4号墳，墳丘掘り下

げ（地山面まで）

2 9日 3号墳， 1区葺石側面図， ビット 1写真撮影， 4号墳，掘り下げ，午後対策委員会

3 1 B 3号墳， I区葺石側面図. 4号墳．盛士断面写真撮影

9月 2日 3号墳， 1区葺石側図実測完了，断面清掃

3日 3号墳， 1-ow-1の写真撮影

’’ 4日 3号墳， I-OW-1断面図実謁 ow断面清掃. 4号填 N-S断面実測

8日 3号墳， EW断面写真撮影

3
 

3
 

号 墳

墳丘

3号墳は分布調査では円墳と考えられていたが表土除去の段階で葺石をもつ方墳であろことが明

らかになつた。葺石は二段築造され，下段で 1辺約1o. 1 mx約 1omの方形をなし上段は 1辺8

mの方形をなしていろ力も葺石の積みあげが特徴的である。長さ 30 C1I前後の根石を立てならべて，
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その上に児頭大の石を小口積みにしていろ。保存状態の最も良好な西辺では下段の葺石上面と上

段の根石の下面がほぼ同レペルをなし，犬走り状をなしていたと思われろ。また上段の葺石は墳

頂半担部以外をすべておおつてたようである。

葺石に使用した石はすぺて河原石であり．丘陵のすぐ東を流れる蟹子川の河床から運んだこと

がほぽ確認できた。これは葺石のうち，児頭大のものと根石と現洞床の石を任意に 10 0個を摘

出し，石質の比率を比べてみた結果，近以値を得たことによろ。

墳丘の構築では傾斜地に位置しているため周温はみられず，北側をカットして，墳丘の北限を

決定していろ。また傾斜地の構築は葺石にも影響があり．下段の根石の南北の高低差は約 lmも

あり，側面図で見ろように傾斜していろ。上段の根石の場合もその差が60 C7Iとなつている。ま

た第一主体部は 1辺 Smの上段根石区域の中央に位置すろが下段根石図或は中央より北1こずれていろ。

墳丘の縦横断面から墳丘盛土の状況を考えてみろと旧地表（黒色土層）は南に傾斜していろ

が北側をカットして墳域を決め，下段葺石の掘り方で南側の墳域が決まり，墳丘の規模は決定し，

盛土が行われろとき，中央部は薄＜，末端部に厚く積み，墳丘の整形をしながら崩土防止の方法

がとられていろ。根石は掘 h入んで立てならぺ裏とめの土を入れながら小口積みによつて墳丘斜

面をおおつたと考えられろ。第一主体部は墳丘完成後掘り込まれたようであろ。

第一主体

墳頂部に位置すろ組み合せ石棺で主軸はNE1 4° である。棺材は津山市街地の南に分布すろ角

礫凝灰岩であろ。破壊をうけ， 4枚の板石が現位置を保ら， 1枚の側石が盗掘孔に落ち込んで検

出された。石棺の接合部はえぐりによつて密著させていろ。石棺の外側は小円礫を混ぜた土でか

ため，上部には粗砂まじりの青灰色粘土を貼つていろ。棺内は盗掘によつて荒らされ• 遺物は皆

無であった。

第二主体

墳丘北側の葺石に接して検出された埋葬施設で• 第二主体とした。長径 2m, 巾o.8 m, 深さ

o. 1 mの浅い長楕円形の掘り込みの中に，さらに長さ 1.7m, 巾o.4-0. 5 m, 深さ o.3 5 mの

長楕円形の土拡を掘り，東端IC石を立て枕石を 2個置いている。浅い掘り込みには河原石 19個

をめぐらし，、組み合せ石棺の様相を呈している。蓋石はなく板などで蓋をしたものと考えられろ。

墳丘完成後，埋葬が行われたと考えられろ。遺物なし，

配石遺讀

西側の下段葺石の南の延長線J::, 4 mに第一主体に向つてコの字形の配石が検出された。長軸

1. 5 m, 巾 0.6 fnを測ろ。小型の土師器片，鉄片 6' 中央に刀子 1が出土した。完形に近い士師

器用は口径 8.1 C111, 腹径 8.7 C111, 器高 8.5 C1IIで底部はヘラ削りであろ。胎土は水こしされ，内面

はヘラ削り，器面はヘラ磨きでていねいな仕上げであろ。刀子は長さ 15. 5 CJII, 刀部1o. 8 cm, 

巾 1.3 C1/Iを測り，柄には本木質が残ろ。鉄片は不整形で用途不明である。土師器片は採集できな

かつた。この遺構はすべて洞原石が使われていろが• 北側には石がなく，埋葬施設とは考えられ

ない，むしろ 3号墳の第一主体の送葬儀礼の遺構と考えたい。
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l. 赤褐色粘土層

2. 暗褐色土層

3. 赤褐色土層（礫多し）

4. 黄褐色土層

5. 淡黄褐色土層

6. 暗黄褐色土層

1. 黒色土層 CI日地表）

＆ 黄褐色土層

9. 褐色土層

4m 

第S図 墳丘断面実測図
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号 墳

墳丘の規模は直径約 9m, 高さ o.7 mの円墳であろ。 3号墳と同じく緩傾斜面に築造されており，

北側をカットして巾 1m, 深さ o.5 mの溝を生じている。周浬と思われ，墳丘の北半に残つていろ。 書

しかし墳丘は土層断面図で見るように赤褐色• 黒色土力瑾fるしく攪乱されており，古く盗掘をうけた

可能性があるが刀子 2' 須恵器片が出士したが主体部の検出ょできなかった。須恵器は 6世紀中頃と思

われる。北側斜面から糸切底の土師器印光順通宝が出土した。

5. まとめにかえて

押入飯綱神社 3号墳は東側が崩壊しているが 1辺 1止の高さ 1.5 mの方墳で二段の葺石をめぐら

して，その葺き方も根石を立て．児頭大の河原石を小口積みにしている点に特徴がある。主体部は盗

掘，破壊をうけ℃ 遺物は出土しなかつたが，墳丘の南にある配石遺構から刀子 1土師器の小型壷 1

が出土し，時期決定の 1資料となりうる。しかしこの配石遺構が 3号墳の送葬儀礼跡であると断言す

ることに問題があるかもしれないが，コの字形に開いた方向に第一主体があること•河原石を意識的

に積みあげていること，河原石は葺石に用いられているものと同じであることに同時性が考えられる

ことなどから 3号墳に伴う送葬儀礼の遺構と考えて大過はないと思われる。

美作に存在する方墳は約 7 0茎を数え悲ふ．発掘されたものは津山市沼 6号墳，河面丸山 1号墳と

本古墳の三例にすぎない。昭和 38年 3月発掘調査が実施された沼 6号墳は 1辺 13. 8 m, 高さ 1.5 

mの方墳で児頭大の河原石を使用した葺石が墳端部と墳斜面の上部にめぐつていた。墳頂平担部の中

央やや北寄りに粘土榔，やや昔寄りに組合式石棺がいづれも主軸を東西において平行して検出された。

石棺からは二体の人骨と短剣 1炉出土した。箱式

棺を内部主体としていること須恵器をともなわな

いこと美作において小型古墳での葺石の終末が 5

世紀末---6世紀初頭であることなどから 5世紀末

---6世紀初頭に年代想定をしている。

本古墳についても配石遺構出上の土師器は 5世

紀後半の時期と考えられるし，葺石のあり方，主体

は同じ角礫凝灰岩の箱式棺であるなど，沼 6号墳

と同時期と考えて大過ないと思われるし

注 1. 河本清氏のと教示による。

参考文献

「美作国津山市沼六号墳調査報告」

「古代吉備J第 6集 1 9 6 9 

今井発，渡辺健治，神原英朗，河本清

「津山市史」第 1巻（原始古代）

第 1章 l 9 7 2 今井発
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図版I

Iー1 遠景 （西より）

1-2 3号頃 （酉より）

1-3 3号 （北西より ）



図版2

2-1 3号墳葺石 （北より）

2-2 3号墳 転石を除去した状況



図版3

3-1 3号墳墳丘断面N-S

3-2 3号れ墳丘断面W-E.

3-3 3号訊 P1-P2断面



図版4

4-2 

4-1 

3
 

2
 

4-4 3号柑
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4-5 配石遺鳩

第一主体と3.4号墳出土遺物



図版S
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5-2 第二主体 土血



図版6
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図版71-2 現地説明会（建物 1付近）（撮影：岡田） ． 

， 
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第 l 章 調壺の経緯

＇ 

暑

9
ム

．
 

久米郡久米町宮尾に所在する久米廃寺は昭和 44年2月から中断しながらも，昭和 46年8月まで

発掘調査が実施され，白鳳期創建の塔，講堂，金堂を配置した古代寺院であることが，明らかになつ

た。地方における古代寺院として岡山県教委は日本道路公団にその保存を要望し協議を重ねた結果，

主要な部分については設計変更し，高架橋で保存する方針がうち出されたが高架橋の長さで話し合い

がつかず，久米廃寺の東台地の第一次調査後協議することにした。

久米廃寺の東限は谷の中央部に検出された溝と考えられているが，それより東の部分さらに東にひ

ろがる比高 2~am の広い台地上は須恵器布目瓦の散布が知られ，久米廃寺に関連する遺跡の存在が

予想されていた。したがって久米寺東遺跡と呼称した。

昭和 46年9月20日第一次調在を開始した。調査員は天神原遺跡，美作国府跡から 1名づつが派

遣された。調査対象地域には収穫直前の稲が穂首を垂れていたが，久米町がこれを補償して刈りとつ

て調査を開始した。

谷の部分 (I区）は久米廃寺に関連した遺構は検出できなかったが，弥生時代の水路と考えられる

浅い溝が検出された。また縄文時代後期，晩期の土器片も出土した。台地上から大規模な掘立柱建物

が検出された。トレソチ調査ではあつたが建物 Iは 12問 X 2間の南北棟で方形の掘り方であった。

これより東約 6s mに南北棟の建物 2を検出した。また浅い谷にあたる部分では造成土がみられ出土

遺物から奈良時代の久米郡衡の可能性が考えられた。そこで新たに，字名に因んで宮尾遺跡と改称し

た。

第一次調査は 11月30日に終了し，岡山県教委はその結果に基づき日本道路公団に久米廃寺から

宮尾遺跡にかけての高架橋による保存を要望した……••••••この間 4 ケ月経過…………

昭和 47年4月久米廃寺から宮尾遺跡のうち I区の谷部分までの 17 4 mの高架橋による保存が決

定，宮尾遺跡の主要な台地部分については

① 設計変更して高架橋にしても橋脚が低く保存しても活用できない。

② それ以上高くすることは勾紀等で問題がある。

③ 文化庁も宮尾遺跡部分の盛士はやむを得ないという態度である。

ということから調在期間 8ヶ月，すなわち 11月末日調査を終了し，明け渡すという行程が調在員

に知らされた。さらに落合町赤野遺跡の第二次調脊と日南古墳の調査もこの期間内に終了させること

であった。

津山市天神原遺跡は 5月末日まで延長されており，調査員 1名がこれを終了させて 6月から宮尾遺

跡の調査に合流するという強行軍であった。調査対象面積 1万がで調査期間は悠に 17ヶ月を超す積

算が出てしヽたのだが…••••• •…。

岡山県教委は日本道路公団に調企期限の延長を強く要望し， 12月末日明け渡しにこぎつけた。 4.

5月はトレンチによって遺跡の範囲を確実につかむことを目的にトレンチ，グリッドを掘る方法をと

った。このことは同時に調脊員が約 20 Km西にある赤野遺跡の調在のため常時観察できなかつたこと

に起因する方法でもあった。また調査地内を横断する用排水路は確保しなければならず実質的な調査
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は進行しなかった。

6月から領家遺跡の西に古墳らしい地形の確認調在を領家遺跡出士の炭化米の水洗も併用して行い

宮尾遺跡の調在を本格的に開始したのは 7月中旬からであった。

8月上旬には 1区の表土除去を完了し，掘立柱建物 5棟，栂 2を検出した。ひきつづいて排土の場

所を探がす目的で3区の東 (EVNII)にグリット (6mx6rn)トレンチを設定したところ東西に

走る祁を検出した (A栂）。この溝は ENNIIで鈍角に南に折れることを確認した。

9月1日調介予定の日南古墳がプルドーザーによって破壊されていることを発見した。 8月17日

道路公団，鉄建建設，県教委の立ち合いで綱張りをしていたにもかかわらず・・・・・・・・・・・・ただちに道路公

団，業者に抗議を申し入れ業者は陳謝して，有刺鉄線をめぐらし立入禁止の立札をたてた。

9月からは 3区 (EIISI付近）の表上除去を開始しENNIに排士した。

9月12日願戸警察署より調在事務所に収納していた久米廃寺などの出土品の窃盗犯人を逮捕した

ので硲品リストを出すよう連絡があった。久米廃寺出士の軒平瓦 1'軒丸瓦 1'塑造仏片などが盗難

にあっていることが明らかになった。

8月15日に物色した状態があったので駐在所に届出ていた。収蔵施設のない現状では危険いっぱ

いである。

1 0月中旬までに皿区はほぼ表士除去をおえ建物 2,10,11,溝C,Dを検出した。

1 1月， E¥DN間で建物 12検出， 3問X 4間ですべて束柱をもち倉庫と考えられた。

1 1月 19日，調布事務所裏でプルドーザーが表士を除去し始めた。当地域は須恵器等を表採して

おり，住居址らしい掘り込みと，多数の須恵器，士師器が出士した。直ちに工事の中止を申し入れ，

縄張りをして日本道路公団・鉄建建設・県教委は協議した………•••その結果••………• 日南遺跡につい

ては 11月末 Hを期限とし，この地点 (V区）は宮尾遺跡の 1部分と考え， 1月末日を明け渡し期限

とするということになった。 1 1月末II区はすべて完了，日南遺跡の調査も完了した。

1 2月9日，宮尾遺跡の現地説明会を実施し 10 0数十名の見学者があった。 A溝は西へのびて用

地外に出る。 B溝は南北部分は東へ曲がることが明らかになり，建物 2 ・建物 11をめぐることが予

想された。またA溝に乎行して柵が存在することも明らかになつた。

建物 3を検出，井戸の調在完了。 12月20日，宮尾遺跡はきわめて計画的に造営され，官術的な

遺跡の可能性が強くなり，奈良国立文化財研究所，沢村仁先生，町田章先生を招いて指導を願った。

この頃から宮尾遺跡の航空測量が計画されはじめた。調在員の中で意見のちがいがあったが， 1月

上旬実施の方向で準備をすすめることになつた。そして雪のため 1日延期された 1月 11日中国縦貫

道関係の発掘調査では始めて，ヘリコプターによる航空写真撮影が行れた。 1月末日の期限はあわた

だしい。調在は川区と A謂の調行のみである。 D溝の南に柵，建物 16が存在し建物群は用地外にひ

ろがることが明らかである。 A溝は柵と平行して西へのび用地外へ出る。用地外の用水路で確認した

結果， II区の南北溝につながることがわかった。 A溝は南にやや広がったコ字形をなすこと，内側に

は柵が平行しており部分的に建てかえられていること。北辺の中央やや西よりで溝が途切れる部分が

あり，門が存在することなどが明らかになった。

ついに調査期限の 1月31日が来た。調脊もほとんど終了し，補足調在のみが残っている。 2月 6日

，
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から撤収作業が開始された。そして 2月8日すべての作業が終了し，調査員は英田郡作東町の高本遺

跡の調在にひきつづき入った。なお，建物 15付近の排士を除去したという知らせをうけて 3月17 

日から 3月20日まで調査した。

第一次調査以来，奈良国立文化財研究所，沢村仁先生，町田章生先，横田拓実先生，文化庁，田中

琢先生，鉱滓については和鋼記念館，住田正男先生，対策委員の先生方にはご指導，ご助言を賜わっ

た。記して謝意を表したい。また，深いご理解を示して下さった地元久米町の方々特に久米町教育委

員会，文化財保護委員会，第一次調査以後作業にたずさわった地元の方々の氏名を記して謝意を表し

たし'o

青瀬解逸• 青瀬只四・安藤侍郎・安藤克己・池田竹夫・池田 登・池田 恵・飛山照ー・野条克己

野条志ー・、広島海竺・真名子栄一• 山崎武四郎・赤木美興志•池田峰子・池田糸代・池田宮子・池田

啓f 池田 末•池田節子・石賀芳子・岩野勢津子・太田すみ子・尾浴知津子・岸川藤子・小林清子

高下弘代•徳本糸子・野条とし子•野条静枝・早瀬幸子・灰原保子・灰原泰子・灰原輝代子・藤森多

喜恵・真名子育世・竺船安江・三船春江・山田艶子・山本 訓・故池田子市（敬称略 アイウエオ順）

なお，アジア航測株式会社には航空測量に多大な協力を得たし，担当の斉藤洋彦氏には整図，写真

でご迷惑をかけた，衷心より感謝したい。 （橋 本）

第一次調香日誌抄

・`

今一

昭和46年9月 20日 宮尾遺跡（久米東遺跡）第一次調在開始。調査区域には収穫まぢかの稲が穂

を垂れているが刈り取る。テソト設営，谷の中央の用水路は条里制地割を残すと考え，

これを南北の基準線とし 2mのトレンチを 1m間限に 5本設定した。

9月21日 第 1 トレンチ掘り下げ開始。津山教育事務所，平井次長，森本社教課長，来訪，対策委

員会。

9月22 日 ~2 8日 第 1 トレンチ掘り下げ，地表下 1.5 m以下は青色粘士，砂礫層であることがわ

かった。

9 月 29B~to 月 2 日 第 1 トレソチでは奈良時代の遺構面なし，第 3 トレンチ掘り下げ。

1 0 月 5 日 ~1 0月10日 第3 トレンチ 20m付近で弥生式土器出土，青灰色砂礫層から縄文式士

器出上。 35 m付近で弥生時代の構検出，第4 トレソチ掘り下げ， 3om付近で溝検出。

1 0 月 11B~10 月 2 o B 第 4 トレソチ 2 s m付近で杭列検出。溝から高杯など出士。杭列は溝

の土留め用の杭の可能性がある。写真撮影。第 2 トレンチ最下層の砂礫層から縄文時代

後期～晩期の土器出土。第 3'第 4トレソチ壁面実測。

1 0月2 1 日 ~1 0月2 4日 農繁期になり作業員 o

1 0月2 5 日 ~1 1月5日 台地上にトレソチ設定北より D1~Ds とする。 D1 トレソチで 1 辺

6 5 cmの掘り方検出， D2 トレソチ 6om付近柱穴溝検出，岡山大学，笠原安夫教授，

土壌サソプル採取。
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1 1 月 9 日 ~1 1月15 B D1 D2 Daに溝検出，奈文研町田，横田枝官来訪。

1 1月1 6 日 ~1 9日 台地上トレンチ乎板測量， D<tD5掘り下げ， D6 1辺 1m以上の掘り方検

出。 2間 X 5間以上の南北棟検出。

1 1月 2 0 日 ~23 日 建物検出， 2間 X 1 2問の南北棟，円面硯破片出士，高橋主査，大山主任見

学，柳瀕，下沢応援

1 1月25日 建物 Iとし平板測籠，建物 Iょり 65 m東に建物検出（建物 2)

1 1月26日 建物2 , 2問 X 3間以上の南北棟と思われる，平板測量，津山教育事務所長来訪。

1 1月27日 対策委員会見学

1 1月28日 範囲確認のため東へ二本のトレソチ設定，掘り下げ，建物 1の掘り方半掘，ぬきとり

痕，東のトレソチには造成士，検出，奈良時代の須恵器他出士 （橋 本）

第二次調杏日誌抄

昭和 4 7 年 4 月 1 日 ~4 月 8 日 領家遺跡の器材，休憩小屋の解体，器材運搬作業。

4 月 1 日 ~6 月 1 0日 この間，落合町赤野遺跡の調在と掛持ちして行う。

4 月 9 日 ~4 月 1 9日 宮尾遺跡に器材，休憩小屋の建設，器材運搬作業ほぼ終了

4月 20日 ベルコン移動，日南占墳群付近踏脊

4月21 s~4 月 2 6 B 西端部 (IT区）の表土除去。比較的大きな柱穴を確認。

5 月 2 日 ~s 月 4 日 西端部 (II区）の検出作業。 N区トレソチ掘り下げ。

5 月 8 日 ~s 月 1 6 B、 II区西端の遺構検出， N区トレンチ掘り下げ，台地 1::に18 m甚本グリットぐ

杭打ち。

5月1 7 日 ~s 月 2 7日 水田の畦畔と用水路の補強作業， N区トレソチ掘り下げ。

5月3 0 日 ~6 月 2 日 領家遺跡より炭化米混入土の運搬。

6 月 6 日 ~6 月 1 7 B 炭化米混入土の処理作業。

6月1 8 日 ~6 月 2 2日 領家遺跡西方の古墳 3基の調在に着手トレンチ掘り下げの結果， 2基とも

古墳とは認められず終了

6月2 6 日 ~1 月 1 4 B 遺物整理期問。

7月 2 0 日 ~1 月 2 5日 西端のwvsr~srr 建物 4' 検出，周辺写真撮影， WNN I・WIIN I 

付近で建物 5を検出， W川 ・N南半表土除去作業。

7月26 B~7 月 2 7 B 西端のWN·ill·Sill 付近にて建物 6• 7・8及び，南北溝を検出・写

真撮影，建物 4, 柱穴掘り下げ。

7 月 2ss~1 月 3 1日 建物 1'周辺表土除去作業，建物 4'プラン実測。

8 月 1 日 ~s 月 2 日 建物 1 , 柱穴検出・ WJISI , 表士除去作業，建物 4を含む II区西端部の平板

実測。

8 月 3 日 ~s 月 5 B JI , III区の間の谷都のWISII ・ EISI~Sn にトレソチ・グリッドの設定，

掘り下げ，WISIIに 3mグリド 2箇所設定，西側は出水のため弥生包土上面で放棄，

,
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9月5日 ENNII, 東西罪，東確認，トレソチ部分消掃，柱穴 2確認，南側拡張，表土除去中，

ENNI東西トレソチ116.2掘り下げ消掃，写真終了，地山面遺構なし，東西トレンチ版

3表土除去中， ErrsI. Ems INI (建物 2'周辺），表土除去中，日南古墳にて

シストらしき遺構確認， EVINIIー 1.4掘り下げ，柱穴検出作業一遺物取り上げ， EN

NIAG.3トレンチ表士除去，遺構検出中， Emsr表士除去。

9月7日 EVINII-4, 東西土層断面図， S= 上
20 

9月8B 降雨のため，作業は 10時まで，後室内にて土器洗い，国府緑釉，整理，赤野土器註記。

9 月 9 日 ~1 2日 トレンチ水抜き， EmNr表土除去， EVINIIl.4,喘検出状況消掃，建物 3周

辺拡張，遺構のないところは地山面のレベルをとる。遺物点検，盗品リストをつくる。

9月13日 E¥INII大型写真，木片出上状態溝上層より，フタ杯完形品出士，瓦片完形片出土，建

物 3周辺（東部分），柱穴検出（地山ほりこみ，地山士が入っている。 EmNr-Em

S I東側南北断面実測。

9月1 4 日 ~g 月 1 7 B 降雨のため室内作業，トレンチ水抜き。

9月18日 係会議（宮尾にて）

9月19日 E mN I表土除去，平安中期（糸切り，瓦器攪乱されている）。領家士器洗い。

9月20日 EmNr表土除去， Em(原点の東西線）東西断面実測 S= ― 赤野土器注記，新聞
20 

切り抜き。

9月21B EmNr万真撮影終了，遺構の検出， EWNIIー 4溝東西セクショソ実測，写真済み，

EVNII-1南北セクショソ発掘開始（溝を含む）， EviNII溝，遺物取り上げ終了。

9月22日 E¥INIIー 4溝東西土手分層発掘（上中下層）終了， E¥INIIー 4溝南端部，セクショ

ソ終了（黒色土初見）， EVNIIー 1(溝を含む南北断面及び，プラン終了），以上写

真終了，遣物全部取り上げ済みc

9月23日

9月26日

9月27日

久米廃寺遺物搬出→旧格致中学校体育館跡に， E¥INII溝を含む。東西セクショソ実測

済み， EvNII溝を含む，南北セクショソ実測済み， S= - EVNIIー 1平板見通
20 

しポイソト設定， EviNIIー 1WSグリッドボイソト（平板）

EmNI西側南北土層断面図， EmNI北側東西断面図， EvINII区一溝断面写真撮影

（全部終了）。

E\iNII~EvNII 平板実測 (S= 上)東半分終了， EviNIトレンチ設定（溝の南
500 

端を押えるため黒色土上面まで終了），柱穴断面設定， Emsr柱穴検出中，建物 10 

とする現在2間 X 5問1回の建直し確認，建物 8割り付け，実測開始。

9月28日 E¥IN I溝，検出，木片多し， E¥/1.NII平板（柱穴，グリッド設定ポイント），柱穴全

部，掘り上げ， EIII S I柱穴検出中， EIIINII表土掘り下げ中，建物8'実測。

9月29日 E¥INII区， EVNII区溝全部，清掃，柱穴ほり上げ。

9月30日 E¥/1.N II溝全景（掘り上げ）写真終了， E¥/1.NI溝続き検出，トレ‘ノチ， EIIINI滸続

き検出，トレンチ， EIIIN I建物 10柱穴検出， EIIINII表土除去， EIII S I西の南北

断面実測。
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1 0月28 連絡会議．博物館。

1 0月3日 E¥iINII猜に関する写真すべて終 T,AM, 溝平板 (S= -) PM, 東の新設トレソ
500 

チ延長， EWNIトレンチ終了。

1 0月4日 Evsm発掘， EWNII溝のプランレベリング全部終了。

1 0月5日 E"¥!IN Iトレソチ西側をセクショ‘ノのため削る， EvNm除土，柱穴，検出， EillNI

. II遺物全部取り上げ， EillNII遺物は東西褥，北と南に分ける， EmNII溝南側削り，

検出作業。

1 0月6日 EvNm-EVIN川発掘を進める（円面硯片出土）東西セクショソを設定，柱穴，合計

6 本， EVNII 整地面の状況セクショソレベルボイソト設定， EVINI~EwNrr の状

況の平板測量ー EillNII遺構検出，中央部，東西に溝あり，この溝はEVNIIより
100 

続くものであろう。建物 11の東追求， Emsrー建物 10の西追求， 18時より調脊

員会議。

1 0月7日 EvNm掘り下げ中， EWNIIトレソチセクショソ実測終了，図面グリッド線誤差修正，

EillSI建物 10の西端確認（柱穴確認） 2問 X 8間， EmNrr建物 11東側柱穴検出

中，現在 2間 X 8間， ElliNII東西溝，検出状態写真，溝周辺赤外線写真。

1 0月11a EmNr建物 2検出， EVNII建物 11東追求， E¥iNill柱穴検出。

1 0月 12日 E"¥!INill柱穴群ー写真撮影，北半分遺構検出， EII NI南側東西セクショソ実測，西

へ 1O cmまで，建物 2全面検出ー南の用地へのびる。現在 2間X 6間， ENNIー建物

1 1 , 東へ追求， 2間X 1 0問，写真のためにパイプヤグラ移転， 4段づみ，遺構の一
500 

記入。

1 0月13日 建物 2'南へ追求， 7間以上の可能性あり，写真撮影，建物 11 , 写真撮影， EmN

II溝の南側，遺構検出， ENNI-II南北トレソチ清掃， E"¥!INITT遺構検出，須恵器土

師器片多し。

1 0月 148 ENNI-IIの南北トレンチ壁面清掃，栂，検出， EVINill遺構検出，一部トレソチ。

1 0月16日 南北トレソチプラン清掃，溝，検出，土器片多量検出，瓦片青海波文残存。

1 0月 17日 ENNII, 南北トレ‘ノチ，溝検出清掃柱が残存している柱穴，半断掘り下げ，写真済

み，溝二条，掘り上げ開始。

1 0月18日 ENNm区斜面，北側遺物所見，土師器（煮沸用具）片が多い。 7世紀代の須恵器が

多い（口縁部に特徴をもつ須恵器（杯）あり，南北トレソチの二条の溝を掘り下げた所

見，①北側の溝は従来の東西溝と考えられる。鉄滓，土師器，木片を出土してい忍鉄滓

とは別に軽石状になったものが出土している）木片はいずれも板状でなく，加工痕も認

められない。北側の肩は黒褐色土を切って地山まで遠し，検出し易いか南側の肩の下部

の形状はつかみにくい。②南側の溝は浅い溝でEN区南グリッドで検出した黄色土プロ

ックおちこみの滸につらなるものと考えられる。マソガンが多い，暗褐色土が底面にな

っている。今のところ肩の部分は灰褐色土マンガンを含む，暗灰褐士（底面）となって

いる。遺物は須恵器片の 7世紀のものがある。

- 119 -



費

東側で弥生包士下層まで掘り下げ士層断面写真実測EISI~Srr に 2x6m トレンチ

掘り下げ，地山混入の整地面確認，宮尾遺跡月報創刊号作成。

8 月 8 日 ~s 月 1 1日 WITS Iの表土除去作業，遺構検出，全景写真。

8月16日 EVNIトレンチ及びグリッド設定，掘り下げ中。領家遺跡遺物運搬。遺物棚作成，建

物 6-8の周辺のグリッド割り付け。

8月17日 EVNIグリッドトレソチ（南北）， 3か所，遺構面まで清掃，西の 2か所のトレソチ

では造成面らしきもの及び柱穴らしきもの検出。一番東側のトレソチでは造成面は確認

できず，遺構もなし，弥生包含層上面まで掘り下げ清掃。 Ji;VNJI, 東西トレンチ巾 2

m, 長さ 12 m表土除去中。

8月18日 EvNrr北トレ‘ノチ掘り下げ中 国府木器処理。

8月19日 EvNrr C東西トレソチ），地山が南傾斜し南に谷があると思われる。 EVNil中央部

に6m x 6 mグリッド設定，南北トレソチ，北半分の地山が検出され南に傾斜している。

8月21日係会議

8月22日 EvNrrグリ y ド掘り下げ中。 EVNJI南北トレンチ北部分掘り下げ中。

8月25日 EvNrr北グリッド (6mx6m)。EvNrr南グリ y ド。黄色土まぢり茶褐色上面ま

で掘り下げ，東部分は落ち込むらし<'暗灰褐色土が続いている。（実測）平板( ) 
1 

100 
第一次調査，本調牡設定トレンチ，グリッドを入れる。 EVNI-3の蛇行溝を記入。

EVNIIー 3の柱穴東西溝の一部。

8月26日 EVNII北グリッド西南北セクショソ消掃。写真撮影，実測完了。

8月28日 EvNrr北グリッド内溝検出，南北トレンチ断面清掃，掘り下げ（東半分），南グリッ

ド北壁掘り下げ， WJINI表土除去。

8月29目 EvNn南グリッドのプラン，溝状遺構の写真撮影，北側，東西の壁の写真，実測， E

VN II北グリ y ド，溝掘り下げ， EVNII南北トレソチ，東側の南北壁写真，実測， E

VN I -3 , 蛇行溝状遺構，掘り上げ状態写真， ENNII南北トレソチ清掃開始， WII

NI表士除去，東側南北トレンチ設定，黒褐色土まで掘り下げて保留。

8月30日 EVNII北グリット・，溝掘り上げ清掃，写真撮影， ENNIT南北トレンチ清掃， ENN

1部分は地山黄色粘土層，遺構なし。 ENNIT部分は厚さ 10数cmの造成面， EVNII

南グリッド西，南壁清掃， E¥iNII溝追求トレソチ 5mx3m。

建物 3付近の表土除去， EIISI表士除去， ENNI3x15mのトレンチ 3本， 2m

間隔， ENNI南北トレソチ，西半分掘り下げ， EWNII溝追求，トレソチ拡張， Ev

N 1I北グリッド満，写真撮影。

9月1日

9月2日

↑、
9月4日

ENN I• Il南北トレソチ西半分掘り下げ，（造成面まで）。 ENNI第ートレソチ掘

り上げ，遺構なし，第ニトレンチ，第三トレンチ設定 平面実測。 EilSI建物 2'100 
付近の表土除去， Emsr表土除去， E¥INIl溝追求トレンチ拡張，部分掘り上げ，滸

は浅くなり消械，柱穴径 60cm位 3検出， EVNil南グリッド南壁断面実測。

係会議， J::東遺跡，）II入遺跡見学，会議，日南古墳群について協議。
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くまとめ＞

以上 2つの溝の提起する問題は，宮尾遺跡の企画性の推移と時期の前係関係を把握す

るということである。北側の溝の全容はほぼつかめかけているが， EN区の地状を成し

た，区切りの意味はつかめていない。従来の溝として，扱われていた遺構が単なる排水，

防御区画といったものに限定されていたのに比べると，ここの遺構を囲饒する溝はもつ

と他の性格を帯びているようである。

1 0 月 19EJ~21 日 室内で遺物整理。

1 0月23日 WIII・SIIIII建物 6清掃，写真撮影，建物 7 , 9清掃。

1 0月24日 WIIISIII建物 7清掃，写真撮影， Elll南北トレ‘ノチ，溝，掘り下げ中。

1 0月25日 WIIISIIIII建物 6'全景写真，南から水糸はり， WNS II III建物 8'全景写真，南と

北から清掃，建物 4の部分の用水の除去， ENNII南北トレソチ溝掘り上げ，写真撮影。

1 0月26日 Will S II III建物 1南側， WIISIIIII旧建物 9周辺。

1 0月27日 wmsrn建物 7実測，建物 4実測補足終了，写真撮影準備， Will・SII・III , WITS 

II・11I建物 9周辺実測，柱穴列断面， Em・NII北東隅 6X 6 トレ‘ノチ掘り上げ中， E

N・NII溝の部分 6X 6グリッド設定， Ev,Nrnトレソチ設定。

1 0月28日 建物 6平面実測，建物 9周辺レベリソダ遺物取り上げ，蛇行溝，断面実測，小溝，断

面実測，建物 4補足調査，南と北から写真撮影完了。

1 0月29日 建物 7断面実測，建物 5西端土手はずし，遺構検出，南北トレソチ遺物検出 4X 5写

真，士器洗い。

1 0月31日 建物 6周辺プラン補足レベリング遺物取り上げをもち南半分全て終了， EIIIN II北東

端 6X 6 トレソチ掘り下げ中

1 1月1日 狩猟解禁，第 2 トレンチ遺構検出中， EIIINII北東端 6X 6グリッド清掃，円面硯破片

出士，南壁実測，南北トレンチ溝割り付け。

1 1月2日 EVIIINIII第2 トレンチ遺構検出建物 12とする。写真，小型。

1 1月3日 土器洗い，領家，宮尾の遺物，図面整理

1 1月4日 E珊Nill第 2トレンチ遺構検出のため，拡張。

1 1月5l:l E珊Nm建物 12遺構検出のため掘り上げ中，柱穴一段掘り下げ， 3間 X 4間と見られ

る。

1 1月6日 E珊Nm建物 12遺構検出，柱穴 1段掘り下げ，北側トレソチ (2x5m)設定，西側

グリッド (3x4m)掘り上げ。

1 1月7日 E珊Nm建物 12北端の柱穴，確認検出， 4分法で柱穴を掘り下げ，建物 12の北側，

東西トレンチの掘り下げ（地山面まで），柱穴 1'確認（深さ約 5o~s 0cm)建物12

の西側トレ‘ノチ，地山まで掘り下げ中，建物 11の北端の周辺，グリッド及びトレソチ

水替え。

1 1月8日 E遁 Nm建物 1・2 , 柱穴掘り下げ割付中，平面プラソ―終了， El¥TNilプラソ実測
4 

（南北トレソチ）国府まげもの洗い，国府土器洗い。
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1 1月9日 E憧Nm建物 12 , 柱穴掘り下げ完了，プラン完了，建物 1遺構検出， ENNH南北卜

レソチ，平面プラン終了，遺物取り上げ。

1 1月 108 Wm-WIINISI建物 1テソトはり， E珊N阻建物 12 , 柱穴の水かえ，レベリソ

グ設定，遺物取り上げ。

1 1月 11日 建物 1遺構検出状態，全景写真北より，建物 2全景写真，断面実測。

1 1月12日 建物 1北溝掘上げ終了，建物 1の東の小規模建物を 2棟検出，南 1棟は掘り下げ写真

掘影済み，建物 12レベル設定，断面実測中。
3 1 1 1月 14日 V ill, SI , 南北溝，一掘り上げ終了， Wm,SI , 平板ー，建物 I, 割り付けの4 100 

為の柱根確認，南北溝，遺物出土状態のポイントを平板に入れる。 EillNIIー2 , グリ

ット今，掘り下げ，建物12 , 断面，実測完了，柱穴写真，全景写真。

1 1月 15日 Wm, SI , 南北溝，遺物出土状態写真， Wm,SI , 南北洞，掘り上げ終了，建物

I , 断面設定，柱穴掘り下げ開始， ENNITー1'掘り下げ中。

1 1月16日 建物 I'柱穴掘り下げ中， ENNIIー1'掘り下げ中。

1 1月17日 建物 I, 柱穴掘り下げ中，柱穴写真撮影中， ENNIIー1グリッド掘り下げ中。

1 1月18日 建物 I, 柱穴掘り下げ，平板( )実測中，建物， 13 , 1 4 , 柱穴掘り下げ完了，函
南北溝，段のきわをボーリソグ，建物 10北水かえ， ENNIT-4,グリッド掘り下げ

中， EmNIIー6'黒色包士まで掘り下げ完了。

1 1月19日 建物 I'南北に遺り作成，建物5'検出， EN,NIT,グリッド，野辺遺跡，遺構検

出。

1 1月20日 建物 1'建物 5'清掃，遺構検出状態，全景写真，柱穴掘り下げ，野辺遺跡，遺構検

出中。

1 1月 22日 B, 溝，掘り上げ，野辺遺跡，全面表土はぎ， 8南古墳，トレソチ掘り。

1 1月23日 建物 5'断面実測完了， EIINI , 表土除去中，石組，遺構検出， EmNI , 東西溝

掘り上げ， 1号住居， B溝掘り下げ，日南古墳。

1 1月24日 建物 5 , 実測中（柱穴）遺物取り上げ， EJIN I , 表土除去中，スライド整理，新聞

切り抜き。

1 1月 25日-11月 28 B 建物 1 , 5の実測， EII NI表土除去，井戸状の石垣検出。

1 1月 29 8-1 2月 2日 東西の基線に沿う中央トレンチを設定。掘り下げ，巾 3m。日南遺跡の

調査完了。

1 2 月 5 日 ~1 2月 8日 東西トレソチ上層断面の実測。造成土を切った柱穴を断面に検出。建物 3

の西側束柱）。 EII S Iの表士除去， B溝は南へのび，これを切る，東西溝 (D溝）検

出。 EJIN I , 井戸の掘り下げ，青灰色粘土から杭，板検出。 ENNII,表土除去。

1 2月 9日 午後から宮尾遺跡現地説明会を催す。資料を作成紀布， 15 0数名が見学。

~2 月 1 0日-1 2月 13 8 井戸の調査完了。 EINI-NII,表土除去， A溝は西へのびて用地

外に出る。 B洞は井戸の西をかすめ， EIINIIから東に折れることを確認した。

I 2月 14日-12月178 EIINI, 表土除去，建物 3を検出， EINIの南を表土除去。建物
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3の西半部検出。 EnNn,A洞検出。 B溝は方向を東に向けて， A溝の南に平行して

いる。したがってB溝で区画された地域に建物 2'建物 11が柵でつながり，建物 2に

平行する建物が東に存在することが予想される。

1 2月1 8 日 ~1 2月22日 建物 10の柱穴掘り下げ完了，建物 2 , 3を検出完了し，写真撮影。

建物 11の柱穴掘りドげ， C溝は東西にのび建物 3より新しい。 D溝の掘り下げ。南側

の建物検出始める。

1 2月23 日 ~1 2月27日 建物 2 に乎行する建物が， ENNI~EvNr に存在すると考え，用

地巾杭に沿って巾 2mのトレンチを設定した。 ENNIのグリッドは排士の場所として

おり， 3m訴く排土を盛っていたため，トレソチによる以外には方法がなかった。柱穴

3を検出し，建物 15とした。建物 11の柱穴掘り下げと断面実測。

1 2月2 8 日 ~12 月 3 0日 公官庁御用納めであるが， 1月上旬航空測量の実施が計画されており

調在を継続した。建物 11の柱穴断面実測，建物 15平板実測，柱穴堀り下げ， 30日

器材を整理し，御用納めとした。

昭和 4 8 年 1 月 5 日 ~9 日 D溝の掘り下げ， A料の検出。

1月10日 積雪 1O cmのため航空測量明日に延期。

1月11 B 航空測星実施。

1月1 2 日 ~1 月 1 6日 建物 2'柱穴掘り下げ，建物 10実測， EilSI,E溝掘り下げ，建物

1 6掘り下げ。

1月17 日 ~1 月 1 9日 建物 2• 3 , 掘り下げ完了， B爵掘り下げ，建物 11 , 柱穴掘り下げ。

1月2 0 日 ~1 月 2 5 l:l 建物 1実測完f,B溝掘り下げを終了し清掃，全景写真撮影， A洞柵の柱

穴掘り下げ， A溝の掘り下げ。

1月2 6 日 ~1 月 288 EilNI -EilSIレベリソグ完了，建物 2'全景写真，柱穴， EnNn,

A爵掘り下げ中， EINI~Il, 門と思われるところ表土除去。

1月29 l:l 建物 3'平板実測ー，建物 2'断面実測ほぼ完了， A溝掘り下げ中， WINII,A構掘
20 

り下げ， EIINII'EmNrr'A溝掘り下げ， EmNrr,E溝 (B溝）掘り下げ， EI

Nn,A罪柱穴列掘り下げ。

1月30日 建物 3'乎板実測ー終了，建物 3'断面実測中，建物 2'柱穴断面，補足，終了， En
20 

1月3 1日

2月1日

NII , A溝（東）下層掘り下げ中，須恵出土， EIIINII, A欝掘り下げ中， ElIINII,

E溝 (B溝）西半分，整地土除去後，下層掘り下げ中，高杯 2点出土， WINII,A栂

中層まで掘り下げ中， EINI,A溝柱穴列とその周辺の柱穴掘り下げ中， EINII,

A溝断面 2本実測ほぼ終了。

建物 3'断面実測完了― E VNTII, 井戸状遺構平板実測―,EINn,EnNn,A 
2 0'50  

1 
溝平板実測―,EINII,A溝断面実測。

20 

EIINil ,A構断面，写真， EnNn,B溝断面 2本残りあと 1本，断面 (EII SI), 

EINII,EilNil,A溝平板実測， WINII,A溝柱穴列（柵列）トレンチ拡張， E

INI~Il, 柱穴掘り下げ（門の付近），建物 3'写真撮影完了，断面実測， A溝は西
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へのび南北構とつながるかどうか？建物 Iの北の現在の水路でA溝を確認する。 EIN

I~IT でA構が途切れる部分に門があるかどうか，現在 3 問 1 戸ぐらいの門か想定でき

そう。 ErrSIでD溝が途切れる部分がある一通路 ?'D溝と建物 3は同時期か， D洞

の南側に柵列がある。 D溝と建物 16は同時期か， D構とA溝の時期差は ?'A滸の南

側の柵列は部分的に建て替えがあるらしい。 WINIは円形掘り方の建物群が存在する。

建物 2の柱根は残っているが建物a,10,C-D構の掘り下げ時にぬきとられたと思

われる。 C講は西へのび建物 1束柱を切る洞とつながるか，建物 4・5と4に対応する，

南北棟があるか?, ENNilのE溝は掘り下げ以前の造成土を切っている。

2月2日 EI NIT, EITNIT ,A溝乎板実測ー終了， EITNil,B溝コーナー断面写真実測， E
20 

旧Nil, B溝掘り下げ，消掃中，写真撮影，柱穴列，掘り下げ中，建物 1の北，用地外，

A溝の直進部分の溝さらえ， A爵は南北溝とつながる。

2月3日 EmN I , B溝，断面実測，WITNI , 南北溝断面実測， W1~E 旧までの柱穴列，柱

穴写真， WITNI , 北端，清掃中， W11NI , C溝の延長部分と思われる滸掘り下げ中，

EIEil~NI ,C溝周辺レベリソグ， EITNIT,A爵レベリング， EINil,門と思

われる部分柱穴再度検出中，平板実測， ENNil,B溝， A溝掘り下げ中，写真撮影。

2月4日 EmNrr,A溝，東から掘り下げ（下層） .ENNIT,B溝， A溝掘り下げ， WI~E

I'柵列実測， B滸断面 (EISI),WilNI,東西濡掘り上げ，糸切り底の須恵器

を含む，褐色土層が溝を被つている。建物 13・1 4も褐色土層より下からの掘り込み

である。 WmNI, 南北溝断面実測， E阻NIT, A諮， B溝断而与真撮影，南北溝に伴う。

柵列を確認。

EmNrr, 平板， A溝 B構，柵列断面， WINI,A溝柵列断面， EmNrr,土漉庇一2月5日

2月6日

2月7日

2月8日

1レベリソグ， EIlN I , C滸レベリソグ，西端より A栂全景写真， WlINI , C溝と

1 
思われる溝の平均ーグリッド杭打ち。

20 

WrNr~WlINil, レベリソグ， EINII・ElINil・EmNil,レベリング， Em

Nil・ENNil, 乎板実測―,A滸全景写真，西から， A爵， B爵共通断面 2本，実測，
20 

全体の遺物取り上げ， B爵北西コーナー写真，建物 11 , 西，柱穴列，レベリング，柵

列柱の取り上げ。

遺物運搬，発掘用具．ベルコソ運搬。

撤去作業，器材，休憩小屋，取りこわし作業。

（橋本・山磨・ 岡田）
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第2章遺跡の地理的歴史的環境

行政的には久米郡久米町宮尾に属し津山盆地の西部に位置する。津山盆地の西部は主流吉井川に加

々美川・久米111が合流して古川から院庄にかけて広い沖積低地を出現させている。

津山盆地を特徴づける第芝紀層よりなる低丘陵は妙見山（標高 56 7 m)から南東にのびる領家丘

（仮称）をもって西限となっている。領家丘悛は棟高 115mを最高部とし，北側は変成岩よりなり，

南側は主に第三紀層（中新統）となつている。領家付近には，変成岩がみられる。領家丘陵の南を東

流する久米川は全長約 12 Kmの河川であるが下流域には，比高 z~3m( 標高 1 2 4 m)の河岸段丘

を形成している。右岸の中畝，久米）II南，山背，足山，左岸の宮尾，日南にその分布があり，吉井川

左岸の古川，戸島，山西のそれに比定できる。

久米川の低地には美作を縦断する国鉄姫新線と国道 18 0号線が走っており，吉井川との合流点中

須賀は高瀬舟の舟着場として栄え，出雲街道の要衝であった。

集落は宿場町として街村をなす中須賀を除いては山背・日南• 久米中・中畝・領家など農業を基盤

とする塊村をなし，低地の中央から縁辺部山麓の谷頭部まで水田化されている。

宮尾遺跡は領家丘陵の南端が久米川の低地と，接する標高 12 4 m前後の段丘上にある。

周辺の遺跡を概観してみると，本遺跡の西に接して久米廃寺が存在する。久米廃寺は領家丘陵の南

にのびる変成岩部分の南端に位置する白鳳期建立の古代寺院址である（後述）。久米廃寺の東限は台

地の侵食谷の中央やや西よりの溝と南北の柵と考えられ，谷の中央に南北にみられる現在の用水路を

もって本遺跡との境としている。

久米廃寺に西接して，領家遺跡がある。昭和46年中国縦貫道建設にともない，岡山県教委が発掘

調査を実施し，弥生時代中期から奈良時代にわたる複合遺跡であることかが明らかになり，報告書の

刊行が予定されている。本遺跡の東にほぼ接して，日南古墳群がある。一辺 40mの方墳・大日古墳

を中心に横穴式石室墳を含めて，約8基で構成されている。また日南集落では弥生時代後期の士器が

採楳されており弥生時代の集落を想定させている。

背後の領家丘悛には弥生上器散布地や古墳が数多く分布している。丘陵の分水界が久米郡と苫田郡

の境となつている。久米）IIの低地には条里制地割が遺存している。また久米川の南に標高 260mの

栢山塊があり，近年開発が計画され，分布調査が実施された結果， 70余某の古墳が確認されている。

南斜面では， 10余基のカソナ流しの跡が発見された。金鋳場池などの地名も残っており，鉱滓も採

集されている。北斜面では山背に全長 60 mの前方後円墳狐塚，谷尻の古墳群，昭和 47年久米町教

委が調在した中畝遺跡は弥生時代中期の土器片が多数採集された。

久米郡について概略をのべておこう。

久米郡は続日本紀，元明天皇和銅 6年 4月の条に『備前国，英多，勝田，苫田，久米，大庭，真島

の六郡を割いて始めて芙作国を置く』記され西暦 71 3年備前国に属していた久米郡が新説の美作国

書

に入ったことがわかる。和名抄には，大井・倭文・錦織・長岡・賀美・弓削・久米の， 7 郷より構成• 書

されており，現在それらの郷名は遺存しているものもある。（第 2図）宮尾遺跡は久米郷に属するが

久米郡において，久米郷は最も北に位置し，前述のように，本遺跡の背後丘悛で苫田郡と境している。

（橋本）
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第 1図 A日南邊跡 B宮尾遺跡 C久米廃寺 D領家遺跡
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久米郡の郷名図
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第 3章 第一次調在の成果

0 I 区

I区は水田であるが，久米廃寺の寺域内ではこの部分からも雑舎（僧房か）が検出されており，

I区の水出下にも奈良時代の遺構を想定していた。この谷の中央部を南北に走る用水路は条里に起

椋を発するものと考えられ．トレンチはこの南北線を基準としそれに直交する巾 zmを7m間隔に

4本設定し，北より，第 1-第 4とした。第 1 トレンチは 56m,第2 トレンチは 52 m第 3 トレ

ンチは 47 m , 第 4 トレソチは 46 mでそれぞれ台地の崖下に接した。各トレソチとも土層からは

須恵器が多数出士した。暗褐色の砂質粘土層は奈良時代の堆積と思われ遺構は確認できなかつた。

この堆積層は久米廃寺と同時期と思われるが谷の中央部にはなく，台地から Z0-30m付近まで

でなくなっている。これは，谷の中央部がその後氾濫したことを示しており，暗灰色粘土層にかわ

っている。賠振色砂質粘土層の下には黄色粘土があり，かなり安定した面をなしている。谷中央部

では，賠褐色粘士層の下は灰色粘土と砂利層があり，弥生式土器片を含んでいる。第 1'第 2'第

3'第 4 トレ｀ノチでは，黄色粘士層を切つて巾 1.2 5 m深さ o.4 5 mのU字形の溝が検出された。

かなり蛇行しており，イネワラ，アシの根などの植物遺体を含む黒色粘士層が充損している。微

量の上器片から速断はできぬが，弥生時代後期～古墳時代のものと思われる。また，この満より古

い時期の溝が西側に検出された。これは，黄色粘士層の堆積以前のもので，第 2 トレンチを除く第

1'第 3'第 4トレソチで確認した。巾 1.6 m深さ o.2 5 mの皿状の浅い溝で，かなり蛇行してい

るが溝の肩には杭が打ち込まれ，杭の外には丸太を置いて土留めをした状態を観察できた。第 1 ト

レンチでは，溝の東側に約 10cm間隔に杭列が平行して打ち込まれていた。この溝からは高杯の完

形品 1'石包 f,玄米 6粒，土器片多数が出土した。士器形式から弥生中期に比定できる。第 2'

第3'第 4トレンチの zom付近では青灰色，砂利層から縄文後，晩期の士器片が出土した。

。II 区（台地）

I区のトレソチを台地上に延長した。

建物 1

台地中央部に桁行 12問 x梁問 2問の建物が検出された。建物は真北をさしており， l区の南北線

より約 1町の地点にある。掘り方は一辺約 I3 O cm四方の方形をなし，ぬきとりにより形がくずれて

いるものもある。掘り方の深さは 13 o cmで柱根は径約 4o cmを測る (p2) 

建物 2

建物 1の東約半町に建物 IIが検出された。建物は 2間X 3問しか検出していないが，さらに南への

びると思われる。方位は，真北より約 3度西にふつており，掘り方も建物 Iのそれよりやや小さく一

辺約 1.1 mである。

建物 3

建物 2の西約 54mに一辺 1.1 mの方形の掘り方が芝個検出された。この建物の規模については不

明である。建物 3は浅い谷の斜面を造成して建てられている。

溝 I(II区溝状遺構）
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台地の西端にほぼ南北に走る溝を検出した。

溝II(A溝）

溝 Iから約 36 m東でほぼ南北に走る溝を検出した。溝は用地巾ーぱいに検出し建物 1の西側にほ

ぼ接している。しかし，建物 1に伴うものか否かは不明である。溝 IIけ，溝 Iとほぼ平行しているも

のと思える。滸は巾約 1m探さは 3scmあった。

溝m(B洞）

建物 2と建物 3の中間に一本の溝を検出した溝の断面は逆台形をなし，その方向はやや西に振って

いた。洞の巾は，上面で2m,底部で 1mあった。

0 小結

I 区

蛇行した自然流路に杭を打ち込み用水路または排水路として利用したと思われ弥生時代中期の水

田址の存在が考えられる。美作地方における弥生前期の遺跡は希薄であるが，中期になると爆発的

に増加する。例えば，沼遺跡，野介代遺跡，押人西遺跡，野田遺跡，国府遺跡などの集落が形成さ

れている。これらの集落はいづれも立地から考えて生産地は谷水田に依存していたと思われる。当

該遺跡も谷水田依存の煩向をもつ遺跡と考えられる。第一次調査では生活址は検出されなかつたが

東北の台地上に存在することが考えられる。

II 区

宮尾遺跡を特徴づける掘立柱建物が竺棟あるがこれらの建物の性格についてはいまなお不明であ

る。しかし，計画的に造営されていることがうかがえるしこのような建築遺構は福岡県小郡遺跡の

遣構（注 1)と同類のものである。また，遺物は多くの須恵器片，士師器片が検出されており，未

整理ではあるが 8 世紀~9 世紀に位置づけることができるもので，ほかに建物 1 の包含層から円面

硯片が出土している。なお，昭和 47年4月より第二次調査が計画されている。 （橋 本）

〔注 1〕福岡県三井郡小郡遺跡発掘調査概報 19 7 1 福岡県教育委員会

出土遺物

今回の調査で出土した遺物は，縄文式土器，弥生式土器，須恵器，石鏃，石包T等である。それ等

について，簡単な説明を加えたい。

縄文式土器（第 9 図 1~6) 1は，縄文地のみ見られるものである。 2は，羅文地に， 2本の沈線

が見られるものである。ともに石英粒が多く，雲母が見られる。色調は暗褐色である。 3は，口縁部

直下に圧痕文のある突帯をめぐらすもので，口縁部には刻み目が施されている。胎土には石英粒が多

く，色調は褐色を呈している。 4は，条痕のみられるものである。色調は乳褐色で，胎士には石英粒

が多く含まれている。 5は，口縁部に圧痕のある突帯をめぐらすものである。色調は褐色である。 6

は，口縁部が，やや「く」の字状に曲るもので，口縁端部には刻み目が施されている。色調は乳褐色

を星し，胎土には石英粒が多くみられる。時期は，縄文時代後期，晩期に比定しうるものであると考

える。 7 は，弥生式土器片を加工した紡錘車で，周縁は，打ち欠くことにより整形している。 8• 9 

は，弥生式土器の甕の口縁部で，逆L字状を呈するものである。唇縁部には刻み目が施されており，

ロ縁直下には，沈線がみられ， 8は線が太<, 9は細く多条化するものがみられる。時期は，弥生時
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代前期に比定しうるものと考える。 10は，石包丁の破片であり，石材は千枚岩である。 11~1 4 

は，打製の石鏃で，凹基無茎式と平甚無茎式がある。石材はサヌカイトである。 15は，ドリルであ

る。先端は破損している。石材はサヌカイトである。

弥生式士器（第 1 0 図 1~5) 1は，壺の頸部である。漏斗状に開いた口頸部の先端が，やや肥厚

するもので，端部上面に斜行する沈線文がみられる。頸部には，貼付突帯があり，指頭圧痕文で飾る。

2も壺の口縁部である。淵斗状に開く口縁部端部が肥厚したもので，端部外面に，縦の凹線文を施し

た後に，円形浮文で飾るものである。 3は，土器の底部で，外面にヘラ磨きがみられる。 4・5は，

高杯である。 4は，口縁部が水平に拡張するもので，杯部は丸みをもち，脚は裾に向けてやや開き，

端部の変化は見られない。 5も口縁部が水平に拡張するもので，杯部は逆三角形状に，直線的である。

脚部は，裾に向けて開き，端部にやや発達したものがみられる。外面はヘラ磨きによる仕上がみられ，

脚部内面には絞込みの痕跡がみられる。口縁部には， 2孔一対の小孔がみられる。時期は，弥生時代

中期に比定しうるものであろう。

須恵器（第 10 図 6~10)6 は，壺の頸部である。やや長めの頸部は，ほぼ垂直に立ち上り，ロ

縁部近くでやや開くものである。 7は，壺の口縁部である。 「く」の字状に外方に開く口縁部は，そ

の端部は丸く厚みをもっている。仕上げは入念で，焼成も良好である。 8は柑である。口縁部はやや

内煩して立ち上がり，端部は丸い。仕上は入念であり，焼成は良好であるが，胎土に石英粒が多い。

9は，高台の付く杯である。 10は，碗の底部である。高台は貼付である。外面にはヘラケズリが見

られ，内面には灰釉がみられる。仕上げは入念であり，焼成は良好である。

（井上）

.”
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第 4図 1区実測図
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耕作地
水田床士
灰色粘土層
暗灰色粘土層
灰黒色粘土層
黄色粘土層

7

8
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黄色礫層

黒色粘±層
灰色砂礫層
青灰臼沙層
灰色砂礫層
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- ------------------

1
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5

6
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耕作土
水田床土
灰色粘土
灰黒色粘士
青灰色粘土層（砂・小礫多し~)
黄褐色粘士層
黄色粘上層（礫を含む）
黒色粘土層
青灰色粘』暑

10 
11 

黒色砂礫層
黒色粘士

弥生時代中期の水路

1

2

3

4

5

6

7
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耕作土
水田床土
灰色粘土層
褐色粘士層
灰色粘士層
黄褐色粘土層
渇色粘士層
灰色粘土
茶褐色粘士層

10 
11 
12 

13 
14 

15 
16 
17 

陪褐色粘土層
黒褐色粘土
暗灰色砂礫層
灰黒色粘士層
賠灰色砂礫層
黒色粘土
灰色粘土層
暗灰色粘土層

h 

----=====ニニ二二二

Level一121.0oM 

第 5図 I区第 1トレンチ土層断面図
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第 I0図地形図及び遺構配置図
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第 4章 遺跡の立地と調査の方法

籍

’
 

鳥

宮尾遺跡の立地する台地は東西約 30 0切，南北約 15 omの広がりをもつが小起伏がある。台地

は背後丘陵との傾斜変換線からしだいに南へ下がり，今回調在した部分は標高 12 5. 5 - 1 2 3. 5 m 

を測り，台地の中央よりやや北に寄る部分である。台地の末端は標高 12 2 m前後で急崖をなして久

米川の低地に落ちる。南側で比高 3-4mである。台地の西は打田池の谷と崖をなして接し，第一次

調査で弥生時代の柄を検出した谷でもある。 (1区） 台地は西端で 12 4 m, 谷からの比高も 3-

4mである。この台地上に二本の浅い侵食谷が形成されている。西側のそれは谷頭が丘陵まで逹して

おらず，調査対象地域に谷頭があり，わずかに高低差を生じさせている。東側のそれは背後丘陵まで

谷頭をのばし，やや深い..,これら二谷によって分断された台地を便宜上，台地A,台地B,台地Cと

し，谷も西から谷A,谷B,谷C,と呼称した。台地Cの北から東にかけて丘陵の低位部が南へのび，

台地の東を画する。このように宮尾遺跡の地形的区分をすると，西の谷，台地A,谷B,台地B,谷

C, 台地C,丘陵となる。この微地形は宮尾遺跡を考えるうえで重要な意味をもつと考え，整理の段

階で区分した。すなわち，西の谷AをI区，台地Aと谷Bの中央までを Il区，谷Bの中央から台地B

と谷Cの中央までをm区，谷Cの中央から台地CをN区，丘陵を V区とし，本報告ではこれを用いたo

発堀調査においては歴史時代の遺構を予想して， 18mのグリットを設定した。第一次調査で I区に

現存する条里地割の用水路の巾杭を某点に南北線を基線とし．それに直交する東西線を東の台地上ま

でのばし， 2om毎に杭を打った。第二次調査では対象地域のほぼ中央と思われる第一次調査の抗を

原点とした。 N-S線， E-W線を直交させ， 18 mの方眼のグリットを設定した。グリットは原点

からそれぞれの方向へ数を増すごとに方位を示す頭文字と数字でNrEn,snwnと表現した。表

土，包含層から出土する遺物はグリットごとにまとめ，建物は第一次調査からひきつづいて検出順に

番号を付した。栂は北から南ヘアルファベットであらわしたo対象面積は台地Cまで約 10,000,rt

であった。調査員の積算で 3名で 17ヶ月の調査期間が出ていた。しかし，調査開始の 4月，本遺跡

のI区を高架橋で保存する他は，保存の対象になり得ないことを知らされ，同時に 8ヶ月の調査期間

が示された。本遺跡部分は設計通り土盛工法が実施されることから建物の柱穴は半堀することを原

則とした。

また，調査期問が短かく，全域調査が不可能となり，トレソチで遺構が確認できなかった部分は排

上の場所とした。そのため結果的には重要な遺構の存在が確実であっても断片的な調査しかできなか

った部分もできた。

表士の簿い台地部分は全面排土することとし谷はトレソチ．グリットを設定し，必要に応じて拡張

する方法をとった。遺構の平面，断面は叶）で実測し，高低差のある建物 1, 1 2は遣り方を使った。

全体の遺構図は航空測量による部分が多いが，航空測量が調査の途中であり，その後は 1 で実測し
祠

た。なお，調査で使用したグリットは復元できる引照点を残した。 （橋 本）
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第 5章 遺 構

.. 
建物 1 (第 16 , 1 7図，図版 11 , I 2) 

宮尾遺跡最大の規模の掘立柱建物で2間X1 2間である。方位は真北を示し，堀り方は一辺約 11 0 

-150cmの方形をなし，最も削平の少ない北側では深さ 11 o - 1 4 ocm を測るが全体的に探さ

や形にばらつきがある。建物は南にやや傾斜した場所に建てられたと思われる。柱はすべて抜き取ら

れており，多くの堀り方には，図のように，抜き取り痕に明褐色土が入った状態が観察できる。柱は

直径 2o - 4 ocmの円柱であったと考えられる。黄色土，褐色土，黒色土を版築状に埋めて柱を立て

ている。石を礎石やうち込めに使ったものもある。柱間は桁行 180-244cm,梁間 23 8-252 

cmとかなり差があるが平均値は桁 21 scm梁 24 4 - 2 4 6cmとなり建物の北西隅に L形の堀り込み

があるが建物と共存した可能性があるがその性格は明らかでない。建物 5と，二条の溝はいずれも建

物 1を切っている。 A溝，柵列については前後関係は明らかでない。遺物はきわめて少ないが，検出

時に円面硯の破片が出土している。堀り方の裏込め土から須恵器が出上している。

建物 2 (第 18図，図版 19-2,22)

I11区B濶区画内に位置する。 2問XS問以上の南北棟で方位は真北より 2度 40分東にふっており＄

掘り方は 1辺約 1o o - 1 2 ocmの方形をなす。深さ 5o - 7 ocmで掘り方の探さ形にはあまり大差

がないぃ柱は地表面で切断されたらしく，柱根が遺存していた。直径 2o - 3 ocmの円柱でヒノキが

用いられている。平斧の痕も明らかに観察できる。掘り方内は黒色士・黄色土が互層をなし版築状で

ある。柱問は桁 2o 4 - 2 3 4cm平均値 21 scm , 梁 23 ocmを測る。建物 2付近は複雑に切り合っ

ているが他の遺構より最も古い遺構である。建物 2'建物 3'建物 10の順である。また建物 2'建

物 3 , C溝の順である。 D溝，柵列，建物 16は建物 2を切っている。したがって，新しい遺構が建

物 2と重なる部分では柱根がぬきとられている。

建物 3 (第 19 図図版 21-1•23)

Il区の台地部分から西の浅い谷頭部を造成して建てられた東西棟で 2間XI I問である。方位は真

東西を示し，掘り方は方形を基調としているが，不定形のものも目立つ。 1辺 so-12ocmで，深

さ2o - 6 ocmとかなり削平をうけているo 全体的にはやや西に傾斜した場所に立てられたらしいが

西半は造成士が観察できる。柱は立ちぐされており，痕跡をととめる。柱問は桁 2os-235cm,

平均値 22 1 -2 2 2cm , 梁は初め 3間であったものを 2間に建てなおしており， 181cmを27沈m

に広げている。建物 2 , B溝より新しいが建物 1o , C溝に先行する建物である。柱穴J阪 28より須

恵器應の破片が出上した。内面に青面波，外面格子の叩き日を施こしている。 （橋 本）

建物 4 (第 20図，図版 13 - 1・13 - 2) 

Il区西端，すなわち本遺跡の最西端の台地Aに位置する掘立柱建物である。棟方向は南北で真北に

対してN1°1 s'Eである。柱穴掘方は方形プラソを基調としているが，中には円形のものもみられる。

柱穴の残存度は比較的悪く，西側桁行のうち 2本，北側真束 1本あわせて 3本の柱穴を欠いている。

各柱穴の深浅の度合いは差異があり，かろうじてプラソを検出し得たものもある。

建物 4 とA溝 ・B溝区画との時期的関連は不明である。また，柱穴掘方内の遺物も明らかな時期を

｀
 

＊ 
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.. 
示すものではない。

A溝区画外に存在することから，外部的建物すなわち主要建物に対する雑舎と考えるべきであろう

が，桁行偶数間の建物であること，桁行 2m4OCT/I(8尺）を基調としていることなどから単なる雑

舎ではなく重要な位置を占める建物であったことが推察される。久米廃寺に最も近く．見下ろす位置

を占めるという点も看過できない。 （岡田）

， 

• 

』．

建物 5 (第 21図図版 14 - 1 表 1)

II.区 中央部に位置し，建物 1 , A溝と重複している。桁行 8間以上x梁行 2問の掘立柱建物であ

る,,A溝重複部では攪乱により，前後関係は確認できなかった。又，建物 1との柱穴の重複では建物

5が建物 1を切っており前後関係が確認できた。柱穴掘方は一辺 so-110四 iの方形を星し深さ40

- 6 0四を測る。柱穴埋土は黒褐色と黄褐色の混土が主体である。柱問寸法は桁行で272-333c:m

とやや差がみられるが，梁行は， 3mであり，おそらく桁行，梁行ともに 10尺等間の設計とみられ

る。遺物は柱穴内より少量の須恵器，土師器，鉄滓が出士した。 （山 磨）

建物 6 (第 22図図版 14 - 2) 

II.区A構の西にある， 2間X7問以上の南北棟で，方位は真北より東に 4度 30分になっている。

掘り方は直径 60四 Iの円形で深さ 2s -4 ocmで底の高さはほぼ同一である。柱間は桁 23 0 -

2 7 OCT/I 梁は北柱で 26 ocrnと31 oc:mで57 0呵l'中間の梁間は 64 ocmである。建物 7と重な

るが前後関係は不明である。 A溝と共存するが否かも不明である。柱穴より平瓦，須恵器杯が出土し

ている。平瓦は久米廃寺のものと考えられる。

建物 7 (第 23図図版 15 - 2) 

II.区 3間X2間以上の南北棟と思われる。真北より東偏 4度 30分の方位を示す。掘り方は直径

6 ocmの円形で，深さ 15 - 3 0四 Iを測り削乎が著るしい。桁は 2o s - 2 2 oc:m 梁は 1s ocmで

A溝より新しいが建物 6との前後関係は不明である。

建物 8 (第 24図図版 15 - 1) 

II.区 2問XS問の南北棟で真北の方位を示す。掘り方は直径約 60四 Iの円形で，深さ 15 - 3 0 

⑪を測り削平が著るしい。桁は 226-250⑳，平均値 240-241C111, 梁 62 0 - 6 3 8CTII 

である。 （橋本）

建物 1d' (第 25図）

頂区中央部の南よりに検出した桁行 8間x梁行 2間の掘立柱建物である。桁行方向は真北に対し

9 1度 20分東に偏よっている東西棟である。建物は 1回の建替えにより柱穴掘方が方形より円形に

かわっており，又建物 2• 3と重複関係にある。 3棟の切り合いによる前後関係は建物 2が最も古く，

建物 3'建物 10の順である。

柱穴掘方は旧建物で一辺 11 o - 1 3 ocmの方形を呈し，新建物では径 9o - 1 2 ocmの円形を屋

し，ともに探さ 30 - 9 0呵I前後を測る。柱問寸法は新旧ともに同一柱間寸法とみられ桁行で 27 8 

- 3 1 9呵！，梁行で 620-630CTTI前後とほぼ 10尺等問で計画されたと考えられる。

出土遣物は柱穴内より須恵器片土師器片•鉄滓が出土した。須恵器甕片には外面に平行叩目，内面
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に同心円叩目を施している。杯蓋片の内面には墨が付着し，府滅しており，転用硯とみられるものが

出士している。

建物 I I (第 26図図版 20-2,21-2)

m区中央部の B溝区画内に位置する桁行 I0間X梁行 2間の掘立柱建物である。建物両端より柱列

が建物 2と建物 I5へと L状に連なっており，宮尾遺跡の最も中心的な建物である。桁行方向は真北

より 92度 50分東に偏よる東西棟である。柱穴掘り万は一辺 1o o - 1 2 ocmの方形～隅丸方形を

兒し，深さ 80 - I I Oc:mを測る。柱穴断面にはほとんど柱痕が認められ，その内 5個の柱穴には径

2 0⑳前後の面取りのある丸柱が残存していた。遺構面は，建築時にかなり削平に よる整地が行な

われたとみられ，柱穴埋土には腐植士が少なく黄色～黄褐色の粘質土が主体である。柱間寸法は桁行

で I88-214cmを測り，一尺 29. 6 c:m前後の 7尺等間の設計とみられる。梁行柱間寸法は桁行寸

法に対しやや長く， 44 5 - 4 7 ocmを測り，おそらく梁行 I5尺のt ' 7尺半等間に計画されたも

のと考えられる。

遺物は柱穴内より，体部内外面に叩目の施された須恵器片，土師器片，炉壁片が出上した。

建物 I2 (W区） （第 28 , 2 9図，図版 54 - 2) 

第 2次調代初期のトレ‘ノチにより，第N区中央部南端の東斜面上に検出した掘立柱建物である。そ

の後，調在工程上の諸問題により第N区全面発掘は不可能となり，検出遺構面の拡張及び周辺のトレ

ソチによる調脊を行った。

規模は甚本的には桁 4間 (4間以上は用地外），梁行 3問の束柱を有す倉庫と考えられる建物であ

.. 

曹

る。梁行方向は真北より 7度 30分西に偏よる南北棟である。柱穴掘方は隅丸方形に近く一辺 90 - a 

1 3 0呵で，深さ 4o - 1 o ocrnを測る。柱間寸法は梁行で 165-167呵とほぼ均ーであるが，

桁行は 152-204C1nとかなりの差が認められる。特に西端南北柱列の土層断面からは 1回の建直

しが認められ，叉柱間寸法が他の南北柱列とは異なり南側の一間が非常に広く造られており上部構造

のなんらかの変化が考えられる。出上遺物は柱穴埋土より須恵器，（甕•杯• 高杯），土師器，（甕），

弥生式土器，鉄滓が出土している。全て小破片であり，図化不可能なものである。須恵器甕片は外面

に平行，内面に同心円の叩目を施したもので，杯身片は，古墳時代後半の口縁部立上りのある器形で

ある。土師器は甕片，取手片がみられる。鉄滓は径 3-4cm大のものが 10数点出土している。

（山磨）

建物 13・14 (第 30・3 1図図版 17-3・4)

建物 1の東約 1omに位置する 2間X 2間の掘立柱建物 2棟である。 Il区では最も北東よりに寄っ

た部分で台地Aが谷Bに下降する肩にあたる部分である。建物は暗褐色包含層ぺ時期は不明。しかし，

掘立柱建物群造営以前は明らかである。）面より検出された。

建物 13は棟方向N26°W柱問1.4と1.7m建物 14は棟方向N s o0W柱問 1、4mを甚調としている。

時期は，柱穴掘方内の遺物が少植かつ貧弱であるため明らかにすることができない。雑舎・倉庫とい ゥ

うべきものである。 （岡 田）

建物 15 (第 32図図版 25) 

皿区， B溝区画内に位置し，建物 2に対応する。桁行 4間以上x梁行 2間の掘立柱建物である。
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皇`

建物 15付近のトレ‘ノチ調査では遺構を充分確認できず，調在終了後の追加調査により残り部分の遺

構の検出を行った。桁行方向は真北より 3度西に偏よっている南北棟である。建物 11とは一部未掘

であるがL字状柱列により連っていると考えられる。又，建物 2と同様に桁行 8間以上の建物と考え

られる。柱穴掘方は一辺 8O - l 1 OCT/Iの方形を呈し深さは南端の一部ではあるが 40 - 6 0四 lを測

りそのうち一つの柱穴では丸柱が残存していた。柱穴埋土は黄褐色～黄色粘質土である。柱間寸法は

桁行で平均 2l 8CTIIを測り，ほぼ 7尺等間と考えられる。梁行は桁行に対しやや長く 46 0四 1を測り

建物 11 , 建物 2と同様におそらく 7尺半等問に計画されたものと考えられる。遺物は柱穴内より上

師器片が少量出士したのみである"' (山 磨）

建物 16 (第 33図図版 27 - 1) 

Ill区 2問以上 X5間以上の東西棟で，方位はN9 0°Eを示す。建てなおしており，円形の掘り

方が北西にずれて重なっている。桁は 20 0 - 2 3 5CTII, 梁 25 OCT/Iを測る。 B溝，建物 2より新し

< , D洞，柵列に乎行している。 （橋本）

｀
 

彙

-1, 

建物 17•18•19·20 (第 13• 3 4図図版 27 - 1) 

III区の南西， B溝西側南北線と D溝の交点付近に集中して検出した。いずれも小規模な掘立柱建物

である。建物 17は 1間X 2間の南北棟，建物 18は 1問 )(2間の東西棟，建物 19は 1問X2間の

東西棟，建物 20は 1間の東西棟としてそれぞれ検出した。検出時においては以上の 4棟として認識

していたが，後に建物 20と建物 18は同一建物ではないかと考えられ，第 34 図• 第 1表にはその

双万のデータをふまえている。つまり 2間X 3間の間仕切りのある小規模な建物，それも一般住居的

なものではないかと推察される。建物 19と建物 17も類似するが，柱穴が欠けていることや桁行方

向の差異が甚だ大き過ぎるため，同一建物と断定するに及ばなかった。これらの建物はほとんど相前

後する同時期のものである。 B渦・ D溝のいずれよりも新しく，柱穴掘方内に埋没していた瓦器より

推察すれば，平安～鎌倉時代という時期を与えることができよう。

建物21・22 (第 13・3 6図）

N区北西端， EVNIII区に位置する。つまり A溝東曲折部の北約 8mの台地Cの縁辺の西側に位置

する。いずれも南北棟の掘立柱建物で，建物 21は棟方向N2°Eで 2間X 2間以上，建物 22は棟万

向N9°Eで 2間X 2間以上である。この建物 21・2 2を検出した面は，剥離性に富む第 3紀層の黄

色地山面で11I区B溝区画周辺の地山面より約 lm高い位置を占めている。第 9図でも理解できるよう

に，谷部の埋めたて造成・整地のみならず丘陵およびその縁辺部の削平（カッティソグ）が行なわれ

たことがわかる。それによって得られた平担面・ 緩斜面に掘立柱建物が建てられることは十分あり得

ることであろう。

この建物 21・22がB構区画・ A溝区画のいずれにも含まれぬ外廓に位置すること，梁問の狭い

建物であることを考えあわせると雑舎棟のような性格を推察することができる。柱穴掘方中より土師

器片が混入していたがいずれも時期不明である。周辺からは須恵器片• 士師器片の出土をみるが，土

城 3の時期と同一時期すなわち 7世紀前半～中葉の時期を示している。この時期が建物 21・2 2の

時期に結びつくのか否かは，明らかではない。なお，建物 22の棟方向 (N9°E)は建物 4(N 7 -

1 51E)に最も近い値である。
（岡田）
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第 39図 田区A溝曲折部付近柱穴断面図

．
 A溝

本遺跡で検出した最大の遺構であり，ほかに検出した栂および溝状遺構の中でもむろん最大•最長

のものである。このA構の位置する部分は台地A・ 谷B・台地B・谷Cにまたがり， A溝東曲折部は

台地Cの縁辺に沿って南万向きに向かっている。 A溝の北辺は Il区から皿区にかけての東西約 13 5 

m(末掘部分を含めての推定数値）の範囲に位置し，皿区東端 (EvN Il区）でやや開いて曲折し南

方向に向かっている 0 ]l区曲折部分は縦貫道道路敷内では検出できず，第 37図のように，曲折する

ことを前提とすれば，曲折部を推定することができる。東・西曲折部の曲折角度は東西線（北辺）に

対して直角ではなく東曲折部は 95°'西曲折部は 105° を測る。このことによって整然たるコの字形

の栂と異なり，地形による制約が考慮され，地形にさからわないという企画が認められる。それがた

めに，ややいびつな印象を与えるものである。

A溝は本遺跡において， B溝区画に対する A構区画と形成している。 B溝よりも時期的に新しいA

栂が， B溝と並行して検出されたことはその方向性においてほとんど意識的踏襲が為されていること

も認められる。平面的にみれば， A溝区画すなわちA溝によって区画され，囲続された区域の中にB

溝区画が包括されるということもわかるっ

※B溝は単純な土層で埋没している。最終埋没を示す上層の土は，第 2次造成（宮尾遺跡の全体一

谷部・丘陵部ーは埋めたて・整地・削平を 2- 3次にわたっておこなっている。）の土であり，ある

時点で埋められた可能性が強い。 B溝埋めたて，まもなく A洞が企図され掘り上げられている。
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(1) A溝の付属設備

a 柵列A(別項参照）

A溝の内側に約 2.4m問隔で並ぶ。 A構とこの柵列Aとの間にはおそらく土塁のように土が盛り上

げられていたのであろう。 A滸が排水，つまり防水的な用途のほかに防護的な役割も果すとすれば，

この柵列Aと共に存在することはその一方の役割を補強するものであろう。

b 門状遺構

皿区西端 (EINII)でA溝が途切れる部分がある。（第 13図）この部分には簡単な構造の門が

骰かれその通路として巾 2mの部分を堀り残したものであろう。

c 渡し

m区東端曲折部 (EVNII)の部分で 3本の木材が出土した。（第 38図）これは溝の東西線に直

行する方向を示しているところから，渡しあるいは簡便な架け橋が存在したことを物語っている。ぉ

そらくその木材が，そのまま腐蝕落下し，遺存したものであろう。

d 仕切り状遺構（第38図）

m区東端曲折部 CEvNn)の西数mの部分は溝を仕切るがごとく，溝の掘り上げがおこなわれて

いる。掘り残し部分は巾5OC'lllの土手となっている。また掘りくぼめられた部分は 3か所となっている。

流水の緩衝的役割を果していると考えられる。 CA溝レベル参照）

A溝士層断面の観察によると中層の部分は， V字を成し流水が大なり小なりあったことを示してい

る。ただ， Il区では立地上明確ではない。 A洞西辺はさほど地形にあった位置を占めず，単なる区画

にすぎないとみることもできる。 A溝西辺南北線と北辺東西線がつながると推定しているが，なお疑

問の余地がある。

•• 
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※A溝レベル表（付B溝レベル）ーレ

ベル数値は標高。測定は最深部地山面。

A-A'-A溝

B-B'-A謁

C-C'-A洞

D-D1 -A溝

E-E'-A溝

B溝

F-F'-A溝

B溝

G-G'-A溝

B溝

H-H'-A溝

B溝

1-1'-A溝

J _,JI -A情j.

B溝

K~K' -A溝

B溝

L~L1 -A溝

M-M' 

N-N' 

0-0' 

P-P' 

Q~Q' 

R-R' 

-A溝

-A溝

-A溝

-A溝

-A溝

-A溝

122.66m 

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m
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4
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0
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第 40図 南北トレンチ実測図
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(2) A溝の出土遺物（第 49・5 0図）

遺物は上器類を中心として，本遺跡でもっとも多く出土している。須恵器は甕• 壺・杯• 高杯など． 
の出士をみた。ことに杯蓋・ 杯身は，形質共に良好で，特定の窯から供給されたかのような印象を与

える。壺（第 49図ー 15)もやはり秀逸な焼成を認めることができる。土師器は，丹塗りの杯身が

N区中央部分で集中して出上している。うち 1点は墨書士器であるが，文字は判読しかねている。木

器として，板状（羽子板状）木器が出土している。用途は不明である。（第 50図ー 5)

以上のような遺物のほかに，炭化物・鉄滓・木炭片・ワラ状繊維遺体などがみられる。紙数の関係

上すべてとりあげることが不可能である。御了承願いたい。 （岡 田）

l主＿ ＇ 1.w....B 

R
 

"'・'・R' ! 

" ← 

lm 

l仁ニコ・・地山土（黄色七）

4璽鵬••灰黒色土（地山土黄色

暗褐色土（地山土黄色士ブロノクまじり） ••灰青色土（地山士黄色土ブロノクまじり）

第 41図 A溝土層断面図 (1)

，
 

① …・・・表士（耕土） ② •..... 明灰色粘質士 ③…... 灰色粘質土 R……暗灰色粘質土

⑤ ……青灰色粘質土 ⑥……賠青灰色粘質土 ⑦•••…灰黄褐色士 ⑧ …•••暗灰褐色土

⑨……灰色砂層 ⑨…... 灰白色士（砂質） ⑩……灰黒色士 ⑪……灰黒褐色土

⑫……茶褐色土 ⑬••••••暗褐色土 ⑭…•••黒褐色土 ⑮……賠黒褐色士 ⑯ …黒色粘質土

曇鼻

なお上記の 1-7の士層区分文様と①～⑯の土層名は第 41図から 47図に共通するものである。
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第 46図 皿区B溝土層断面図 (6)

亀

柵列A

n区から III区にかけてA栂内側に平行して検出した総延長 16 omにも及ぶA溝に次ぐ宮尾遺跡の

大規模な遺構の 1つである。柱穴間はほぼ2.4 m等問で掘られ， A楷と柵間の巾もほぼ 2.4 mである。

Il区南北万向内側では全長 45 m,  検出柱穴個数 13 , 柱穴径 40-50r:m,深さ 1s-2or:mを

測る。建物 5付近では攪乱と切合により消滅している箇所がある。東西方向は総延長 11 s m, 検出

柱穴個数 1 0 , 柱穴径 4o - s or:m , 深さ 2o - 6 ocmを測る。東西方向EIII・NNil,付近の柱穴

では径 20吋 i前後の丸柱が残存していた。又， III区北西部分でA溝は上端巾 2mにわたり途切れてお

り，この部分の柵は北方への出入口．とみられる門状の柱穴を伴い検出された。

出土遺物は，須恵器，土師器，鉄滓，炉壁片が少量出士しているが小破片で図化不可能である。須

恵器は，甕破片で体部外面に格子の叩目，内面には同心円の叩目が施されている。士師器は．甕破片，

カマド片が出土している。

B溝

III区の中央に位隧する建物 2・11・15をコ字形に囲饒した素掘溝である。溝の北東コーナ一部 ヽ

分及び東側南北部分は一部未掘であるが総延長 11 7 mを測り，なお両南北方向の溝は南の用地外へ

へと進向している。東西方向の溝は検出総延長 som,推定延長 56m, 上端巾 2-4m,底面巾 1

-3m, 深さ 2or:m前後を測り，平面は不規則な蛇行を示し，断面はレソズ状を呈している。両南北
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方向の溝は上端巾 l.7-3m,深さ 40 - 7 OCT/Iを測り浅い逆台形を屋しほぼ直進している。溝底面

は平担で，レベルは≫ 北西隅より，東に 1om付近を最高とし，西側の南北方向南端で一 6 5CTII, 東

西万向の南北トレ‘ノチで一 71cm, 東側の南北南端までで一 79 cmと南方へと下降している。溝堆積

土層は上，下層に大別でき，上層は黄褐色，黒褐色，灰褐色混りの整地土が堆積し，下層では灰色～

灰褐色の粘質土で一部グライ化がみられる。

B沿との重複遺構は，東西方向の北側でA溝と接し，一部で切り合っている。 B溝検出上面でA

柄柵列の柱穴が掘られており， A-B溝及びA溝柵の前後関係が把握できた。西側南北万向では北よ

り井戸状遺構 ·C碑・建物 3·18•2o·D溝・ D溝柵• 及び建物 16と重複関係にある。しかし

その前後関係は B料が最も古く，他は全てB溝以後の遺構である。東側南北方向は南端部でC溝が切

っている。

B溝出土遺物

須恵器，士師器，弥生式土器，鉄滓，吹子口等が出士している。ほとんどが破片であり，図示でき

たのは少量であった。

須恵器は杯，高杯，甕，平瓶の器形が見られる。杯(!)・ (2)は高台がシャープな造りで外に斜き内側

稜線のみが，接するもので， (3)は高台底が平で底部から口縁にかけて丸味をおび，口縁はゆる＜外反

するものである。後者は爵整地士（上層）の上面出土であり，直接B構に伴うものとは考えられない。

高杯は全て脚部の破片で図示出来るものは 6点であった。 (4Xs)(6)(7)は短脚で裾は大きく開き脚端に(5)

(6)では一本の稜線が見られる。 (8)(9)はゃや脚が長く後者は脚上端に一本の沈線が施されている。高杯

出上層位は(4)が，整地上内であり他は下層から溝底面に接しての出土である。甕 ~o)は口縁部が大きく

外反して丸味を持った器形である。 (11)は径4ocmの体部外面に格子の叩目・内面に同心円の叩目を施

している器形である。他の甕破片では体部外面に平行の叩目を内面には同心円の叩目を施した破片が

多く出士している。平瓶 (11)は整地士層内より出士の口縁部のみを欠損Uこ整形良好なものである。 胴

最大径 l5四 l'底部径 scmを測り，底はやや上底の造りである。肩はややはっており，底と胴下半部

でヘラ切り痕が明瞭に認められる。他に図示できなかったが，甕・壺片の出土がみられた。

土師器は甕，かまど，鍋等の器形がみられる。全て小破片であり，図化不可能なものであった。

鉄滓，本遺跡では全般にわたりかなりの出土擢がみられる。 B溝内よりは径 2-4cm大の鉄滓が，

数 I0点と吹子口小破片が， 2点出土している。

柵列B

東西半丁のB溝区画内には，建物 11を中心とした 3棟の建物が溝に平行に配列されている。この

3棟の建物外側柱列を延長して建物 11• 2間，建物 I1• 1 5間にそれぞれL状に柱穴列を配して

いる。建物 11・2問で東西 5間 (1o. o s m)  , 南北 5問 (10.87m)で柱穴は円形を呈し径JO

cm-7 ocmを測る。建物 11・15問では未掘部分があるが東西 6問約 11. 5 m とみられ西側より 1

問分多い。南北は大部分が未掘ではあるが西側と同様の配列をなしていると考えられる。

出七遺物は柱穴内より少量の須恵器が出土している。 （山 磨）

C溝

m区の中央に東西にのびる巾 1.2-2m,深さ o,1 - o, 3 mの皿状を呈する溝である。真北に対し
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<! 

てほぼ直交するが建物 2・3・15を切って掘られ，溝には灰色粘土が充填していた。

中央部の北に断続的な溝状遺構がC溝と 3mの間隔を保って，約 24 m検出された。第地の基底部

が残存していると思われる。洞からは紐状突帯を円形にはりつけた蓋が出土した。この遺物は混入と

思われる。 A・B・D溝のいづれよりも新しい。建物 10と平行している。 C溝は西へのびて建物 1

の北端の東西洞につながるか否かは不明である。

柵列D

D溝の南に存在する方形の掘り方を呈する。柱間は 23 o - 2 4 oemである。方位は真北に対して

9 0° をなす。削平が著るしく，掘り万はあまり探しくない。 A構柵， B溝区画内柵が円形の掘り方で

あるのに対して，方形であることは注目すべきで， D溝と柵の南側には主要な建物の存在をうかがわ

せる。

D溝

1 区の南を東西に走る溝で上巾 110-200~下底， 13 0 - 1 4 0~, 深さ 2o - 7 oemの皿

状もしくは逆台形を呈する。約 30m検出した。建物 2, B溝を切っており， 17 0 - 1 8 0~ 南に

柵が平行している。したがってD爵は南に存在する建物群の北側を画する機能をもつと考えられる。

遺構面は造成士であり，カマドの破片が出土し，上層からは須恵器杯が出土した。講は西へのび建物

1の中央を横断し，南へ折れる浅い洞に統く可能性があるが明らかでない。

（橋本）
讐

ヽ

• 
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第 6章 各区の遺構と遺物

鼻

n区 宮尾遺跡の立地する台地の西端に位置する区で第一次調査で建物 1を検出し，宮尾遺跡が奈

良時代の建物群であることを明らかにした地区である。掘立柱建物 8棟，溝 1'溝状遺構 7 , 土贖 1' ~ 

柱穴多数が存在する。台地の西端の溝状遺構と柱穴は築地の痕跡とも思われる。土漉 1は南北 4m東

西2.5 mの変形の楕円形を呈する皿状の遺構で時期不明である。建物 lの北端を横断する溝状遺溝は

皿状の断面を基する。方向からみると C溝につながることも考えられる。また建物 lの西に存在する

長さ 1.om巾 1.5 mの溝状遺樅につながることが考えられる。さらに建物 1の東柱列を切って，中央

で東折する溝状遺構は後世の掘削によるものと思われる。建物 lの南に存在する南北の料状遺構は埋

上の状況から奈良時代以前の遺構と考えられる。 n区は北端で最高 12 4切 86c:m, 南端で 12 4 m 

1 3虚と地山が緩斜面をなしている。 Ill区の地山面の最高位 12 4 m 3 6cmに比べてやや高く，建物

1 " 5は遺跡の般高位に位置しているっ表土からの遺物は須恵器，土師器がほとんどで，建物 l付近

から緑釉陶器片が 1点，建物 6の柱穴からは平瓦 lが出士した。

建物 13・1 4は，谷への斜面に位置し，自然堆積層である賠褐色土より検出した。検出面より土

師器が出土したが時期は明らかでない。中央を直線で横断する溝は検出時は南北料としていたが，溝

の東に平行する柱穴列（柵列）があることや，用地北でA喘は南へ折れることを確認したこと，埋積

土の状態が類似していることなどから，この南北溝はA溝につながると考えられ， A溝と呼称するこ

とにした。出士遺物は須恵器杯，士師器などの他に丸瓦が上層より出土した。丸瓦は久米廃寺のもの ＂ 
である。

m区 宮尾遺跡の中央に位置し，第 1次調査で建物 2(束柱と 3問分）とそれとそれを切る柱穴

（本格調在で建物 3の東部分であることが判明） B爵，建物 3などが検出されていた。

大規模建物 5棟（建物 2・3・10・11・15・16),洞 4条 (A・B・C・D溝）でA溝D

溝には南側に柵が‘ド行して存在する。 C溝の北には断続的な溝状遺溝が築地某底部の存在をうかがわ

せる。小規模な建物 4棟（建物 17・18・19・20)があるが建物 18と20は 1棟になる可能

性がある。 m区の検出最高面は建物 11の西で 12•- 3 5 m を示し，南へやや傾き建物 1 0 付近が

124mlOC1llである。東西へもゆるやかに傾斜し， B溝北西コーナー，建物 11の東で 12 4 m を

測る。建物 15付近は 50 - 6 0四の削平が考えられ， B溝区画は 12 4 mの等高線上の平担面に造

営されたことが考えられる，地山面は B溝付近から西へ煩斜し，谷の中央で 12 3 mを測る。土層断

面を親察すると（第 52図） B溝は賠褐色の造成士で埋められ，造成土は 1o -1 5cmの厚さで谷の

中央付近までひろがり，建物 3は造成後建てられている。またB爵北東コーナーから柵列B付近には

造成土がひろがっている。これは柵， B溝を造るための第 1次造成と思われる。（第 43図） A溝は

B溝を埋めて掘り込んでおり，その断面形も皿状の B栂に比較して，巾は狭く，深さのある逆台形を

呈し，上巾 1m-1, 4 m,  下巾 o,5 m-o, 8 m,  深さ o,sm-lmを測る。最下層には砂の堆積がみ

られ，滞水があったと思われる。 A溝の南に柵列が平行している。柵列Aと呼称する。柵列は部分的

に建てなおしがある。 A滸は 2mの長さ途切れ，柵列も 3問 l戸の門状を呈する部分があり， A溝，

柵列Aの防禦的性格が強いことを示唆している。 A溝が掘られる前に谷を造成し，かなり広い平担面

． ， 
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第 55図 II. ill. N区グリッド土層断面図
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をつくったことが考えられる。 A溝の北東コーナー付近に第二，第三次の造成土が広がっている。

出土遺物は表土を除くと， 4条の洞から最も多く出土している。それらの遺物や切り合いから古い

順に B・A・D・C溝と考えられるがD栂と A喘との時期差は不明である。

建物の時期差を考えてみよう。建物 2・1 1・1 5 , が同時期で最も古 <'B溝にともなう。つぎ

が建物 3が建てられている。そして，建物 10が建てられている。建物 16はD溝，柵列Dとの同時

差が考えられ， B溝，建物 2より新しいが万向からみると建物 3と共存することも可能性がある。建

物 10は建物 2・3より新しく，方形掘り方から円形掘り方の建てなおしがあり， C栂と方向が一致

する。

D溝と B構の交点付近に直径約 20呵 Iの掘り方をもつ 2間X 1間の小規模な建物が 4棟存在する。

建物 20からは瓦器が出土しており鎌倉時代に比定できる。表士から政和通宝（北宗 11 1 1 )が

出土しており，宮尾遺跡の性格の変化が考えられる。なお造成士から士師質のカマド破片がかなり出

土している。 （橋本）

井戸址（第 56図図版 26) 

m区，北よりのB溝北西隅付近でB溝と厘複状態で発見した。最大径 3m,探さ 7ONnを測る揺鉢

状の井戸址である。遺構検出面は黒褐色（含黄褐色）土の谷B整地土上面であり， B構との重複状況

は井戸内掘り下げ後に確認した。井戸掘り込み内には南側より直径 10 - 4 0燻程度の石が落込んだ

状態であった。石除去後の底面及び南壁部分に接し， 8本の杭を検出した，又，底面及び南壁に接し

た杭の問に壁に平行に上下 2本の板状の木材が残存し中央部には板材を杭で止めた状態がみられた。

井戸址の南側には，浅い排水路状の溝を検出していた。この部分は南西よりゆる＜カープして南に向

っており，溝内には礫が部分的に多く出土し敷きならべた状態であった。井戸出土遺物は，井戸掘り

込み内ではほとんどなく南側の石敷き付近より須恵器，瓦器の出士がみられた。須恵器は甕．杯の 2

種類の器形である。甕片は体部内外面に平行の沈線を施したものと，内外面ともにナデ整形のものと

がある。杯口縁部小片は，器壁が薄く，外面にはロクロの凹凸が顕著な造りである。この小片は他の

包含層出士の類似器形より，おそらく底部糸切り痕と考えられる。

竪穴住居址（第 57図，図版 53 - 1) 

m区中央部のやや南よりに検出した一辺 3.9-4.0mの方形住居址である。住居跡上面は削平により

掘込壁は存在していない。又，南半分は C溝により，北端の一部はC溝共存の溝状遺構により切断さ

れている。周溝はかろうじて残存しており上巾 5NT1'深さ 3四i前後の断面 V字形を呈している。柱

穴は住居址内北半に 2本検出し共に径 2 5四l'深さ 8- 9CTII前後を測り，埋土は濃灰色粘質土であっ

た。他に住居址中央に径 70 - 8 0四l'深さ 5四攻）浅い掘込みと掘込内に径 23四l'深さ 3oemの柱

穴を検出した。埋土は前述の柱穴と同様であり住居址に伴うものと考えられる。遺物は遺構面の削平

により皆無で時期も確定しがたい。 （山 磨）

N区 谷Cの東の台地でトレソチを主体として遺構部分拡張の方法をとった。丘陵の縁辺部の標晶

1 2 6 mから南へゆるやかに傾斜している。トレ‘ノチで遺構を検出したのはA溝北東コーナーの北で

建物 21・2 2と建物 12である。他のトレソチからも須恵器片，土師器片，鉄滓など歴史時代の遺

物が多く出土した。また弥牛時代の土器片，石鏃も出士している。
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建物 I2は 3間X4間と考えられ，束柱をもつ倉庫ではなかろうか。 A・B溝の外に位置し，北束

柱は建物 I・1 Iと一直線上に位置し，建物 1Iの中心から 9omが本建物の束柱列であることも B

溝区画内の建物を意識しており，宮尾遺跡で最も古い建物群と時期を同じくする可能性が強い。建物

I 2の付近はやや低くなっており，造成士が分布している。このことから，建物 12に類似する建物

が南に存在することも考ええられる。表面採集による遺物の散布は N区全域にひろがり，宮尾遺跡の

東限が東の低丘陵までおよぶと考えられる。 （橋 本）

V区（成人地，点）

宮尾遺跡第 V区は，当初の宮尾遺跡には含まれていなかった。 19 7 2年 11月 19日，プルドー

ザによる除土・整地作業中発見されたものである。（註 I)工事中発見の新規遺跡として「野辺遺跡J

と命名し手続きをとる予定であった。しかし乍ら，宮尾遺跡，日南遺跡との関係から宮尾遺跡調在行

程に組みこまざるを得なかった。それには，更に縦貫道工事の速度，工程と微妙に関連していた。

この V区の小字は蔵人（くらんど）といわれ，奇しくも嵯餓天皇朝弘仁元 (81 0)年に創設され

た令外官の名称である。（註 2)その事実と直接結びつけるべきではないが，一応その名称に注目し

ておきたい。

V区は発見順序と遺構の存在する部分とをかみあわせてA・B・Cの 3地点に分けている。 A地点

は，竪穴遺構，数条の溝から成り， B地点は方形ヒ° ットを伴う竪穴遺構，溝状遺構， C地点は，柱穴

群，溝状遺構， 3時期に分けることができる鍛冶炉を検出している。

以下，各地点について述べる。

<A地点＞

本区発見の端緒となった地点である。 V区では遺構面のレベルが最も低い。当初．黒色包含層が露

出し土師器片が散乱しており住居址の存在を指定していたが結果的に竪穴住居址と断言できないため

に，第58図は堅穴遺構としている。また，溝については人為的に掘られたものではないかと推定し

ていたが，後に自然溝の可能性の強いことを認識している。

(1) 竪穴遺構

長辺約 4m,短辺約 2mを測る。図のごとくややいびつな形態をしている。 J::面の黒色土中には数

1 0個体の上師器（甕）が散乱していたが，ブルトーザ走行の影響で大半はおしつぶされてしまって

いた。須恵器も高杯を主体として 10数個体出土している。貼床面からは数個の鉄滓が出土している。

又， a溝が貫流している部分で砥石，釘が出士している。竪穴遺構の東半部に掘られた，柿の木を植

えたと伝えられる穴の中からはカマド片，平瓶片が出上しているが，おそらくこれからも竪穴遺構に

伴う遺物であろう。この竪穴遺構には柱穴が検出されず，どのような構造をもった遺構であるか判然

としない。北辺には長辺 1m , 短辺0.5mの舟底状に掘られたピットが存在するが，竪穴遺構に伴うも

のである。

数 10個体にのぼる土師器甕（こしきと思われる破片もみられるが底部が残存していないため便宜

的に甕と総称しておく），数個体の須恵器高杯，鉄滓などの出土は住居址と断定はできず，また工房

址とするもその確証はない。砥石，鉄滓，釘の出上も安易に工房址との結論を出すに到らぬと考えら

れる。

『長

奮

亀．
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(2) 溝

主な滸 5条が結節をもちながら合流，分流して流れている。 a滸は竪穴遺構の中を貫流するもので，

おそらく竪穴遺構埋没後の流水によってできた自然溝であろう。いずれも断面は v字に近く，流水を

裏付けている。遺物としては，土師器片，須恵器片，鉄滓が顕著にみられる。いずれも，竪穴遺構出

士土器とは大差ない時期を示している。なお，溝中よりクタキ石状の石器が出土している。（第58図）

• 
.)
 

<B地点＞

竪穴遺構と推定される暗褐色土包含層が霧出していた。 B地点とし地点は， A地点が位置する浅い

谷状平担面を扇形に囲むかのように，一段高いレベルに位置している。このB地点の竪穴遺構は，そ

の全容が路線内に入っていないため，詳細な規模は明らかではない。竪穴遺構に付属する万形ピット

は，地山を掘り込み一辺約 m探さ mを測り，更に排水溝状の洞が約 m南に向けてのびている。

底面は剣離性に宮む地山で，降雨時には自然涌水が親察された。すなわち，湧水源としてかつては使

用されたものと考えられ，剰余水の排水のために溝を付属させていると考えられる。この方形ピット

内および竪穴全面から，遺物が多量に出土している。鉄滓，鉄器の出土が比較的顕著である。特に鉄

器は鋸，釘，円板状鉄器が出土している。溝状遺構は竪穴遺構の南約 2m,東西方向に検出された。

カマド片，土師器片が出土している。更に，南へ 6mの地点には南北方向の溝状遺構がある。

くC地点＞

A地点の北約ism,B地点の東約15mに位置する。時期的にはA・B地点と異なりやや巾があり，

遺構面は多層的に検出された。遺構的に時期を分類すれば，以下の如くまとめることができる。

I期 ・・・・・・・・・・・・・・・壁溝 1・鍛治炉

I1期・・・・・・・・・・・・・・・壁溝 2 ・鍛治炉

m期・・・・・・・・・・・・・・・鍛治炉．柱穴の大半

N期..・・・・・・・・・・・・• 南北溝状遺構

この地点で最も重要な遺構は鍛治炉である。（註 3)鍛治炉 の南約 1.5 mの部分まで木炭の小片

と鉄滓の小片( 111111x m111)が散布して出土しているが，おそらく鍛治炉操業使用中に残された鍛治

炉に伴う遺物であろう。このことによって実は，焼士面を鍛治炉と断定することが可能となった。壁

溝 1・2はいずれも竪穴住居Ji!:ないしは工房址に伴うものと考えられるが，完全に検出することはで

きなかった。おそらく墜溝 lを伴う住居址の中で鍛治炉 は使用され，壁 2を伴う住居址の中で鍛治

炉はは使用されたものと考えられる。最終期の鍛治炉には壁満は伴わない。存在していても後世の削

平で消失したのか，柱穴の何本かがまとまって仮小屋的な屋内で操業されたものであろう。

遺物は少なく，鉄滓・木炭小片・須恵器片• 士師器片が出土している。時期的には， B地点とほぼ

同時期と考えられる。

くまとめ＞

この V 区は今まで述べた II.-N区に比べるとその趣を一変している。遺構の性格• 時期も異にする

ものである。すなわち 7世紀代全般にわたる遣構で構成されている点が注目される。皿区においても

A溝 ・B溝いずれよりも古い生活面が確認されており（第 図），かつては宮尾遺跡の全域にわたっ
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てC地点のごとき鍛治炉が存在し，その操業が為されたものと推定される。 A溝内， B溝内あるいは

掘立柱建物の柱穴埋土の中にも多々鉄滓の出土をみたが，宮尾遺跡二郡衡とするならば，その前段階

には鉄生産という基盤がこの地域一帯に成立していたことを物語っている。

＜遺物＞（第 62図）

図に揚げた以外，多量の土器，鉄器が出土している。総じて 7世紀代のものである。しかし，報告

書作成期間に思まれなかったため，本報告に掲載できなかった。後日，稿を改めて，すぺての遺物を，

写真と共に報告したい。これは，他の発掘区においても同様である。 A溝については実に 10 %しか

報告できなかった。また，遺構に伴わぬ多量の遺物については，全く報告できなかった。

＜註＞

(I) 「野辺遺跡発見と対策の経過」というパソフを係会議の席上配布した。公団・請負業者・県教

委万者で話しあった確認事項（文書はかわしていない）のみ記しておく。

① 日南遺跡は 11月いっばいで引き渡し

し宮尾遣跡は 12月某日航空写真撮影終了後， t事用道路建設の便宜をはかる。

③ 宮尾遺跡の全面明け渡し期限は 1月20日とする。月末までは撤退猶予期間とする。

④ 野辺遺跡は，一邪ブルドーザによって表土はぎをすること。宮尾遺跡担当調在員が立ちあい，

指示する。（遺跡範囲の早期確認）

以上，不平等条約を結んだ。口頭で以上を確認した。

(2) 直木孝次郎「奈良時代の蔵人」ー奈良時代雑考ー奈良時代史の諸問題所収

(3) 安来市和鋼記念館館長住田正男氏の有益な御教示をいただいた。記して謝意を表する。

（岡田）
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第 7章 種子分折と木材鑑定

宮尾遺跡 ( 1区）より出士した植物種子の同定について

笠原安夫，黒田耕作（岡山大学農業生物研究所）

はじめに

本遺跡は岡山県津山市の西方 7Km, 久米郡久米町宮尾にあり，白鳳時代に建立されていたという久

米廃寺遺跡とその付近は，蠅文，弥生期を経て奈良，平安時代とつづいた遺跡がある。中国縦貫道建

設工事に先立って，昭和 46年 9月から岡山県教育委員会文化課によって，宮尾遺跡の発掘調査が開

始された。その調査中遺構としての建物跡，墓，杭や水田跡の地層など，遺物としては石器，木器の

他に弥生中期の七器を含む溝から炭化玄米（小型丸粒）や植物種子が見出された。

著者は 19 6 8年以来，岡山市津島および雄町遺跡で発掘された弥生前期から古墳，奈良，平安，

鎌倉，室町，江戸期の各地層よりの作物および雑草種子を検出，同定を行ない今日までに古墳以前だ

けでもモミ，マクワウリ スイカ セソナリヒゞヨウタソ アズキ モモ，ウメなどの栽培植物と約

4 0科 18 0種の雑草や草木，樹木の種実を同定した。それらの中で多く出土した種は，ザクロソウ，

アカザ，ノミノフスマ，クデ類，コナギ，ホクルイ，カクバミ，コゴメガヤツリ，カナムグラ，クカ

サブロウ，、ンソ類，イヌビエなどであった（一部発表）（注 2)。これら岡山県南部の海抜 5磁の乎

担地における両遺跡と標高 100-200mにある山間，盆地にある本遺跡の水田跡から出土する種

類とを比較したいため,1 9 7 1年 11月 5日に図 lのような地層で， 15ヶ所から発掘現場の係員各

位の指示で図 4の各層から土塊を採襲した。次に述べる方法で，植物種実の検出，同定を行なった結

果， 32科 43種の植物種実が得られたので．ここに概要を報告する n

調査方法

同年 11月8日-1 6日間に，前述 15サ‘ノプルの各々から 50 0 9ずつの土をとって水洗で．土

砂，有機物をよりわけ．種子を実体顕微鏡下で検出し，血清管ビンに水中保存しておき，今日までに，

それらの種子の同定および描図を行なった。

調査結果と考察

調査結果は，表 lおよび図 1-3のようである。弥生前期より下の士層からのサソプルはJ阪8, 1 0, 

1 5のように，その粘土層には，樹木の葉片，小枝，根の残存物を多く含んでいて，イネに同伴する

コナギ，イヌビエなどの水田雑草種子は見出すことができなかった。そしてそれら農耕以前の土層か

らは，縄文時代の人々が山野に自生の果実を採集して食し残した種子と考えられるトチノキ，ツブラ

ジイ，各種イチゴ類 90粒，ヤマグワ，マクタビとサルナシ 63 , 茎葉を食べたヒカゲミズ，クラノ

キ，またとりもちに使ったかと思われるモチノキなども出土したのは興味がある。サルナツなどは野

生ザルも食用するが，古代人は食用以外のそれら利用価値のあるものを採集したようである。その他

• • 

令

平担な農耕地では出土しないアオツヅラフジ，ヒサカキ，その他不明の樹木，山野草の種子が多く見 ト

られた（図 1, 2)。一方，津島の弥生前期の遺跡では，表 1上段のうちエビヅル，キイチゴ．サル

． 

ナシなどが少数見られたが．その他は出土しなかった。 1 

またサソプル品 14は前述 3つのサ｀ノブルと同様に 10数種の山野生の食用果実と樹木種子をもち，
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また茎葉を食べるヒカゲミス~1) 他に，人里植物のカクバミ，カラスノゴマ，湿った畑にも生える J ミ

ノフスマなど 水田の畦や溝，湿田に生えるコアカソ ミズオトギリ ミズノヽ コへ ）イ，ヒロハ

ノイヌノヒゲなど数種類が少数ながら見られた，）それでこの地層は弥生期以前？とされているが他の

3層よりはやや後代で稲作が始った弥生前期のものかとも思われた（図 2中段）。

次の弥生中期の地層サンプル品 6 , 7 , 1 3では，前述の実を食べる種類と共にまだ少数ながら本

格的な水田雑草であるコナギが検出され，他にはホクルイのみで．この地層は水田雑草の種類がわず

か2種である。意外なことは人里植物で畑生のザクロソウの出土が多いことである（図 2下段）。こ

の傾向は南部の遺跡でも見られ，津島，雄町遺跡でもきわめて多くのザクロソウが出土した。また．

カラスノゴマも津島では比較的多く．そして津島で最初のイネ作りの遺跡と見られた弥生前期の水田．

溝では，水田雑草や人里植物の他に，カナムグラ セップンソウ，ヤブジラミ，カラムシ，コアカ 'I

なども出土し，その水田の近くまで林縁のマットや 'Iデ群落がせまっているが弥生中期以後の津島．

雄町．川入，上東ではそれらがなく広い水田地帯であることを物語っていると思われたo

この遺跡で弥生後期から古墳期のサソプルはJ厄 12 , 5 , 9であるが，それらではキイチゴ類は見

られたが，サルナツなどと山野の樹木，山草の種類の種子が見られなくなったっまだモミの検出はな

かったが，きわめて多くのコナギ，ハリイが出土し，本格的な稲作の始った時代のようで，その他も

っぱら年中堪水してイネを作る湿田雑草や水草のホクルイ，オモダカ，ミズオトギリ，イバラモ，ス

プタ，ヌマトラノオと畦畔雑草のヒメクグ，アゼオトギリなどが出土した（図 3上段）なお」松 9(溝）

からコバイの蛹のぬけがら 43 7の多数が出土した。

次代の奈良期の地層のサンプル品 3,4,11と奈良，平安期のJ阪2 • それ以後の舷 1では，モミ

はわずか一粒ずつ 2例しか検出できなかったが，水田雑草のコナギ (8,4 3 0粒），イバラモ (181)

ハリイ (14 7) スプタ (50)  ヤナギ ・スフタ (80)などが南部の遺跡に比べてきわめて多く，

またホクルイ (143),オモダカ (33)も多く出士した。それらは湿田栽培が長くつづき，山問

盆地での谷合いの稲作の特徴を示している。甚水田雑草のそれらにノミノフスマ (82)を 加 え て

5 0 O 9の土塊から平均約 19 0 0粒も出士した。その粒数は南部の各遺跡の 3- 1 0 0倍も多いの

である。（図 3中下段）

ここに比較のために南部の 4遺跡で多い種類を粒数の順に記述して見よう。 30 0粒以上はザクロ

ソウ， 20 0粒以上はアカザ， 10 0粒以上はノミノフスマ，イヌホオズキ， 50粒以J:はコナギ，

コゴメガヤツリ，イヌダテ，カクバミ，コオニタビラコ， 30粒以上はクカサプロウ，ホタルイ，セ

ップソソウ，ナズナ，ハコベ，スベリヒュ，カナムグラ，ヒデリコ，スズメノカクビラ， 20粒以上

のものはハナイバナ，ヤナギクデ，サナエタデ，ハルクデ，アゼスゲ， 8粒以上は，カラスノゴマ，

クガラシ，エノコログサ，ギ•ンギツ，カラムツ，エノキグサ，メハジキ，ヤマグワ，キツネノボクン，

メナモミ，ヒメクグ，ャプジラミ，ヒメジソ，コアカソ，アキノゲツ，キラソソウ，キイチゴ，エビ

＊ ゾ`ルなど 4 3種で，うち 7種が本遺跡では見られたのみである。

弥生期ではこの遺跡の出士植物遺物はまだ山野からの採集食料の種子が多くて，水田雑草は少ない

のでイネ作りが南部とはかなりおくれ，その始りが弥生中期で，普及は弥生後期から古墳期にかけて

の時期のようであるo また乾田や裏作栽培は奈良，乎安期それ以後にも全くなかったと推定され，そ
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れらの導入はさらにおくれたように思う。なおJ松 1から蛹？のぬけがらと思われるもの I9 4が出土

した。

まとめ

中国山脈の南面の津山盆地にある本遺跡の弥生期以前，弥生中期，後期，奈良，平安期とそれ以後

の各地層から土塊を採収し，植物種実の検出，種類同定を行った結果， 15サソプル 45 0 0 9の土

から不明を除いて 32科43種約 15, 4 0 0粒の植物種実が認められた。

弥生期以前の有機物，植物破片を多く含む粘土層から当時の人達が果実を食べ残した種子と思われ

るエビヅル，ヤマグワ．トチノキ，ツブラジイと特に粒数の多い 4種の野生イチゴ，マタクビ，サル

ナシならびに若葉を食べたヒカゲミズ，クラノキまたとりもちに使ったように思われるモチノキ，付

近に自生のヒサカキ，アオヅヅラフジなどの山野植物の種子が発掘され，弥生初期の地層では，それ

らの種子と共に水田やその畦，謁に生えるミズオトギリ，ヒロハイヌノヒゲ，ミスぅ、コベ，ホクルイ，

ハリイ，その他弥生中期からは本格的な水田雑草のコナギ，ホクルイの 2種の種子が少数ながら出土

した。

また弥生後期，奈良，平安期の地層からはモミの出土は，わずか 2粒のみであったが，きわめて多

数のコナギ，ハリイの他にイバラモ．スプク類，ホタルイ，ヌマトラノオ，ミズオトギリ，アゼオト

ギリ，ミゾハコベ，オモダカなど年中甚水してイネ作りする湿田雑草が多く出土し，山間の谷合のイ

ネ作りの特徴がよく示された。しかしサソプル 7• 1 3にはザクロソウ， J転4にはノミノフスマが多

数出土したのを除いて南部の遺跡に多い人里植物および畑地雑草のメハジキ，‘ンソ，イヌホホヅキ，

工ノキグサ，ハナイバナ，カクバミ，アカザ，スペリヒユ，イヌビユ，クデ類，クワクサ，スズメノ

カクビラ，エノコログサなどやイネの乾田雑草であるクカサプロウ，ヒデリコ，ヵャッリグサ類，イ

ヌピェ類，また裏作田雑草のコオニタビラコ，クネツケバナ，ナヅナ，ハコベ ノミノフスマ．ス

ズメノテッボウなどが見られない。それは当時の本遺跡では湿田での稲作であって，イネの乾田作り

や裏作栽培も畑地もなかったと考えられる。ただ南部の遺跡でも津島で平安期以後の水田跡で現在武

道館が建てられている付近のみは，溝を除いてコナギ，オモダカ，ホクルイ，などが多数出土し，乾田

や畑地雑草が見られないので，この場所では何らかの理由で湿旧栽培が長くつづいたようである。そ

の他の津島遺跡，雄町，川入，上東遺跡では，前述のようにコナギなどの他にイネの乾田栽培や裏作

栽培の雑草がともに多く出土し，イネの乾田栽培および裏作栽培が推定できた。

いま久米廃寺付近の遺跡で，弥生後期から平安時代以後までの地層の 8ヶ所で，各 50 0 9の土塊

（水分 50 %)からコナギなど平均 19 0 0粒の検出は，それを風乾土 1l, 中の埋土数に換算し，そ

の土を 1呵］の厚さで 1,0 0 0品の面積に拡げた場合，その a当りの含有粒数は 81 0万粒．約 10ケ

年の蓄積とみても．コナギの 1株約 Z,0 0 0粒とし， a当り 40 0株が生えていることになる。

著者らが当研究所での調査で現在の田畑の表層近くの埋土数は，含水量約 20%の畑土の 50 0 9 

で 10 5 0粒，同約 50%の田土で 38 8粒，うちコナギ 70粒が検出された。それを前述同様に考

ぇ，風乾土 1l, の土に換算し. 1呵の厚さで 1,O O o cni面積に拡げた時のa当りの全粒数は畑で279

万粒，田士で 16 3万粒，うちコナギは約 3万粒となる。よって本遺跡の総粒数は現在の田畑の←、5

倍あり，コナギは現在の 27倍も多く，イネ 10株当り 4-5株の割合に多発していたと見ることがで

. .. 

鼻

令

" 

． “ 
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き雑草の多い湿田が相像される。

なお別報，川入，上東遺跡でモミ，アワなど作物果実はヒ0 ,;, ト内で IO O 9の土からモミで多いもの

は 29 3粒，同じく土器中 50 9の土でモミ 36 4粒，アワ 10 8粒の多数が検出された。それらは，

a当り換算した時に，それぞれ 6 I 9万， 15 2 9万， 45 4万粒となり，元来．作物穂実の自然落

下は少ないことから考えて，それらは自然に落下し集中したものではなく，別報のように土器やピッ

トに貯えられていたものと推定したのである。

なお津島．雄町，川入， J::東および本遺跡から出土した種類のうち水田雑草の多数はイネと同じ南

方の原産地から，畑地雑草の大部分も東アジア，およびユーラシア大陸からの古代に渡来した史前ま

たは旧帰化植物との著者の推定は一連のこれら遺跡調杏の結果からほぼ確認されたと見てよかろう。
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2 笠原安夫，黒田耕作：｀｀岡山市津島遺跡の作物および雑草種子についで，日作．第 15 0回講
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表 2 出土木材一覧表 . .. 

種 類 材 質

建物 2 11/i. 5 ヒ ノ キ
大木より
加工した]更く保存度 中

11/i. 6 ヒ ノ キ 良材軟＜ II悪く所々に虫による穿孔しあり

11a. ， ヒ ノ キ ” ” ” ” 
j仮 1 0 ヒ ノ キ ” ” ” ” 
116. 1 3 ヒ ノ キ // 硬く材質保存上良

J1&. I 4 ヒ ノ キ ” ” 
J阪 1 6 ヒ ／ キ ” 軟く保存度中所々に虫による穿子切り

建物 11 J阪 4 ヒ ノ キ I' 硬く保存良好

品 ， ヒ ／ キ ” ” ” 
J松 1 3 l::: ノ キ ” ” ” 
J伍 1 4 ヒ ノ キ ” ” ” 
11a 1 8 ヒ ノ キ ” ” ” 
J松 2 1 ヒノキ又はスギ（未確認）

材郎が炭化または，泥士などの浸漬度多く材質までは
勁けられなかった。外観内特性より．，ヒノ尭辺む守であろう

建物 15 J仮 1 ヒ ／ キ 大材より加L軟かく保存度悪し

A 溝柵 J絋 20 コ ナ ラ 炭化し軟かい

J妬 2 6 ア ラ 力 シ‘ ” ‘ 
J紛 28 ア ベ マキ ” 
J松 3 1 ク リ ” 

全体に材は軟かく風化が進

11/i. 3 2 ア ベ マ キ ” ≫ヽ んでいる。集落周辺の雑木

;1ii. 34 ア キ 二 レ ” 
林の中の木をそのまま使っ

J松 36 ク ヌ ギ ” 
たものらしい。

J阪 37 ヤ ナ ギ ” 
中層 コ ナ ラ

中 1,:1 4 区 ヒ ノ キ

1 区下層板 ヒ ノ キ

1 区弥 生 溝 杭 ク ヌ ギ 、1

弥生溝横木 ク リ l全体に炭化度大で相当に

弥第生1溝ト東レ側ソ杭チ列 ク ヌ ギ 店ぃ時代のもの
＊ 

第 3 トレソチ ク ヌ ギ

弥生洞杭

ふヽ

岡山大学農学部 畔柳鎖教授による。

- 236 -



表 l 宮 尾 遺 跡 (I杯．）より出土植物種 fの種類と粒数

00  

゜゚
△ 

゜
△ △ △ OD  口D ~ コハ ホ ミ スミ。 ヒ ヌ ヒ ゴ キ ノザ 力 ク こ ヤ ヒ 工 キ フク マサ モヒ タアフネ ツ卜

ズ
ロ マ ／ ミク ア 力 ビ

ラ

ナ、？ヒノイチゴ

ユサ タル チサ ラ オジコ プ チ 図（種名不明）
夕

t 
,-ィヌヽ 卜 メ ク ク デ

マ ス イイ ッ ノメ ラ
トレソチと地層の土と色およびサソプル名 全粒数 ナリ ウ フロ 力 グ

ゲ
ヅ ノ クナ ノカ ノ ヅSpゥソ ジ~ ノ

Iv コ

~ 
ラ ク 科 スゾ

ノ' ミ ゴ チチ
キラ イキ A B C D E F G H I 

~- マウ ' Sp ソ ヮ Jレ マ p コ コ ビッ キ キ
ギイ イ ペ リ グ ソ ？ ズ

T3弥生期以前粘上層 ,Iii 8 1 0 0 3 5 2 I 8 18 2 18 1 2 I 1 13 5 2 4 13 

T:i弥生期以前（古墳時代溝の下） J叛10 1 5 1 2 6 1 3 3 1 3 20 1 5 2 35 11 10 46 

T3弥牛期以前，青灰色砂層下の有機物を含む層 J松 l3 8 5 I 3 I I 6 2 5 6 4 9 4 1 I 16 3 1 4 2 4 

T3弥生期以前（？） 青灰色粘土I曽 J/6. 1 1 1 I 9 3 21 7 I 5 5 2 1 3 2 2 13 7 2 4 2 4 2 2 I 4 3 3 1 l I 

T, 弥生中期．青灰色砂層 ,16. 7 334 49 217 3 30 2 3 2 4 8 25 

T1 弥生中期上器層溝．灰黒色粘土層 Jlii. I 3 5 0 10 25 1 2 3 1 5 

T:i弥生期（中期？） ;1/i 6 3 6 8 3 1 7 4 1 3 ， 

● 0 cー） CJ 

゜゚゚ ゜゚
△ 0 0 

゜
△ △ △ △ 仁l

゜
口

゜モコ オ
" ホ ィ ス ; 夕 ゼア ヌミゞ、 ヒ＇ユ ホ ヌ ヒ ウ キ ,I ザ ィ ク 苓こク 備考
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第8章建物と遺物からみた宮尾遺跡の時期

第 1節 建物の配置と計画性

建物，滸の重複，複合と前後関係

l[区は主要建物が 6棟検出され， I[ , ill区にわたるA滸が l[区中央部を南北につらぬき，建物と重

複，複合している。

北半建物 5付近の前後関係は建物 5が建物 1 , A溝柵の柱穴を切り， A溝と重複している。 A溝及

びA洞柵と建物 1の関係はA溝が単独であれば，共存も考えられる。しかし柵を伴い北端では柵列と

建物 1北西隅の柱穴と接する状況であり疑問も残る。南端建物 7付近の前後関後は，建物 7が，建物

6と重複し， A溝と一部切合っている。以J:Il区での主要遺構の重複，複合状況から，最低3時期の

差が認められる。

III区の主要遺構は建物が 6棟，溝が 4本，溝付属の柵が 2列，建物付属の柵を 2列検出した。 III区

の主要配置をなすB溝区画 (B溝及び建物2,11,15)は，重複，複合状況から他遺構に先行し，

最も古い時期にあたる。すなわち，建物 2付近では建物 3,10,16,C,D溝が建物2を切って

おり，建物 10は建物 2 , 3を切っている。 A溝， B溝接触部分では， A溝がB溝の推積士を切り込

み， A溝柵はB洞面より切り込みが確認できた。

＂ 建物規模

l[区の建物柱問寸法の類似は建物 1 , 7が桁行柱間で7尺を測る。梁では 2問と 3間の差はみられ

るが梁行で 15尺と同一寸法である。建物 4 , 6 , 8 、桁行柱間 8尺，梁行でほぼ 10尺を測る。他

に建物5は桁，梁行柱間とも 10尺等間である。

III区の建物ではB溝区画内の建物 11,2,15が，桁行柱間で 7尺，梁行で7尺半等間で同一に

設計された建物群としてとらえることができる。建物 3は桁行 7尺-7尺半等問，梁行は 9尺である。

建物 10は桁行，梁行ともに 10尺等間である。建物 16は検出が一部のため明確ではないが，桁行，

梁行柱問ともほぼ7尺とみられる。以上III区の建物寸法は 4種類として捕えることができる。

M区の建物 12は桁行柱問で6尺（一部 5 , 7尺）梁行柱間で 6尺を測る。又建物内に束柱を有す

ことより他の建物とは構造的に異なる。

柵はB溝区画内の柵が 7尺等問， A,D溝柵が 8尺等間と異なっている。

建物紀置は l[区では西端建物4より東に建物 8 , 6と3棟が南北に約 7度程度の差があるが平行し

て位置している。柱間寸法もほぼ同一である。建物 5の柱通りは真北に対しほぼ東西である。これに

直交して南に 4 0尺間隔を置き建物 8が位置しており，むしろ建物 5 , 8を一群として捕えるのが妥

当とみられる。建物7は柱問寸法では l[区の建物 1に最も近く，柱方向では建物 6に近い。しかし検

出が建物北端の一部であり断定しがたい。 A構との共存は建物 4 , 8を単独とみた場合は可能である

• し，建物 4 , 6 , 8を一群とみた場合にはA溝との共存は考えられない。以上のことから l[区遺構群

の新旧は建物 1-A溝 (A溝柵）—4患物 5 , 8か建物 6, 4 (又は建物 4 , 5 , 6 , 8ー群）と 3-

4時期が考えられる。

m区の建物配置は東西半町のB構区画と区画内の建物 11,2,15の3棟が一群としてとらえら
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表 3

● 集

主要建物，柵寸法一覧表

(1尺3o cm前後として概算）

柱 問 寸 法
区 建 物 規 模 桁行 梁 行

桁 梁

II 建 物 1 1 2 X 2問 7 尺 7 尺半~s 尺 8 4尺 1 5~1 6尺

” 
d 6 X 2間 8 尺 1 0尺 4 8尺 2 0尺

” 
~ 8以上 x 2間 平均 10尺 1 0尺 2 0尺

妻中間190尺尺半半~11.R 
妻 1 9尺

II 6 6以上 X 2問 8 尺 中問叫~Z!尺

” 
7 2以上 X 3問 7 尺 5尺

1 5尺

” 
8 5 2問 8 尺 10尺 ~10尺仁 4 0尺

20~21 尺
X 

皿 ” 
2 8以上 x 2間 7 尺 7尺半

1 5尺

” ” 
3 

新11 X 2間 7 尺~1 尺半
新9尺

7 7尺
新 1 8尺

旧11 X 3間 旧6尺 旧 1 8尺

“ ” 
10 8 X 2間 新・旧 10尺 1 0尺 8 0尺 2 0尺

II 

” 
11 1 0 X 2問 7 尺 7尺半 7 0尺 1 5尺

” ” 
15 4以上 x 2問 7 尺 7尺半 1 5尺

” ” 
16 5以上 X 1間以上 7 尺 7尺（？）

vi ” 
12 4以上 X 3間

6尺（一部 5
6尺 (2 4応 1 8尺

尺.7尺）

II・III A 溝 柵 8 尺等間

ill D 溝 柵 8 尺等問

III B溝・区両内柵 7 尺等間

，
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れ，他にB溝区画に伴う建物は存在していない。

建物 3は切り合いから， C清とは共存せず，方向からすればD溝に乎行しており，共存が考えられ

る。 A誇との切り合いはなく，共存はありうる。 C滸は建物 10の柱穴堆積土と類似しているし，方

向もほぼ同一でそれらの共存は可能である。 D溝は南側の柵列D,建物 16との共存が考えられる。

したがって，皿区における配置と切り合いは， B溝区画内（建物 2,11,15がコの字形をなして

配囮する）→A構掘削 (B洞のみ埋めて大造成後，三棟は， A溝と共存することは十分考えられる。）

噸物 2,11,15の廃絶→建物3 , D滸，柵列D,建物16の造営 (A溝は外椰として存在する

ことも考えられる。）~ 方の建物 1o , C溝の造営 (C溝は築地の基底部と考えられる。と

すれば柵から築地への変化をみることができる）-@!fm 1 0の建てかえ．という変遷をたどることが

できよう。

まとめ

宮尾遺跡の立地は東西 3o om  , 南北 15 o mの台地上と考えられそのうち調在対象地域は北半の

約 1万吋で遺跡全面精の一程度と推定される。調査を行った地域のみで全体の計画性と紀置の把握は

困難であるが，概略的にほぼ4時期の設定が可能であった。

第 1期建物 1,2,11,12,15及びB溝がこれにあたる。

第 1期は台地Bの削平と谷Cの整地を行い， B溝区画建物群を造営している。 m区中央に位置する

B溝区画は東西半町を測り中心的な建物群である。区画内建物 11の南北中軸線を基準とすると建物

1 , 1 1 (柵列B)建物 12の北柱列が一匝線上に並ぶ。さらに建物 12 (N区）の東側南北柱列ま

で9omを測り，西側建物 1(]I区）の西側南北柱列まで同様に 90mを測る。

第2期 建物 1,2,11,12,15及びA腐，柵がこれにあたる。

B溝を短期間に廃棄し，谷B及び谷Cを大規模に造成しA溝及びA溝柵を n, m区にかけて策造し

ている。建物群は 1期の存続であり，他では西端に位置する建物 4がこの時期に存在する可能性もあ

る。

第3期建物 3,4,6,16及びA,D溝がこれにあたる。

1 , 2期とは造営にかなりの変化があり建物，溝の紀置にも検討の余地がある。 B爵区画建物及び

建物 1 , 2が廃愛され，新たにD溝を伴う紀匿がなされていたと考えられる。 A溝は最終時期にB溝

区画北側で多星の炭を含む堆積土が互層で観察された。第 2期の建物 1 , 1 2は柱抜取りであるがB

溝区画建物は全て柱，柱痕が残存していた。これらの事から第 2期廃絶がB溝区画周辺の火災による

とも考えられる。 A,D溝は共存として扱ったが方向に差が見られ，又前述の炭の埋土等より A覇廃

絶後にD溝を造った可能性も考えられる。

第4期 建物 5 , 8 , 1 0及びC溝がこれにあたる。

C溝は巾 3mの間隔で北側に浅い洞状遺構を伴う第地状の遺構と考えられる。 C溝は Il区では確認

できなかつたが， C溝南側に建物 1o c m区）建物 5(]I区）が北側柱列をほぼ一直線上に載せて位

置している。 Il区では建物 5に直行に建物 8(南北棟）が位置している。

（山磨） ．
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ものとしてみられない。第 51図のA溝， B洞のいずれよりも古いとみられる遺物が出土しているが

その時期は， v区でみられる鍛冶炉工房群の存在が推定される時期である0 ]I区から V区にかけての

鉄滓・ 吹子ロ・炉壁片の出士がみられることがその事実を裏付けている。

B溝区画内の建物 3棟（建物 2 ・建物 11 ・建物 15)および柵列Bは， B溝廃絶後も存続してい

る。 B粘は，ある時期に意識的に埋められたことが観察され，その後A満がつくられている。

以上の推定，およびその他の事実を整理しておく。

(ll B消区画は，大化改新後その造営がなされた。大化以前の遺構はA構と共に破壊している。

(2) B溝東辺ではすでに第 1次造成（註 7)が谷Cにおこなわれている。

(3) B溝は意識的に埋めたてられている。それは場所によつては整地を兼ねている。

(4) A栂は B溝埋めたて後の造営である。土層からみると， B溝廃絶直後である。しかし， B構区

画内の建物とは共存する可能性がある。

(5) A溝は 8世紀前半から 8世紀中葉にかけての遺物を出士している。

(61 A溝区画は， B溝区画のように幣然たる区画を示していない。単なる防水としても心もとない。

A溝の北約 35 m付近から東西線を設定することができる。おそらく，その位置に最大の防水施

設滸があったとみてよいだろう。それは本遺跡の北限線であろう。

(7) A溝 -B溝が存在せねば，当然＂区の建物群は防水上危険にさらされる。

(8) V区の遺構群は， B溝区画あるいは久米廃寺と関連する。 V区でも久米廃寺の瓦が表採されて

いる。釘・かすがい（註 8)等の供給工房の存在が推定される。

(9) 宮尾遺跡は，備前国から美作国に至る吉備国分国期に位置づけることができる。

⑩ 久米廃寺が郡司の氏寺と仮定すれば，郡司＝在地豪族の政治的地位，社会的地位が保障された

時点，すなわち宮尾遺跡B溝区画成立後あるいは成立と時機を一にしているのではないかと推定

される。（註9)

. -

（掘立柱建物の存続期）

大規模掘立柱建物は倉庫とみなされる建物 12を含めて 14棟検出している。小規模掘汀柱建物は，

建物 13・1 4は時期不明であるが，建物 17~2 0が時期の明らかなもので平安末～鎌倉期とみな

される。その時期に本遺跡が官衡的機能を果していたとは考えられない。建物 10 ・建物 16は柱穴

掘方を方形から円形に変わっているが，おそらくその時期が本遺跡の最終期と考えられる。 II区では

建物 5・8などがA溝廃絶後のもので，奈良時代後半にあてることができる。本遺跡では緑紬陶器片

はわずか 1片しか出土しておらず，全般に遺物の出土量は少ない。奈良末～平安初期の官裔的印象は

とぼしい。莫然とした表現であるが， 8世紀後半まで官街的な掘立柱建物が存在したことは明らかで

あろう。掘立柱建物などを時期的に以下まとめてみたい。

大規模建物造営前 (7世紀前半～中葉）

本遺跡では， v区でその時期の遣物がみられるほか， II区 (6世紀後半の須恵器も出土している。

古墳が立地していた可能性も強い），皿区・ N区でもやはり，鉄滓・炉壁片が出士している。かなり

大規模な，艘鉄工房集団が存在していたことは明らかである。（註 11)本遺跡南方の久米川流域の

曾

鼻

．
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• 

狭小なことを前提にすると，艘鉄のような専業的・経済的生産形態は最も有効かつ，経済甚盤の定着

性を得やすかったとみることができる。 「国造」的豪族の依拠する経済基盤として，製鉄は美作地方

においては特に顕著な産業であったはずである。おそらく，その「国造」的豪族が後の郡司に成長す

るとすれば，そのもつところの土着性故に強大な労働力を動員して本遺跡の造営，久米廃寺の建立を

成し遂げることができたであろう。（註 12) 

B溝区画建物群造営期 (7世紀後半-8世紀初）

B洞区画造営のため谷B-Cの埋立て，台地A-Bの削平により初期の造成が行われている。久米

廃寺とその建立造営の相前後する時期と想定する。

A滸区画拡張期 (8世紀前- 8世紀中葉）

政治的には律令政権の体制が強化され，諸法令の充実する時期である。その半面，律令政治の諸矛

盾が露骨に表面化する時期でもある。前期からこの時期に至る間に，第 2次の官街としての本遺跡整

備・造成が行われている。 II区・ 11I区にその中心が集まる。

D溝設定期 (8 世紀中葉~s 世紀後半）

前期からこの時期にかけては，さらに細分化することは不可能ではない。しかし，層序的・遺物的

な確実性を厘視すれば，大ざつぱに分類する以外本遺跡の時期を推察する手だてはない。

C溝設定期 (8世紀後半以後）

建物群及び溝の切合いにより宮尾遺跡の大規模建物群造営の最終時期と考えられる。 C溝内の出土

遺物は少なく時期決定の資料としては乏しい。

小規模建物出現期 （平安～鎌倉期）

官面的機能消失期である。本遺跡では風字硯は 1片も出土していない。そのことが，ある視点官街

否定の根拠ともなる。

※ 円面硯片は1I区-N区で出土している。 III区A栂北側造成面で秀逸な円面硯片を出士した。長方

形透かしを脚部に施し，シャープでほとんど直立するタイプのものである。（図版第51-2)N

区出上のものは脚部がやや開くもので，同様に長方形透かしを有する。径はやや小さい。前者は B

猜区画~A溝区画の時期に限定される。後者は不明である。

以上が本節の骨子である。全般にわたる大まかな把握は今後是正されるべき点もあるが取り上げる

ことができなかつた遺構・遺物については，写真はむろんのこと実測図を公表しなければならないと

考えている。限られた調在期間，わずかな報告書作成，遺物整理期間では本報文の作成が精一杯であ

った。 （岡田）

（註）

(1) 「少目」墨書土器伴出の須恵器と同形態のものを掲げた。美作国府発掘区では， 8世紀後半の

須恵器のセット関係が把握される。

(2) 私見。

(3) 現在，その実在は確認されていない。勝田郡勝央町にその時期の窯址があると推定されている。

（栗野克已氏の御教示による。）また，津山市佐良山でも，やや古い時期の窯址があり，あるい

は奈良時代の窯址が存在するのではないかとみられる。高度な陶棺焼成技術が高く評価される現
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第 2節 宮尾遺跡の時期

本遺跡の時期的巾は，上限縄文時代，下限は鎌倉時代に置くことができる。本遺跡の主要遺構のほ

とんどは 7世紀から 8世紀にかけてのもので，その中心時期を主に述べたい。

時期的メルクマールとなる遺物は，その大半をA溝出士土器に依拠している。 A溝は他の遺構との

前後関係が比較的把握しやすい。また， B溝はA溝より古いB溝区画を形成しているが，遺物の量は

極めて少ない。加えて， B溝の時期を明示する遺物の抽出は困難である。以上の前提をふまえてA滸

の時期を推察したい。

<A溝の時期＞

第64図に掲げるのが，美作地方歴史時代遺跡出土の杯（須恵器）である。中でも美作国府出土の杯

は8世紀後半における確実な例とみることができ，（註 1)下市瀬遺跡出土杯は 8世紀末-9世紀に

かけての奈良末～平安初期という時期におくことができる。型式的にみれば， A溝出士の須恵器杯は

それらの遺跡出土杯よりも古いと考えられる。 A溝出士杯の形態は杯身に関しては平均的に口径が大

きく，立ち上がりはシャープである。そして高台はていねいかつしつかりしたものである。整形・焼

成・胎土等はいずれをとつても均ーで秀逸であり，特定の供給窯の存在を推定することができる。

（註3)杯蓋は量的には少なかったが，整形・焼成等はすぐれている。さほど肩は張らず全体的に優

美な形態を示している。これらの杯はほとんどがA洞中層・上層より出土したもので， A溝存続期と

廃絶期を示している。この時期を推定するひとつの手がかりはA爵東曲折部上層で出土した平瓦があ

る。宮尾遺跡では，ほとんど瓦茸の建物はみられず，瓦そのものもごくわずかしか出土していない。

この平死は久米廃寺よりもたらされたものと考えるべきで，久米廃寺創建期の平瓦ではなく， 8世紀

前半に比定されるものである。（註 4)このことから， A溝廃絶期を 8世紀前半もしくはその後と限

定することができる。

土師器については， A溝東西部分 Cm区）で丹塗り杯が出土している。いずれも口径は大きく，賠

文はみられない。（註 5)美作国府出士のものとは，その口径において若干の差異が認められ，国府

出土のものよりやや口径を大にしている。

以上の事柄をまとめると， A溝は 8世紀前半から中葉という時期に使用され廃絶されたとみること

ができよう。その時点ではすでに官街的な機能は整備されていたとみてよい。杯身転用硯（第 50図

-1)'杯蓋転用硯（ 第 4 9図 ）の出土をみても明らかである。また，墨書士器は一点しか出土

しなかったが， A溝上層から出土している。（第 50図ー 2)文字の判読は明らかでない。（註 6)

以上のことから， B溝区画は 8世紀前半以前ということになる。その上限はやはり大化改新以降で，

改新の詔の第 2に示されている軍事・交通の制によるものとみてよいだろう。大化改新から大宝令発

布にかけての吉備国の分国が進められたのも中央集権国家への推進政策の一環であり，一種の吉備国

動乱の時期とみてよいだろう。

本遺跡の立地も津山盆地から西の備中，あるいは山陰にぬける重要な幹線ルートを見下ろす位置を

占めることがやはりその当時の「関塞」 ・「防人」 ・「駅伝」を設置するという交通網整備政策の一

環とうけとめられる。

遺物からみると本遺跡では 7世紀前半～中葉のものが，多々出土しているが， B溝の中では確実な
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在，やはり土器生産兜団の存在を推定させねばならない。（渡辺健治，河本清氏の御教示による。

(4) 栗野克巳氏の御教示による。

(5) 美作国府でも賠文をもつ土師器は少なく 1片のみである。

(6) 第 50図に掲げた見方では「皿」とも読める。筆致から図の方向で実測したが，逆の方向から

見ることもできる。

(7) 大ざっぱに第 1 次•あるいは第 2 次と表現しているが，谷B, 谷Cでその造成は軌を一にして

いないかもしれず，その場合は 3次 .4次もありうる。

(8) 実測図は掲げていない。円板状鉄器，刀子状鉄器（鎌か）も出土している。

(0) 久米廃寺創建は白鳳期とされている。

(1() 平安末～鎌倉期という表現は，もはや定着しつつある表現であるが美作地方における古代～中

世窯業の実態•生産物の編年が可能になった時点で解消さるべき言語表現である。

⑪ 東は日南遺跡，西は領家遺跡までその問の平面では鉄滓が出上する。久米廃寺でも同様である。

⑫ 律令体制内の労役は，国までの段階は確かにあったろうが，郡に対するそれは明確でない。す

でに郡街であれば国に対する労役の配分でまかなえるかもしれぬが，いざ郡面を造営するという

時点では前時代的な古墳策造を想起させる。

03) 勝田郡勝央町所在勝田（かつまだ）遺跡（勝田郡御推定遺跡）出士遺物に形質共に似る。

量誓
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⑤ 歴史的背景があること。

⑥ 本遺跡が久米郡久米郷に位置すること。

⑦ 郡衡と考えられている遺跡と類似点があること。

久米郡街としての否定的要素

1. 文献的資料に欠け，郡術の実態が詳らかでないこと。

2. 倉庫が少ないこと。

3. If具せが発見されていないこと。

4. 豪族の館

以上の項目について考えてみよう。

① 時期的に最も古いB溝区画内は 54 mを測り半町の巾をもっており，区画内の三棟（建物 2'

1 5 , 1 1)はB溝の各辺より 6m内側に建てられ建物相互は外柱列を延長した柵で結ばれている。

また建物 1は建物 11の中心より西へ 9omに，建物 12は東へ 90 rnに位置し建物 11の北側柱

列と直線上にそれぞれの束柱がのっている。すなわちB溝区画を意識して建てられB溝区画と東西

に建物群が共存していたと思われる。

つづいて，宮尾遺跡が立地する台地上の浅い谷は大造成がおこなわれ， B溝は埋められて，それ

に接して北側に巾約 1rn, 深さ o.5 - 1 mのA溝が造られたのである。 A溝は明らかにB溝を意識

して造られており，長さも北辺をB溝の約 1.5倍の長さ（約 13 5 m)とし南がしだいに広がる台

形の溝としたのである。この時， B溝にかこまれていた建物 2,11,15の3棟が存在していた

と考えるべきであろう。 A欝の内側に柵が存在し，北辺の中央やや西よりは溝の長さ 2m間を掘り

残し，柵に門を設けた状態が検出された。さらに，建物 2廃絶後掘られたD溝も内側に柵を設け，

建物 16と密接な関係がある。このように整然と配置された大規模な建物群，谷部分の造成など郡

街と考えるべきであろう。

② 「平安遺文」第 9巻，上野国交替実録帳は平安時代の文献であるが郡術の建物配置を知ることが

できる。それによると庁屋，副屋，向屋，東屋，西屋，公文屋，納屋などで構成される郡庁館，宿

屋，副屋，納屋，辰屋，厨屋等から館，酒屋，窯屋，備屋，納屋などからなる厨家，郡内から納め

られる稲穀を入れる正倉があるといわれている。宮尾遺跡の建物群にあてはめてみると， B溝区画

内の建物 11を副屋，建物 15を東屋，建物 2を西屋と考えることができる。また建物 12は 3間

X 4問で束柱を縦横に通した高床式の倉庫と考えられる。すなわち正倉の一部ではなかろうか。文

献にみられる建物の規模が明らかでない以上正確にあてはめることはできないがそれぞれの名称な

どから考えると宮尾遺跡はまさしく郡術であろう。

③ 出士遺物は全体的に少ないが，官街的な性格をもつ円面硯の破片 9点がある。また， A溝最下層

出土の大型杯は墨痕が観察でき内側が磨研されており転用硯と考えられる。 A溝中層より墨書のあ

! .. 

る土師器杯が出土した。丹塗りの杯の裏に一字が書かれている。さらに一点であるが緑釉陶器片が 合

表土から出土している。近年美作において国府跡の調査で 20 0数十点の緑釉陶器，蹄脚硯をはじ

め多くの円面硯，墨書土器が出土している。（報告書予定）勝田郡平遺跡からも円面硯，緑釉陶器

などが多く出土し，勝田郡街に関係する遺跡と考えられている。久米廃寺からも円面硯，嬰書土器，
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緑釉陶器片が出土している。建物 2,11,15は倒される時は柱を地表面近くで切断したと考え

。、 られる。三棟で15本の柱根が遺存していた。保存の良好な柱根は手斧のあともあざやかに残って

おり直径 2O cm~2 6 cmを測る。太い丸太の芯を利用しているらしく，すべてが檜材である。宮尾

遺跡から出土した円面硯は執務のためには必需品であり，墨書土器に残された文字こそ，郡の官吏

の筆跡であろう。また莫大な建築用材の檜の巨木がおしげもなく使われていることから郡面と考え

ることができよう。

④ 宮尾遺跡が立地する比高 3~4mの台地は総面積約 4 5, 0 0 0 rrfの広さである。久米川流城にお

いて他には見られない地形であり，南に面した一等地ということができる。谷をへだてて西に存在

する久米廃寺は山麓斜面に建てられており，講堂は山側をL字形に削って敷地を造成しているほど

で，久米廃寺は宮尾遺跡を意識して建てられたと考えられ，宮尾遺跡の重要性を示唆している。宮

尾遺跡は地形的立地と同時に地理的位置もすぐれている。吉井川は水上交通路として重要な役割を

果していたと考えられる。旭川河畔の下市瀬遺跡で少くとも奈良時代と考えられる川舟の模型が

発見され高瀬舟の存在が奈良時代までさかのぽることが明らかになつている（第一分冊既刊）。

しかし，吉井川の左岸にひろがる院庄の低地は氾濫原であり，低地の西半分には河跡をみること

ができるほどである。また久米川をi逆つて大庭郡，真島郡をへて出雲街道が存在しており，宮尾遺

跡の台地末端部に道路と思われるような地割が久米廃寺付近まで追求できる。また日南遺跡にも古

道が発見されている。つまり宮尾遺跡は交通路吉井川と出雲街道をおさえる要衝に位置することに

なるっ古代末には院庄の低地に美作国守護職が居館をかまえたことはその位置の重要性を実証する

ものであろう。したがって久米郡の最も北に偏在する宮尾遺跡は郡の政治的中心として最もふさわ

しい位置に存在するといえる。

⑤ 郡司のうち大領，少領に任用されるのは国造であったといわれることから当然郡低も有力な豪族

の支配地域に置かれたと考えられる。宮尾遺跡に接して久米廃寺が存在することはすでにのべた。

最も注目すべきは，宮尾遣跡の南にある精叫lの山麓に点在するカンナ流しなど古代の製鉄遺跡であ

る。 7 , 8世紀を通じて鉄は銀 ,Mとは異なり政府の手では開発されず専ちその生産の中心は私採

であり，製鉄経営者は郡司層にあったといわれている。また宮尾遺跡からは鉄滓，羽口， v区から

は鉄，釘，かすがい，砥石，鉄滓，鍛冶炉が出土している。久米廃寺からも多量の鉱滓（銅の鉱滓

も含めて）とともに多くの鉄，銅襲品が出士している。久米郡で最も広い耕地とともに鉄や銅の襲

生産者として久米郡に君臨していた豪族がやがて郡司に任用されていたと考えられないであろうか。

⑥ すでにのべたように，久米郡久米郷に存在し，郷名が郡名と同一であることは郡の中心であり郡

街が置かれて当然であろう。

⑦ 全国で郡街に比定されている遺跡も数を増してきた。常陸国新治郡街跡は 51棟の建物が，北群

2 5棟，東群 ・13棟，西群・ 9棟，南群・ 4棟に分かれて整然と配置し，東群からは焼籾が出土

し正倉と考えられる。（注 2)福岡県三井郡小郡遺跡は 30棟以上の掘立柱建物が検出された。コ• 
の字形に配置された建物群，柵を境して 3問X 4間の正倉からは焼籾が多量に出士した。

筑後国御原郡面と郡倉と推定されているが，軍団関係の遺跡とする可能性もあるといわれている。

（注 3)京都府城陽市，正道遺跡は寺院址と考えられていたが， 6棟の掘立柱建物が，大規模に，
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第 9章 結 語

．
 

宮尾遺跡の特徴は歴史時代に属する 20棟の掘立柱建物が溝，柵と組みあわされて計画的に造営さ

れていることにあり，その性格は官衡的である。調査員として，この宮尾遺跡は美作国久米郡の郡衡

の可能性がきわめて強いと考えている。その時期を 7世紀後半から 8世紀と考えている。

美作国は和銅 6年 4月(71 3年）備前国の六郡を割いて新設されたことは第 2章でのぺた。すな

わち，六郡とは英多郡 1 2 郷•勝田郡 1 5郷・苫田郡 1 5 郷•久米郡 7 郷・大庭郡 6 郷•真島郡 1 0 

郷，でありそのなかで久米郡は大庭郡とともに下郡である。久米郡は美作国において中央に位置し，

東と北は吉井川を境として，英多郡，勝田郡と接し北西は領家丘陵の分水界で苫田郡と境を接し，久

米JIIと旭）II水系の分水界で大庭郡，西と南は旭川で真島郡，備前国と接していたと考えられている。

美作国の耕地については和名抄に 11. 0 0 0町歩余と記されており，山陽道 8ケ国では備前国につぐ

広い耕地を持っており旭川，吉井川の本流，支流が形成した沖積低地が耕地として利用されていたの

である。また，中国山地から切り出される「美作国檜木管」は美作の「調Jとしては頂要な位置を占

めていたかもしれないし，鉄は神亀 5年 4月，美作国大庭，真島の二郡で庸米を鉄，綿にかえるとい

う記事が「続日本紀」に記載されていることから，米以外の経済的甚盤をもつ国であったことが想像

できる。

久米郡は久米）II'吉井川，倭文川，佐良川，誕生寺川の流域に低地がまとまって存在するほかは小
シトリニ・ンゴリ

規模な谷水田である。したがって，郷も久米川流域に久米，大井，倭文川流域に倭文，錦織，佐良川

流域に賀美，誕生寺JII流域に弓削，吉井JII右岸に長岡の各郷が推定されている。もちろん，これらの

郷域を知りうる資料はないが，水田可耕地を中心に郷が存在すると考えられるものが多い。しかし，
ヒ9 クヽ e・: ノ

口分田のみではなく倭文郷や錦織郷は織物に関係する郷名であり，延喜式にみる白絹，緋吊，緋絲な

どの絹襲品の生産地であったかもしれない。宮尾遺跡は久米郷に属すると考えられるが，郡内で条里

制地割が見られるのは久米）II流域の領家と宮尾の低地だけである。換言すれば，久米郷は郡内で最も

広い低地が存在する郷である。しかし久米郷は久米郡の北端に位置し，その郷内に存在する宮尾遺跡

を郡街と考えるとき，久米郷が地理的な中心ではない。

しかし，美作国府は苫田郡苫田郷（現在の津山市総社）に存在することが昭和 46年に岡山県教育

委員会の調査で明らかになった。したがって，国府への距離は 8.Km以内であることが律令体制の徹底

という点から考えてその位置の適正さは肯首できよう。

さて，宮尾遺跡で検出した奈良時代前期以後の大規模な掘立柱建物群はいったい何なのか。果して，

郡術か豪族の館か，軍団か，もつとも可能性の強い久米郡街と考える肯定的要素と否定的要素をあげ

て考察を試みてみたい。

まず久米郡両としての肯定的要素

① 大規模な掘立柱建物が溝，柵と組み合わされて，計画的に造営されていること。

② 建物配置が文献資料による郡術のそれと類似していること。

③ 出土遺物に官衡的性格があること。

④ 地理的立地にすぐれていること。
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整然と配置されており，山城国久世郡御と考えられている。（注 4)最近，調在が行われた鳥取県

倉吉市伯者国分尼寺推定地は，一辺約 15 omの濠と柵列によつて，区画された地域に 11棟の掘

立柱が検出され，南・東・北門をもつことが，明らかになり，国府以外の官街跡と推定されている。

（注 5)結果の報告が待たされる。

これらの例から考えて，宮尾遺跡と共通する点が多い。溝，柵による区画があること。新治郡衛

をのぞいて，すべて掘立柱建物であること。瓦葺でないことなどである。宮尾遺跡はこれらの諸遺

跡よりもっと明快に久米郡低と考えられる。つぎに久米郡術としての否定的要素について考えてみ

よう。

I. 郡面の実態を詳述した文献が少なく，郡司には土着豪族が，任用され，郡の大小もあり，少な

い資料からすべてをあてはめるのは危険である。国府，国分寺でさえ，国によつて規模も異なつ

ており，郡街まで全国的な規準はないと考えられる。したがってより確実な資料ー郡名の墨書，

刻印，木簡の出土があり，同類の遺構の発掘例の増加によって明らかにされるであろう。

2. 今回の調介は中国縦貫道の建設にともなう緊急発掘調査であり調行範囲は限定されているため，

すべての遺構が検出されてはいない。したがって，東端に検出された建物 12を正倉の一部と考

ぇ，地形的にみて倉庫群は南につづく台地上に存在するのではないかと思われる。

また正殿に比定できるような建物が発見されていないが，上述の理由によるものである。ただ

B溝区画の南側が土地所有者において耕地の区画がえが行われたとき礎石らしい板石がならんで

いたといわれており，正殿に比定できる建物であった可能性がある。

以上宮尾遺跡を久米郡面と考えることが，最も妥当であるといえる。今後の調牡例増加がこれを明

らかにするであろう。

宮尾遺跡で最も古い B溝と柵列Bの関係をみると柵列Bは建物に伴うもので， B溝はそれらを囲統

する形態をとつている。 A溝の場合は柵列Aとセット関係を示し， B溝の場合とは異なる。 D溝の場

合も A溝と同様である。したがってA-D溝と柵で建物群を囲むことになる。 C栂は北側にみられる

断続的な溝状遺構とが築地の基底部と考えられ，前二者とは異なった形態を示している。すなわち，

溝による囲続から柵をともなう溝による囲統，そして笥地による囲統という変遷があるのではなかろ

うか。その変化がいかなる原因によるものかについては言及できない。今後の研究を待ちたい。なお

宮尾遺跡から出土する凡類は数点しかなく軒丸瓦は，破片が 1点ある。それは久米廃寺のもので複弁

7葉，天平期のものである。したがって建物は板蘇もしくは檜皮鮮であったと思われる。

宮尾遺跡で検出された遺構のなかで，竪穴式住居址が，最も占く，古代末の建物 17-18・19

・2 0 , 士蹟墓 1が最も新しく，そのほとんどが， 7世紀後半-8世紀平安初期の比較的短期問のも

ので，その間 3~4 回の建なおしが行われている。掘立柱の耐久年数 2 0年-3 0年として約 10 0 

年-1 2 0年この地に存在した久米郡両はこつ然と消え，久米郡の他の地へ移されたのであろうか。

貞観 4年 (86 2)久米郡に始めて主政を置くという続日本紀の記事は下郡であった久米郡が中郡に

なったことを示しており，どのような事情があつたか知るよしもないが，久米郡の中心が他に移った

とすれば，地方において郡司層の相剋が，はげしかつたことをものがたつているといえよう。久米郡

内における奈良時代建立の寺院址は久米廃寺以外に弓削郷に弓削廃寺の存在が明らかであるが，それ
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以外には発見されていない。ともあれ，宮尾遺跡は久米廃寺とともに 7 世紀~s 世紀にかけての律令

体制の徹底が強力にすすめられる中で，とらえるべきであろうし，地方における古代史の究明に貴厘

な資料となると考える。

久米廃寺は主要部を交架橋で保存することになり現在その工事が進行している。しかし，宮尾遺跡

には 6~7mの盛士で道路が走り，再び見ることもなく埋められてしまった。宮尾遺跡の南側は現在

なお水田化されているが開発の波は容赦なくせまり，土地所有者も宅地化の準備をすすめているとも

きく。久米廃寺の前面は埋めたてられ，道路公団から買いあげた1日用地内のみが開発からとりのこさ

れるという皮肉が生じている。宮尾遺跡も郡街の実態を把握するにも南側を破壊から守るべき努力を

惜んではなるまい。本稿は調脊の結果に基づいて，事実から引き出される第 1次的推察までにとどめ

た。限られた期間の調在で未調査地域も多いなかで組み立てられるものにはおのずから限界がある。

ご批正を乞うものである。 （橋 本）

注1 原島札二「日本古代社会の甚礎構造」未来社 19 6 8 

注 2 高井悌三郎「郡街跡」 新版考古学講座 6 昭和 45年

注3 福岡県教育委員会「福岡県さ井郡小郡遺跡発掘調査概報」 1 9 6 8 , 1 9 7 1 

注4 城陽市教育委員会「正道遺跡J 城湯市埋蔵文化財調査報告書 第 1集 1 9 7 3 

注5 倉吉市教育委員会「伯者国分尼寺推定地発掘調在 現地説明会 資料 1 9 7 3 

参考文献 津 山 市 史 第 1巻・原始・古代 1 9 7 2. 
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図版2

I. 宮尾遺跡全景（手前久米廃寺） 西より

2. 宮尾遺蹄全景（東より）



図版 3

I. 宮尾遺跨全景（而乗より）

2. 宮尾遺籾全景（南匹より）
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1. 宮尾遺跡全景（南西よ 11)

2. 宮尾遺跡111・ IV区全景 （南より）
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2. II区注物,.~ 付近（航空写真）
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I. 宮尾,111*m・1V区（航空写真）

2. 宮尾遺跨m区（航空写真）
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7-1 I区第 1トレンチ 弥生碍代中期水路
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1. fl区 佳物1 検出状況 （北より）

2. II区ほ物 9付近 （北より）
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I. If区遠物6 ・7付近全景 （北西より）
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I. ITT区廷物11付近（西より）

2. ID区全景（西より）
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I. ffl区達物3 (西より）

2. m区珪物II 検出状況（東より）
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I. '"区 A溝および梱列 （東より）
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i. m区 8溝 ・A濤構列検出状況（西より）

2. II区 A溝発掘状況（北より）



図版32

;'1._ 

1. Ill区 A溝上面炭層面.B溝および柵万l)A (西より）

2. m区 A溝 ・B溝掘I)上げ状怨および桐列 A (南西より）
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2. 1U区 A溝断面 (B B') (北より）
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'- m区 ＾濤断面，左は整I也土llliim(F- Fう （西より）

2. m区 B溝断面 (F- F') (西より）
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1. JI]区 B溝断ilii(H Hう （西より）

2. JU区 A溝l!Jiifjj(I I') (西より）
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① rn区 A溝 ・B溝周辺の検出状況（東より）

c2' m区 A溝 (S S)断面およびI氾列 (1tより）
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12", ID区 E l'i N ll南北ト レンチA溝 .B溝 （手前） • 構検出状熊 （南より ）
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① Ill区 EVN 0南半グリ ）ド B漬検出状態 （南より）

c2, m区 EVNO南半グリ 9 ド整地 （造成） ilii (北より）
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i. m区 東 A溝上層須恵器出土状態
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i. m区竪穴住居Jt(南西より）

3. m区佳物 2 · 3 • 10雲複状況
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2. m区 土瓜（西より）

4. m区溝状遺構
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I. N区 達物12発掘状況（東より）

2. 川区 B溝検出グI)ット兌掘状況（北より）
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(I' V区 Aftl点竪穴遺構内須恵器高杯出土状態

(2' V区 AJむ点翌穴遺鳩内土師器出土状態
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(f' B地点揺 り上げ状態（南より）
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第 1章 遺跡の位置と謁在に至る経過

吉井川西岸．平野との比高約20m, 標高約 130mの低丘陵に位置する。この低丘陵は東西に走り

り宮尾遺跡の背後丘陵に連らなる。この低丘陵上，および南側の舌状丘陵部分には10数基の古墳群．

を形成している。 （久米廃寺報文中第 2図参照）また．この丘陵の北側の東西に走る平野との比高

約20mの丘陵上にも 7基の円墳から成る古墳群が存在している。丘陵をひとつの単位とする古墳群

の存在が顕著に認められる地域である。 （註 1)

「日南古墳群」の中心的位置を占めるのは，やはり大日（だいにち）古墳であろう。この古墳は

一辺34m, 高さ 5m強の芙作地方最大の方墳で．菩石・周湘を伴うものである。 （註2) 久米川流

域の狭小な平野を南に見下ろす好位置を占めており．この地域でも有数の古墳である。

大日古墳の北40mには以前から箱式石棺が露出しており，明らかな封土を有するものか否か明ら

かではないがその周辺には小封土状の高まりも認められ．群簗的な箱式石棺の存在が推定されてい

た。そして．封土状の地形を古墳とすれば古墳そのものは縦貫道路線にはかからないが墳端部がか

かるのではないかという判断のもとに緊急調査の対象遺跡「日南古墳」としてとりあげられた。

（先述のごとく．当初は古墳の一部と判断していたため「日南古墳」として呼称していたが，後に

箱式石棺• 古道・ピットが発見されたため「日南遺跡とするのが妥当と考え，本稿でも「日南遺跡」

としている。これは発掘調査中より用いてきた呼称でもある。）

本遺跡の調査は， 1972年度中国縦貫自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査行程・計画からすれ

亀 ば．単独で行うことは不可能であり当初より宮尾遺跡の発掘調査とあわせて実施することとなった。

． ． 

鳴l

4月より宮尾遺跡を担当した 3名の調査員は津山市河辺所在，天神原遺跡・真庭郡落合町所在．

赤野遺跡 (4月-6月） ・久米郡久米町所在．領家西古墳 (7月）を，あわせて発掘調査を実施し

なければならないという強行スケジュー）レのもとで，本遺跡の発掘調査実施時期について検討した。

その結果，あくまで宮尾遺跡の性格を明らかにし得た時点で一一宮尾遺跡の発掘調査終了に近い

時点――実施するという結論に達した。

1972年8月17日，道路公団，鉄建建設．県教委三者立ち会って発掘調査区域の設定縄張りを行な

った。ところが 8月31日，鉄建建設は突如ブルドーザでもって調査予定区域に侵入，ほぼ全域を削

平した。その際，箱式石棺の露出をみ，推測されていた古墳の墳端どころか古墳そのものの存在が

明らかになったのである。 (8月25日頃には， H南遺跡東方にブルドーザが進入しており，そのエ

ンジン音は調査員の耳に達していた。） 9月IB. 各方面にその事実を連絡し，午後，道路公団工

事長，鉄建建設所長が陳謝のため本遺跡に訪れた。更に，道路公団庶務課も訪れたが，その席上

「日南遺跡」の調査が遅れているのが悪いという発言を調査員に向け．調査員は極めて心外かつ

「公団は遺跡を一体何と思っているのか」という憤りをおぼえた。 9月4日，本庁文化課にて日南

遺跡の処遇について協議，契約等を再点検した。後日，鉄条網でもって再度，発掘予定区域の縄張

りを行なった。その後調査員は，当初の予定通り宮尾遺跡の発掘調査に専念した。

1972年11月19日，宮尾遺跡の東端 (N区）より東約50mの地点＝縦貫道路線内にて，ブルドーザ
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整地作業中住居址らしい黒色包合層部分を発見した。鉄建建設に直接連絡一時工事中止を中し入れ．

ただちに杭打ちを行った。翌20日，津山教育事務所次長・主任および道路公団久米工事区工事長・鉄

建建設係員および宮尾遺跡発掘調査員の三者で協議を行なった．その結果． 日南遺跡は11月いっぱい

で調査終了明け渡しという前提条件のもとにこの新発見のこの地点（後の宮尾遺跡第V区である。当

初は野辺遺跡と呼称していた）と宮尾遺跡をあわせて 1月20日まで調査期間を延長することとなった。

結果的に，日南遺跡は宮尾遺跡との軋礫・諸矛盾を背負った形で調査が為されねばならなかったので

ある。

〔日誌抄〕

11月21日 野辺遺跡縄張り。遺構のある所．ない所を早くつかむためにプルドーザの使用を強いら

れ，指示。日南遺跡トレンチ設定。

11月22日-11月24日， トレンチ発掘。古道検出。ピット検出。測量ポイント設定。

11月25日 対策委員会見学。

11月27日 道路公団所長見学。

11月25日-28日 古道およびシストの全容を検出。

11月29日-30日 シスト実測。古道および発掘区域の地形測量c 写真撮影。

12月 I8 古道断面実測。ピット断面実測。

12月2日 シスト全景写真。古道断面写真。日南遺跡全景写真撮影。シスト石材とりあげをもって

調査をすべて終了した。

第2章遺 構

(1) 箱式石棺

片岩質の板状石を用いた通例のものである。蓋石および小口石（ツマ石）は消失しているが原形を

復元考察できる状態である。樹木の根が石材の間隙にくいこんでいるため石材の若干の移動をみる。

側石は板状石 3枚を用いている。

全長 2m, 巾 0.6mを測り，掘り方全長約 2m巾 0.7mである。遺物は皆無である。この箱式石棺

の南側邪分の側石周辺には小児頭大あるいは挙大の岩礫が積まれており．箱式石棺を組み立てた後，

補強あるいは埋土と共に被覆したものかもしれない。時期的なものに関しては一切不明である。
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第 2図箱式石棺実測図 (1/ 20) 

(2) 古道

発掘若手前の地表観察によって溝状に凹地が続くことを認め．当初より古道の痕跡ではないかと推

察していた。 （註4) 表士除去の結果．第 1図の如く数条の断面逆台形を示す溝状凹みを検出した。

底面は剥離性に‘岳む第 3紀層の地山である。当初，自然流水による流鯰とも考えられたが，東側は

縦貰道用地外に凹みは続いており，更に西に向けても延びる可能性がある。その点から「古道」との

結論を出すにいたった。西側部分については後世の攪乱，プルドーザーの走行による攪乱，期日の切

迫等で精査し得なかった。
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第 3図 古道・ピット断面図 (1/ 60) 

〔遺物〕

古道埋没土中より若干の遺物の出土をみた。土師器片，須恵器片，瓦器片，鉄滓 1個である。第4

図ー 1・2は須恵器片で，外面格子目のタタキ，内面ヨコナデを施している。古代末～中世的な様相

を示している。第4図ー 3は瓦器片である。甕あるいは土鍋の類の雑器であろう。外面にはススが付

着している。古道の廃絶期を示す遺物がほとんどである。
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第4図古道出土遺物 (1/ 2) 

(3) ピット

長径 1.4m・短径 1m・ 深さ約60cmを測る＾褐色の良質の士が埋まっている。埋没後．扁平な河原

石 (35cmX40cm) が置かれている。遺物は皆無であり時期は明らかにし得ない力＼近世から中世にか

けての士葬墓的な様相を強く感じる。

ー結語一

調査に至る経過で述べた如＜．極めて困難かつ限定された状況の中で本遺跡の発掘調査を行なった。

宮尾遺跡という大遺跡と日南遺跡という小遺跡との対比は．現在晋遍的に行なわれている文化財行

政が直面し．決断を迫られている問題である。一方．我々調査員自身も大遺跡の小遺跡の間にある．

目に見えぬ線を乗り越えることが今直面している課題であろう。

（註）

(1) 栗野克己氏作成の久米町古墳分布図を参考にした。

(2) 土居徹• 河本清「美作の方墳」古代吉備第 7号所収 1971年刊

(3) 領家遺跡の西約 200mの丘陵上に小封士の存在が知られており，その調査を行なった。その結
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果．古墳ではないことを確認した。

(4) 勝央町所在の小中遺跡（縦貫道建設に伴う発掘調査）の発掘が進められており．古道の検出作

業を行なっていた。その知見から．調査員も従来の埋蔵文化財に含まれぬものに注意を払った。

〔付記〕

箱式石棺の南部分の精査にあたつては．土地所有者近藤太融氏の御好意によってはじめてそれが可

能となった。また，生末久米町教委課長の手をわずらわせた。記して謝意を表したい。

一方，発掘調査にあたっては終始．宮尾遺跡の現地作業員の方々のお世話になった。特に．池田登

• 三船安江・飛山照ー• 安藤克己• 広島海三の各氏には終始宮尾遺跡第V区と並行してその手をわず

らわせた。衷心より謝意を表したい。 （岡田 博）
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図版 1

會

,. プルドーザー走行後の網張り作叢（西より）

2. 発癌風景（西より）
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2. 箱式石棺 （北より）
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2. 古道断面 （西より）
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1. 調 査 の 経 過

発掘調査に至るまで

中国縦貫自動車道に伴う埋蔵文化財発掘調在に至るまでのいきさつについては，第一分冊「I調脊の経過」

の頃に，詳しくのべられているので参照されたい。 ここでは久米廃寺に直接関係ある事項についてのべる。

寺域の中心部を中国縦貫自動車道が東西に通過することになったため H本道路公団に対して路線変

更を求めたが，実現しなかった。 「発掘調査を行なった結果重要な遺構が発見されたら保存する」と

いう条件をつけて行なわれた。

津山 I• C-落合 I• C間が最初に工事着手が予定されていた。用地買収が済んでいなかったが，

昭和43年度事業として久米廃寺発掘調脊の予算が組んであり，年度内に調査を行なわなければならな

いということで第一次トレンチ調杏に入った。当時山陽新幹線「雄町遺跡」の調査中ではあったが，

葛原克人主事，枝川陽屯事の二名が，調査体制が整わないまま入ることになった。

皇

発掘調在の準備として，久米町教育委員会，久米町企画課，岡山県北部振興連絡協議会，津山教育

事務所，日本道路公団津山工事事務所と連絡をとる。関係用地の面積，住所，地目，地番，所有者の

確認をする。用地買収が済んでおらず．発掘調査のための立入補償費（反当 10,000円）を支払って調

在に入る。作業用器材の調達を行なう。塔心礎中心孔北側を基点に 3m巾のトレンチ設定。鍬入式を

行なう。出席者，久米町教育委員会教育長水田多実夫•同社会教育主事生末久幸• 日本道路公団津山

工事事務所所長辻益永•岡山県教育庁社会教育課長富張昇• 同主事葛原克人・同主事枝川陽• 久米町

文化財保護委員•久米町内に住む発掘調査作業員など。

昭和44年 4月トレンチ発掘によって発見された遺構の計測。トレンチの方位とは別に，主軸を塔東

側雨落溝を甚準にしてグリッド設定を行ない，全面発掘調査のための表±はぎを開始した。

トレンチ調脊の結果をまとめると

第一次発掘調査

，． 

• 

昭和44年 3月， トレンチ 1/.)68-d, 崖面切削242.8-dを行なった。

(1) すでに露出していた塔心礎は原位置を動かされておらず，版築された基墳が存在し，東側雨落溝

等により，一辺約10m程度，軒の出 3mの塔と考えられる。

(2) 塔東側の雨落溝が，周辺の田面に残る条理地割線の南北畦畔とほぽ平行する。

(3) 寺院造営にあたって丘陵末端の傾斜地を整地している。

(4) 塔以外に凡だまりや，土層の変化がみられるところから，何ケ所かの遺構の存在が予想される。

以上のように，ここは奈良時代寺院址が存在することが確認されたにもかかわらず，道路公団との

交渉では，これだけの調査結果では保存に関しては不十分だとして，全面発掘調在及び一部トレンチ

調査を行なうことになった。
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第二次発掘調査（前半期）

昭和44年 4月～昭和45年 3月までの予定で開始されたが，新たな調査体制が組まれなかった。調査

体制が整うまでの期間，露出された遺構を放置するわけにもいかず， 2名の調査員は引続き 4月中も

調査にあたった。

5月，枝川主事はそのまま残り，葛原主事は，山陽新幹線雄町遺跡の調在に戻ることになった。新

たに河本清主事が調杏主任として赴任 Lた。さらに栗野克己主事を加えて 3人のメンバーで，久米廃

寺の発掘調在員が組まれた。 5月の作業はグリッド設定の杭打ち作業と表±はぎが引続き行なわれた。

また塔心礎の西側を切断した断面を精査して某壇の状況を観察し断面図を作成した。

中国縦貫自動道車道建設に伴う埋蔵文化財保護対策委員会（以下対策委員と称す）が開催された。

5月11日，久米廃寺の発掘調査現場を視察 Lたのち，会議がもたれた。ここで久米廃寺の発掘調査は

すでに始まっているのに，対策委員会の設置が遅れたことについて問題となった。これは昭和4洸こ 5

月山陽新幹線の発掘調査の対策委員会を設置した折に岡山県考古学研究者の会からの申し入れ事項に

あった「④将来生ずる類似のケースについては同じ内容と構成をもつ諮門機関が設けられること」に

照して納得がいかない。また岡山県考古学研究者の会に相談がなく，対策委員を選定した。以上の 2

点により承諾書を提出しないということであった。しかし話し合いの結果「岡山県考古学研究者の会」

にあらためて事後承諾を求めるということになった。当日は「美作国府の調査について」・「落合町

以西の分布調査を急ぐぺきだ」・「岡山県内工事とその付帯工事（土取・付け替え道路など）に関す

る文化財調査の対策と処理などについて」話があった。久米廃寺に関しては①この調企に関連して久

米町文化財保護委員が対策委員会へ出席させて欲しいとの話があった。そこで対策委員会は地元の人

にも公開されるものとして扱うということになった。②発掘調在用器材の整備＝写真機は個人のもの

を使用しており，大型カメラもないので早急に揃えるように。また梅雨対策としてポンプなどの機材

の調達なども必要ではないかとの指摘があった。③調査内容についてはけずり足りない部分の精査を

進めることを指摘されたが，全体として現在の進め方について問題はなかった。最後に対策委員会は

定期的に開くことが決められた。毎月一回第三士曜H午後，また定例以外に臨時に開くこともあると

いうことになった。

6月，今月は農繁期のため作業員が少ない。先月に引続き，表士はぎ，梅雨に備えて農業用水路の

整備などの作業を行う。

6月21B, 第 2 回対策委員会，軒丸瓦 2 種類・軒乎瓦 1 種類• その他の遺物をみてもらい，瓦につ

いては，①東回廊線上の柱穴列の延長を確認すること，②トレンチ調査で東金堂と推定された地点（ト

レンチ調査B地点）の確認をすること，⑧瓦の再堆積したものと包含層を区別すること，④包含層を

含めて保存を考えながら調杏すること。⑤カメラ• ベルトコンペアー・ポンプについては，発掘調在

にとって基本的に必要なものなので，ただちに取りそろえるよう， との指摘があった。また中国縦貫

自動車道の対策委員会は各県毎に開かれているので，兵庫県・広島県• 山口県などと連絡をとって全

線にわたっての対策委員会を開きたいとの話もあった。全線にわたる分布調査具体化のための調査計

亀

，． 
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画を開きたい。また発掘調脊をする他の遺跡について，調査方法・調査体制についての原案を示して

欲しいとの要望があったが，今回の対策委員会には，県教委から調査員だけの出席なので次回は係長

以上の人に来て欲しいということになった。

7月，永山卯三郎氏が岡山県通史の中で，建物の存在を指摘していた，塔の西方麦畑の刈り入れも

終り， トレンチを入れたところ，礎石を検出する。そこでこの麦畑全体にわたりグリッド設定を行い

掘り Fげる。（のちに 1区とする），士砂の捨揚は東南方の一区画（のちに 6区とする）に限定され

ているので．一輪車で運ぶのはなかなか時間がヵヽかる。

7月12日，対策委員会，今回は桐野係長が出席し，昭和44年度の発掘調脊予算は約1,000万円，久米

廃寺の全面発掘調査• 西原遺跡のトレンチ調査という話があった。しかし西原遺跡の調査員はまだ決

っていないということであった。

≫
 

．． 
亀

7月31日-8月 1日，奈良国立文化財研究所・平城宮跡発掘調査部の沢村仁氏を招いて，建策遺構

の調性についての指導を願う。久米町城道小学校において［奈良時代について」の講演をしていただ

く。久米町文化財同好会会員や作業員など50余名程で盛会だった。また当日，塔西側瓦溜りの発掘指

導の折に連仏（独尊如来座像）が発見された。

8月以降は，第二次発掘調査が変則的になっていく。今までの調査の概要をのべると約spoodを全

面発掘調脊，約2P0077fに対してトレンチ発掘調査の予定で，調査員 3名，まず塔東側雨落溝を基準に

して全体のグリッド割を行なった。そして全面の表士はぎと併行して，第一次調査で成果のあったと

いわれる崖面切削を行なった。排士場所は後に 6区とした所へ集中して行なわれた。発掘調査はまず，

調査対象地全域にどのように遺構が存在するかの確認であった。のちに 1区とした部分からは礎石五

～六ケを発見して，抜き取り穴の状態などから建物の存在が明らかとなり建吻 Iとした。またのちに

4区とした部分で崖面切削をトレンチ状に掘って行き，掘立柱柱根にあたったので，この部分を拡張

し，南北に長い六間 X 二問の建物皿を検出した。またのちに 3区とした部分で，柱穴列および溝状遺

構の検出を行なった。その他に建物 I(塔）西側雨落溝の確認。塔西側から 7区につながる千枚岩暗

楳の発見。次に遺物の点では，今まで知られていた軒丸凡 (3類）に加えて，新たに二種類の瓦 (l

類. 4 類）を発掘，仏像（塑像仏•噂仏），緑釉陶器，相輪など久米廃寺全域にわたり遺構の広がり

が確認され，様々な遺物が発掘されていく途中で，種々の要因により発掘調査の縮少• 中止という事

態になった。次はその要因を順にのべる。①津島武道館事件の影響，昭和43年 5月岡山県は岡山市津

島遺跡に武道館建設をはじめた。ところがこの遺跡は文化庁発刊の遺跡台根にも登録された遺跡でも

あり，三次にわたる発掘調査の結果等初の予定地は史跡指定保存することになり，昭和44年 8月岡山

県では同グランド内，テニス ・ハレーコートに，代替地を求め事前発掘調査をすることになった。そ

の調脊メンバーの一人と•して，河本清主事が行くことにな）た。この調在体制の変更は 8 月 16 日（七）

の対策委員会で問題となり，同意を得られないまま，調杏員が一人ぬけることになった。 8月-9月

まで約一ヶ月半程の間の久米廃寺の調査をどうするかということになった，発掘調査の運営は，調査

員が個々にもっ興味，関心にかたよらないような調査にするため，あるいは見落 lがないようにする
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ために，複数の調査員が必要であり，作業員の管理，器材の管理，出土遺物の管理，写貞，渉外などの

の事務量は相当な量であり，最少限 3人でーパーティーという原則が立てられていた。そこで調査員が

ぬけることは好ましい調査体制ではないので作業内容を検討した結果，遺構検出までの±量は深い所で

は lm-l5mに達するところもあり，河本主事が帰ってくるまでの間は，遺構険出面までの土砂の排土

作業を行なうことにした。対策委員会でも調査内容についての縮少案について了解を得た。

R日本道路公団は昭和44年度内着工の方針を打ち出し，真庭郡落合町の新旭川橋から着工することに

なった。新旭川橋の東に接して『西原遺跡』があり．落合町の道路事情などから，工事用道路として「西

原遺跡jの発掘調査を求めてきた。そこで，岡山県教育委員会では10月 1日付で指導主事となった神原

英朗氏（元対策委員，当時久米郡旭町旭第 5小学校教論）と共に，河本主事がトレンチ調査をすること

になった。昭和44年10月18日の対策委員会で了承を求め， 10月20日から西原遺跡の調査に入った。トレ

ンチ調査の結果，瓦土採取によりかなり遺構が破壊されている部分もあるが，約2{)00nfにわたり．遺構

が広がっているので全面発掘調査の必要がでてきた。日本道路公団の要望では久米廃寺の発掘調査は急

ぐ必要はない。新旭川橋を急ぐので，西原遺跡を至急調査してくれということであった。ここで久米廃

寺では，雇用作業員との関係から発掘調査をまったく中止することができなかった。そこでまず西原遺

跡で弥生時代の遺構検出面までの土砂の厚い 1区の排士作業を行なうため11月から枝）II主事が西原遺跡

の調査へ入った。河本主事は，久米廃寺•西原遺跡，両遺跡を半々で進行させる。 12月から枝川主事と

..' 

共に栗野主事が西原遺跡の調査に入った。ところが栗野主事は作業中骨折 1ヶ月入院となった。そこで し

12月の調査は河本＝久米廃寺・枝川＝西原遺跡，久米廃寺では 1区建物 D南溝の全掘を行なうと同時に，

瓦の洗絲作業を行なった。

1月からの調査体制は次のように決められた。久米廃寺は一時中止し，西原遺跡に集中する。久米廃

寺を中止するにあたり，検出した遺構の保護のためビニール張りや，覆屋を作る。作業員の方は 1月中

は，上記作業を行なうと同時に，瓦の洗瀬を行なうことで， 2月からは作業を一時中止してもらうこと

にした。以l:.昭和45年 1月までの調査を第二次発掘調査（前半期）とする。

第二次発掘調査（後半期）

昭和45年 5月西原遺跡の発掘調査も終了し，新年度事業にとりかかることになった。

5 月 16 日（土）対策委員会の席上，道路公団の工事行程は津山 I• C部分から急ぐことになり，文化

課としては急ぎ津山市，野介代遺跡，押入飯綱神社古墳群の調査を実施したい旨の説明をした。対策委

員会では久米廃寺の現況からみて早急に久米廃寺の調査に入り，その後，津山市内の遺跡の調査に入る

べきだとの指摘があった。文化課でも発掘調査を中断したままでは，検出した遺構が崩壊する危険があ

り，またトレンチ断面などは剣離冠水しているので，土層観察に悪影響を与えるおそれがあることから，

早急に調査再開を要望していた。

6 月 24 日から久米廃寺の調査を再開することになった。調査員は河本• 泉本・栗野の三名であるが，

調査主任の河本は，久米廃寺の遺構の精査に入るまでは，押入飯綱神社古墳群の調査をしたり．事務連

絡にあたることになった。
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6月27日（土）対策委員会が開かれた。

①中国縦貫自動車道の昭和45年度，埋蔵文化財発掘調在計画について，道路公団は工事行程がすぐ

変り計画性がないのではないか。 L事計画の内容を揃み，年間計画をはっきりたてて発掘調在を進め

てもらいたい。R久米廃寺の建物 I溝の西北コーナ一部分は，用地外ではあるが調杏すべきであると

の指摘があった。文化課からはなるべく調査できるようにするとの回答をした。

6月の作業は発掘調査を再開するための準備として，草刈り，事務所の屋根のふき替，ベルトコン

ベアーなど，西原遺跡で使用した器材の搬入など。

7月，先月に引続き，排水，草メIJり．清掃など調査再開のための二重手間が多いうえに，大型カメ

ラが無いために，記録写真が撮れずに作業のきりがつかなかった。 1区の作業，覆いにしていたピニ

ールをはがし，排水と排士作業を作なう。建物 Iの瓦溜りの一部を掘り下げた。遺構検出面までに堆

積している土層断面の観察を行なったが，記録写真が撮れないので作業は中途半端であった。 2区の

作業，建物 I(塔）北半部表土はぎ開始，基壇の検出を行なった。礎石ぬきとり穴さえ検出されない。

上面がけずりとられているためだろう。北側雨落溝の上層部分掘り下げる。焼土（壁士）などと共に

相輪の破片• 漆膜に金箔のついたもの・塑像仏の破片などが出土する。建物 Vの東側雨落溝の堆積土

発掘，緑釉破片出土。

7月18日（土）対策委員会，発掘現場の視察ののち久米廃寺に関しては建物 I・建物 Iの北限の確

認の徹底を指摘された。

8月， 1区建物 nの基墳西北端部と雨落溝の一部が用地外に広がっていたが，調査としては重要な

部分なので土地所有者甲本俊充氏のご協力により発掘できるようになった。

2区建物 I(塔）西側の瓦溜り掘り Fげ。塔北側の雨落溝から北側は用地外であるが，この部分に

まずトレンチを入れてみて必要ならば，拡張してみるということで話が決り， トレンチ発掘調査を開

始した。建物 Vの東側をほぽ地山面まで掘り下げ浅い溝を検出した。

4区＝草刈り開始，ベルトコンベアー移動，設置，排水，建物皿の南側拡張区表土はぎのあと包含

層の1:面までの約80cm程の排士作業。

8月29日，対策委員会，発掘現場状況の説明をした。

9月， 1区建物［北側用地外部分草刈りののち表土はぎ，到着がおくれていた大型カメラが揃った

ので，東西センター壁実測と写真撮影ののち士手取りはずし。建物 n北側雨落溝の瓦掘り上げ作業。

そこで軒丸瓦 2類の全形がわかるものを発見する。 2区塔の北側部分トレソチより西側拡張する。塔

西方の瓦溜り部分の土手はずし，塑像破片等出士。 4区，建物mは東西ご問まで確認していたが，そ

の東西の延長をトレンチにより追求したが確認できなかった。東西ご間より大きくならないと思う。

5区， E1・2, S 9・10掘り Fげ，軒丸瓦取り上げ終了。

10月，久米廃寺遠景写真撮影を南方の丘陵（久米レジャーセンター予定地内）より行なう。

1区建物 n西溝の瓦一部取り上げ。南端部まで瓦検出，士拡より灯明血出士。西溝瓦出土状態写真

撮影，基壇面掘り下げ，平安期の溝を検出。
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2区建物 lの西方瓦溜り部分の断面観察用土手はずし，鉄製矛，九輪破片などが出土する。

10月31日（土）対策委員会では農繁期のため作業が遅れているようだが，建物 IIの雨落溝について

層位細分・時期の確定をするよう指摘があった。

11月， 1区建物 11西溝瓦掘り上げ作業完了させる。西溝より古い凹み発見，四ヶ所程あり掘り上げ

る。建物 II, 基壇内にある溝より糸切底の土師質の土器が出土する。

2区 塔北西部の一段高い所に溝が検出される。塑像溜りが発見された。これは塔基壇上面を削平

した所に運ばれたものらしく，壁土などの焼土と共に，頭髪，顔面，腕の部分などが発見される。北

饂全域を瓦包含層まで掘り下げる。

11月28日（士）対策委員会，R久米廃寺の新たに発見された遺構や遺物を発掘現場で見学した。文

化庁文部技官田中琢氏が岡山県の文化財保護行政現状視察に来られた，途中11月26日久米廃寺に立ち

寄った。その時の話を要約すれば「遺構・遺物について個々にくわしい問題を指摘され，寺院として

立派なものが出士している。保存問題については，現在までに調任された場所だけを保存の対象とす

るのではなく，付近にある遺跡との関連を考えた上でやらなければならない。特に久米廃寺の東側に

ある台地上の遺跡（宮尾遺跡）も中国縦貫道にかかっており，この遺跡のトレンチ調査をして見通し

を立てた上で，文化庁と日本道路公団の間で保存接衝をしたいと考えている」というような内容だっ

た。この問題については昨年度の対策委員会で，久米廃寺と関連する東側台地上の遺跡の調査を学術

的に一貫して早急にやる必要があることをいっているが，なかなか実行されない。他の遺跡の調査予

定がいろいろあるが，それより先に，久米廃寺東側台地上の遺跡を調査すべきだ。このように久米廃

寺の保存問題の決着がつくまで時間がかかることも考えられることから，久米廃寺の遺構の一時的保

存処置をとるべきだとの要望があった。R今後の調査予定について昭和45年度調査計画を提示した時

は，押入西古墳•押入西弥生遺跡の調脊終r後は，沼斎神社古墳群を調査する予定だった。そこで現

地をみたり，用地事務所と連絡をとったところ，まだ用地買収未了で発掘調査に入れない状態である。

やむをえず予定を変更して用地買収の終了している天神原遺跡の調査に入りたいがどうか。天神原遺

跡は，古墳三基•弥生遺跡についてはトレンチ調査する予定であると説明した。このことについて対

策委員会からは，久米廃寺とも関連させて，昭和44年度に久米廃寺発掘調査中断→西原遺跡の発掘調

査などのように道路公団の工事行程の変更に，岡山県教委はあまりふりまわされすぎる，ーケ所の調

査は始めたら最後まで行ない，完了させてから他の遺跡の調在に移るべきだ。例えばトレンチ調査を

やったら引続き全面調査に移るべきで，押入西弥生遺跡はやむをえないが，天神原の弥生遺跡の調査

には， トレンチ調査のあと間をおかずに，全面調査をやる見通しを立ててから調査に入ること。この

ように昭和45年度中にトレンチ調査だけして全面調査に入らない遺跡があったりするので，昭和46年

度の調査計画を出して欲しいとの要望が出た。この問題について文化財係はすでに天神原遺跡の作業

員の段取りもついていることであるので，対策委員の要望された方向で努力しながら天神原遺跡の調

査を始める。来年度の計画については具体的には決ってはいない。道路公団の予算の配分が決るのは

毎年 7月なのでその頃にならなければはっきりしないと回答した。

12月 1区建物 I全景写真撮影．礎石とその抜き取り穴個別撮影， 2区塔北東部掘り下げ， 石帯出

七》 3区回廊線上にかけたヒ。ニールなどの除去作業. 5区W7• S 8-10の部分トレンチ掘り下げ．

込

'. 

-274 -



整地層より東端部地山まで検出， 8区西境界線確認のため農道の付近に任意に東西方向トレンチ設定，

(12月17日久米町文化財保護委員会で久米廃寺保存要望の決議をする）。

昭和46年 1月，正月の雪で遺跡は埋れていた。雪かきを行なう。 1区凹み (p3)の西半分掘り下

げ，遺り方設定，測量用の基準線を建物 I西端部礎石列に置く。平面図作成開始， 2区建物 I北東部

最F層まで掘り下げ作業， 4区東西トレンチを東方に向けて発掘，川を検出，掘り下げ始める。建物

ID全体にわたりけずり出し二間x六間で中問の柱がない。北東部で掘り方の切り合いを検出，方形が

古く円形が新しい，他の掘り方も注意する。建物 IDの東を一部拡張．南北方向に柱穴列が検出される。

沢村仁氏建築遺構について，碑指導を仰ぐ。

2 月，二宮大東遺跡の調査が急がれ，栗野• 泉本 2名の調査員は交替で第一次トレンチ調査にあた

る。久米廃寺の作業は瓦洗いと， 8区トレンチ続行， 4区東西トレンチ，川の部分掘り下げ，さらに

北への延長を確認するため， 8 m程北側に東西トレンチ設定。

2月20日（土）対策委員会に久米廃寺は実測をしているが作業員・天候等の都合で 2月中に二宮大

東遺跡トレンチ調査を実施したと報告する。

3月， 1区建物 Iの実洞継続調査員 2名で細々と行なう。 1月以来寒さもありはかどらず。 4区

川の北への延長確認トレンチ調査， 下層の砂利層より縄文後期の土器片出土。建物 ID中央東西壁とり

はずし，清掃ののち，全景写真撮影，遣り方設定ボイソト落し， 5区用地南端部に東西トレンチ設定

発掘開始。 8区トレンチ続行，平板測量でトレンチの位置記入，遺構保護のための砂運び作業。 r久
さとくせ

米町里公 」にて林道t事により壺棺が出士する。久米廃寺調査員が処置に行く。

~
 

3月24B, 久米町城道小学校で「久米廃寺を守る会」結成式（岡田孝子会長）

3月31日（水）対策委員会では，久米廃寺の実測図を見ながら検討したいとのことだったので次回

行なうことにした。久米町里公文弥生墳墓群の緊急調査は対策委員会にはかるべきだった。林道工事

がわかっていたのに処置できなかったのはなぜか．これは土器片の散布がそこまで広がっていなかっ

たからであると回答した。

.' 
• 

4 月，領家遺跡発掘調脊開始・杭打ち• トレンチ設定発掘開始r， 久米廃寺は実測作業が残るので補

足調査を行なう。岡田博主事・池畑耕一主事・山磨康平主事等断続的に応援. 1区建物 II実測継続．

4区建物眉平面図作成柱穴掘方断面掘り Fげ，実測開始， 5区東西トレンチ実測。 8区西境界線卜

レンチ断面実測，写真撮影ののち埋め戻し。

5月，調査員は泉本・栗野・山磨が他の遺跡とかけもち。 1区建物 II断面図実測，小柱穴および建

物 VI断面実測写真撮影ののち砂で埋め戻し，建物N平板測量， 4区建物眉断面図実測，柱根取り上げ。

東西トレンチ Eu ・ 12• 13断面実測。 5区トレンチの一部埋め戻し。

5 月 22 日．各遺跡の発掘調査の検討．久米廃寺は一—実測図を検討する。
20 

6 月，実測の応援体制の段取りをする。泉本• 栗野・山磨に加えて，伊藤• 柳瀬•池畑• 岡田・葛

原・ド沢• 井 i-• 各調査員が，雨が降る中でもテントを張り実測を行なう, 2区ポイノト落し平面図

作成， しへ IJ',, グ脅 3区ホイ/り落 l遣り方設定実測開始， 4区発掘範囲平面図に補足測量. 5区平
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板測量，礎石部分の写真撮影・レベリソグ， 8区 6断面 7断面拡張区平面図作成補足。
島っ

7月， 3名の調査員は他の遺跡とかけもちで調査を行なう。 2区建物1¥T断面図作成・建物 V北側南

北断面図作成.2区全体の写真撮影， 3区小柱穴断面図作成，乎面図補足とレペリング， 5区断面図

補足， 7区賠渠乎面図作成，南北トレンチ掘り下げ，今月は作業員も増え砂による埋め戻しを行い，

ここに久米廃寺の調査終了。

久米廃寺その後

昭和4祠こ 9月＜久米廃寺跡高架橋保存決る＞日本道路公団，岡山県土木部，県教委文化課，久米町

教委などの関係者が協議した。県教委側からは，久米廃寺の東側台地にあたる宮尾遺跡を含めて 250

mの高架橋を要望した。日本道路公団側は調査の終了した久米廃寺の東西 130mのうちのSOmだけに

ついて高架橋にしたいとのことで両者にくい違いがみられた。そこで11月末までに未調査の東側台地

＝宮尾遺跡にトレンチを入れてみる。その結果により再度協議することになった。

亀

昭和46年 9月-12月。宮尾遺跡の第一次トレンチ発掘調査が行なわれた。久米廃寺に隣接する谷部

分で弥生時代中期の農業用水路が発見された。また東側の台地からは二間十二問，の掘立柱建物など

が発見された。この連物は規模も大きく普通の建物と違うことから郡衛遺構であると考えられたっこ

の時点では保存問題は決着がつかなかった。

昭和4祠こ 2月，県教委と道路公団の協議の結果，高架橋は 174m と決定した。これは久米廃寺の発

掘された遺跡の遺構のうち，建物跡を中心として宮尾遺跡の農業用水路を含めた範囲に限定された。

久米廃寺は 8区西境界線（築地）， 4区JIIと東側境界線が保存対象からはずされた。また宮尾遺跡の

主要な建物郡については久米廃寺より一段高いので道路面のレベルの関係から技術的に高架にふみき

れない面もあるとのことだった。

昭和48年 3月，県議会で久米廃寺の保存整備事業の予算が通る。総額 176万9千円。

▲
 

昭和48年10月， 中国縦貫自動車道路に伴う埋蔵文化財発掘調査報告の第二分冊としての整理が開始

される。これまでにも他の遺跡の調査のあいまに，部分的に図面の整理が行なわれ全体図の作成や，

遺物の洗浄，日誌の整理などが行なわれてはきたが，正式に整理期問がとれたのは初めてのことであ

る。しかし整理にたずさわれる人員，期間の少ないことなどが問題点となる。特に今年度事業からは

大規模な遺跡を除き，ほぼ一遺跡ー名の調査員が 3ヶ月交替で調査に入るという合理化案が採用され

た。そして報告書の整理期問についても遺跡の大小，調査期間の長さ，遺構の量，遺物の量などにか

かわらずー率に 3ヶ月の整理期間が予定された。しかも年次が古いほど，移動などで調在員がすでに

分散している遺跡もあり，五年も前のことを思い出すには不都合な状況となっている。このような中
かな

で久米廃寺の整理が行なわれた。作業員など発掘協力者名簿，調査員一覧表，見学者などの整理，金

くその重量を計測 Lたり，窯壁を分類してみるがなかなかむずかしい。地区別出士量一覧表作成。

勝央町「勝田遺跡 Jにて L器の蓮華文軒丸瓦発見) -~ 種類あり中房） + 8の方はやや古い感じ，中房

•• 
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1+6のものは弁の感じ，中房のまわりの履がめぐる部分が，断面かまぼこ形をしている点など，久
たた言め

米廃寺軒丸瓦 3類と類似する勝田遺跡の瓦も桶造りのものが多く格子目の叩目も久米のものに似てい

るので，あるいは，勝田遺跡（勝田郡家）の瓦と同一エ人集団の手になるものかも知れない。

ム

昭和48年11月。相輪破片実測， トレース終了。金くそはやっと重量計測終了っ鉄艘品処理開始，泥

サビを落し，接着剤で接合，実測。釘だけではなしに鉄斧，鍬先，鎚状のものなどいろいろある。鉄

器は他の遺物にくらべ今のうちに処理しておかねば崩壊する恐れがあるから優先したのだった。

昭和48年12月，鉄器のサビ落し総数約 500点ほどでそのうち 176点を実測する。久米廃寺保存整備

事業予算変更。建設資材高騰のため県議会で 244万 3千円に補正される。

昭和49年 1月。遺物の処理をしていたのでは前に進まず，遺構のトレースを始める。 3区， 4区，

8区のトレースを行った。

昭和49年 2月, 2区， 5区. 7区， 1区などのトレース。

昭和49年 3月， 1区の残りと全体図のトレース。今回の報告書は原稿がこれ以上遅れることは許さ

れないとの話により, 50ページ程度の予定で考えていた本分はとりやめることにする。以前に出した

概要をまとめる程度にする。報告書の作成は昭和48年 10月から昭和49年 3月までの期問．調査員ー名

で行なわれた。報告書作成の時点で，謁査員は分散してしまい，資料整理を十分行うことができなか

った。整理期間の前半は鉄製品の処理を主体とした。 500点にも達する鉄製品は除々に崩壊を始めて

いるので優先したのだった。しかし鉄製品を全部処理しきれなかった。そこで整理期間の後半は遺構

のトレースに主体をおいて作業を進めた。同時に写真の整理を行ったので今回の報告書は遺構の図面

と写真が主体である。さらに調査の経過は，不十分ながらもメモをたよりに書きあげた。発掘調査の

概要については年度毎に作成した実績報告（クイプ）をまとめたにすぎず今回新たに原稿を書くまで

に至らなかった。

久米工事区が二車線から四車線に変更された。そこで12月中には終了する予定であった建設工事も

4咋 6月まで延長されることになった。工事終r後に．県教委の保存整備事業をする予定だったので

変更せざるをえなくなった。 3月の定例県議会でくり越しが決り．昭和49年度事業として行なうこと

になった。

（発掘調査参加者及び協力者）

浅 田 愛 逸 安藤克実 安藤待郎 石賀芳枝

池 田 啓 子 池田寿賀子 池田澄江 池田竹夫

池田 登 井上準子 井 J::: 秀 子 岡 崎 昌

尾浴知津子 栗野淳子 高下弘代 甲本俊充

• • 
甲本芙智 小林清子 小山幸 f 小山能会

榊原文 f 坂 F 富江 佐々木修 実成充雄． 
飛山照田中知行 飛 山 裕 中村節 f 

野条克己 野条静枝 野条末 f 野条住 f 

野条敬義 灰原輝代子 灰原信子 灰原保 -f 
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原田次郎 広島海三 広島文江 真名子育世
鳥 9

真名子栄 真名子清 三船公平 三船春江

三船安江 山崎利市 山田重夫 山磨康平

（調 査 協 力 者）

0 中国縦貫自動車道文化財保護対策委員

今井 発 （津山市教育委員会）

植月荘介 （会社員）

± 居 徹 （津山市北小学校）

渡辺健治 （美作考古学研究会会長）

（元）神原英郎 （ 岡山県教育庁社会教育課） 
岡山県山陽町教育委員会

o旧地権者

井上 井 J:: 範雄 井上唱甫

甲元俊充 田中 清 谷口孝太郎

谷口春吉， 野条克己， 野条忠一郎

広瀬己三郎 .. 
宮尾地区（ 岸川 清 ） 

oそ の 他

甲元俊充， 小山幸子， 原田次郎

灰原三郎

0 久 米 町

町長 藪木久太郎

助役 重松健治

o久米町教育委員会

委員長 井上 佐

片 島 清， 田村譲平， 牧野照子

教育長 水田多実夫

田淵次雄， 生末久幸， 松永好光

武村和子， 西尾公良

0 久米町文化財保護委員

委員長 山岡矩雄

甲元真志 実成義弘 原田軍乎 '. 
村 L 方 山田克己 ． 
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久米廃寺調査員 〇久米廃寺にて調査 △他の調査と久米廃寺半々ぐらい

葛 原・枝 川・河 本・栗 野 ・ 泉 本・（山磨） 応 援

44年 3月

゜゜
雄 町 （雄町） 雄 町

4月

゜゜
雄 町 雄 町

5月 雄 町

゜゜゜6月

゜゜゜7月

゜゜゜8月

゜
雀島心給

゜9月

゜
津 島

゜10月

゜
谷米鼠

゜11月 西 原倫米 蘭

゜12月 西 原

゜
労災病休み

45年 1月

゜
西 原 西 原

2月 西 原西 原 西 原

曇

3月 西 原西 原 西 原

4月 南 方西 原 西 原

5月
” 

西 原 西 原

6月 山 陽 団 地 押 入 押入△

7月
” 押△ 久入米

゜ ゜
o,ア~ 

/'  

8月
” 

占八 塚

゜ ゜
oイ卜

9月
” 穴9.25ま塚で

゜ ゜10月 // 天神原△

゜ ゜11月
” 

天神原△

゜ ゜12月
“ ゜ ゜46年 1月
” ゜ ゜2月
” ＝宮大東△ 二宮大東△

3月
” ゜ ゜4月
” 

△ 領家 △ 6. 岡田，池畑，近井
會 9

5月
” 

△ △ 国府 乙

｀ 
6月 △ 

“ △ 領家 △ △ #!: I覺閉!・
7月 △ 領家 へ国府

＾ 
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2. 発掘調査の概要

岡山県久米郡久米町大字宮尾字唐臼に所在する寺院址である。寺域は東西約 130m, 南北約 llOm 

であり，塔，金堂が東西にならび，従来考えられていた定形化した伽藍配置にはみられない独特のも

のを示している。

く建物 I(塔） >2区調査前から露出していた塔心礎は花渦岩襲で東西21m, 南北15m,厚さ 0.8m以

上の大きさで．礎石全形の中央よりやや東に偏して平担面がありその中心に，直経22-23cm, 深さ 15

cmの孔があけられている。塔心礎は，地山を整地した上に版築，基壇が築かれている。その基壇に

埋め込まれていてしかも移動していないことが確認された。甚壇は一辺1120m, 高さ約1.5m, 周辺に

は約 1mの雨落溝がめぐる。

く建物 II>1区建物 Iの西方にあり，北側は地山岩磐を削り崖となっている。基壇は東西約15m, 南

北約21mを計る。雨落溝は巾0.4m-12mである。甚壇上面には原位置を保つ礎石 7個，礎石設置のた

めの根石と穴が13ヶ所検出された。五間 X四間の南北に長い建物である。

く建物m>4区掘立柱建物で方形の掘り方のあとに円形の掘り方をもつ建物が，原位置で建直しされ

ている。東西二間 (5.2m)南北六間 (14.4m)です。柱根がそのまま残存しているのもある。

く建物 w>2区塔基壇の一部をけずって雨落溝をつくり，塔西側瓦溜りの上に礎石を二個置いている。

塔と建物 nの北側中間地点で溝を確認しているが，一部コーナー状のところもあり，もしそこが，西

北部だとすれば，東西12m, 南北 4m以上の建物と推定される。

＜建物 v>2区塔のすぐ東に接して，溝と削り出し基壇が検出された。東西約16m, 南北10m以上の

基壇で， J::面は削乎されて礎石は確認できなかった。周囲に雨落溝がある。

く建物VI>1区建物nの基壇内の中央よりやや南に東西五間（約15m), 南北四間 (6m)の柱穴が

ならんでいる。柱穴の直経が20m前後であるが，柱のならびが不揃いなのでまとめにくい建物である。

＜建物'1>3区の南北に連なる連続した瓦溜りの中央部分に建てられた掘立柱建物である。南北五間

(12 m) , 東西二間{9 m)の身舎に，東側と西側に廂のついた建物である。瓦溜りより寺院址に関

係する建物では後半に造られたものである。

＜建物1t1>4区建物mの東南の方向に発見された二間 x二間の建物で，北側と西側に雨落溝が検出さ

れた。北側の雨落溝の東端に接して，さらに北へのびる浅い溝がある。

4区＜柱穴列＞建物 mの東側3.5m程の距離をおいて，巾約1.5m2列の柱穴列が南北方向にならんで

発見されている。

4区く JIIと溝＞巾約 5m南北方向のIllがある。これはE断面としてある東西トレンチ部分でも確認

できた。割に多くの遺物がみられ，士器が多かった。墨書士器はここから発見されたものである6 ま

たこのJIIのすぐ東に，巾約1.8mの溝があり南北方向に流れている。
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く東回廊線>3区塔心礎から東へ29m-33mまでの巾で南北にビットの連続した溝状遺構が検出され

た。この溝は瓦溜りとなっている。この溝の東は崖状に地山を整形し一段低くしている。この遺構は

などで発見された回廊Fの瓦溜りと同じ性格のものと思われる。また 3区には，この

溝状に連続するヒ°ットと同様南北方向に柱穴が27本発見されている。これはうまくまとめることはで

きなかった。何らかの施設と思われる。

く南回廊線> 5区塔心礎より南へ24m-29mのところに千枚岩の暗渠のものが東西にある。さらに塔

心礎より南へ33mのところに巾 1m程の溝がある。これらが，南回廊線の遺構と考えられる。またこ

の溝と暗渠状の遺構の問には凹みがあり，ここに小石と，礎石 2点が転落したような状態で発見され

た。原位置ではないと考えられるが，あるいはこの礎石が中門のものと考えられる。

＜土拡>1区講堂建物の西雨落溝とその西側に 4つの土拡が発見された。いづれも径 3-4mのもの

で溝の使用より古い。黒色と黄色の土で埋められている。 8区にも第 4断面の位置に一ヶ所発見され

た。いずれも黄色（一部白色）の粘士を掘り下げており，この粘土を採掘する目的の土拡だろう。以

上は粘士採掘と考えられる土拡であるが，各地区毎に不明の士拡がある。以下列挙する。

．
 

1区土拡 3の東南に一ヶ所建物 I西雨落溝南端部，東側に一ヶ所，また建物 I基壇内!wt.45 と池47が

ありこれらは糸切底の灯明皿などがでており，平安期後半以降のピットと考えられる。また 2区にも，

塔北側雨落溝の北辺，西方に，士器が入った土拡がある。また 2区西南部にもあり，これらは 1区の

ものと一連のものと考えられる。

＜寺院創建前の遺構＞①弥生時代の遺構， 5区で弥生中期～後期の土器と，柱穴が発見された。R古

墳時代の遺構， 4区F地点， 7世紀初頭の住居址の一部をトレンチで確認した。

出土遺物

R瓦，出土量はリンゴ箱に概算して約1,600箱軒丸瓦四種類， l類一複弁蓮華文八葉，中房 1+5+

8' 外区線鋸歯文内傾， 2類ー複弁蓮華文八葉．中房 1+6+8, 外区線鋸歯文内煩. 3 類—•複弁蓮

華文七葉．中房 1+ 8, 外区平線， 4類ー単弁蓮華文十六葉，中房 1+ 8, 外区＝重圏。

軒乎瓦 1 類—裏面に凸帯二．本。朱線あり 0 2 類—重弧文。裏面に朱線あり。 3 類一三重弧文。 4 類

一均正唐草文。 5類一扁行唐草文。 丸瓦ご種類以上玉縁のない行基卦に用いられたものばかり。平

瓦六種類以上。隅切瓦，展斗瓦など。以上のうち軒丸瓦 1, 2類と軒平瓦 1類が対応する。また軒丸

瓦 3類と平瓦 2類が対応する。これは出士点数のパーセントと，瓦の作り方のうえからいえるが，＜

わしいことはいずれ発表することにしたい。

• 貫

R士器．須恵器. t. 師器。施釉陶器＜緑釉＞。

③仏像．塑像仏と噂仏がある。塑像仏は如来 1体以 1.o菩薩 3体以上。天部 1体以上。埓仏は密印如

来座像 2個以 J:-.o う尊仏 1個以卜．その他破片。

④硯．須恵質．円面硯の破片が 1点出＋している。

rc 墨書t盈L 4似JIIから出 tしたもので. ,F確に判読できない，惣．嶋．鳥．為などいろいろに解釈
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できる。

⑥文様瓦四点ある。指先で書いたもの二点と，ヘラ書のもの二点。

R水晶，七角形柱状，塔基壇より北東部の再堆積土中より出土した。

⑧ 金泊，漆膜に付着している。

⑨相輪，青銅製鋳造製品で，鋳型の砂が付着しているものがある。水煙，九輪，椋，露盤の部分とみ

られるものですべて破片となって出士した。すべて塔の周辺部から出土している。

⑩鉄製品，鉄製矛，釘，鋸状鉄器，斧，鍬先などがある。

⑪鉱滓。窯壁の破片と共に，全旦 39.642切。そのうち鉱滓と考えられるもの 34081籾。窯壁556恥戸？

ある。

⑫木材。掘立柱の柱根。流木。けずりくず，その他。

⑬種子，くるみ，もも，とち。

⑭壁土。

⑮石帯。

⑯蠅文式土器，後期～晩期。

⑰弥生式土器，中期～後期。

⑱石器，環状石斧，石鏃，サヌカイト原石。

⑲古墳時代，須恵器，士師器。
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久 米 廃 寺

図目次

•• 

第 1図 久米廃寺周辺地形図 （作成栗野克己）

第 2図 久米廃寺，宮尾遺跡周辺地形図 （作成 栗野）

第 3図 久米廃寺，領家遺跡地形図 （毀図 永田勢津子）

第 4図 久米廃寺，第 1次発掘調査トレンチ設定図 （作成•製図 栗野）

第 5図久米廃寺，第 2次発掘調査地区分け （作成•製図 栗野）

第 6図 発掘グリッド設定と測量基準線 （作成•製図 栗野）

第 7図遺構配置図① （製図栗野）

第 8図遺構配置図② （穀図栗野）

第 9図久米廃寺高架橋 （製図栗野）

第10図 久米廃寺建立のための士地造成状況 （作成•製図 栗野）

第11図 久米廃寺復元想像図 （作成・襲図 栗野）

第12図久米廃寺周辺地籍図 （製図橋本雅子）． 
第13図 1区実測図 （実測 泉本・栗野・山磨•岡田• 池畑，製図 栗野）

第14図 1区建物 Il礎石実測図集成① （実測•製図 栗野）

第15図 1区建物 ll礎石実測図集成② （実測 13・14栗野， 15-22泉本・山磨，襲図 栗野）

第16図 1区土拡実測図 （実測 泉本・栗野・山磨，製図 栗野）

第17図 1区柱穴断面集成図 （実測 泉本•栗野• 岡田・山磨，製図 栗野）

第18図 1区建物 Il西側雨落溝断面① I実測栗野・泉本・山磨，製図 栗野）

第19図 l区建物 Il東側雨落溝断面集成図② （実測 栗野・泉本・山磨，製図 栗野）

第20図 1区建物 Il北側雨落溝等断面図@ (実測•製図 栗野）

第21図 l区建物 Il南側雨落溝等断面図④ （実測 泉本• 山磨．製図 栗野）

第22図 1区東西断面①グリッドセンクーより南25cm (実測• 製図 栗野）

第23図 1区東西断面②グリッド S2より南25cm (実測 泉本，製図 栗野）

第24図 1区南北断面①グリッドW7 (①実測泉本• 山磨，②実測河本，製図栗野）

第25図 1区南北断面②グリッドW10 (①実測山磨• 泉本，②実測河本，製図栗野）

第26図 1区建物 Il北東部分より東西トレンチ （実測栗野，製図 栗野）

第27図 2区実測図 （実測栗野•伊藤•柳瀬• 岡田，製図栗野）

第28図 2区塔心礎実測図 （実測栗野• 柳瀬，襲図 栗野）

第29図 2区塔基壇断面図 （実測栗野，製図 栗野）

第30図 2区A断面建物ll/東西断面図① （実測山磨．製図栗野）

第31図 2区B断面建物ll/東西断面図② （実測山磨，襲図 栗野）
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第32図 2区C断面建物N南北断面図 （実測山磨，製図栗野）

第33図 2区D断面 （実測山磨，製図栗野）

第34図 2区塔北側断面図 （実測山磨，襲図栗野）

第35図 2区塔西側雨落溝断面図 （実測山磨，製図 栗野）

第36図 2区塔西暗槃断面図 （実測 山磨，製図 栗野）

第37図 2区塑造仏だまり南北断面図 （実測池畑• 泉本，製図 栗野）

第38図 2区E断面図 （実測山磨，襲図栗野）

第39図 2区F断面図 （実測山磨，製図栗野）

第40図 2区G断面図 （実測• 山磨，製図栗野）

第41図 2区塔西北部士拡実測図 （実測山磨，製図 栗野）

第42図 2区金堂北側北断面図 （実測泉本，製図栗野）

第43図 2区塔北西角柱穴断面図 （実測泉本，襲図 栗野）

第44図 -2区建物 I(塔）西北部実測図 （実測伊藤• 岡田・栗野・山磨，製図 栗野）

第45図 2 区塔基壇東北角•金堂基壇西北角の柱穴 （実測 栗野•柳瀬• 泉本，製図 栗野）

第46図 2区建物 V(金堂）東北角柱穴 （実測栗野• 柳瀬，製図 栗野）

第47図 2区建物 V(金堂）東南角柱穴 （実測栗野•柳頴，製図 栗野）

第48図 2区建物 I塔，建物V金堂東西断面図L断面 （実測泉本・葛原，製図 栗野）

第49図 2区塔南北断面図M断面 （実測井上• 山磨• 葛原• 池畑• 泉本，製図 栗野）

第50図 2区建物 V金堂東西断面図N断面 （実測 泉本，製図 栗野）

第51図 3区実測図① （実測栗野・山磨•柳瀬，製図栗野）

第5~図 3区実測図②建物w (実測山磨，製図栗野）

第53図 3区実測図③ （実測山磨•栗野，製図栗野）

第54図

第55図

第56図

第57図

第58図

第59図

第60図

第61図

3区建物Vil柱穴断面集成図 （実測山磨• 栗野•井上・下沢，

3区柱穴断面集成図 （実測栗野・山磨，製図栗野）

3区G断面 （実測栗野，製図栗野）

3区A断面 （実測栗野，製図栗野）

3区B断面 （実測栗野，製図栗野）

3区C断面 （実測枝川，襲図栗野）

3区E断面 （実測枝Jll,製図 栗 野 ）

3区F断面 （実測栗野，製図栗野）

第62図 3区D断面 （実測河本，製図栗野）

製図栗野）

第63図 4区乎面図① （実測 泉本・山磨• 池畑•井上• 岡田• 栗野，艘図栗野）

第64図 4区実測図② （実測 井上• 岡田・泉本・山磨•池畑• 栗野，製図 栗野）

第65図 4区建物国掘方断面図① （実測 1, 2, 3泉本， 4.....,8栗野，製図 栗野）

第66図 4区建物眉掘方断面図② （実測 9----11山磨， 12, 13栗野, 14----16泉本，製図 栗野）

第67図 4区柱穴断面集成図 （実測 1 ....., 9, 12----22, 29泉本， 10----11栗野， 23葛原， 24----28, 30 
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~32山磨，製図栗野）

第68図 4区A断面実測図 （実測山磨・泉本，製図栗野）

第69図 4区建物渭柱穴断面集成図 （実測 A, B, C葛原， D, E山磨，艘図 栗野）

第70図 B断面実測図 （実測泉本，製図栗野）

第71図 4区C断面実測図 （実測泉本，製図栗野）

第72図 4区D断面実測図 （実測泉本，襲図栗野）

第73図 4区E断面実測図 （実測泉本，製図栗野）

第74図 5区実測図 （実測栗野• 山磨製図栗野）

第75図 5区千枚岩溝断面図A-F (実測栗野，製図栗野）

第76図 5区G断面実測図 （実測山 磨 製 図 栗 野 ）

第77図 5区H断面実測図 （実測山磨，製図栗野）

第78図 5区 I断面実測図 （実測山鹿，懐図栗野）

第79図 5区J断面 S13南壁 （実測池畑• 岡田・泉本，製図 栗野）

第80図 5区k断面S12北壁 （実測岡田•池畑• 泉本，製図栗野）

第81図 5区L断面S13北壁 （実測池畑•岡田・泉本，製図栗野）

第82図 5区M断面 （実測泉本•岡田•池畑，襲図栗野）

第83図 7区E断面 5区N断面 5区0断面 （実測山磨，製図栗野）
疇

第84図 5区P断面 （実測泉本，製図栗野）

第85図 7区実測図 （実測泉本•山磨•井上，製図栗野）

第86図 7区A断面 2区との境東西方向 （実測井上•山磨，製図栗野）

第87図 7区B断面東西トレンチ （実測池畑• 岡田，製図栗野）

第88図 7区C断面 5区との境東西方向 （実測山磨，製図栗野）

第89図 7区D断面 1区との境南北断面図 （実澗山磨・泉本，製図 栗野）

第90図 8区トレンチ発掘実測図 （実測栗野，製図栗野）

第91図 8区 6, 7地点実測図 （実測栗野，製図栗野）

第92図 8区 7断面実測図 （実測池畑• 山磨，製図栗野）

第93図 8区 6断面実測図 （実測岡田•池畑，製図栗野）

第94図 8区 5断面実測図 （実測岡田，製図栗野）

第95図 8区 4断面実測図 （実測栗野，製図栗野）

第96図 8区 3断面実測図 （実測栗野，製図栗野）

第97図 8区 2断面実測図 （実測岡田，襲図栗野）

第98図 8区 1断面実測図 （実測栗野，製図栗野）

9 冨

付 表目次

第 1図付表久米廃寺周辺遺跡① （作成栗野）

第 2図付表久米廃寺周辺遺跡② （作成栗野）
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第14図付表 （作成栗野）

第15図付表 （作成栗野）

写真目次

写真 1 久米廃寺付近の空中写真 （撮影 アジア航測株式会社）

写真 2 久米廃寺遠景① （撮影 栗野）

写真 3- 1 久米廃寺遠景② （南々西より）（撮影 栗野）

写真 3-2 久米廃寺より宮尾遺跡をのぞむ （西より）（撮影 泉本）

写真 4- 1 1区建物 II全景 （北西より）（撮影 泉本）

写真 4- 2 1区建物 II全景 （北西より）（撮影 泉本）

写真 5- 1 

写真 5- 2 

写真 6- 1 

写真 6-2

写真 7- 1 

写真 7-2

写真 8- 1 

1区建物 II全景 （西南より）（撮影栗野）

1区建物 l1西北部 （撮影栗野）

1区建物 II全景 （東北より）（撮影栗野）

1区建物 II全景 （東南より）（撮影栗野）

1区建物 II北溝 （西より）（撮影栗野）

1区建物 II北溝 （東より）（撮影栗野）

1区建物 II (東北より）（撮影栗野）

写真 8- 2 1区建物 II南溝附近 （東より）（撮影栗野）

写真 9- 1 1区建物 11西溝上層全景 （南より）（撮影栗野）

写真 9- 2 1区建物 11西溝と畦畔 （北より）（撮影栗野）

写真10-1 1区建物 11西溝掘り上げ状況 （南より）（撮影 泉本）

写真10-2 1区建物 11西溝掘り上げ状況 （北より）（撮影栗野）

写真11-1 1区建物 11西溝北半部分下層 （南より）（撮影 泉本）

写真11-2 1区建物 I西溝上層 （北より）（撮影栗野）

写真12-1 1区建物 II北半部 （東南より）（撮影 泉本）

写真12-2 1区建物 11西北部 （北より）（撮影栗野）

写真13-1 1区南端溝状遺構 （西より）（撮影河本）

写真13-2 1区建物 II南端部 （西より）（撮影栗野）

写真14-1 1区建物 II南端部溝状遺構 （西南より）（撮影河本）

写真14-2 1区建物 II南端部溝状遺構 （南より）（撮影河本）

写真14-3 1区建物 II南端部溝状遺構 （南より）（撮影河本）

写真15 1区建物 II礎石集成 1 ①～⑥ （撮影栗野）

写真16

写真17

写真18

1区建物 II礎石集成 2 ⑦～⑩ （撮影栗野）

1区建物 II礎石集成 3 ⑲～⑯ （撮影栗野・泉本）

1区建物 II礎石焦成 4 ⑱～⑫ （撮影栗野・泉本）

写真19-1 I区建物 HW12西溝の断面 （南より）（撮影栗野）
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写真19-2 1 区第 1 次調査D地点W7•W6 (南より）（撮影栗野）

写真20-1 1区 建物 IIグリッド発掘状況 （東北東より）（撮影 栗野）

写真20-2 1区建物 IIグリッド発掘状況 （西より）（撮影 栗野）

写真21-1 1区建物 11W1 南北断面北溝断面 （西より）（撮影栗野）

写真21-2 1区建物 I[南北断面 W1 礎石④北側 （西より）（撮影栗野）

写真22-1 1区建物 II北溝断面 W10N1 (西より）（撮影栗野）

写真22-2 1区建物 II北溝断面 W10N1 (東より）（撮影栗野）

写真23-1 1区建物 I1西溝断面 S2 (東南より）（撮影栗野）

写真23-2 1区建物 I1西溝断面 No  (東南東より）（撮影栗野）

写真23-3 1区建物 I1西溝東西断面 S 3 (南より）（撮影泉本）

写真24-1 

写真24-2 

写真24-3 

写真24-4 

写真25-1 

写真25-2 

写真26-1 

1区 S 2 東西断面 W6~W10 (南より）（撮影泉本）

1区 W7南北断面 セソターから S3 (西より）（撮影泉本）

1区 W10南北断面 S3~S4 (西より）（撮影泉本）

1区 W7断面 s 5~s 1 (西より）（撮影泉本）

1~2 区東西断面 （南から） W 4~W7 (撮影泉本）

1区建物 Il東溝断面セソター （南より） W6~W7 (撮影泉本）

1区建物¥1 (東より）（撮影泉本）

写真26-2 1区建物VI (東より）（撮影泉本）

写真27-1 1区建物VI全景 （東より）（撮影泉本）

写真27-2 1区建物VI柱穴⑥・⑮・⑳・⑮ （撮影泉本）

写真28 1区建物 11外周柱穴集成①～⑯ （撮影栗野・泉本）

写真29-1 1区 WsS 1礎石 （東より）（撮影栗野）

写真29-2 1区 W 5 S 1礎石 （北より）（撮影栗野）

写真29-3 W 5 S 1礎石 （西より）（撮影栗野）

写真30-1 1区建物 ll柱穴42 (南より）（撮影栗野）

写真30-2 1区建物 11西北部崖の角 （撮影 栗野）

写真30-3 1区建物 ll中央部 pit 45 (東より）（撮影栗野）

写真30-4 1区建物 ll中央部 pit 46 (撮影泉本）

写真30-5 1区建物 II中央部 pit 48 (東より） むこうは47 (撮影 泉本）

写真30-6 1区建物 ll中央部 pi t 48 (北より）（撮影泉本）

写真31-1 1区凹み 11全景 （東南より）（撮影泉本）

写真31-2 1区凹み全景 （北より）（撮影泉本）

写真32-1 

写真32-2 

写真33-1 

1区凹み l全景 （東より）（撮影泉本）

1区西方凹み I全憬 （西南より）（撮影泉本）

1区凹み全景 （東より）（撮影泉本）

写真33-2 1区凹み皿南北断面 （東から）（撮影 泉本）
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写真34-1 

写真34-2 

写真34-3 

写真34-4 

写真35-1 

写真35-2 

写真36-1 

写真36-2 

写真36-3 

写真37-1 

写真37-2 

写真38-1 

写真38~2

写真39-1 

写真39-2 

写真40-1 

1区建物 I軌瓦 I-A出土状況東北部溝の中 （東より）（撮影 栗野）

1区 グリッド発掘中畑のうね （撮影栗野）

1区平瓦出土状況 （南より）（撮影栗野）

1区 建物 D南端部溝状遺構底部出土軒丸瓦 2類 （撮影 河本）

2区建物 I(塔）心礎 （真上より）（撮影栗野）

2区建物 I(塔）塔心礎西側面版築の状況 （西より）（撮影 栗野）

2区建物 I(塔）塔心礎 （北より）（撮影栗野）

2区建物 I(塔）塔心礎 （東南より）（撮影栗野）

2区建物 I(塔）心礎の土壇 （東より）（撮影栗野）

2区建物 I(塔）基壇 （北より）（撮影栗野）

2区建物 I(塔）建物V全景 （北西より）（撮影栗野）

2区建物 I(塔）基壇全景 （北東より）（撮影栗野）

2区建物 I(塔）建物Vの間 甚壇及び雨落溝 （北東より）（撮影栗野）

2区建物 I(塔）基壇北東部 （北東より）（撮影栗野）

2区建物 I(塔）北溝 （西より）（撮影栗野）

2区建物 I(塔）建物VJ基壇北西部 （北西より）（撮影栗野）

写真40-2 2区建物 I(塔）西南部 （南より）（撮影 泉本）

写真41-I 2区建物I(塔）西溝東西断面 （南より）（撮影泉本）

写真41-2 2区建物 I(塔）西溝東西断面 （南より）（撮影泉本）

写真42-I 2区建物I(塔）西側石組部分 （西より）（撮影栗野）

写真42-2 2区建物I西溝北半部 （北より）（撮影栗野）

写真43-I 2区建物I(塔）北側南北壁 （西北より）（撮影泉本）

写真43-2 2区建物 I南北断面の部分版策断面 （西より）（撮影栗野）

写真44-I 2区建物I(塔）東溝・建物V西溝検出状況 （南より）（撮影 栗野）

写真44-2 2区建物 I(塔）建物v雨落溝 （南より）（撮影泉本）

写真45-1 2区建物 I(塔）基壇北辺東半部瓦出土状況 （北東より）（撮影栗野）

写真45-2 2区建物I(塔）基壇北辺東半部瓦出土状況 （東より）（撮影栗野）

写真46-I 2区建物 I(塔）北辺基壇東半部瓦出土状況 （北西より）（撮影栗野）

写真46-2 2区建物I(塔）北辺基壇東半部瓦出士状況 （北西より）（撮影栗野）

写真47-I 1区-2区の間瓦だまり出士鉄製矛柄部 （撮影 泉本）

写真47-2 2区建物 l北側九輪破片出±状況 （撮影 泉本）

写真47-3 l 区~2 区の間，瓦だまり出土鉄製矛刃部 （撮影 泉本）

写真47-4 2区 西側瓦だまり出土水煙破片 （撮影 泉本）

写真48-I 2区建物 l(塔）西北角雨落溝内 pit (南より）（撮影 山磨）

写真48-2 2区 建物 1(塔）西北角雨落溝内 pit士器出士状況 （南より）（撮影 山磨｝

写真48-3 2区建物 1(塔）東南部 pit (南西より）（撮影井 I:)
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写真48-4 2区建物 1西側瓦だまり （北より）（撮影河本）

写真49-1 2区 西北部仏像だまり （西より）（撮影 泉本）

写真49-2 2区西北部仏像だまり （北より）（撮影泉本）

写真50-1 2区 西北部仏像だまり顔出士状況 （北より）（撮影 泉本）

写真50-2 2区 西北部仏像だまり頭髪出士状況 （撮影 泉本）

写真51-1 2区西北部仏像だまり （東より）（撮影泉本）

写真51-2 2区建物 I(塔）北東部C層石帯出土状況 （南東より）（撮影 栗野）

写真52-1 2区建物V 東西断面甚壇裾部分 （南より）（撮影 泉本）

写真52-2 2区建物 I(塔）基壇西北部角柱穴 （撮影 泉本）

写真53-1 2区建物V南北断面 （西より）（撮影泉本）

写真53-2 2区建物V南北断面 （北西より）（撮影 泉本）

写真53-3 2区建物V東西断面 （北より）（撮影泉本）

写真54-1 2区建物 V全俵 （東北より）（撮影栗野）

写真54-2 2区建物V全景 （西北より）（撮影栗野）

写真55-1 建物 V東北隅部分及び北溝 （西北より）（撮影 栗野）

写真55-2 建物 V東南部分 （南より）（撮影 栗野）

鼻
写真56-1 2区建物 V基壇北西角 （北西より）（撮影栗野）

写真56-2 建物 V北溝 （東より）（撮影栗野）

写真57-1 3区 D断面西端部 （南より）（撮影 河本）
• 

写真57-2 3区 D断面全景 （南より）（撮影 河本）

写真58-1 3区 D断面 （西南西より）（撮影河本）

写真58-2 3区 C断面 （東より）（撮影栗野）

写真59-1 3区 滑北端部瓦出土状況 （北より）（撮影栗野）

写真59-2 3区 溝北端部瓦出土状況 （南より）（撮影栗野）

写真60-1 3区 A断面 （北より）（撮影栗野）

写真60-2 3区 B断面部分 溝から出七状況 （南より）（撮影 栗野）

写真61-1 3区建物VI全景 （北西より）（撮影栗野）

写真61-2 3区建物W全景 （南より）（撮影栗野）

写真62-1 3区 F断面 （南より）（撮影栗野）

写真62-2 3区 F断面とその南側全景 （南より）（撮影 栗野）

写真63-1 3区南端部 （東北東より）（撮影栗野）

写真63-2 3区南端部 （西より）（撮影栗野）．． 
写真64-1 4区 南西部トレンチF地点柱穴 （東より）（撮影 栗野）

写真64-2 4区 南西部トレンチ F地点土器出土状況 （南より）（撮影 栗野）

写真64-3 4区 南西部トレンチ F地点 （南より）（撮影 栗野）

写真65-1 4区 南北トレンチ建物圃掘立杵発見状況 （東より）（撮影 栗野）
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写真65-2 4区 南西部トレンチF地点柱穴 （東より）（撮影 栗野）

写真65-3 4区 南西部トレンチ F地点 （北北西より）（撮影 栗野）

写真66-1 4区 トレンチ建物Ill発見状況 （南南東より）（撮影栗野）

写真66-2 4区建物 Ill掘立柱 6 (東より）（撮影栗野）

写真66-3 4区建物Ill掘立柱 5 (東より）（撮影栗野）

写真66-4 4区建物 Ill掘立柱 4 (東より）（撮影栗野）

写真66-5 4区建物 Ill掘立柱 8 (南西より）（撮影栗野）

写真67-1 4区 南北トレンチ 最初に発見した掘立柱 7 (撮影栗野）

写真67-2 4区建物Ill 上面を覆う礫と士器片 （撮影 栗野）

写真68-1 4区建物Ill全景 （南より）（撮影泉本）

写真68-2 4区建物 Ill全景 （北東より）（撮影栗野）

写真69-1 4区建物全景 （東より）（撮影泉本）

写真69~2 4区建物濯柱穴 （北西より）（撮影 泉本）

写真70 4区建物 Ill掘立柱掘方 1 ①～④ （撮影栗野）

．
 

写真71

写真72

写真73

4区建物 1Il掘立柱掘方 2 ⑤～⑨ （撮影栗野）

4区 建物 1Il掘立柱掘方 3 (撮影⑩•⑪ 山磨•栗野 ⑫ 栗野）

4区建物1Il掘立柱掘方 4 (撮影⑱～⑭ 栗野） .. 
写真74 4区 建物m掘立柱掘方 5 (撮影⑮～⑯ 栗野）

写真74 その他ー 1 4区建物皿 東側柱穴列19 (東南より）（撮影泉本）

写真74 その他ー 2 4区建物渭柱穴A (東より）（撮影泉本）

写真75-1 4区川全景 （南より）（撮影泉本）

写真75-2 4区川全景 （北より）（撮影泉本）

写真76-1 4区川・木材 （北より）（撮影泉本）

写真76-2 4区溝全景 （南より）（撮影泉本）

写真77-1 4区建物m東側柱穴列 （南より）（撮影 泉本）

写真77-2 4区川岸西側の木材 （東より）（撮影泉本）

写真78-1 4区 B断面 （東南より）（撮影泉本）

写真78-2 4区 B断面 （西より）（撮影 泉本）

写真79-1 4区 A断面 （北より）（撮影 泉本）

写真79-2 4区建物皿発掘中 （北より）（撮影栗野）

写真80-1 5区千枚岩溝 （東より）（撮影栗野）

写真80-2 5区全屎 （西より）（撮影栗野）

写真81-1 5区凹み （東より）（撮影泉本）

写真81-2 5区凹み内礎石 （北東より）（撮影栗野）

写真82-1 5区凹み内小石 （南より）（撮影泉本）

写真82-2 5区凹み内東側礎石 （北東より）（撮影栗野）

會

•• 

• 

-290 -



.. 

● 

會．

＇` 

写真82-3 5区凹み内西側礎石 （北東より）（撮影 栗野）

写真83-1

写真83-2

写真84-1 

写真84-2

写真85-1

写真85-2

写真86-1

写真86-2

写真87-1

写真87-2

写真88-1

写真88-2

写真89-1

写真89-2

写真90-1

写真90-2

5区 J断面 （南より）（撮影岡田）

5区 k断面 （北より）（撮影池畑）

5区 L断面 （東南より）（撮影 岡田）

5区 L断面 （西南より）（撮影 岡田）

5区 M断面センターより E1まで （東南より）（撮影 泉本）

5区 M断面E2 (東南より）（撮影泉本）

5区 M断面E2-E3 (東南より）（撮影泉本）

5区 M断面E3-E4 (西南より）（撮影 泉本）

5区 N断面 S9 -S10 (北西より）（撮影栗野）

5区 0断面 S11-S12 (西南より）（撮影泉本）

5区 P断面 Ss-Sg (西北から）（撮影 泉本）

5区 P断面S10溝の部分 （西北から）（撮影 泉本）

7区 A断面 （南より）（撮影山磨）

7区 A断面千枚岩暗渠など （南より）（撮影 山磨）

7区千枚岩賠渠乎面 （南から）（撮影山磨）

7区 C断面 （西から）（撮影山磨）

写真91-1 7区 C断面 （南より） 手前は 5区 （南より）（撮影 山磨）

写真91-2 7区 C断面千枚岩暗渠など （南より）（撮影 栗野）

写真92-1

写真92-2 

写真93-1

写真93-2

写真94-1

写真94-2

写真94-3

写真94-4

写真95-1

写真 95-2

写真96-1 

写真96-2

写真97-1

7区 D断面（手前のトレンチは B断面） （東より）（撮影 泉本）

7区 B断面千枚岩暗渠 （東南より）（撮影 泉本）

8区北端部 （北西より）（撮影泉本）

8区北端部の柱穴 （南東より）（撮影 泉本）

8区北端部 （北より）（撮影栗野）

8区北端部 （北より）（撮影栗野）

8区北端部 （北より）（撮影栗野）

8区北端部 （北西より）（撮影栗野）

8区 7断面 （南より）（撮影栗野）

8区 6断面 （南東より）（撮影栗野）

8区 6断面南側地区全景 （北西より）（撮影 栗野）

8区 6断面南側地区全景 （南東より）（撮影 栗野）

8区 6断面南側地区 （南より）（撮影 栗野）

写真97-2 8区 5断面 （東より）（撮影栗野）

写真98-1 8区 4断面 （北より）（撮影栗野）

写真98-2 8区 5断面及び凹み （北より）（撮影 栗野）

写真98-3 8区 5断面西側 （北より）（撮影栗野）
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写真 99- 1 8区 2断面西側 （西より）（撮影 栗野）

写真 99- 2 8区 2断面西側 （西北より）（撮影 栗野）

写真 99- 3 8区 2断面東側 （北より）（撮影栗野）

写真 100- 1 久米廃寺グリッド全景（昭和44年 8月）（西より）

写真 100- 2 鍬入式（昭和44年 3月）（西より）

写真 100- 3 中止状態（昭和45年 1 月 ~6 月）

写真 100- 4 東西第 1トレソチ（昭和44年 3月）（西より）

写真 101- 1 ベルトコソベアー運搬

写真 101- 2 第 2次調査後半再開

写真 101- 3 1区発掘 （西より）

写真 101- 4 写真撮影のため水とり

写真 101- 5 雪かき

写真 101-6 瓦の発掘，建物 D西溝 （南より）

写真 101- 7 沢村仁氏指導

写真 101- 8 見学者 （北から）

写真 102- 1 瓦洗い

写真 102- 2 4区発掘風景

写真 102- 3 写真撮影

写真 102- 4 4区発掘風漿

写真 102- 5 1区北側崖の発掘

写真 102- 6 調査事務所

写真 102- 7 3区埋め戻し状況

写真 102- 8 7区実測風景

写真 103- 1 塑造仏①頭髪 （撮影 栗野）

写真 103- 2 塑像仏②顔面 （撮影栗野）

写真 104- 1 塑造仏③菩薩像 喫路・裳・祖 （撮影 栗野）

写真 104- 2 塑造仏④菩薩像裳・祖 （撮影栗野）

写真 105- 1 塑造仏⑤菩薩像垂髪・頭髪•台座の反花 （撮影栗野）

写真 105- 2 塑造仏⑥菩薩像指先 （撮影栗野）

写真 105- 3 塑造仏⑦天部か？ （撮影 栗野）

写真 106- 1 塑造仏⑧如来像螺髪 （撮影栗野）

写真 106- 2 朔造仏⑨菩薩像臀釧 （撮影栗野）

写真 107- 1 埓仏 （撮影栗野）

写真 107- 2 文様瓦 （撮影栗野）

写真 107- 3 墨書士器 （撮影 栗野）

写真 107-4 円面硯 （撮影栗野）
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， 写真 108- 1 釘 右下三本は仏像留り出士 （撮影栗野）

写真 108- 2 青銅裂金具 （撮影栗野）

写真 108- 3 鉄製鍬先 （撮影栗野）

写真 108- 4 鉄製矛？ （撮影栗野）

写真 109-I 相輪破片 （撮影栗野）

写真 110- 1 軒丸瓦 2類（撮影栗野）

写真 110- 2 軒丸瓦 3類・軒平瓦 2類（撮影栗野）

写真 110-3 軒丸瓦 4類（撮影栗野）
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第 l図 付 表

遺 跡 名 所 在 地 時 期 ． そ の 他

1. 久米廃 寺 久米町・宮尾• 唐臼
羅文•弥生・古墳• 奈良• 平安・集落• 寺院址。中国縦貫

自動車道建設にて記録保ののち破壊一部高架保存

2. 領家遺跡 久米町領家・オの鼻
先土器•弥生・古墳• 奈良•平安・集落。中国縦貫自動車

道建設に伴い大半は記録保存調査ののち破壊

田京
縄文• 弥生・古墳·奈良• 平安・中世・集落・郡家

3. 宮 尾遺 跡 久米町宮尾野辺

蔵人
中国縦貫自動車道建設に伴い一部記録保存ののち破壊

弥生・古墳• 奈良• 平安期の集落< I久米町の文化財」久

4. 日 南遺跡 久米町宮尾 米町1973,背後に大日古墳•方墳（一辺30cm) を中心とした

10甚の古墳群がある。

5. 谷 尻 久米町 古墳• 奈良• 平安，須恵器・士師器

6. 若 幸 寺
久米町久米川南• 若

弥生 石 庖r 「久米町の文化財」久米町1973
幸寺

7. 山 背 久米町久米川南 弥生器台 「久米町の文化財」久米町1973

8. 狩衣遺跡 久米町宮部 弥生 石 庖T 「久米町の文化財」久米町1973

9. 大上遺跡 久米町神代大上 弥生器台 I久米町の文化財」久米町1973

10. 六 番 組遺跡 久米町里公文
弥 昭和45年開墾のとき

「久米町の文化財」久米町
生 住居址土器片出上

11 里公文墳墓 久米町里公文
昭和46年林道開通のため壺棺発見酒津併行期の土拡墓群

一部緊急調査，一部破壊。 「久米町の文化財」

12. 布 原 鏡町町布原
弥生～奈良平安 昭和48年農業構造改善のため記録保存せ

ずに一部破壊

13. 二宮大東遺跡 津山市・ニ宮
弥生時代の集落および古墳があった。中国縦貫自動車道に

より大半は記録保存のうえ破壊

三菱レジャーセ
久米町極山一帯

昭和48年 3月現在までの分布調査の結果では弥生，その他
l 4. 

16ヶ所，古墳 129,鉄穴流し32ケ所が発見されているンクー建設地

1 5. 三成古 墳群 久米町中北下•三成 全長30mの前方後円墳及び円墳 2基

l 6. 岡北古 墳群 久米町松裕岡 全長54mの前方後円墳岡大塚・全長21mの岡西塚

久米町最大の前方後円墳で全長70m高さ 6m, 鉄鏃•銅鏃

l 7. 奥の前古墳 久米町油木北 • 刀• 短甲• 鎌・ 鋸• 玉類• 鏡が出土しているという。 I久

米町の文化財」

方形に近い古墳が掘られた折に馬具（轡．辻金具，雲珠）

I 8. 九日場古墳群 久米町福田下 直刀，須恵器，人骨が堅穴式石室より出土している。

「岡山県埋蔵文化財報告 4」1974

19. 慈恩寺古墳群 久米町桑J:. 前方後円墳 l基円墳 4基

2 0. 瓢箪山古墳群 久米町桑下 前方後円墳．全長48m, 高さ 5m 

21. 狐塚 古 墳 久米町久米川南
前方後円墳，全長60m高さ 5m, 西側にある円墳 2甚が町

営住宅連設の折破壊され．須恵器出土

22. 高塚古墳 中央町綿織 前方後円墳 lおよび円墳 l

ヽ

'. 
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遺 跡 名 所 在 地 時 期 そ． の 他

23. 龍王塚古墳 久米町足山
前方後円墳長64m, 尚さ 6m, 他に岩ケ鼻古墳• 三飲古墳

などがある。

24, 観音山古墳 鏡野町下原

2 5. 美和山古墳群 津山市二宮
美作最大の全長92mの前方後円墳胴塚をはじめ．直径 m 

の蛇塚，耳塚などがある。

26. 高 尾廃寺 津山市品尾 平安期の瓦が出士したという

2 7, 佐良山古墳群R 津山市ill1
寺池東古墳群．寺山古墳群，煙硝庫古墳群，門山古墳など

47基の古墳群

2 8. 佐良山古墳群R 津山市福田
中央古墳群をはじめ剣戸古墳群．小屋谷古墳群など

「佐良山古墳群の研究」

29. 美作国府 津山市総社
推定国府域方 6-8町の北西隅を中国縦貫自動車道が通る

ので記録保存の調査 1970 72年

30. 院庄館跡 律山市院庄
2町四方と推定される中世館跡， 1973-74年，発掘調査，

国指定

幽^

'. 
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第 2図 付 表

遺跡名

l. 久米廃寺

2. 領家遺跡

3. 宮尾遺跡 l区 1昭和46年トレンチ凋脊の折。縄文晩期～弥生

4. 宮尾遣跡久米郡家

概 要

▲-

5. 8 南遺跡
昭和46年溝改修工事の折。弥生時代甕が出士。 「久米町の文化財」，この一帯か

ら，須恵器，土師器，柱穴などがある。

6. 北硲 1号墳径 6m, 高15m, 円墳

7. 北硲 2号墳径 5m, 高 1m, 円墳

8. 盛上 1号墳径15m, 高 2m, 円填昭和44年10月箱式石棺，人骨を発見したが埋め戻した。

9. 盛上 2号墳
径 2m, 高 1m, 円形。古銭 100枚以上，木炭，骨粉，河原石 2-30個「久米町

の文化財」に森上出土としてある。火葬墓か？

10. 鎧塚古墳 1号径15m, 高1.5m, 円墳

11. 鎧塚古墳 2号径]5m, 高1.5m, 円墳

12. 鐙塚古墳 3号 墳丘破壊，鎧• 刀出土「久米郡誌」

13. 訪諏古墳 l号径15m, 高 3m, 円墳。墳丘半壊河原石（ふき石か？）

14. 訪諏古墳 2号径30m, 高 4m, 円墳。箱式石棺

15. 若宮古墳径10m, 高2m, 円墳

16. 丸山古墳 1号径25m, 高 3m, 円墳。ふき石あり

1 7. 丸山古墳 2号径15m, 高 3m, 円墳

18. 野辺古墳 1号径 6m, 高 1m, 円墳

19. 野辺火の釜古墳径15m, 高2m, 横穴式石室・刀•鉄鏃「久米郡誌」

20. 大 日 古墳一辺30m, 高 5m, 方墳。ふき石箱式石棺， 「久米郡誌」

径15m, 高 Zm, 円墳，墳丘一部破壊

径 5m, 高0.5m, 箱式石棺露出

箱式石棺。中国縦貫自動車道建設に伴う発掘調査

墳丘破壊，陶棺出士，石室あり

径20m, 高2.5m, 墳丘一部破壊，円筒埴輪

径 5m・裔0.5m, 円墳

21. 8南古墳 l号

22. 日南古墳 2号

23. 8南古墳 3号

24. 野辺古墳 2号

25. 金長 J::古墳

26. 柄塚古墳

領家

1972-73年

二ツ塚古墳 2号

29. 久米中大日古墳

30, 国富古墳

31. 山背古墳群

..' 

n -I径13m, 高 Zm, 円墳
二ツ塚古墳 1号

領 家
22. __ _ I径10m, 高 2m, 円墳

32. 狐塚古墳群

径15m, 高 2m, 円墳，横穴式石室陶棺

径 4-lOmの円墳 5基

全長60m高 6mの前方後円墳，前方部・墳端部けずられ箱式石棺出士。また，前

方部四方に円墳 2基存在したが．町営住宅建設のため破壊。須恵器出土。木棺直

葬か？

3 3. 谷尻遺 跡 1 須恵器，土師器散布地。 6 世紀後半～奈良•平安時代

-299-



遺跡名 概

"・ 若幸寺遺跡石庖T単独出土。lrii町の文化財」

35. 山背遺跡弥生後期。「久米町の文化財」

要
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A 塔心礎

B 東側建物 当初版築状の土層や瓦だまりやグリ石が見られたところから建物の

存在が予想されていたが，後の調査で水田造成土と確認された。 3

区D断面参項

c 瓦留り 3区ピットの連続した溝状遺構の瓦留りにあたった。

D 盛土がみられる。
l • 

E 久米廃寺東北隅

F II 東南隅

G 久米廃寺西南隅

H 条理の線・ G地点とこれだけくい違う。

第 4図 久米廃寺第一次発掘調査トレンチ設定図 (1/1,500)
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第 14図付 表

① 1. 瓦と黄褐色粘土に灰色粘土混り

2. 灰色粘士

3. 灰白色粘土

4. 黄色粘土（部分的に灰色粘士混る）

5. 黄色粘士

6. 灰白色粘土・灰色粘土・黄色粘土混在し

水乎にたたきしめている。版築か？

② L 茶褐色粘土瓦混りで掘りあげた。

2. 千枚岩地山

③ 茶褐色粘士•瓦と石が混る。

④ 1. 瓦の入った茶褐色と黄色混り

2. 千枚岩地山

⑥ L 茶褐色粘土

2. 黄色粘土

3. 黄色千枚岩地山

※ 南側に四枚の瓦が並んでいる。地覆座

の役をする。

⑥ L 瓦混り黒褐色士黄色粘土。版築か？

＆ 地山黄色粘土

⑦ 1. 灰色粘土

2. 茶褐色粘士混り灰色粘士

3. 黄色粘士（地山と区別しにくい）

4. 黄色粘土地山

⑧ L 黒褐色士

＆ 黄色粘土

3. 黒褐色・黄褐色混粘土この部分は溝にな

3. 黒褐色土

4. 黒褐色粘土マンガソ質・

5. 黄色粘土と黄色千枚岩少し

6. 黒色粘士

7. 灰色粘土

8. 灰褐色粘土

9. 灰色強い

10. 灰色粘土混り黒褐色粘土

1l 灰褐色粘士やや黒みが強い

12. 茶褐色

13. 茶灰色粘土地山

a 茶褐色粘士

15. 千枚岩混り暗茶褐色粘土

16. 黄灰白色粘土地山

※ 14と5の間は茶灰色粘士

⑪ L 茶褐色土

2. 

3. 地山，黄色• 白色粘土

⑫ l. 黒灰色粘土

2. 黄色粘土

3. 黄色粘土（地山）

疇

奮

る。礎石掘方より古い。

4. 地山黄色粘土

⑨ L 黄色粘土

2. 黒褐色粘士

a 黄色粘士

4. 黒褐色粘士

5. 黒褐色・黄褐色混粘土（溝）

6. 黄色粘土

7. 黒褐色土・千枚岩片が混入

8. 灰白色粘土 ． . 
※ 白ぬきの石は下の石を敷いたあとに置

かれたもので一段高くなっている。 .. 
⑩ L 茶褐色粘土•千枚岩混り

2. 黄色粘土
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第15図 l区建物礎石

実測図②

⑬ L 黄色粘土層 .. 
2. 黄色粘士

⑭ 1. 黄色粘土

2. 黒色粘士

3. 灰褐色粘土

4. 黄 色

5. 黒褐色粘土

6. 茶色粘士地山

7. 黒色粘土混り灰褐色粘士（瓦士器あり）

⑮ 上層に灰褐色砂質粘土

下層に灰白色粘土

⑯ 

⑱ 掘り方周辺部は黒褐色がいく分濃い。マ

ンガン多い

⑲ 1. 黒褐色土

2. 黄灰褐色粘士質（地山）

3. 淡茶褐色土 ． 
⑳ 

＠ 

＠ 上層 黄灰色砂質粘士 會

下層 黄色砂質粘土．これはふちに暗茶

褐色マンガン層あり

ヽ .. 

．
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第22図 l区建物Ilセンタ

ー東西断面図 ① 

1. 表士茶褐色

2. 茶色

3. 千板岩黒褐色粘土

4. 黒褐色粘士層

5. 茶褐色粘土層

6. 灰褐色粘土層

7. 灰色粘土

8. 上層が黄色粘土下は砂質灰色士

9, 灰色味強い粘士（明確に分離できない）

1 o. 黄色粘土

11. 

第23図 l区建物IIS 2 

東西断面図 ② 

ヽ

竃

l. 表士層

2. 茶褐色粘泥（混黄灰泥士）

3. 黄色泥士層

4. 淡茶褐色粘泥層（混薄灰色）

5. 淡茶褐色粘泥層（泥灰色小Mn)

6. 淡茶色泥士（鉄分）

7. 灰茶褐色砂泥

8. 茶褐色粘泥（混細砂礫 Fe分）

9. 

lo. 地山千枚岩

11. 黄色泥士層（混細砂礫）

12. 灰黄色砂泥（混礫）

I 3. 灰白色粘泥（混小礫）

14. 淡褐色泥士層（混礫）

15. 溝？

16. 黄色泥士層（混細砂礫 左が明るい黄色）

1 7. 黄色泥士層（混細砂礫 左が明るい黄色（南

北壁Bl"と同一層））

l 8. 淡黄褐色細砂層

19. 淡茶灰色粘泥（江戸期？ 溝底部浸透層）

20. 茶褐色粘土層（含Mn結核）

21. 黄色砂泥

22. Mn結核

23. 黄色泥士．茶褐色粘士．淡黄色粘士混士層

2 4. 淡茶褐色粘泥層

25. 茶褐色粘±層（ピット）

2 6. 黄色泥土 (Kか）

2 7. 茶褐色粘土層（混瓦礫）

2 8. 、

29. 地山（黄色）

第24図ー 11区建物IIW7

南北断面図 ① 

1. 表士

2. 茶褐色砂質粘士層（含Mn結核）

3. 黄色粘士塊

4. 茶褐色粘泥(@より少し明るい）

5. 

6. 黄灰色砂士

7. 灰黄色砂質粘士（第 1次基壇）

8. 茶褐色粘泥（やや黒味多し）

9. 灰白色砂質粘士

10. 

11. 茶褐色粘士（黄灰色混り）

12. 灰黄褐色粘泥（溝？）他所では茶褐色これは

抜取り跡内か？

13. B 1 黄色泥士層

14. B 1 黄色泥士層と B{淡茶色泥土（含 Fe)

の中間色泥士

15. 淡茶色泥土（含 Fe)

16. Bf黄褐色砂質混士（溝か？）

17. B4灰茶色砂泥（含 4枚岩）

18. 灰黄色細砂層

19. 淡茶褐色粘泥層（含細砂）

20. 茶褐色粘泥（含細砂）

21. 灰黄色粘士（含Mn結核） Bs? 

認 As淡黄灰色泥土（泥細砂）

23. 茶褐色粘泥（混黄灰色泥士．瓦礫．細砂）

24. Bf黄灰色砂泥

25. B7'灰黄色粘±層

26. B 2 淡茶褐色粘泥層（含細砂）

27. B3orBs淡茶褐色粘泥層 (B2よりやや黒

み）

28. 灰茶褐色粘士層（乎安期溝か？）（含瓦細片）
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第24図ー2 1区建物IlW7

南北断面図②

拿

L 畝

2 灰色土

3. 酸化鉄

4. 灰色黄ブロック混入土

5. 灰色黒黄プロック混入士

6. B 1 灰色徴砂層

7. Bf褐色土層

8. 灰褐色士（含マソガン少々）

9. 灰褐色士層（含マンガソ）

10.、灰色千枚岩B,

11. 茶灰褐色土（含マソガン粒） B~ 
2 

12.. 茶褐色士層Bs (含黒色土プロック．マソガ

ソ粒）

13. 淡黄褐色土層（含マソガン粒） B! 

14. 茶褐色土層（含マンガソ粒） B! 

15. 暗渠

16. 基壇か？

17. 褐色黄ブロック混入士

18. 灰色黒プロック混入士

19. 灰色土（含マンガソ粒多数）

20. 灰色士（小礫混入）

21. 黒灰色土（含マソガ‘ノ粒粗砂小礫混入）

競．黒色士（粗砂混入）

第25図ー 11区埋物nw10

南北断面図 ① 

1. 

2. A1 

3. 灰黄色粘泥層

4. 黒灰色粘泥層（混入物ほとんどなし）

5, 黒灰色粘泥層（瓦片千枚岩小塊混り）

6. 灰黒色砂層 （千枚岩極小片混り）

7. 千枚岩の小塊層

8. 暗褐色粘泥

,． 暗灰色砂泥

10. 黄色粘士

11. 黄褐色粘泥

12. Af灰白色砂泥

13. 灰黒色粘泥

14. 淡茶褐色砂泥

15. 攪乱層（平安）

16. 黄白色砂泥

17. 暗茶褐色砂泥

18. 茶褐色砂泥

19. 黄

20 

2 L As茶褐色

22. B1黄白色泥土 (Fe分多し）

23. 淡茶褐色粘泥層B2

24. 灰茶褐色砂泥（含Mn結核）平安末溝か？

格子目叩き．須恵質土器出士

25. 茶褐色砂泥（混黄色）基壇？

2 6. 灰黄色砂泥

27. 灰褐色砂質粘土

2 8. 灰白色粘士

色

2 9. 

30. 淡茶褐色泥士層B_a又はBs

31. ふ茶褐色（混瓦礫）

32. 黄褐色砂泥（混細礫）

33. B~ 黄灰色砂混

34. 灰黄色砂質粘土

3 5. 灰白色粘士

3 6. 灰褐色砂粘（混黄色）

37. Aa黄白色砂泥

38. A3淡黄灰色砂泥

39. 淡灰黄色粘泥

4 0. 黄白色砂泥A3

H ふ茶褐色（混瓦礫）

42. 

43. A~ 暗灰黄色泥士

u: 暗灰色砂泥A~ 又は B~

'5. 灰白色粘士 (As) 又は B~?

第26図 1区建物 II
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拿 5.

6. 茶褐色混灰色徴砂層

t 黄色粘土

8. 灰色砂層

第25図ー21区建物ICWlO

南北断面図 ① 

｀
 

1. 水田面

2. 酸化鉄層

3. 黄褐色土層（含礫．地山ロック）地山を削っ

て盛土とした層である。

4. 灰褐色徴砂層（含粗砂小礫）

5. 灰色徴砂層（含粗砂）

6. 褐色徴砂層B層 (5a前後の粗砂を多く含ん

っとも多い層）

7. 茶褐色士層B3 (こまかいマソガン粒．粗砂

礫．瓦片．瓦片粒を含んでいる． マソガソがも

とも多い層）

亀 8. 灰黄褐色土層（マンガン粒を含む）

9. 灰褐粘質土層B; (大きいマンガン粒がみら

れる）

10. 灰色粘士層（小まかいマンガソ粒を含む）

11. 地山は黄色粘士

12. 地山は礫

婁
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第 29図 2区塔基壇断面図 L 表土（茶褐色）

2. 近代攪乱，掘り方（茶褐色士）

3. 攪乱

4. 攪乱

5. 

6. 最初の整地土層

7. 黒色土層（表士）上祁は真黒色をする。
（ 
下昭i茶褐色をする未分解の士？

8. 黄褐色士層 茶褐色土が混在する
（ 

マンガソ 地山漸移層

9. 黄褐色士層 マンガソ結晶
（ 
地山

I 0. 黄色士層（地山）

• 

- 341 -
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第32図 2区C断面図

1. 茶褐色土層（瓦炭含）

2. 暗茶褐色土層

3. 淡黄褐色（黄色±混）土層

4. 黒褐色マンガン質土層

5. 

6. 茶褐色土層（瓦含）

7. 茶褐色（黄色地山，士混）土層

8. 黄色士

9. 暗茶褐色風化千枚岩，瓦混土層

10. 茶褐色（瓦炭含）

11. 茶褐色（瓦炭含）
｝ほとんど差なし

12. 灰茶褐色（マンガン質結核とやや砂質）士層

13. 黄色千枚岩主体土層

14. 黒褐色マンガ｀ノ質士層

15. 下層（岩盤の直上）は千枚岩混りの灰黒色の

グライ化した土層である

第35図 2区 I断面

l 溝

2 千枚岩

3. 黄茶褐色ジャリ混り土層

4. 黒灰色グライ化土層

5. 灰色砂質士質

6. 黄褐色土層（ジャリ）このジャリ化は部分的

なもの

7. 黒茶褐色粘質土層

8. 淡黄褐色土層（黄色土混）

9. 黒茶色グライ化土層

10. 黄褐色地山士

ll 黒色土層（マンガン質）

第36図

1. 千枚岩溝

2. 

2区H断面

3. 黒（褐）色マンガン質士層

A 苛褐色地山

皆褐伊岩盤地山

- 344 -

第37図 2区塑像仏留り南

北断面図

l. 茶褐色有機土（仏像含，瓦多し）

2. 灰茶褐色土

3. 

4. 幾分暗い

5. 明黄茶褐色土

6. 灰茶褐色士

7. 黄茶褐色土（瓦含む）

8. 岩磐

第38図 2区E断面

1. 淡黄褐色士層｛瓦含）

2. 淡黄褐色土層（やや砂質）

3. 黒褐色土層（土器含）

4. 黒褐色土層（炭含）

5. 黒色マンガン質土層（黄色地山土混り）

6. 黄色土層（地山）

第39図 2区F断面

1. 黒褐色土層（マンガン質）

2. 黄褐色土層（瓦含）

3. 淡茶褐色士層（土器含）

4. 黒褐色土層（マンガン質）

5. 暗黒褐色マンガン質土層

6. 暗黒褐色土層

第 (0図 2区G断面

1. 全体として淡黄褐色土層（混）

2. 黒褐色士層（マンガン質）

3. この辺は灰黒色でグライ化している

4. 黄茶褐色土層（地山か？）
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第42図

1. 新耕士

2. I日耕 土

2区金堂北側

南北断面図

3. 暗茶黄色粘質泥士

4. 淡黄茶色粘士

5. 淡茶黄色粘士

6. 茶褐色砂質粘士（混焼土少量）（平安期）

7. 黄茶褐色粘土（含Mn小班点）

8. 灰褐色粘士

9. 淡茶黄色砂質粘士

10. 茶褐色粘土

11. 黄褐色粘土

12. 淡茶褐色粘土

13. 淡茶色粘士

14. 灰褐色粘土

15. 淡茶黄色砂質粘土

16. 黄茶色砂質粘土

17. 黄茶灰色粘士

18. 黄灰褐色粘士（版築？）

19. 灰黄色粘士

20. 褐色粘士

21. 淡黄褐色砂質粘士（焼士層）（混炭細片）

2 2. 淡茶褐色砂質粘士

23. 灰黄色粘土

24. 黄褐色粘士

2 5. 黄褐色粘士

2 6. 黄褐色粘士（やや明るい）

27. 焼士層

2 8. 暗茶黄色砂質粘士

29. 灰黄色粘士（やや砂質）

30. 淡黄褐色粘士

31. 淡黄茶色粘士（暗い）

32. 淡黄茶色粘土（やや明るい）

33. 版 i -築

34. 

第43図

1. 塑像仏溜り

2区塔西北角

柱穴．渦断面
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2. 暗褐色砂質粘士 .. 
3. 灰黄色砂質泥士

4. 暗褐色粘士

5. 賠褐色粘士（含千枚岩小班）

6. 灰褐色砂質粘士（混千枚岩小片）

7. 暗褐色砂質粘士

8. 黄色千枚岩混り粘±

9. 灰黄色粘士

10. 褐黄色粘土

11. 灰茶色砂質粘土

12. 灰褐色粘士

13. 灰黄色千枚岩

14. 黄色千枚岩

15. 黒褐色粘土

16. 褐色粘士（混千枚岩小斑）

17. 暗褐色粘士

18. 灰褐色粘士

19. 黄褐色粘士
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48図 建物 I(塔）建物 39. 黄褐色粘土層
讐~

V東西断面 L断 40. 黄灰色砂質粘土（やや暗い）

面
41. 黄灰色砂質粘士

4 2. 淡茶色砂質粘士

1. 43. 淡茶黄色砂質粘土

2. 淡茶灰色砂質泥土 44. 黄色粘土

3. 4 5. 淡黄色茶色粘士（上やや賠い）

4. 暗灰色粘土 4 6. 黄茶色粘土

5. 暗褐色粘土（含千枚岩小班点） 4 7. 灰黄色粘士

6. 淡茶黄色砂質粘土（含瓦小片） 4 8. 淡黄茶色粘土（上やや賠い）

7. 千枚岩暗槃 49. 灰黄色粘土

8. 黄茶褐粘土 50. 淡茶黄色粘土

9. 黄茶色粘士（雨落溝） 51. 淡茶色細砂層

10. 灰黒色粘土（黄色小班点あり） 52. 淡黄茶色粘士

11. 黒灰色粘土 53. 黄色粘士

12. 黄茶色砂質粘土 54. 淡黄褐色粘士

13. 黄色粘士 55. 灰黄色粘士

14. 黄色粘土 56. 褐色粘土

15. 淡茶色粘土 57. 淡茶褐色粘土

16. 淡茶色泥士 58. 淡茶黄色粘土

17. 茶色砂質泥士（建物N雨落溝） 59. 淡茶褐色粘士 (Mn)

18. 褐色粘土 60. 黄褐色粘士

19. 淡黄茶色砂質粘士 61. 塔基壇版築部（黄色粘土）

20. 褐色粘士層 62. 

21. 淡茶黄色細砂土 63. 黄白色粘土（地山削り出し）

22. 淡黄茶色粘土 64. 金堂版築

23. 淡黄茶色砂質粘土（黄色班点千枚岩小片） 65. 地山削り出し

2 4. 淡褐色粘土 66. 黄白色粘土

2 5. 黄色粘土（暗くよごれている）

26. 褐色粘士 49図ー 1 l区建物 I(塔）

2 7. 黄褐色粘士 南北断面 M断
28. 黄色粘士（含Mn小結核）

29. 暗黄色砂質泥土（やや明るい）
面

30. 暗茶褐色焼土層（混炭片．瓦片） 1. 新耕土

31. 淡茶色砂質粘土 2. 旧耕土

32. 淡黄茶色粘土（やや暗い） 3. 淡茶色砂質泥士（含 焼土片）

33. 黄色粘士（含千枚岩小片） 4. 淡茶黄色砂質泥土（含炭小班点．焼土）

.. 34. 淡黄茶色粘士 5. 黄色粘士（やや暗い）

35. 淡黄茶色粘土 6. 淡黄茶褐色粘土

36. 黄茶灰色粘土 7. 黄褐色粘土（炭を含む）
彎

37. 黄褐色砂質粘士 8. 淡茶褐粘士（混炭，焼土，黄色班点少量）

38. 黄灰色粘土層 9. 黄白色粘士
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黄褐色粘土

黄色粘土

淡黄茶色粘土

黄灰茶色粘土

黄褐色粘土

灰黄褐色粘土

黄色千枚岩

17. 灰褐色粘土

18. 掲色粘士

19. 暗褐色粘土

2 0. 淡茶黄褐色砂質泥士

21. 黄色粘士

22. 黄色粘±（暗い）

23. 黄灰色砂質粘土

24. 淡黄褐色砂質粘土

25. 灰白色細砂層（雨落）

2 6. 黄色粘土（含 千枚岩，小片）

27. 黄色粘土（地山）

1Q. 

11. 

12. 

13. 

14. 

15. 

16. 

4 9-2 久米廃寺 2区建物

I南北断面基壇

部分補足

灰茶色士層すぐ乾＜

茶褐色士層（焼土，炭混り）

茶褐色粘土（やや黒色強し）焼士，炭混り

茶褐色粘土黄色混り

黄茶色粘土

茶色粘土

灰色粘土（雨落溝）

黄褐色粘土（左の格子目の方にはマソガン結

晶多し）

9. 黄褐色粘士 黒味強し

lQ. 灰黒色粘士 マソガソ多し

11. 黄色 4: 茶褐色 6

12. 黄色粘土がほとんど白色粘土少し

13. 黄色 8: 黒色 2

14. 黒色粘土 9: 黄色 l

15. 黄褐色粘土 やや明るい色

16. 黄色粘土

17. 黄色粘士 5: 茶色粘土 5(細い粒になってい

る）

“
L
9
J
&
A
E
5
R
3
t
&
 

18. 

19. 

20. 

21. 

22. 

23. 

24. 

25. 

2 6. 

黄色粘土 4: 黒色粘土 2: 茶色粘士 4

黄色粘土

黒色粘土 6: 黄色 4

黄色 9: 黒色 l

黒茶色 8: 黄色 2

黄色 6: 黒茶色 4

黄色 1

黄茶褐色粘士（すぐ下の地山） 6 : 黒茶色粘

土 4

50図 建物V 東西断面

図 N断面

L

9
ム
＆

4
E
1

耕土

茶褐色鉄分層

淡茶褐色砂質粘土

灰色泥土

6. 黄白色粘土

7. 茶褐色粘土層（混．

8. 淡茶色粘土

9. 黄白色粘士

10. 淡茶褐色粘士

11. 暗茶黄色細砂

12. 淡灰茶色粘土

13. 淡茶黄色焼土層

14. 灰色砂質泥土

15. 淡茶黄灰色砂質粘土

16. 暗茶灰色砂質粘士

17. 淡茶黄色砂質粘土

18. 淡茶灰色粘土

19. 灰色砂質泥士

20. 黄茶色細砂（地山をほってきている）

21. 茶褐色粘土層

2 2. 淡黄色粘土プロック

23. 暗茶黄色細砂

瓦細片， 炭，

” 

焼土）

疇

疇
l
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第54図久米廃寺 3区建物渭柱穴断面図

I 

2. —① 

2. ―② 

3 —① 

3.-R 

4. 

5. 

6. 

7. ―① 灰茶褐色やや粘質土（炭含）

7. —② 淡茶褐色士

8 焼上炭混り賠茶褐色粘土（柱痕？抜きとり

?) 

9ー① 暗茶褐色粘土焼土炭混り（柱痕）

9.-R 黄褐色粘土（堀り方）

9. —③ 黄褐色砂礫層

10. 淡灰黒色粘士質土

11. —① 茶褐色マソガソ質（瓦炭含）

11. —® 淡茶褐色土

12. —① 暗褐色粘七焼土炭混り（柱痕？）

12. —② 黒振色粘土 炭化物焼土混り

12.-⑧ 暗黄褐色粘土礫と炭混り

13. —① 暗茶褐色粘土 焼土炭混り（抜きとり？）

13. —® 黄褐色砂礫層（掘り方）

14. 灰黄褐色粘質土

15.-① 茶褐色マソカン質士（瓦炭含）

15. ―R 淡茶褐色土

16. —① 抜きとり穴に石や瓦をつめた感じ，暗茶

褐色粘土と粗砂，混り士層 灰黒色炭や焼士

混り

16. —② 黄褐色粗砂混り茶褐色土層（掘り方）

16. —③ 灰色砂質土層

17. 黒褐色士層（炭瓦を含）

18 

19. ―① 茶褐色マンガソ質土（瓦炭含）

19. ―R 淡茶褐色士

20.-① 暗茶褐色粘土層 黒炭

20.-R 茶褐色土層

20. ―③ 灰色砂質土層

20.1灰黒色炭混り暗褐色粘士層

21. —① 黒茶褐色（瓦炭含）土層

淡灰黒粘士（炭含）

白灰色粘士（混炭褐色士）

柱穴灰褐色

灰色

灰混り

21. ―R 
22. —① 

22. —® 
23. 

24. 茶褐色マソガン質士（瓦炭含） 上部分がと

ばされている 掘り方不明 柱痕のみ

25. 茶褐色士（瓦炭含）

26. ―① 賠茶褐色炭まじり土層

26. —® 茶褐色

黄茶褐色士層（ジャリ混り）

第 55図 久米廃寺 3区 柱穴断面集成

L 

2. 

3. 茶褐色粗砂層

4. —① やや明るい茶褐色士

4.-R やや黒みをおびた茶褐色土層

5. 茶褐色

6. 

7. 

8. —① 黄茶褐色砂質土層（柱抜きとり痕）

8. —② 黒茶褐色砂質十．層

9. (土器，炭含）茶褐土層（下層は灰褐色にて

グライ化している）

10. 淡茶褐色土（土器炭含）

11. (淡）黒茶褐色士（土器炭含）

12. 茶褐色土層（瓦・ 炭含）

13. 淡黄褐色土（上面に瓦含）

14. 淡黒褐色士（マソガ｀ノ質）

I 5ー① 茶褐色土層(+器炭含）

15. ―② 淡茶褐色土層

16. 灰褐色炭混り土

17. 暗茶褐色粘士 焼土炭まじり

18ー① 茶褐色粘士 炭・焼土混り

18. ―R 黄色白色粘土

19. 暗茶褐色粘土炭混り

20. 暗茶褐色粘士 炭混り

21 

認．黒灰混り暗茶褐色粘土層

23. 茶褐色（炭含）土

24. —① 黄褐色 千枚岩混り士層（この柱穴は一

層上に土層がかぶっている）

24. ―R 黄茶褐色土（瓦炭含）

25. 茶褐色やや粘質土層（炭瓦含）

26 茶褐色 瓦混り士（卜面の瓦包含の土層の変

化なし）

27ー① 黄茶褐色粘質土層

27. ―② 茶褐色粘質七層
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第 56図

表土灰色粘土層

表土

床士，黄色土

黒褐色粘土プロック

黄禄色大礫まじり．砂礫層

茶灰色粗砂．小礫層

黄灰色細砂層

黄褐色微細層

地山（黄色砂礫層）

灰褐色粘士

茶褐色砂礫層

茶褐色粘土層

黒灰褐色粘土層

黒褐色灰色っぽい粘士

第 57図

3区G断面図

3区A断面図

l. 耕作士（除いてある）灰色粘土

2. 床土 黄褐色士層

3. 茶褐色土層（よく乾く）

4. 灰色砂層畑土

5. 黄茶褐色土層

6. 茶褐色土層（炭化物焼土．仏像片混り）

7. 溝

8. 黄茶褐色士層

9. 黄褐色砂層

10. 黄褐色士層

ll 黒色粘士混り茶褐色士層

12. 黄褐色十層

13. 黄茶褐色砂質士層（柱抜きとり痕）

14. 黒茶褐色砂質士層

I 5. 

下層に黄色粘上プロックあり

16. 黄褐色土

17. 茶色粘土層

I 8. 黄色粘土プロック

19. 茶褐色粘士層（マンガソ多し）

20 

21. 灰色粘土層

22. 黄色微細層

23. 

24. 地山 黄色砂利

第 58図 3区B断面図

1
上

9

5

&

A

+

E

5

6

7

灰色粘土

黄色細砂

灰褐色土

L層は茶褐色土層

黄褐色士層

黄色粘土多し，瓦細片少し

地山砂利層

第 59図

少し砂の粒大きい

3区C断面図

L

2

3

 

4 5 

7'い

§
 

4
 

2

3

 

ー

R"5 

耕士（灰色）

床土（黄色）

褐色土層（やや赤みを）

瓦辺，小石まじりやや荒い土層

灰色微砂層

黒褐色七層，溝内はスミ瓦，土器（土師）片

等を含む

粘質砂利層

第 60図 3区D断面図

耕士層灰色

黄色床土層（粘質士）

やや荒い黄褐色層

やや荒い黄白士層，石片を含む

黒褐色上層，スミ，瓦，土器（土師，須恵）

を含む大小の岩石も入る

スミ，瓦．士器片を含みややあらいL片土

層

スミ，瓦，土器片，石片を含む

一郎1-



． 

． 

夏

8. スミ，瓦片を含む，黄褐色土，地山に近い部

分粘質に近い微砂を含む

9. 地山

第 61図 3区F断面図

l. 表土

2 黄色砂礫混り黄色粘土層（埋め土）

3, 灰茶褐色土層（表土，畑耕作時の表土）

4. 

5. 黄褐色砂礫層

6. 黒褐色砂礫層

7, 灰色粘土混り黄褐色砂礫層

8. 黄色土混り灰褐色粘土層

9. 灰褐色粘士層

10. 茶褐色砂礫層

ll 暗黄灰色粘土（たたきしめたものか？）

12. 暗茶褐色砂礫層

13. 黄褐色砂利層（地山）

第 62図 3区E断面図

1. 耕土

2. 黄色粘士

3. 灰褐色

4. 暗褐色粘土

5. 暗黄褐色粒質土(311:S大の粗砂を点々とみる）

6. 茶視色（濃），瓦（赤）の細片(311111-lCIII)

を多く含む

7. 黄色粘土

8. 淡茶褐色（やや灰色をおびている粘質土）

9. 淡褐色（やや黄色をおびている）

10. 灰色粘土

1L 黄色（地山土を入れたものか，砂粒を含む）

12. 黄褐色（土をよく精選している）

13. 灰色粘土

14. 淡茶褐色（やや灰色ぎみ）

15. 茶褐色土

16. 黄色粘土

17. 黄色プロック

18. 淡黄色士（よく精選された土）

19. 淡灰褐色土（よく精選された土，微砂質）

20. 黄褐色土

21. 淡黄色

22. 褐色

23. 淡黄色

24. 褐色

25. 淡黄色

26. 黄褐色

27. 暗褐色（黄色地山土？の混入をみる）

28. 淡黄灰色士

29. 灰褐色土

30. 地山，黄褐色礫岩盤
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第65図 4区建物皿掘方断面図① t 灰白色粘土

5. 古い掘方の一部
疇

① l. 灰色粘土 6. 掘りすぎ

2. 灰褐色砂質粘士 7. 掘り下げ状況

3. 灰色粘土 ⑥ 1. 灰色粘土（やや黒みがある）

4. 黒青色粘土 2. 茶色粘土

5. 褐色粘士 3. 黒色粘士

6. 褐黒色粘土 4. 黒色粘土（灰色粘土ブロック）

7. 黒灰色粘士 5. 灰色粘士

8. 青灰色細砂土 6. 黒色・黄色・茶色粘士混在

9. 灰黒色砂質粘土層 7. 黒色粘土プロック

10. 黄褐色砂質粘土層 8. 灰色粘士

11. 黄青色粘土層 9. 青灰色粘士，青色小石混り

12. 掘り下げ状況 10. 茶色粘士

R 1. 灰黒色粘土 11. 黄色粘土

2. 黒灰色粘士 ⑦ l. 黄色・茶色・灰色粘土混在

3. 灰黒色砂質粘土 2. 黄色・灰色粘土に茶色粘土少量

4. 青灰色細砂 3. 灰黒色粘士

5. 灰青色砂質粘土 4. 灰色粘士

6. 黒灰色砂質粘土（グライ化） 5. 青灰色粘土•砂利• 砂まじり

7. 灰黄色砂質粘士 (Fe•Mn斑点混り） R l 黄色・茶色・灰色粘士混在

③ 1. 黒灰色砂質粘土黄色 2. 茶色粘土

2. 灰色粘土 3. 灰黒色粘土炭混り

3. 黒灰色粘土 4. 灰色粘士

4. 灰黒色砂質粘土 5. 黄色・茶色・灰色粘土混在

5. 黒灰色粘土 6. 灰黒色粘土

6. 灰青色砂質粘土 7. 茶色・灰色粘土混り，黄色士少し

7. 淡茶灰色砂質粘土 8. 黄色粘土

＆ 灰黄色砂質粘土 9. 青色粗砂混り粘土層

9, 掘り下げ状況 10. 暗灰色粘土（地山J:.)

④ 1. 灰色粘土 矢印は木片 11. 黄色粘土層（地山）

2. 灰黒色粘士 12. 茶色が多い灰色・黄色混在

＆ 灰色粘土 13. 黄色

4. 黄色粘士

5. 茶色・黄色粘土混在

6. 黄色混り灰色粘土

7. 灰色粘土

＆ 黄色茶色灰色粘土混在 • 

9. 掘り下げ状況

R 1. 灰色粘± ~ 

2 黄色•黒色粘土混在（古い掘方）

3. 黒色粘土
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第66図 4区建物皿掘方断面図② 10. 茶色粘土に黄色粘土プロック混り

⑬ 1. 灰黒色粘土・灰白色粘土プロック混り
噸

R l. 灰色粘士 2. 黄色・茶色粘土混在

2. 黄色・茶褐色混在 3. 灰黒色粘土

3. 黄色混り灰色土 4. 青灰色粘土•砂混在

4. 灰茶褐色マソガ‘ノ質 5. 青灰色粗砂層

5. 黄色土 6 ’｝ 茶色粘土に黄色プロック 1はやや灰色

6. 青灰色砂質粘土 1. 色粘士混り，版築状に水•平に入っている

7. 茶色マンガソ質土 8. 灰色粘±に黄色粘±プロック，炭• 灰混

8. 灰色粘士 り

9. 淡黄色土 9. 茶色粘士に黄色ブロック

10. 黄色•茶褐色土混在 10. 黒色粘土

11. 灰色グライ化粘土 11. 木片・全部で五片あり最初の柱根の下に

12. 炭混り茶褐色砂質士 置いたものか。

13. 掘り下げ状況 ⑭ 1. 灰茶色砂質粘土

※ 石＝大中が17個，小が 8 個• 木 1本・ 2. 灰色粘土

瓦数十 3. 灰黒色粘土（すごく粘い）

⑲ 1 諷灰黒色粘土 t 青灰色細砂

2. 茶褐色・黄褐色混在 5. 灰黒色粘士（黄色粘土が水平に入ってい

3. 灰黒色粘土 る） ． 
4. 青白色砂質粘土 6. 灰色砂質土

5. 炭混り灰色粘土 7. 灰色粘土

6. 灰色粘士 8. 灰黄色粘士

7. 淡茶褐土 9. 黒灰色粘士

8. 掘り下げ状況 10. 灰青色粘土

⑪ l. 灰色粘士 11. 黄灰色粘土

2. 茶褐色土 12. 黄色粘士

3. 灰黒色粘土 ⑮ 1. 灰黄色砂質粘土

4. 炭混り茶褐色土 2. 灰黒色粘土

5. 黒褐色砂質土 3. 黄色粘士

6. 青灰色粘士 4. 灰黄色粘土

7. 青灰色粘土砂混り 5. 灰黒色粘土

⑫ 1. 灰黒色粘土 6. 黄褐色砂質粘土層

2. 灰黒色粘士 7. 黄色粘土層

3. 灰白色粘土に白色粘土プロック混り 8. 褐色粘土

t 茶色粘土に黄色・灰色粘土混り 9. 黒色粘土（黄色斑点あり）

5. グライ化している。あるいは古い柱根の 10. 茶灰色砂質粘土

ものか。 11. 黒灰色砂質粘土 竃

6. 茶色粘土 12. 灰黒色粘土（白い小斑点あり）

7. 茶色粘土, 6よりも灰色粘士が多い ⑯ 1. 黒青色砂質粘士（炭混） ， 
8. 灰色粘土・茶色粘士混り 2. 黒灰色粘土

9. 黄色・灰色粘土混在層 3. 黄灰色砂質粘土

- 370 -



4 . 灰黒色砂質粘士.. 
黄色粘土5. 

6. 灰黄色粘土

7. 黄色粘土中に灰黒色粘土の塊あり

8. 灰黄色砂質粘土

9. 黄色粘士

10. 淡褐色砂質粘土

11. 灰茶色粘士

12. 灰青色粘士（グライ化）

13. 灰青色粘土

曼
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第67図 4区柱穴断面集成図
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暗灰茶褐色

灰茶褐色

灰茶褐色

淡灰茶褐色

茶灰色粘土

灰茶褐色（幾分淡い）

淡黄褐色

青灰色細砂

灰色粘土

青灰色砂層

灰茶褐色土

茶灰色

灰茶褐色

灰茶褐色

灰茶褐色士

暗灰茶褐色土

濃灰茶褐色土

灰茶褐色土

淡灰茶掲色士

黄褐色土

灰茶褐色土

灰茶褐色土

茶色粘土，灰色粘土，

灰色粘土層

灰黒色粘土

灰黒色粘土

灰色粘土多い，黄色，

~ 

1. 

2. 

3. 

4. 

5. 

6. 

7. 茶褐色粘土

8. 灰色粘土，茶色粘±,

⑫ 1. 灰茶褐色

⑬ 2. R5プラ‘ノにはなし

⑮ 灰茶褐色層

上から

⑯ 1. 灰茶褐色土

2. 青灰色粘土

3. 灰黄色粘士

左から

⑰ 1. 茶灰色砂質粘土

2. 濃青灰色粘質土

混在層

茶色粘土混在

⑱ 

⑲
 

⑳
 

＠ 

灰茶褐色

青灰色粘土

灰色粘士

灰茶色砂質粘土

灰色粘土

灰黒色粘土

青灰色細砂

黄色細砂

黄茶色砂質粘土

黄色砂質粘土

黄灰色（細砂）

黄色粘土

茶黄色砂質粘土

灰黄色粘士

黄灰色粘土

黄色粘土

灰黒色木炭混入士

灰黒色士

濃茶褐色マンガン質土

濃茶褐色マソガン質土

炭混り淡茶褐色土

茶褐色土

黄色土混黄褐色土

黒褐色マンガソ質士（溝と切合ってい

る）

3. 淡黄褐色地山土

1. 炭混り茶褐色マソガン質土

2. 灰褐色グライ化土

⑮ 灰茶褐色

左から

⑳ 黄褐色土

灰褐色土

黒褐色炭混り土

茶褐色マソガソ質土

濃茶褐色士

灰褐色グライ化土

淡褐色士
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第68図 4区A断面実測図

L

,し 黄灰色砂質粘土層
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3. 黄褐色砂礫層（褐色レキ包含層）

4. 灰色砂質粘土層

5. 灰色砂質粘土層（ねずみ色粘土質層）

6. ねずみ色粘士質層

7. 淡黄茶色微砂混り粘土層

8. 淡黄茶色砂質粘土層 (Fe分あり）

9. 淡褐色砂質粘土層

I 0. 淡黄茶色砂質粘土 (Fe分あり）

11. 淡黄褐色砂質粘土

12. 淡茶褐色砂質粘土層

13. 灰褐色砂質粘士層

14. 黄色砂質粘士層

15. 灰褐色砂質粘土

16. 褐色砂質粘土層

17. 淡茶褐色砂質粘士

18. 茶黄色粘土層

19. 黒褐色粘士層

20. 淡褐色粘士層

21. 黄茶色粘土層

22. 淡黄茶色粘土層

23. 黄茶色砂礫層

第69図 4区建物vm柱穴断面図

A 1. 灰黒色粘土（ねん着力強い）

2. 黄茶褐色土

3. 灰黒色粗砂混入土

4. 灰黒色茶斑混入土

5. 灰黒色微砂混入土

6. 茶褐色土

7. 黄褐色士

8. 灰黒色土

9. 青灰色粗砂

B 1. 

2. 灰黒色士

＆ 茶褐色土 (Mn多）

4. 灰黒色

5. 茶褐色土 (Mn多）

6 灰黒色

C l. 焼±, 炭混り

2. 黒灰色

D 1. 濃茶褐色マソガ‘ノ質士
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2. 炭混り濃茶褐色マンガン質士

E 1. 茶褐色炭混りマンカツ質士

2. 灰褐色グライ化土

.. 



第70図 4区東西土層断面図B

l. 耕士

2. 淡茶褐色粘七層（少し砂質）

3. 淡茶褐色砂質粘士層 (Fe分沈澱）

4. 灰白色粘土層

5. 灰白色砂質粘土層

6. 灰黒色粘士層

7. 黒色粘土層（黒い）

＆ 灰黒色粘士層（明るい）

9. 黒褐色砂質粘士層

10. 褐色粘土層

11. 黒褐色粘土層

I 2. 黒梅色砂質粘士層

I 3. 淡褐色粘土層

14. 黒褐色粘土層

15. 灰黒色粘士層

16. 黄色粘士層

第71図 4区東西土層断面図C

L 耕士

2. 淡褐色砂質粘土

3. 灰褐色砂質粘土

4. 灰白色粘土層

5. 黒褐色粘土層

6. 黄褐色砂質粘士

7. 灰褐色砂質粘土層

8. 茶褐色

第72図 4区東西土層断面図D

L 耕士（畦）

2. 淡褐色砂質粘土

3. 灰褐色砂質粘土

4. 灰白色粘土層（黒っぼい炭斑点多し）

5. 灰緑色砂質粘士層（管鉄多し）

6. 灰白色粘士層（明るい）

7. 茶褐色砂質粘土層 (Fe分多し）

R 灰色粘士

9. 茶褐色砂質粘士

JO. 黒灰色砂質粘土層

II. 灰黒色砂質粘土層

12. 黒灰色粘十

13. 灰緑色砂礫層

14. 淡緑色砂層

15. 黄緑色砂層

16. 灰緑色砂層（混ビート）

17. 灰緑色砂層

18. 灰緑色砂礫層

19. 淡緑色砂層

20 グライ化

21. 青灰色粘土層

22. 黄色粘土層

23. 灰青色粘土層

24 灰黒色粘士層（炭まじり）

2 5. 灰青色砂磨 (Feを含む）

26. 黒灰色砂質粘士層

27. 灰黒色粘士層

28. 黄色粘土層

29 伏青色粘土 Pit? 

30 灰青色粘土層（・部分的にグライ化）

31 黄褐色砂質粘土

32. 黄緑色砂層（混小礫）

33. 淡灰色粘士層

34. 淡緑色砂層（混ヒ゜ート）

第73図 4区北側トレンチ士層断面図E

L 耕土

2. 灰色粘士層

3. 灰褐色粘士層（含Mn結核）

4. 灰色粘士層 (Mn結核Fe多し）

5. 灰色粘土層 (Mn結核Fe少量）

6. 灰黒色粘土層

7. 茶色砂質粘士層

8. 灰白色粘土層 (Fe,Mn結核中量）

9. 茶褐色粘土層 (Mn小粒多し）

10. 褐色粘士層 (Fe多し）（旧畦？）

11. 褐色粘士層 (Mn多し）

12. 灰黒色砂質粘土層

13. 黒灰色粘士層

14. 黒色粘土層

15. 灰黒色粘士層
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16. 黄茶色砂質粘士層

17. 灰緑色細砂層

l 8. 灰緑色粘土層

19. 灰緑色細砂層

20. 灰白色粘土層

21. 細礫層

22. 灰青色細礫層

23. 灰青色細礫層（砂あり）

24. ピート層

2 5. 灰青色砂礫層（礫 3-5 cm大多し）

蹄． 黄色粘上層

27. 黒灰色粘士層

28. 砂層

29 黒灰色粘土層

30. 灰茶色砂質粘土層

31. 灰青色砂礫層（礫 l-3cm大）（明るい）
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』 第76図 5区南北断面G

褐色士

｀
 

L

，し
9

5

4

E

J

R

ぃ

黒色土

淡黒褐色土に混黄色士

黒色混黄色土

黒褐色士

第77図 5区礎石断面H

4
 

q
ム

3

ー 黄褐色土

黒（褐）色土

黄色千枚岩土

千枚岩黄色土混淡黒褐色土

第78図 5区礎石断面 I

千枚岩瓦混褐色土
轟

L

2

&

A
ー

に

d
e
u

黒褐色土

黄色千枚岩土

黄色混黒褐色土

第75図 5区千枚岩溝断面A-F

A

B

C

D

E

F

 

黄色千枚岩層

黄色千枚岩

黄色千枚岩

黄色千枚岩（溝といえるしろものではない）

黄色千枚岩

混千枚岩，黄色土

咆
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贔

第79図 5 区 S 13 

南壁断面図 J

場 1. 表 士

2. 灰褐色士層（下部に鉄分）

3. 灰褐色士層 (Fe分）（下部に鉄分）

4. 灰褐色土層（下部に鉄分）

5. 灰褐色士層（下部に鉄分） (Fe分多し）

6. 黄褐色土層（礫を多塁に含む）

7. 黄褐色士層（礫を多量に含む）

8. 淡灰黒褐色士層（礫を含む）

9. 灰黒褐色士層

I 0. 

11. 灰色士層（粘質）

12. 黒灰掲色士

13. 黒褐色粘質土層

14. 黒灰褐色士層

15. 黒灰褐色土層（砂を含む）

16. 灰黒褐色士層（砂質）

17. 黒灰褐士層（砂質を含む）

18. 黒色士（粘質）

19. 黒灰褐色士層（礫を含む）

20. 灰褐色土層

21. 黒褐色士層

2 2. 灰色士層

23. 灰色土層（粘質）

2 4. 灰褐色土層

2 5. 灰黒褐色粘土層

2 6. 黒褐色士層

2 7. 黒色粘土層

2 8. 茶褐色土層

第 80図 5 区 S 12 

北壁断面図 k

8. 灰黒褐色士層（礫を含む）

9. 黒褐色士層（礫多し）

l 0. 黒褐色±層（礫が密に含まれている所）

ll. 賠褐色±層

12. 暗褐色士層（砂質かつ礫，士師，須恵器片を

含む）

13. 暗褐色土層（炭を含まない）

14. 賠褐色土層

15. 黒褐色土層（砂質土プロック炭片を含む）

16. 黒褐色土層（炭を含む粘質）

1 7. 暗褐色士層

18. 黄褐色士層（砂質）

19. 黒色粘質士層

20. 黄灰褐色士層

21. 黄褐色士層（黄色土プロックを含む）

認茶褐色士層（礫含）

23. 黒色粘質土層（炭片，青緑色の小礫，弥生式

土器を含む）

H 黒色砂層（ブロック状）

2 5. 黒色砂質土層

26. 暗褐色士層（やや赤味を帯びる）（砂プロッ

クを含む）

27. 黒褐色土層（砂質と粘質）

2 8. 黒褐色粘質士層

29. 暗黄褐色砂質士層

3 0. 暗黄褐色砂質土層

31. 

3 2. 黒褐色士（砂質）

第81図 5 区 S 13 

北壁断面図 L

邊

L 灰青色粘質士層

2. 灰褐色士層

3. 灰褐色土層（礫，瓦片を含む）

4. 黄褐色土層（下層はやや黒色を呈す）

5. 黄褐色含礫土層（瓦片が上層に多くみられる）

6. 茶褐色士層（整地の際埋置したと思われる）

7. 灰黒褐色土層（砂質層を含む）

1. 盛士（灰色士層）

2. 青灰色粘士質層（耕士）

3. 褐色土層

4. 灰褐色士層

5. 灰褐色士層（礫含）

6. 灰褐色士層（礫含 Fe分多し）

7. 黄褐色土層

7. 黄褐色土層 (Fe分多し）

8. 黄褐色士層（礫，瓦大量含む）

9. 茶褐色士層（砂質）
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10. 黒褐色士層

11. 濃茶褐色七層

12. 黒灰褐色士層（砂質）

13. 黒灰褐色士層

14. 灰黒褐色士層（砂質）

15. 黒灰褐色士層

16. 黒褐色士層

17. 黄褐色士層（黄色はんてん含砂質）

18. 黒灰褐色士層

19. 茶褐色土層

20. 黒色粘土層

21. 黒褐色土層（士師器多し）

22. 黒灰褐色士層（砂含む）（土師器多し）

23. 灰黒褐色士層

24. 黒褐色士層

25. 黒視色士層

2 6. 灰黒褐色土層

第82図 5 区 S 13 

北壁断面図 M

1. 耕土

2. 灰褐色砂質粘士層

3. 灰青色砂質粘士層

4. 灰茶色砂質粘土層

5. 灰色砂質粘士層

6, 灰茶色砂質粘士層（混小礫，千枚岩，小片）

7. 灰青色砂質粘土層（混小礫）

8. 茶褐色砂質粘士層（明るい）

,， 茶褐色砂質粘土層（黒っぼい）

10. 淡茶色粘土層

11. 明るい黒褐色粘土

12. 淡茶色粘士層

13. 黒褐色粘土層

14, 黒褐色砂層

15. 淡褐色粘土層

16, 褐色砂質粘士層（火事整理の士層）

1 7. 淡褐色砂質粘土層

18. 褐色粘土層

19. 灰青色砂質粘士層

20. 黒灰色粘士層

21. 灰黒色粘士層

22. 黒色粘士層

23. 灰黒色粘土層（混千枚岩小片）

24. 灰青色砂層

25. 黄青色粘士層（地山？）

26. 灰青色粘士層

27. 黒青色粘士層（混炭）

2 8. 褐色粘土層（明るい）

29. 茶褐色砂質粘士層

30. 褐色砂質粘士層

紅茶褐色粘土層（やや暗い，混黄色小班点）

32. 青灰色砂質粘士層

33. 黒色粘土層（混千枚岩小片）

3 4. 黄褐色千枚岩

35. 灰褐色粘士層

3 6. 褐色砂質土層

37. 褐色砂質粘士層（混黄色小班点）

38. 褐色砂質粘士層（混黄色小班点，やや暗い）

39. 灰褐色砂質粘士層

40. 灰色粘土層

41. 茶褐色粘士層

4 2. 茶褐色砂質粘土層

4 3. 褐色砂質粘士層（混黄色小班点）

44. 褐色砂質粘士層（やや暗い）

45. 淡茶色粘土層（混黄色小班点）

46. 黄色粘士層（千枚岩まじり）

4 7. 灰褐色砂質粘士

4 8. 黄色粘士

49. 灰黒色砂質粘土

50. 灰青色砂質粘士

51. 灰黒色砂質粘土

52. 灰褐色砂質粘土

53. 灰褐色砂質粘土（混小礫）

54. 灰青色粘土層（混小礫）

55. 灰黒色粘士層

56. 灰青色粘土層

訊灰青色砂質粘士層（混礫）

5 8. 黄色砂質粘士層（地山？）

第83図 7区 E 断面

1. 灰白色耕作士層

2. 

.. 

．
 

ヽ

鳥
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.. 3. 茶褐色鉄分を含む 4. 青灰白色粘士

4. 茶褐色粘質士，黄褐色粘士の混土層（炭，瓦 5. 賠 渠

を含む） 6. 淡茶灰色砂質粘士層

• 5. 黄色（粘士）七茶褐色粘質士層（炭，瓦を 7. 灰青色砂質粘士（混礫）

含む） 8. 茶色砂質粘士

6. 

7. 黒茶褐色

8. 黄褐色地山（礫を含む）

9. 黄褐色地山士（礫を含む），賠褐色士（礫を

含む）混士層

10. 淡茶褐色

11. 淡茶褐色粘士質士，黄褐色地山土，瓦を含む

士層

1 2. 濃茶褐色粘七質士層（ピットの端）

13. 黄褐色士（含瓦）上部にマンガン質あり

14. 暗黒茶褐色土層（粘土質）

第83図

學 1. 白灰色水田耕作士（グライ化）

2. 黄褐色士

3. 灰褐色士（表七）

4. 混千枚岩褐色土層

5. 灰褐色士層

6. 淡褐色士（千枚岩，瓦を含む）

7. 淡褐色士

8. 淡褐色士（千枚岩混がやや多い感じ）

9. 褐色土

10. 黒色マンガソ質層

且．淡茶褐色士層（粘質）

12. 茶褐色土層（粘質）

13. 千枚岩混茶褐色士層

14. 濃茶褐色千枚岩一部混士層（粘土質）

15. 千枚岩混濃茶褐色士

16. 千枚岩の地山

17. 

’ 第83図

• 

5区 N 断面

5区 0 断面

1. 畦

2. 耕士

＆ 青灰白色粘士（水路の為グライ化）

9. グライ化

10. 暗褐色粘士

11. 茶褐色砂質粘士

12. 灰褐色粘土

13. 賠褐色砂質粘士（混焼士細片）

14. 灰黒褐色砂質粘土（混焼土細片）

15. 黒褐色砂質粘士

16. 黄茶色砂質粘土

1 7. 灰黒色粘土

18. 灰黒色粘士（炭）

19. 灰黒色粘土

20. 黒灰色粘土層

第84図 5区 P断面図

1. 黄青色千枚岩層

2. 暗褐色粘土（含焼土片）

3. 灰褐色砂礫層

4. 淡黄茶色千枚岩

5. 淡茶褐色砂質粘七

6. 淡黄色粘土

7. 褐黒色粘土（黄色班点）

8. 淡褐色砂質粘士（含焼士，やや砂質）

9. 淡褐色砂質粘士（含焼士）

10. 黄褐色砂質粘七（含千枚岩小片）

1 I. 淡茶褐色砂質粘士

12. 茶褐色砂質粘土（含焼土片）

13. 茶褐色砂質粘士

14. 黄白色千枚岩

15. 褐黒色砂質粘士（含黄白色千枚岩片）

16. 褐色砂質粘土（黄色粘士班点）

17. 褐色砂質粘士

l 8. 灰褐色砂質粘士

19. 灰黒色粘七（含青白色千枚岩片）

2 0. 茶黄色粘士

21. 淡黄茶色粘土（含千枚岩小片）
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22. 黄茶色粘土（含千枚岩小片多量） .. 
23. 淡茶黄色粘士

24 茶褐色砂質粘土

25. 賠掲色砂質粘士層 ● 

26. 地山（黄青色千枚岩）
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第86図 7区A断面実測

図 2区との境東

西方向

I. 灰白色（表上）泥土

2 淡黄褐色泥土

3. 淡黄茶色泥土

4. 暗黄褐色泥土（含Mn小班）

5. 淡黄茶色砂竹粘±(含Mn小班点）

6. 淡黄褐色砂質粘土（含Mn小班点）

1 淡黄茶色砂質粘土（含Mn小班点）（明るり

8. 千枚岩黄色土

9. Mn結核多し

10. 暗黒褐色粘t.

11. 淡黄茶色砂質粘土（含Mn小班点）

第88図 1区C断面実測

1. 灰白色耕土

図 5区との境東

西方向

2. 茶褐色小石，瓦を含む七層

3. 淡茶褐色小石，瓦を含む上層

4. 淡（茶）褐色微砂混り土層

5. 淡茶褐色千枚岩（を主に含む）土層

6. 淡黒褐色土層．（千枚岩を含む）

7. 黄色千枚岩［を主に含む）淡褐色土層

8. 淡黒褐色士層

9. 黒色マンガン質土層

10 賠黒褐色士層［瓦炭を含む）

11. 淡黒褐色上層［凡炭を含む）

12. 淡褐色砂質粘七 12. 風化千枚岩暗渠

13. 13. 灰褐色粘質士層

14. 暗黄茶色砂質粘士（地山で浸透をうけている?) 14. 黒色士層（マンガン質）

15. 黄色土地山のことか? 15. 淡褐色風化千枚岩士層

第87図 7区B断面実測

図東西トレンチ

I. 黄褐色土贋掘り方上部の上層である

2 黄褐色礫層（白っぽい）掘り方上部の上層で

ある

3. 白黄褐色土層

4. 白褐色層（千枚岩の風化した礫層）

5. 黒褐色土層（炭，土器片を含む）

6. 暗褐色七層（炭，土器片を含む）

7. 灰褐色土層（粘質）

8. 賠黒褐士層（粘質）

9. 褐色土層（白っぼい）掘り方上部の上層であ

る

10. 

11. 灰黒褐色士層

12. 灰褐色士膚（礫層）

13冒黒褐色砂質上層

14. 千枚岩堆積の溝（暗渠｝

16. 暗黒褐色（マンガン質）

茶褐色（粘士質）
＞混土層

I 7. 千枚岩及び礫を上曲に含む黄褐色岩磐地山

第89図 7区D断面実測

1. 灰白色耕作土

図 l区との境東

西方向

2. 淡黄褐色土層（ジャリを含む）

3. 茶褐色土層

4. 淡黄褐色土層（砂利を含む）

5. 淡茶褐色土層

6. 淡黄褐色風化千枚岩層

7. 黄色千枚岩層（土のような）

8. 暗褐色砂質粘土（混千枚岩，小礫）

9. 茶褐色砂質粘土層

10. 賠褐色粘士層（混りけなし）

11 暗褐色粘土層（混千枚岩小班点）

12. 暗灰青色粘土（整地か否か？）

13. 黒灰色粘士

14. 黒灰色砂質粘土

15. r枚岩（地山）

- 393 -

16. 

I 7. 茶褐色泥士層（凡を含む炭）

18. 黄褐色千枚岩，混りの褐色上層

I 9. 褐色砂質粘七層

20. 賠褐色マンガン質粘七層

21. 賠褐色砂質粘土層

22. 黒褐色粘土層

23. 黄灰色砂質粘十:(混小礫）

2 4. 黒褐色粘十一層

2 5. 黒褐色粘上層

2 6. 黒色粘土層（混黄色千枚岩片）

2 7. 淡茶色土層（攪乱）

2 8. 黒褐色粘土
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7区D断面実測図 1区との境東西方向
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W三 二二二三こE

第 92図 8区 7断面実測図

w
 

第 93図 8区 6断面実測図

127• 

,. 

障94図 8区 5断面実測図

' 
,, .. 125• 

憚面祠 8区 3断面実測図

第95図 8区 4断面実測図 ,,,. 

,. 

124• 

• 
第97図 8区 2断面実測図 第98図 8区 1断面実測図
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第92図 8区久米廃寺西端築地

トレンチNo.7北壁七層

断面図'~

I. 表土（黒色腐蝕土）

2 茶褐色1層（礫含）

3. 褐色土層（小礫を少し含む）

4. 灰褐色士層

5. 灰褐色土榊

6. 淡赤褐色士層

7. 灰褐色土層

8. 黄灰色士層（礫含）

9. 白灰色粘質士層（地山十．類似）

I 0. 茶褐色士層

11. 黄褐色粘土層

12 

13. 褐色士層（小礫を少し含む）

14 

第93図 8区西端第地トレンチ

No. 6北壁上層断面図冷

L 表士（患色腐蝕土）

2. 褐色士層（礫を含む）

3. 灰褐色粘質土層

4 賠褐色砂質十層

5. 黒褐色砂質土層（小礫を含む）

6. 黄褐色粘質土層（土質及び色調は(i)とほとん

ど同じであるが，やや暗い色を呈す）

7. 暗褐色砂質士層

8. 黄褐色粘士層（士質及び色調は①とほとんど

同じであるが，やや暗い色を呈す）

9. 

l 0. 

11. 

12. 

l 3 

14. 

1" 
16. 

17 

I 8. 

19. 

20 

21. 

n 
2 3. 

黄褐色土附

黒褐色礫層

褐色士

第94図 8区西端策地トレンチ

No. 5南競士層断面図沿

10. 黄色細砂

］］． 黄褐色粗砂（小石混）

12. 黄褐色粗砂

第96図 8区久米廃寺止,,1界線

No. 3遺物小屋付近東西

断面図ぷ

灰褐色粘質土層（礫を含む）

灰褐色礫層（小礫から成る）

礫まじり褐色土層

l. 耕土，暗褐色

2. 黄褐色士層（灰黄色粘士プロックを含む）

3 黄褐色士層 ((21屑よりやや黒っぽい）

4. 灰褐色士

5. 賠褐色士
｝（いづれも砂質で小礫を含む）

6. 灰褐色土層

7. ⑤とほぼ同じであるが粘土（灰黄色）が含ま

れない。

8. 灰褐色士層

g 黄褐色土層（粘質）

10. 灰褐色士層（粘質）

11. 黄褐色士層（粘質）

12. 褐色士層（赤味を帯び砂質）

1a 褐色土層（赤味を帯び砂質）

14. 灰褐色士層（粘質）

15. 暗褐色七層（小礫を含み砂質でザラザラであ

る）

16. 灰褐色土層（粘質でなく良質の土層）

9
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第95図
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第98殴 8区西端築地トレ,1/チ

No. 1北壁反転断面図ら

.
L
9
J
9
5
4
R
 

路面

表土

攪乱

黄褐色徴砂層と黄色粘士層

灰色粘士（旧水田）

第97図 8区西端築地トレンチ

No. 2南壁土層断面図

西端築地トレンチNo.4 

2

3
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1

2

3
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7

 

黄褐色粘質土層

黄褐色粘質士層

賠視色砂質士フぐロック

A

F

E
し

R
3
1
&
n
u
p

表土灰褐色砂礫層

埋士層，山石少ない茶褐色細砂層

山石（千枚岩ぬめら）混り多い

灰色粘士まじり茶褐色土層，埋士層

茶褐色徴砂層

茶褐色細砂恩

灰褐色粘士層

黒色土層

道銘面

礫混り茶褐色土（道路のための埋土）

耕士......灰褐色」：層

耕七•••••灰黒色土層

黄褐色±層 小礫（粘板岩？）を含む

粘質士層（灰黒色）

(2)とほぼ同様である。

黄褐色土層（やや固い）

褐色士層（さらさらとしていて良質な士層で

である）

&. (3)とほぼ同じであるが礫は少し大きい

やや黄色を帯びている。

9. 灰褐色粘質土層

10. 灰褐色土層…•••やや黒っぼく固め

11. 灰褐色士層.....礫まじり

Io.'(l(jに対応する

11.'(I.≫ に対応する

12. 黒褐色攪乱士層（礫を含む）

轟l
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領家遺跡 久米廃寺 写真3

1 久米魔寺遠景 R 南々西よリ
宮尾遺訪 嵯峨山

2 久米廃寺よリ宮尾遺翔をのぞむ （内より）



写真4

1区荏物D全景北西より

.Ill'. -

迄←

2 I区建物u全景北西J.り



写真S

1区逹物ll全景西困より

2 I区往物11 西北部



写 6

1区趙物 D全景 東北より

2 I区建物D全景 !~ 南より



写？



写真8

: → ←← 

~ 一
1区建物U 束」しより

2 I区鴇物D雨溝附近 束より



写 9

1区理物11西漏J:.層全景南より

2 I区建物lli!!i溝と畦畔北より



写真I0 

I l区娃物D西溝磁り上げ状況南より

． 

2 I区煙物n西溝掘リ上げ状況北より



写 11

1区建物lli!!i溝北半部分下層 南より

2 I区迂物B西溝上層北より



写 I2 

1区廷物n北半郎杖南より

2 I区汀物ll西北部北より



写 l3 

1
区
弔
墳
溝
状
遺
膚

也
よ
り

ー
区
達
物
Il
南
端
部

凸
よ
り



写真 I4 

1
区
逹
物

11
南
蛸
郎
溝
状
遺
鳩

西
南
よ
り

1
区
逹
物

D
内
喘
部
溝
状
遺
構

南
よ
り

1
区
建
物

n南
喘
部
溝
状
遺
構

園
よ
り



写賣I5 

R

南

よ

リ

①

北

よ

リ

R

北

よ

り

R

北

よ

リ

R

北

よ

リ

④

北

よ

リ

⑥

北

よ

リ

⑥

璽

よ

り

1区捏物n礎石集成 1



写 l6 

R

北

よ

り

⑦

北

よ

リ

R

北

よ

IJ

⑧

南

西

よ

リ

R

北

よ

リ

⑨

北

東

よ
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5区凹み 束より
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, 5区P断面SlO遍の部分西北から



写真89

7区 A断面 南より

7区A断面千枚岩暗渠など lfiより



写 90

南
か
ら

2
 
7
区

C
断
面

西
か
ら



写真9l 

？
区

C
断
面
、
手
前
は

5
区

ltj
よ
り

2
 

附
よ
り



写真92

'I 

7
区

D
断
面
（
手
前
の
ト
レ
ン
チ
は

B
断
面
）

束
よ
り



写真93

8区北塙部北西，とり

8区北爛部の柱穴南束より



1
 
8
区

北
端

部
北

か
ら

対 遍 9 4

2
 
8
区

北
鳴

部
北

か
ら

3
 
8
区

北
端

部
西
か
ら

4
 
8
区

北
嬬

部
北

西
か
ら



写真95

゜
8区7断面 l*l,lり

8区 6町四 限東 より



写真96

8区6斬面南側地区全景北西より
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• 2 8区2断面西側 西北よ り
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<I I 8区2新面西側 丙より

• 3 8区2断面東愕 北よ り
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宮尾遺舒 嵯懃山

＾久米厩寺グリツド発掘全景（ 昭和44年 8月） 性よ り

発掘講斎一時休止状況（昭和45年 l月-6月）

....東西第 lトレンチ発掘風景 洒より

（昭和44年3月）
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1 ペルトコンペア運澱 2 第二洟査，後半再開

： 3 I区発l1i1 4 写真撮影のため水とリ

S 雪かき 6 瓦の発掘，逹物n西溝南から

7 沢＂仁氏指導 8 見学ガ北から
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5 l区北債J牒の発掘

2 4区発掘風景

4 4区発揖風景

6 調査事務所

7 3区埋め戻し状況 8 7区実測風景
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